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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎ゼミナール
（学習体験の実践）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 小川　利政 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的

本学の「建学精神」・「教育理念」・「教育研究上の目的」を踏まえたうえで、診療
放射線技術学分野は放射線医学を基盤とした人間を対象とする学問である。「人
間教育」の考え方を基本として、専門分野に関する最も基礎的な知識と技術の習
得に加えて、幅広い視野と豊かな人間性、高い倫理観、的確な対人関係形成力、
他者との協調・協働力、継続的な自己研鑽力、研究能力を身に付けた職業人（診
療放射線技師）を目標とした基本的な能力を修得する

授業内容
オムニバス形式により、診療放射線技術学分野を基盤とした最も基本的な知識は
講義で、技術は学内実験（物理・化学）で、診療放射線技術学分野は見学実習・
演習（学外の医療施設）と学術講演会で、人間形成は一泊研修で、加えて学力向
上には学力向上講座と補習を組み合わせた内容とする。

到達目標
教育理念（教育研究上の目的）による学習意欲向上を目標とする。
保健医療分野での診療放射線技術学を遂行するため、
1）学術知識の向上（継続する根性）を実践する。
2）教育理念の完遂と責任を実践する。

授業形態

1）オムニバス形式での講義
2）学内・臨床施設での見学実習と体験実習
3）一泊研修での討論会
4）学術講演会への参加
5）学力向上対策講座
6）基礎教育科目での補習

教科書、教材、参考書 配布資料

評価方法 授業参加姿勢（出席状況、授業態度、質疑応答）、レポート、一泊研修報告書、
プレゼンテーションなどで、総合的に評価する。

評価基準
授業参加姿勢（出席、授業態度等）、レポート、グループワーク状況、プレゼンテー
ション力を総合的に判断して決定する。

「学習体験の基礎」「学力充実対策講座」「骨解剖学」「医療用語学」「骨学演習」など、
基礎ゼミナールに該当する各講座の点数を平均したもので評価する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

あ ら か じ め 配 布 し た
「一泊研修のしおり」
を読んで、
・研修趣旨を理解する。
・ 一 泊 研 修 の ス ケ
ジュールを確認する。

【一泊研修　一日目】
①研修プログラム全体説明
②堺市国際部による講演
③グループ討論および発表会
④宿泊施設で一泊

①一泊研修の趣旨をメモす
る。
②国際都市堺市について確認
③討論の結果をまとめて発表
用シートを作成する。

「一泊研修のしおり」

第 2回

あ ら か じ め 配 布 し た
「一泊研修のしおり」
を読んで、
・研修趣旨を理解する。
・ 一 泊 研 修 の ス ケ
ジュールを確認する。

【一泊研修　二日目】
①ボランティア活動：宿泊施
設周辺を野外清掃し、社会貢
献する。
②研修会：有意義な学生生活
をするには
・大学の勉学について（教員）
・学生生活紹介「勉学」（学生）
・学生生活紹介「生活」（学生）
③バーベキュー先輩学生との
交流
④一泊研修総括：報告書を作
成する。

①野外清掃を励行する。
②体験談などを聞いて充実し
た学生生活を送るための糧と
する。
③先輩とのコミュニケーショ
ンを図る。
④今後の大学生活に役立てる
ための一泊研修を総括し、報
告書を作成する。

「一泊研修のしおり」

≪基礎教育科目≫
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 3回

基礎ゼミナールオリエンテー
ション
・基礎ゼミナール全体の概要、
趣旨、スケジュール名の説明

・基礎ゼミナールの趣旨の確
認
・スケジュールの確認

基礎ゼミナールスケ
ジュールなどの資料
配布

第 4回
放射線技師の業務内容
について調べる。

放射線技師の仕事と患者さん
との関わり

・講義内容の復習
・提出課題について次回レ
ポート提出

・プリント資料配布
・参考書は授業中に
紹介

第 5回
チーム医療について調
べる。

チーム医療と職種間連携 講義内容の復習とチーム医療
についてまとめる。

・プリント資料配布
・参考書は授業中に
紹介

第 6回
見学する病院・施設の
概 要 を ネ ッ ト で 調 べ
る。

病院・施設見学 見学内容をまとめて、レポー
トを提出する。

第７回
　

第 10回

放射線画像について調
べる。

---------------------------------------
一般 X 線撮影装置とそ
の適用範囲について調
べる。

-------------------------------------
X 線 CT 装置とその適
用 範 囲 に つ い て 調 べ
る。

-------------------------------------
放射線治療について調
べる。

学内実習体験①
・放射線画像
・画像の読影と診断
----------------------------------------
学内実習体験②
・一般 X 線撮影装置
・臨床現場での適用範囲とそ
の画像
----------------------------------------
学内実習体験③
・X 線 CT 装置
・臨床現場での適用範囲とそ
の画像
----------------------------------------
学内実習体験④
・放射線治療装置
・放射線治療とは

実習内容をまとめて、レポー
トを提出する。

・プリント資料配布
・参考書は授業中に
紹介

〜
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎ゼミナール
（学力向上対策講座）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 西浦　素子 授 業 形 態 演　習 期 別 通　年

授業目的 診療放射線技師を志して入学した学生に対して、高校から大学への円滑な教育の
接続を図ることを目的とする。

授業内容
（オムニバス形式：全 30 回）
学部教育を受ける上で必要となる基本的学習スキルの習得と学習目標の設定や動
機付け教育を行い、専門分野への興味と関心を持たせる。

到達目標 基礎的な医学知識の理解、さらに使命感を持って患者にサービスのできる医療従
事者を目指す。

授業形態 講義形式で行うができるだけ資料の提示や視聴覚資料を利用する。
他、グループディスカッション、グループ活用など適宜調整

教科書、教材、参考書
配布プリント、視聴覚教材、スライド等を使用して授業をおこなう。
USB メモリ、ノート PC。
自在定規、グラフ用紙、関数電卓、アイソトープ手帳。
適宜参考文献の紹介を行う。

評価方法
・講義開始時に前回講義内容について事前学習の取組状況を確認するとともに、
毎回講義内容についてレポート作成、小テストの課題を提出する。
・毎回の出席点にくわえ、グループディスカッションでの積極性、プレゼンテー
ションの内容も考慮に入れる。

評価基準
授業参加姿勢（出席、授業態度、小テスト、レポート等）、グループワーク状況、
プレゼンテーション力を総合的に判断して決定する。

「学習体験の基礎」「学力充実対策講座」「骨解剖学」「医療用語学」「骨学演習」など、
基礎ゼミナールに該当する各講座の点数を平均したもので評価する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
（前期）

原子と原子核の構造 基礎学力の確認①
「物質を構成している原子」に
注目して放射線を学ぶために
必要な基礎的な数学、物理、
化学について学習する

・講義ノート整理
・配布プリント復習

第 2回

前回講義内容の復習 基礎学力の確認②
放射線を学ぶために必要な基
礎的な数学（単位を理解し単
位換算ができるようになる）、
小テスト①

・講義ノート整理
・配布プリント復習

第 3回

前回講義内容の復習 基礎学力の確認③
放射線のエネルギーについて
知る（基礎的な数学・物理に
ついて学習する）、小テスト②

・講義ノート整理
・配布プリント復習

第 4回

（放射線関連基礎ゼミ）
前回講義内容の復習

（数学強化ゼミ）
基本的な計算の確認

（物理強化ゼミ）
基礎物理講義の復習

放射線関連基礎ゼミ①
放射線の種類について
原子の構造を復習しながら放
射線の性質、また放射線の種
類について学習する。
----------------------------------------
数学強化ゼミ①
※物理・化学受講者もうける
こと
----------------------------------------
物理強化ゼミ①
～運動と力（1）～
・直線運動
・加速度、等加速度運動

・講義ノート整理
・配布プリント復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

（共通）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ②＞
電磁波のエネルギーについて
１
エネルギーの単位 [J]、[eV] の
定義について理解する。
----------------------------------------
＜数学強化ゼミ②＞
※物理・化学受講者も受ける
こと
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ②＞
～運動と力（2）～
・速度の合成と分解、相対速
度

・講義ノート整理
・配布プリント復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 6回

（放射線関連基礎ゼミ）
（物理強化ゼミ）
前回講義内容の復習

（化学強化ゼミ）
基礎化学講義の復習

＜放射線関連基礎ゼミ③＞
電磁波のエネルギーについて
2
エネルギーの単位 [J]、[eV] の
定義について理解し、エネル
ギーの計算ができるようにな
る。
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ①＞
・原子の構成と電子配置
・同位体・同位体存在比・核
異性体・相対質量
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ③＞
～運動と力（3）～
・重力加速度と鉛直方向の運
動
・水平投射と斜方投射

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 7回

（共通）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ④＞
4 ～ 6 講のまとめ、確認小テ
スト
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ②＞
原子量・分子量・アボガドロ
数・物質量・化学反応式と物
質量（1）
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ④＞
～運動と力（4）～
・力のつりあい

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 8回

（共通）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ⑤＞
X 線の性質について 1
特性 X 線と連続 X 線につい
て理解する①。
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ③＞
原子量・分子量・アボガドロ
数・物質量・化学反応式と物
質量（2）
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑤＞
①～④のまとめおよび確認小
テスト

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 9回

（共通）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ⑥＞
X 線の性質について 2
特性 X 線と連続 X 線につい
て理解する②。
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ④＞
原子量・分子量・アボガドロ
数・物質量・化学反応式と物
質量（3）
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑥＞
～運動と力（5）～
・運動の法則 1

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
ゼミ①～④の確認プリント復
習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 10回

（放射線関連基礎ゼミ）
（物理強化ゼミ）
前回講義内容の復習

（化学強化ゼミ）
①～④までの講義内容
の復習と整理。確認プ
リントの問題はもう一
度解くこと。

＜放射線関連基礎ゼミ⑦＞
8 講、9 講のまとめ、確認小テ
スト
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ⑤＞
①～④ についてまとめおよび
確認小テスト
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑦＞
～運動と力（6）～
・運動の法則 2

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
小テスト復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 11回

（共通）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ⑧＞
X 線の性質について 3
X 線の減弱について理解する
1. 距離による減弱
2. 物質との相互作用による減
弱
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ⑥＞
・化学反応式と物質量の演習
（1）　
・化学結合　イオン結合・共
有結合・金属結合・組成式、
分子式を書く。（1）
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑧＞
～運動と力（7）～
・仕事と力学的エネルギー

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
・確認プリント復習
・小テスト問題のやりなおし

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 12回

（共通）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ⑨＞
X 線の性質について 4
X 線の投影像について理解す
る
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ⑦＞
・化学反応式と物質量の演習
　（2）　
・化学結合　イオン結合・共
有結合・金属結合・組成式、
分子式を書く。（2）
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑨＞
⑥～⑧のまとめおよび確認小
テスト

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
ゼミ⑥⑦確認プリント復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回

（放射線関連基礎ゼミ）
（物理強化ゼミ）
前回講義内容の復習

（化学強化ゼミ）
⑥⑦までの講義内容の
復習と整理。確認プリ
ントの問題はもう一度
解くこと。

＜放射線関連基礎ゼミ⑩＞
10、11 講のまとめ、確認小テ
スト
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ⑧＞
⑥～⑦についてまとめおよび
確認小テスト
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑩＞
～波の性質（1）～

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
小テスト復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 14回

（放射線関連基礎ゼミ）
放射線技師の仕事に
ついて調べる。

（物理・化学強化ゼミ）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ⑪＞
放射線技師が携わる様々な検
査について
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ⑨＞
イオン、イオン化傾向　溶液
に関する計算　溶液の濃度
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑪＞
～波の性質（2）～
・音の伝わり方

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
・小テストやりなおし
・ゼミ①～⑨の確認プリント
復習（化学）

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 15回

（放射線関連基礎ゼミ）
病院における放射線
技師の役割について
考える。

（化学強化ゼミ）
①～⑨までの講義内容
の復習と整理。確認プ
リントの問題はもう一
度解くこと。

（物理強化ゼミ）
前回講義内容の復習

＜放射線関連基礎ゼミ⑫＞
チーム医療と職種間連携
----------------------------------------
＜化学強化ゼミ⑩＞
①～⑨についてまとめおよび
確認小テスト
----------------------------------------
＜物理強化ゼミ⑫＞
⑩～⑪のまとめおよび確認小
テスト

（共通）
・講義ノート整理
・配布プリント復習

（化学）
小テスト問題の復習

（物理）
・配布プリント
・『物理学基礎』（原
康夫著 , 学術図書出
版社 , 2010）

第 16回
（後期）

化学・物理実験オリエンテー
ション①

オリエンテーション
時に説明・紹介

第 17回 化学・物理実験オリエンテー
ション②

オリエンテーション
時に説明・紹介

第 18回
実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

物理学実験 1
電気・磁気に関する実験

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 19回
実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

物理学実験 1
電気・磁気に関する実験

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 20回
実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

物理学実験 2
光・放電に関する実験

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 21回
実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

物理学実験 2
光・放電に関する実験

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 22回

実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

化学実験１
水溶液の調製と系列希釈
①頻用実験機器・器具の操作
法と原理・保守洗浄法
②水溶液における重量濃度・
モル濃度の調整
③高濃度化・混合・系列希釈

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 23回

実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

化学実験１
水溶液の調製と系列希釈
①頻用実験機器・器具の操作
法と原理・保守洗浄法
②水溶液における重量濃度・
モル濃度の調整
③高濃度化・混合・系列希釈

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 24回

実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

化学実験 2
酸・塩基性水溶液の調製と
pH 測定ならびにビタミン C
の還元作用

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 25回

実習テーマについて配
布資料、参考書などで
下調べを行う。

化学実験 2
酸・塩基性水溶液の調製と
pH 測定ならびにビタミン C
の還元作用

実習内容および結果を指定さ
れた形式のレポートにまとめ
る。

第 26回
各実習内容の復習 実習レポート指導等① 実習内容および結果を指定さ

れた形式のレポートにまとめ
る。

第 27回
各実習内容の復習 実習レポート指導等② 実習内容および結果を指定さ

れた形式のレポートにまとめ
る。

第 28回
診療放射線技師の業務
に つ い て 事 前 に 調 べ
る。

専門技術学講座①②③ 講義・配布資料の復習

第 29回
診療放射線技師の業務
に つ い て 事 前 に 調 べ
る。

専門技術学講座④⑤⑥ 講義・配布資料の復習

第 30回
診療放射線技師の業務
に つ い て 事 前 に 調 べ
る。

専門技術学講座⑦
基礎ゼミナールまとめ

講義・配布資料の復習
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎ゼミナール
（骨解剖学）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 高井　逸史 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的 骨と筋肉（運動器）の使える知識や考え方を修得する。

授業内容

医療現場では患者の取り違え、誤診など様々な医療事故が報告されている。その
背景には、業務連携など職種の垣根を超えたチーム医療はもちろんのこと、患者
の病態や障害に対する理解不足と専門職の過信が潜んでいると考える。そこで、
1 年次に必要とされる骨学を中心に筋肉（運動器）の解剖学と関節の運動学を修
得する。

到達目標
・医療事故を防ぐためには連携・協働によるチーム医療の重要性を理解している。
・大きな関節を構成する骨や筋肉に関する解剖学知識が身についている。

授業形態 一斉授業形式と班単位での演習形式を行う。

教科書、教材、参考書 教科書：『解剖学アトラス』（平田幸男 , 文光堂 , 2012）
教材：作成したプリント資料

評価方法 授業態度、課題、口頭試問など総合的に評価する。

評価基準
授業への参加意欲（30 点）、課題テスト（60 点）、口頭試問（10 点）の
合計 100 点で評価する。

「学習体験の基礎」「学力充実対策講座」「骨解剖学」「医療用語学」「骨学演習」など、
基礎ゼミナールに該当する各講座の点数を平均したもので評価する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
医療事故事例の記事などから事
件背景を把握する。さらに、事
故防止の観点から討議する。

医療現場事故について再現す
る（授業内）。

作成したプリント教
材

第 2回
肩を構成する骨の名称
を調べる。

肩を構成する骨や筋肉、そし
て関節の動きを理解する。

関節の動きと解剖学の知識を
整理する。
肩骨漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書

第 3回
胸郭（きょうかく）を
構成する骨の名称を調
べる。

胸郭を構成する骨や筋肉、そ
して関節の動きを理解する。

関節の動きと解剖学の知識を
整理する。　　　
胸郭骨漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書

第 4回
手を構成する骨の名称
を調べる。

手を構成する骨や筋肉、そし
て関節の動きを理解する。

関節の動きと解剖学の知識を
整理する。
手骨漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書

第 5回
脊柱を構成する骨の名
称を調べる。（1）

脊柱を構成する頚椎・胸椎・
腰椎の形態学特性を理解す
る。

頚椎・胸椎・腰椎の形態学特
性を整理する。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 6回
脊柱を構成する骨の名
称を調べる。（2）

脊柱を構成する骨や筋肉、そ
して関節の動きを理解する。

脊柱を構成する関節や筋肉に
ついて整理する。
脊柱骨漢字テスト　　　　

・作成したプリント
教材
・教科書

第 7回
頭蓋骨を構成する骨の
名称を調べる。

頭蓋骨を構成する骨の名称や
形態学特性を理解する。

頭蓋骨を構成する骨の名称や
形態学特性を整理する。　　
頭蓋骨漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書

第 8回
骨盤を構成する骨の名
称を調べる。

骨盤を構成する骨の名称や形
態学特性を理解する。

骨盤を構成する骨の名称や形
態学特性を整理する。　　　
骨盤漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書

第 9回
股（また）を構成する
骨の名称を調べる。

股を構成する骨や筋肉、そし
て関節の動きを理解する。

関節の動きと解剖学の知識を
整理する。　　　
股骨漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
膝を構成する骨の名称
を調べる

膝を構成する骨や筋肉、そし
て関節の動きを理解する。

関節の動きと解剖学の知識を
整理する。
膝骨漢字テスト

・作成したプリント
教材
・教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎ゼミナール
（医療用語学）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 李　　　強・高井　逸史・金光　秀晃 授 業 形 態 演　習 期 別 通　年
（前	期）

授業目的

本講義は高校の一般教育から大学の専門教育への接続を円滑にでき、医学を学ぶ
基礎能力の土台を作ることを目的とする。古代中国医学を源流とする医学用語、
江戸時代に刊行された『重訂解体新書』が蘭語から漢字に造語した医学用語、出
自がギリシア語、ラテン語及び英語などにある医学用語の諸々に対して、それぞ
れの内在的な関連性を理解する。医学用語では、人体の部位や症状、病名、検査法、
医学原理などの代表的な専門用語を学び、4 年間勉強する内容をよりスムーズに
理解できることを目指す。（1 回～ 10 回）
なお、診療放射線技術学の各分野を「医療用語学」という側面から“横断的”に
学修することは有意義である。臨床実習の場においても「医療用語」が理解でき
ていないと、学修に付いていけないことになる。他の授業科目では看過している

“ニッチ（隙間）”的な「医療用語」もあり、その補足も含め、体系的に診療放射
線技師に不可欠な「医療用語」を習得する必要がある。これらの観点から、１年
生前期の段階で必要な基本的な「医療用語学」を習得し、1 年後期の授業科目「医
療用語学」へ繋げることを目的とする。（11 回～ 15 回）

授業内容

入学したばかりの学生諸君が学習上の障碍を乗り越えるため、基礎医学専門用語
を取りあげ、医学用語の構造と成り立ちの基本を理解する。さらに、診療放射線
診療で使用される医学用語を理解するために必要な医学用語を英語略語として習
得する。医学用語の数及びその種類は膨大であり、限られた授業時間でその全て
を網羅するのは不可能に近いが、より多くの語彙を習得するためには、本授業以
後も受講生の継続的な学習努力が必要であることとなる。

到達目標

1 回～ 10 回において、下記の 1）～ 5）までを目標とする。
1）基礎医学専門用語を読み書きできる。　　　　　　　　　　　　　　　　　
2）医学用語の構成が理解できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3）医学用語の構成要素を識別し分析できる。　　　　　　　　　　　　　　　
4）医療分野で必須の略語を理解できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　
5）診療放射線技師として放射線診療でのコミュニケーションにも対応できるよ
うな語彙と知識を習得する。
11 回～ 15 回において、「疾病の概念」に関わる各種の医療用語に関連した内容を
理解することを到達目標とする。

授業形態
指定した教科書に添って、対面授業で実施する。小テスト、口頭試問、演習問題
などの形式を取り入れる。教科書の医療用語に関連した内容について、指定した
参考書の豊富な図解にも触れる。各医療用語の解説は、当該分野に精通した教員
数名がオムニバス形式で実施する。

教科書、教材、参考書 教科書：『新編・臨床医学概論』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2004）
参考書：『人体のしくみと病気がわかる事典』（奈良信雄監修 , 西東社 , 2012）

評価方法

授業時の発言、取り込む姿勢、小テスト成績、口頭試問、出席状況を総合して、
平常点を評価する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受講時に他の学生の学習の妨げとなる態度を取る者については、退室を命じるこ
とがある。シラバスの各回の内容については変更になる可能性があるので、各自
掲示板などをみておくこと。

評価基準
筆記試験の成績（70 点）、および、授業態度・出席状況（30 点）で評価する。
60 点以上を合格とする。

「学習体験の基礎」「学力充実対策講座」「骨解剖学」「医療用語学」「骨学演習」など、
基礎ゼミナールに該当する各講座の点数を平均したもので評価する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

基礎医学用語の概念を
事前に調べる。

・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（1）」を実施する。
・古代中国医学を源流とする
医学用語について

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 2回

教科書の用語部分を卒
読する。

・前回に実施した「小テスト
（1）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・漢字六書理論からみた医学
用語の構造
・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（2）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 3回

教科書の用語部分を卒
読する。

・前回に実施した「小テスト
（2）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・疾病名の構成法則
「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（3）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 4回

教科書の用語部分を卒
読する。

・前回に実施した「小テスト
（3）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・『重訂解体新書』の医学用語
造語への貢献について
・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（4）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 5回

教科書の用語部分を卒
読する。

・前回に実施した「小テスト
（4）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・医学用語の語源としてのギ
リシア語について
・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（5）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 6回

教科書の用語部分を卒
読する

・前回に実施した「小テスト
（5）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・医学用語の語源としてのラ
テン語について
・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（6）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 7回

教科書の用語部分を卒
読する。

・前回に実施した「小テスト
（6）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表する。
答え合わせをしながら、テスト
傾向や対策を教示する。
・医学用語としての英語につ
いて
・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（7）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

教科書の用語部分を卒
読する。

・前回に実施した「小テスト
（7）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・基礎医学勉強で役立つ医学・
放射線学専門用語について

（1）
・「小テスト　基礎医学専門用
語読み書き（8）」を実施する。

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 9回

試験対策 ・前回に実施した「小テスト
（8）」の採点結果、成績上位
10 名の順位リストを公表す
る。答え合わせをしながら、
テスト傾向や対策を教示す
る。
・基礎医学勉強で役立つ医学・
放射線学専門用語について

（2）
・総まとめ

ノート整理・清書及び復習 ・教科書
・配布資料

第 10回 試験対策 確認テスト：「医学漢字検定」

第 11回
教科書の第 1 部第 1 章、
第 2 章の医療用語を予
習する。

「健康と生活習慣病」、および、
「予防医学」に関連した医療用
語を習得する。

教科書の第 1 部第 1 章、第 2
章の医療用語を復習する。

教科書

第 12回
教科書の第 1 部第 3 章
の 医 療 用 語 を 予 習 す
る。

「病因と疾病」に関連した医療
用語を習得する。

教科書の第 1 部第 3 章の医療
用語を復習する。

教科書

第 13回
教科書の第 1 部第 4 章
の 医 療 用 語 を 予 習 す
る。

「疾病症候と徴候」に関連した
医療用語を習得する。

教科書の第 1 部第 4 章の医療
用語を復習する。

教科書

第 14回
教科書の第 1 部第 5 章
の 医 療 用 語 を 予 習 す
る。

「臨床検査概要」に関連した医
療用語を習得する。

教科書の第 1 部第 5 章の医療
用語を復習する。

教科書

第 15回
教科書の第 1 部第 6 章
の 医 療 用 語 を 予 習 す
る。

「診療画像検査概要」に関連し
た医療用語を習得する。

教科書の第 1 部第 6 章の医療
用語を復習する。

教科書



− 19 −

履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎ゼミナール
（医療用語学）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 李　　　強・高井　逸史・金光　秀晃 授 業 形 態 演　習 期 別 通　年
（後	期）

授業目的

1 年生前期の基礎ゼミナールにおいて「医療用語学 序論」を習得したが、これに
立脚して、診療放射線技術学の各分野を「医療用語学」という側面から“横断的”
に学修し深めることは有意義である。臨床実習の場においても「医療用語」が理
解できていないと、学修に付いていけないことになる。他の授業科目では看過し
ている“ニッチ（隙間）”的な「医療用語」もあり、その補足も含め、体系的に
診療放射線技師に不可欠な「医療用語」を習得する必要がある。これらの観点から、
1 年生の段階で必要な基本的な「医療用語学」を習得することを目的とする。

授業内容
1 年次では、「医療用語学」のうち「入門導入の部分」は、前期の「基礎ゼミナール」
の中において学び、それをさらに展開して、後期 15 回の授業において「発展部分」
として「医療用語学」を深める。この授業では、「症候各論」として「医療用語学」
を多面的に把握する。

到達目標
「症候各論」に関わる各種の医療用語、特に、症候として典型的な 32 項目に関連
した内容を理解することを到達目標とする。単に医療用語の意味を理解するだけ
でなく、その周辺分野の知見も幅広く理解することも重要であり、さらに、一部
の医療用語の相互関係を体系的に把握することも目指す。

授業形態 指定した教科書に添って、対面授業で実施する。教科書の医療用語に関連した内
容について、指定した参考書の豊富な図解にも触れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『新編・臨床医学概論』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2004）
参考書：『人体のしくみと病気がわかる事典』（奈良信雄監修 , 西東社 , 2012）

評価方法

授業時の発言、取り込む姿勢、小テスト成績、口頭試問、出席状況を総合して、
平常点を評価する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
受講時に他の学生の学習の妨げとなる態度を取る者については、退室を命じるこ
とがある。シラバスの各回の内容については変更になる可能性があるので、各自
掲示板などをみておくこと。

評価基準
筆記試験の成績（70 点）、および、授業態度・出席状況（30 点）で評価する。
60 点以上を合格とする。

「学習体験の基礎」「学力充実対策講座」「骨解剖学」「医療用語学」「骨学演習」など、
基礎ゼミナールに該当する各講座の点数を平均したもので評価する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
教科書の第 2 部第 7 ～
8 章の医療用語を予習
する。

「疲労」、および、「全身倦怠感」
に関連した医療用語を習得す
る。

教科書の第 2 部第 7 ～ 8 章の
医療用語を復習する。

教科書

第 2回
教科書の第 2 部第 9 章
の 医 療 用 語 を 予 習 す
る。

「感染症」に関連した医療用語
を習得する。

教科書の第 2 部第 9 章の医療
用語を復習する。

教科書

第 3回
教 科 書 の 第 2 部 第 10
～ 11 章の医療用語を
予習する。

「発熱」、および、「発疹」に関
連した医療用語を習得する。

教科書の第 2 部第 10 ～ 11 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 4回
教 科 書 の 第 2 部 第 12
～ 13 章の医療用語を
予習する。

「肥満と体重減少」、および、
「吐気と嘔吐」に関連した医療
用語を習得する。

教科書の第 2 部第 12 ～ 13 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 5回
教 科 書 の 第 2 部 第 14
～ 15 章の医療用語を
予習する。

「下痢と便秘」、および、「黄疸
と高ビリルビン血症」に関連
した医療用語を習得する。

教科書の第 2 部第 14 ～ 15 章
の医療用語を復習する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回
教 科 書 の 第 2 部 第 16
～ 17 章の医療用語を
予習する。

「出血と止血」、および、「貧血」
に関連した医療用語を習得す
る。

教科書の第 2 部第 16 ～ 17 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 7回
教 科 書 の 第 2 部 第 18
～ 19 章の医療用語を
予習する。

「血圧障害」、および、「不整脈」
に関連した医療用語を習得す
る。

教科書の第 2 部第 18 ～ 19 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 8回
教 科 書 の 第 2 部 第 20
～ 21 章の医療用語を
予習する。

「呼吸困難」、および、「尿異常」
に関連した医療用語を習得す
る。

教科書の第 2 部第 20 ～ 21 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 9回
教 科 書 の 第 2 部 第 22
～ 23 章の医療用語を
予習する。

「糖尿」、および、「浮腫」に関
連した医療用語を習得する。

教科書の第 2 部第 22 ～ 23 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 10回
教 科 書 の 第 2 部 第 24
～ 25 章の医療用語を
予習する。

「リンパ腫」、および、「痛み」
に関連した医療用語を習得す
る。

教科書の第 2 部第 24 ～ 25 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 11回
教 科 書 の 第 2 部 第 26
～ 27 章の医療用語を
予習する。

「めまいと平衡機能障害」、お
よび、「痙攣」に関連した医療
用語を習得する。

教科書の第 2 部第 26 ～ 27 章
の医療用語を復習する。

教科書

第 12回
教 科 書 の 第 2 部 第 28
章の医療用語を予習す
る。

「意識障害」に関連した医療用
語を習得する。

教科書の第 2 部第 28 章の医
療用語を復習する。

教科書

第 13回
教 科 書 の 第 2 部 第 29
章の医療用語を予習す
る。

「ショック」に関連した医療用
語を習得する。

教科書の第 2 部第 29 章の医
療用語を復習する。

教科書

第 14回
教 科 書 の 第 2 部 第 30
章の医療用語を予習す
る。

「代謝異常」に関連した医療用
語を習得する。

教科書の第 2 部第 30 章の医
療用語を復習する。

教科書

第 15回
教 科 書 の 第 2 部 第 31
～ 32 章の医療用語を
予習する。

「腫瘍」、および、「副作用・造
影剤副作用」に関連した医療
用語を習得する。

教科書の第 2 部第 31 ～ 32 章
の医療用語を復習する。

教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎ゼミナール
（骨学演習）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 高井　逸史・李　強 授 業 形 態 演　習 期 別 後　期

授業目的
X 線撮影法など診療放射線技師として不可欠な医用画像を習得するには、前期に
履修した解剖学Ⅰとりわけ骨学の理解が必修となる。そこで対象となる骨形態を
より詳細かつ立体的に理解を深めることを目的とする。

授業内容
具体的には骨模型を実際に手に取り触ることを通じ大まかな形態特性をつかむ。
次に骨模型のスケッチを行い、各部位の名称や詳細な形態特性の理解を深める。
さらに X 線画像のスケッチを行い、臨床的につながる骨形態を把握する。

到達目標
骨学の知識を深く理解し、医用画像の基礎力を涵養することである。
①骨形態が描写でき各部位の名称が漢字で書けている。
②体表から大まかに骨の位置が理解している。
③対象となる骨形態が立体的にイメージできる。

授業形態 基本的にグループに分けて演習する。

教科書、教材、参考書
教科書：『解剖学アトラス』（平田幸男 , 文光堂 , 2012）
その他：スケッチブック（B4 サイズ以上）
　　　　トレーシングペーパー

評価方法 この演習は授業に対する取り組む姿勢や態度、スケッチ内容、口頭試問、
期末試験の結果に基づき評価する。

評価基準
100 点満点を授業態度（取り組む姿勢、出席状況）：20％、スケッチ：20％、
期末試験：60% に配分して、60 点以上を合格とする。

「学習体験の基礎」「学力充実対策講座」「骨解剖学」「医療用語学」「骨学演習」など、
基礎ゼミナールに該当する各講座の点数を平均したもので評価する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回 骨箱の点検作業及び整理整頓
（教科書を持参する。）

大まかな骨格組成を熟知す
る。

・教科書

第 2回

骨スケッチの必要性と描き方
について
解剖学的肢位、方向、面、軸
等の確認
スケッチ手法について、一点
透視図、二点透視図、三点透
視図、等角図法　

解剖学通読し、本講義によっ
て得た知識を整理する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 3回

脊柱のスケッチ（1）
頚椎・胸椎・腰椎の役割、形
態的な特徴及び違いを知る。
仙骨・骨盤の役割や形態的な
特徴を知る。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 4回

脊柱のスケッチ（2）
頚椎・胸椎・腰椎の役割、形
態的な特徴及び違いを知る。
仙骨・骨盤の役割や形態的な
特徴を知る。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 5回

胸郭のスケッチ
肋骨や胸骨の形態特性や部位
名称について骨標本のスケッ
チや触知を通し理解する。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

下肢のスケッチ（1）
大腿骨と骨盤の形態特性や部
位名称について骨標本のス
ケッチや触知を通し理解す
る。X線画像についても触れ
る。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 7回

骨盤と大腿骨の名称に
ついて確認考査を実施
する。

下肢のスケッチ（2）
足根骨の形態特性や部位名に
ついて骨標本のスケッチや触
知を通し理解する。X 線画像
についても触れる。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書・作成した
補助プリント

第 8回

肩甲骨を中心とした肩
関節の名称について確
認考査を実施する。

上肢帯のスケッチ
 肩甲骨及び肩関節をスケッチ
することを通してそれらの形
態特性を熟知する。X 線画像
についても触れる。　　

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書・作成した
補助プリント

第 9回

手根骨の名称について
確認考査を実施する。

手根骨のスケッチ　　　　　
手根骨を形態特性や部位名称
について骨標本のスケッチや
触知を通し理解する。X 線画
像についても触れる。　

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書・作成した
補助プリント

第 10回

頭蓋のスケッチ（1）
頭蓋の上面、前面、側面、後面、
下面から骨標本をスケッチす
ることで孔や窩といった形態
特性を理解する。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 11回

頭蓋骨のスケッチ（2）
頭蓋底の内面である内頭蓋底
には数多くの孔がりスケッチ
を通し複雑な形態特性を理解
する。

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 12回

心臓のスケッチ（1）　　　　
①単純撮影に見られる胸部正
面像
②造影撮影に見られる右心造
影正面像
③心臓の位置及び胸郭内の血
管　　　

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 13回

心臓のスケッチ（2）　　　　
①造影撮影に見られる右心造
影側面像
②造影撮影に見られる大動脈
造影正面像
③心臓の血管（前面）　

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 14回

腹部のスケッチ
①単純撮影に見られる腹部正
面像
②造影撮影にみられる胃及び
十二指腸（バリウム服用後）　

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント

第 15回
大腸のスケッチ
①造影撮影に見られる大腸

（バリウム注腸後）

本講義によって得た知識を教
科書により確認する。

・教科書
・作成した補助プリ
ント
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎物理 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 青笹　正夫 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
自然科学の知識を医療技術へ応用するためには、物理学に関する基本的な法則を
知り、日常生活や自然現象を物理的な観点から捉えて理解する力が必要となる。
物理的なものの見方、考え方、及び表現方法に関する基礎的な事項を修得するこ
とを目的とする。

授業内容 初年次配当科目であること、及び物理学を苦手とする学生への配慮を十分おこな
い、基礎的事項から積み上げていく講義を行う。

到達目標 ・物理的なものの見方、アプローチに慣れ親しむこと。
・物理学においては数学的論理が極めて有効であることを理解する。

授業形態

基本的には講義形式が中心となるが、Java　Applet 教材などを用いて視覚的に
理解を深めるとともに、演習を取り入れ、解答案を板書させて討論をおこなう。
適宜レポート課題を与え次週までに提出させて理解度のチェックをおこなう。ま
た、数式処理プログラム MAXIMA を講義にも取り入れ、有効に利用できるよう
紹介する。

教科書、教材、参考書
教科書：『物理学基礎』（原康夫 , 学術図書出版社 , 2010）　
教材 ：MAXIMA
参考資料：適宜紹介する。

評価方法 試験結果とレポートを総合して合否の判定をおこなう。

評価基準 100 点満点を試験 80%、レポート内容 20% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
運動を表す位置を用い
て 速 度 と 加 速 度 を 表
す。

科目に関するガイダンス
（1）運動

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 2回
前回授業内容の復習。
運動の第 1 法則から第
3 法則とはなにか。

（2）運動の法則と力の法則 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 3回
前回授業内容の復習。
放物運動，粘性抵抗が
ある場合の落下運動。

（3）力と運動 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 4回
前回授業内容の復習。
身のまわりにある振動
現象をあげる。

（4）振動 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 5回
前回授業内容の復習。
自然を統一的に理解す
る鍵がエネルギー。

（5）仕事とエネルギー 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 6回
前回授業内容の復習。
回転運動をどのように
記述するか。

（6）質点の角運動量と回転運
動の法則

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 7回
前回授業内容の復習。
多くの物体（質点）か
らなる系を記述する。

（7）質点系の重心、運動量と
角運動量

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 8回
第１回から第７回まで
の授業内容の復習と整
理。

総合演習（1）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし

第 9回
前回授業内容の復習。
質点間の距離が変化し
ない質点系。

（8）剛体の力学 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回 前回授業内容の復習。
非慣性系とは何か。

（9）見かけの力 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 11回 前回授業内容の復習。
弾性体とは何か。

（10）弾性体の力学 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 12回
前回授業内容の復習。
運動している流体の圧
力とは何か。

（11）流体の力学 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 13回 前回授業内容の復習。
波とは何か。

（12）波動 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 14回
前回授業内容の復習。
光が波であるといえる
のはなぜか。

（13）光と熱 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 15回
第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での授業内容の復習と
整理。

総合演習（2）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 基礎数学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 青笹　正夫 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

日常の自然現象を科学的視点から捉え、論理的に理解し客観的に伝達するための
ツールとして、自然科学の学習に数学の基礎知識とシンボルを用いた表現力は不
可欠である。保健医療学部の専門基礎分野及び専門分野への導入として必要とな
る数学的なものの見方、考え方および表現方法に関する基礎を身につけることを
目的とする。

授業内容 初年次配当科目であること、及び数学を苦手とする学生への配慮を十分おこない、
基礎的事項から積み上げていく講義を行う。

到達目標 ・物理学においては数学的論理が極めて有効であることを理解する。
・物理的なものの見方、アプローチに必要な数学的基礎を修得する。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、演習を取り入れ、解答案を板書させて討論
をおこなう。適宜レポート課題を与え次週までに提出させて理解度のチェックを
おこなう。また、数式処理プログラム MAXIMA の有効な利用が可能になるよう
講義にも取り入れる。

教科書、教材、参考書
教科書：『基礎の数学』（矢野健太郎他 , 裳華房 , 1989）
教材：MAXIMA
参考書：『科学技術者のための基礎数学』（矢野健太郎他 , 裳華房 , 2011）

評価方法 試験結果とレポートを総合して合否の判定をおこなう。　

評価基準 100 点満点を試験 80%、レポート内容 20% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

教科書 p.1-22 科目に関するガイダンス式の
計算

（1）整式
（2）整式の除法

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 2回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 24 - 35

（3）分数式・無理式 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 3回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 37 - 46

方程式と不等式
（1）2 次方程式

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 4回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 48 - 56

（2）いろいろな方程式　　　
　

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 5回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 58 - 66

（3）不等式 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 6回
前回授業内容の復習。
教科書 p. 68 - 87

関数とグラフ
（1）2 次関数
（2）2 次関数の応用

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 7回
前回授業内容の復習。
教科書 p. 88 - 102

（3）分数関数・無理関数
（4）グラフの対称移動

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 8回
第 1 回から第 7 回まで
の授業内容の復習と整
理。

総合演習（1）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし

第 9回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 103 – 113

平面図形と式
（1）直線

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 10回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 114 – 120

（2）円 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 11回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 121 – 127

（3）不等式と領域 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 129 – 156

指数関数・対数関数 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する

第 13回
前回授業内容の復習。
教科書 p. 158 - 192

三角関数
（1）三角比
（2）三角関数

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する

第 14回 前回授業内容の復習。
教科書 p. 193 – 230

（3）加法定理
数列・二項定理

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する

第 15回
第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での授業内容の復習と
整理。

総合演習（2）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 基礎化学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 朝田　良子 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 科学的根拠に基づいた医療を実践してゆく上で、自然科学の基本的知識のうち、
化学の基礎を学び、この授業を通して化学的な見方や考え方を身につける。　

授業内容
化学は、物質の構造と性質およびその反応を取り扱う学問であり、原子の構造と
種類、元素と周期表、およびその基本的事項の理解と、更に各種の反応と化学平
衡の概念を用いて反応速度などから物質の生成量を計算できるように、また、物
質の定性（同定）や定量方法について教授する。

到達目標

診療放射線技師として、医療の場で汎用される放射性同位元素の種類と核特性お
よび製造法等を当然の知識として身につけるため、周期表における順列と元素の
種類と性質を理解し、覚えること。また、それぞれの元素の反応特性と生成物の
共通の性質を理解する。さらに、各反応の化学平衡から生成量の算出法を理解・
算出できること、および元素ごとの反応性の相違を用いて元素の分離及び定性（同
定）分析ができること。　

授業形態
・講義
・その時間の講義内容の演習問題（確認・演習プリント配布）
・解答と解説

教科書、教材、参考書 配布プリント（確認、演習プリント）を使用する。

評価方法 期末試験、随時試験に授業参加姿勢（出席状況、授業態度、課題提出等）を考慮
に入れて評価する。

評価基準 期末試験を基本として随時試験、授業参加姿勢を総合的に評価し、100 点を上限
として、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

オリエンテーション
化学入門： 化学とは、物質の
構造、性質及び反応に関する
科学である
・物質とは
・物質の構成：物質の成分
・単位・指数の接頭語

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・シラバス
・配布プリント

第 2回

前回講義内容の復習 原子の構造と電子配置
・原子の構造と構成粒子
・ボーア・モデル
・原子の中の電子配置

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 3回

前回講義内容の復習 元素の周期表
・原子量と単体
・原子番号と元素の性質
・周期表
・同位体・同位体存在比

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 4回

前回講義内容の復習 化学結合
・イオン結合
・共有結語
・金属結合
・イオンの沈殿生成

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 5回

前回講義内容の復習 化学式と化学反応式
・化学式
・化学反応式
・無機化学反応の分類と反応
式の書き方　　

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

前回講義内容の復習 化学反応式と物質量
・単位と量・物質量
・化学反応式と物質の量的関
係

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 7回
前回講義内容の復習 演習

・化学反応式
・物質量計算

演習プリントの やりなおし
提出

配布プリント

第 8回

第 1 回から第 7 回まで
の講義内容の復習と整
理。 確 認 プ リ ン ト の
問題はもう一度解くこ
と。

・ミニテスト
第 1 回から第 7 回まで復習お
よびミニテストの解説

試験問題の復習 特になし

第 9回

溶液に関する計算
・溶液の濃度
・質量パーセント濃度
・モル濃度

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習
・試験問題のやりなおし

配布プリント

第 10回
前回の講義内容の復習 溶液の性質

・p Ｈ　・電解質
・溶解度

・確認プリント復習
・確認プリント復習

配布プリント

第 11回

前回の講義内容の復習 酸と塩基、中和
・酸、塩基の定義
・酸、塩基の価数と強弱
・中和

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 12回

前回の講義内容の復習 酸化と還元
・酸化と還元
・酸化数
・金属のイオン化傾向

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 13回

前回の講義内容の復習 物質の状態変化
・固体　液体　気体
・気体発生
気体の状態方程式
・気体定数
・計算問題

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

配布プリント

第 14回
前回の講義内容の復習 化学反応の進み方と平衡

・化学平衡
・反応速度

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・テキスト
・配布プリント

第 15回

第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での講義内容の復習と
整理。確認プリントの
問題はもう一度解くこ
と。

総まとめ演習 演習プリントの やりなおし 配布プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 基礎生物 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 串崎　正輝 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 診療放射線技師を志す者にとっては、対象となる人についての生物学的知識が必
須である。そのための基礎を提供する。

授業内容 生命誕生以来、現在まで続く生命活動を支える精妙な仕組みについて基礎的な事
柄を中心に講義する。

到達目標
生物学を学ぶ機会の少なかった学生にも、生物学の基礎をわかりやすく説明する
事で、解剖学や生理学に興味を持たせると同時に、医療分野における専門技術者
として、環境や人間への対処法を学び、調和した生き方ができるようになる。

授業形態
板書並びにプリントや図を使って丁寧に説明し、生物学に対して興味を示し勉強
意欲を持てる様にする。
学生の質問に対しては、理解度を確認しながら丁寧に指導する、また講義の終り
に、次回の講義の予告をして予習を促す。

教科書、教材、参考書
教科書（※必携）：『ヒトを理解するための生物学』（八杉貞雄 , 裳華房 , 2013）
参考書：『新・行動と脳』（俣野彰三 , 大阪大学出版会 , 2006）
　　　　『理系のための基礎生物学』（菊山宗弘・酒泉満 , 化学同人 , 2010）
教材：プリント

評価方法 授業態度　　20%
試　　験　　80%

評価基準 60 点以上を単位修得、合格とする

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・生命とは何か
宇宙の生物、生命の起源、
素粒子論、人体の透視

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 2回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・生命発生と進化
生物と生命、分子生物学
デカルト物心ニ元論

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 3回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・人間の進化と発達
母体内での進化

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 4回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・人体の構成分子
水の役割、疎水性
タンパク質の生体機能

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 5回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・遺伝のしくみ
ヒトゲノム、減数分裂、
性染色体と性決定

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 6回 予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・多細胞生物と組織
脊椎動物の組織

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書

第 7回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・エネルギーの獲得
酸素の取り込み
光合成、食物の利用

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 8回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・脳のしくみ
脳の構造、反射

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 9回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・脳のしくみと動作
脳の記憶、学習行動
小テスト

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・人の動き
受容器、神経系
筋肉の収縮

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 11回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・代謝外分泌
ヒトの消化と代謝

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 12回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・代謝内分泌
ヒトホルモンのメカニズム
環境ホルモン

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 13回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・ヒトの免疫
生体防衛機構、アレルギー

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 14回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・微生物学
院内感染、インフルエンザ

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント

第 15回
予め授業内容にかかわ
る部分を調べる。

・総括
前期で講義したまとめ

講義のまとめ、理解の確認 ・教科書
・参考書
・プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 数学演習 単 位 数 １単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 朝田　良子 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的

数学を苦手とする学生に対して、演習を通して数学の基礎的事項の理解および計
算能力の向上を目指す。
また自然科学系科目を学ぶために必要な数学的事項および実際の計算問題（放射
化学、放射線物理学、放射線計測学、放射線安全管理学）を解くために必要な計
算能力を身につける。

授業内容
高校で学習する数学の中で、他の自然科学系科目の理解に必要となる、関数（指
数関数・対数関数）・微分積分の基礎的事項について説明したあと、演習問題を
行い、理解を深める。

到達目標

・数学に対する苦手意識が少しでも改善されている。
・単位について理解し、単位換算の計算ができる。
・整式、分数式の計算ができる。
・無理式の計算ができる。根号計算、分母の有理化ができる。
・連立方程式を立て、解を導き出すことができる。
・指数、対数の意味を理解し、公式を使い計算ができる。
・微積分の意味を理解し、公式を使い計算ができる。

授業形態

講義および演習問題の解説
①確認プリント（要点のまとめ、解答と解説）
②基礎演習問題
③発展演習問題
まず①の確認プリントを用いて、グループ全員に定義、考え方、解き方を解説し、
例題にならい基本問題を解く。その後、演習時間をとり、②基礎演習問題、③発
展演習問題を指導する。さらに意欲のある学生には理解を深めるために応用問題
を添削指導する。

教科書、教材、参考書 配布プリント（確認、演習プリント）を使用する。

評価方法 期末試験、随時試験に授業参加姿勢（出席状況、授業態度、課題提出等）を考慮
に入れて評価する。

評価基準 期末試験を基本として随時試験、授業参加姿勢を総合的に評価し、
100 点を上限として、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
オリエンテーション
･ 本講義の目的を理解する。
･ 理解度確認プリント

理解度確認プリントの提出 ・配布プリント
・シラバス

第 2回

前回講義内の復習 「数」について解説した後、演
習問題を通して理解させる。
・式の展開と因数分解
・分数式・無理式

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 3回

前回講義内の復習 「方程式」について解説した
後、演習問題を通して理解さ
せる。
・連立方程式
・文章題を解く

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 4回

前回講義内の復習 「2 次関数」について解説した
後、演習問題を通して理解さ
せる。
・2 次関数の応用

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

前回講義内の復習 「指数関数」
指数関数の基本的な性質およ
びよく使用される公式につい
て解説した後、演習問題を通
して理解させる。
・定義および指数法則
・指数方程式の解法

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 6回

前回講義内の復習 「対数関数①」
対数関数の基本的な性質およ
びよく使用される公式につい
て解説した後、演習問題を通
して理解させる。
・定義および対数法則
・常用対数・自然対数

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 7回

前回講義内の復習 「対数関数②」
対数関数の中でよく使用され
る様々な演算方法について解
説をした後、演習問題を通し
て理解させる。
・底の交換
・対数方程式の解法

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 8回

前回講義内の復習 ・指数対数関数の発展演習　
　・単位換算 　・pH　
　・放射能の減衰
　　半減期 T と平均寿命τの
　　算出

・確認プリント復習
・演習プリント提出

特になし

第 9回

第 1 回から第 8 回まで
の講義内容復習と整理
演習プリントの問題は
もう一度解くこと。

・ミニテスト
第 1 回から第 8 回まで復習お
よびミニテストの解説

試験問題の復習 特になし

第 10回

前回の講義内容の復習 「微分法①」
微分法の基本的な性質につい
て解説をした後、演習問題を
通して理解させる。
・平均変化率
・微分係数
・導関数

・確認プリント復習
・演習プリント提出
・試験問題のやりなおし

配布プリント

第 11回

前回の講義内容の復習 「微分法②」
微分法の中でよく使用される
様々な演算方法について解説
をした後、演習問題を通して
理解させる。
・微分公式

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 12回

前回の講義内容の復習 「積分法①」
積分法の基本的な性質につい
て解説をした後、演習問題を
通して理解させる。
・不定積分

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 13回

前回の講義内容の復習 「積分法②」
積分法の中でよく使用される
様々な演算方法について解説
をした後、演習問題を通して
理解させる。
・定積分
・面積を求める

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 14回
前回講義内の復習 ・微分積分法の発展演習　

　・置換積分　
　・部分積分

・確認プリント復習
・演習プリント提出

配布プリント

第 15回

第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での講義内容復習と整
理演習プリントの問題
はもう一度解くこと。

総まとめ演習 演習問題の復習 特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 自然科学演習 単 位 数 １単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 大西　健広 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的 自然科学Ⅰ・Ⅱで学んだ事柄について徹底的に復習および演習を繰り返し，放射
線技術を学ぶために必要な自然科学の基礎力を身につける。

授業内容 物理学の領域のうち、基礎となる力学・電磁気学分野の主に高校で学習する内容
について、演習を通して理解を深める。

到達目標 物理学の基礎的事項について理解している。

授業形態
講義及び演習問題の解説
配布プリントを用いて、定義、考え方、解き方を解説し、例題にならい基本問題
を解く。
その後、演習問題を解き、解法等を指導する。

教科書、教材、参考書 教材：授業で配布するプリントを使用
参考書：『物理学基礎』（原康夫著 , 学術図書出版社 , 2010）　

評価方法 出席状況、授業態度、課題提出、小テスト、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 期末試験を基本とし、出席状況や小テスト等を総合的に評価し、
満点を 100 点として 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

・オリエンテーション
本講義の目的を説明する。
・変位・速度
変位・速度について解説をし
た後、演習問題を通して理解
させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 2回

前回の講義内容の復習 ・加速度
加速度について解説をした
後、演習問題を通して理解さ
せる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 3回

前回の講義内容の復習 ・運動の法則
運動の第 1 法則 ･ 第 2 法則・
第 3 法則について解説をした
後、演習問題を通して理解さ
せる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 4回

前回の講義内容の復習 ・運動量と力積、力のつり合
い
運動量と力積、力のつり合い
について解説をした後、演習
問題を通して理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 5回

前回の講義内容の復習 ・運動量保存則
運動量保存則について解説を
した後、演習問題を通して理
解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 6回

前回の講義内容の復習 ・等速直線運動 ･ 等加速度直
線運動、放物運動
等速直線運動 ･ 等加速度直線
運動、放物運動について解説
をした後、演習問題を通して
理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

前回の講義内容の復習 ・運動とエネルギー
力学的エネルギーについて解
説をした後、演習問題を通し
て理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 8回

前回の講義内容の復習 ・エネルギー保存則
エネルギー保存則について解
説をした後、演習問題を通し
て理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 9回

前回の講義内容の復習 ・単振動、単振り子及び等速
円運動（1）
単振動、単振り子及び等速円
運動について解説をした後、
演習問題を通して理解させ
る。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 10回

前回の講義内容の復習 ・単振動、単振り子及び等速
円運動（2）
・万有引力及びケプラーの法
則
単振動、単振り子及び等速円
運動、万有引力及びケプラー
の法則について解説をした
後、演習問題を通して理解さ
せる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 11回

前回の講義内容の復習 ・波の性質（1）
正弦波の式について解説をし
た後、演習問題を通して理解
させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 12回

前回の講義内容の復習 ・波の性質（2）
・波の反射と屈折、光
波の反射と屈折、及び光等に
ついて解説をした後、演習問
題を通して理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 13回

前回の講義内容の復習 ・クーロンの法則
クーロンの法則等について解
説をした後、演習問題を通し
て理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 14回

前回の講義内容の復習 ・電流とオームの法則
電流とオームの法則等につい
て解説をした後、演習問題を
通して理解させる。

・配布プリント
・演習プリント

・配布プリント
・参考書

第 15回
前回の講義内容の復習 ・総合演習

総合演習問題を解くことで、
より理解を深める。

・配布プリント ・配布プリント
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 情報科学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 坂本　豪信 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

知識と情報を基盤とする情報化社会に対応するためには、情報の価値を知り、情
報機器を用いた情報の収集、整理、伝達技術を論理的に使いこなすことが重要と
なる。情報科学では医療専門職として、専門の情報技術を使いこなすために必要
となる基盤を作るため、①日常生活でコンピュータを利用して課題を解決するた
めの基礎的な知識や技能の習得、②情報の扱い方に関する基本的な知識や技能の
習得を目的とする。

授業内容
情報機器と取り扱う情報の概要を講義し、①コンピュータと動作原理、技術的発
展と全体構成、②信号理論、③符号化と論理演算、④ネットワーク、⑤医療関連ネッ
トワークの概要を理解することで、情報の価値、収集方法、整理方法、伝達方法
について解説する。

到達目標

・情報機器であるコンピュータの基礎について理解している。
・情報の基礎について理解している。
・信号理論、符号化、論理演算を理解している。
・ネットワークの概要について理解している。
・医療情報の概要について理解している。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、理解を深めるために適宜講義内容をまとめ
たレポートを提出してもらう。

教科書、教材、参考書
教科書：『医療情報学入門』（樺澤一之・豊田修一 , 共立出版 , 2006）
参考書：『コンピュータと情報処理の基礎』（伊藤憲一 , 共立出版 , 2008）
　　　　『医療情報システム（現代電子情報通信選書知識の森）』（黒田知宏監修 ,
　　　　オーム社 , 2012）

評価方法 コンピュータ並びに情報に関する基本的な知識の習得について、参加授業・事前
学習・事後学習・提出物、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を参加授業・提出物：30%、期末試験：70% に配分し、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

情報機器の定義と個人
又は自宅の情報機器を
調 べ、A4 用 紙 1 枚 に
まとめる。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

ガイダンス（講義の概要と注
意事項）
情報、生活と情報の関係、社
会と情報の関係等を解説す
る。
調べた情報機器のメモ（A4
用紙 1 枚）を提出する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 2回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

信号理論、情報の定量化等の
ディジタル化の基礎技術を解
説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 3回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

進数とコンピュータ演算を解
説する。計算学習。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 4回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

進 数 変 換 と 情 報 の 符 号 化・
ディジタル化関連技術を解説
する。計算学習。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 5回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

ブール代数や真理値表等の論
理と論理演算を解説する。計
算学習。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 6回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

コンピュータの全体構成と動
作原理を解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

コンピュータの技術的発展を
解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 8回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

ネットワークについて解説す
る。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 9回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

医療情報について解説する。 講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 10回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

医療情報の電子化と医療情報
システムについて解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 11回

医療情報有効活用の工
夫をまとめる。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

医療情報の通信規約について
解説する。
医療情報有効活用の工夫のレ
ポート（A4 用紙 1 枚）を提
出する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 12回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

医療情報や医用画像の活用に
ついて解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 13回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

データベース、IT 技術やネッ
トワーク社会について解説す
る。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 14回
以前の計算があった講
義の内容を把握してお
く。

計算学習。 講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 15回

医 療 情 報 の セ キ ュ リ
ティ確保と倫理面で何
が重要かまとめる。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

インターネット、医療情報に
関する安全・倫理問題と今後
の医療情報化社会の展望を解
説する。
医療情報のセキュリティ確保
と倫理面で何が重要かまとめ
た レ ポ ー ト（A4 用 紙 1 枚 ）
を提出する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 情報科学演習 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 坂本　豪信 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的
情報科学で学んだ事柄について、学生各自が専門分野において医療技術者とし
て主体的に問題解決の道具としての情報機器を操作できるように、実際にコン
ピュータを操作しながら実践的演習を行うことで情報の操作について慣れ親しむ
ことを目的とする。

授業内容

情報処理教室で情報機器と取り扱う情報の概要を講義し、実際に情報機器を操作
することで①コンピュータと周辺機器の操作方法、②ワープロ用ソフトを用いた
文書情報の作成と処理、③表計算用ソフトを用いた統計データの作成と処理方法、
④プレゼンテーション用ソフトを用いた資料の作成方法と操作方法について解説
し、実際にパソコンを操作することで講義を行う。

到達目標

・情報機器の概要を理解している。
・コンピュータ並びに周辺機器の処理操作について理解・習得している。
・ワープロ用ソフトによる文書作成と処理操作について理解・習得している。
・表計算用ソフトによる統計データの作成と処理操作について理解・習得してい
る。
・プレゼンテーション用ソフトによるプレゼンテーション資料の作成と操作方法
について理解・習得している。

授業形態

2 クラスに分けて以下の講義と演習を行う。
情報処理操作室での座学と実際に情報機器を操作することで講義演習を進める。
コンピュータに慣れ親しんでいる学生はさらに高度な処理技術の習得を進める。
コンピュータの利用経験に乏しい学生は早く慣れるように情報機器を操作する。
学生の到達度に応じて個別に解説しながら情報機器を操作する。
教務補助をおき、個別の学生の技能と進捗に合わせて対応する。

教科書、教材、参考書
教科書：『オープンソース・ソフトウェアで学ぶ情報リテラシ』（石田雅・木本雅也 ,
　　　　学術図書出版社 , 2013）
参考書：『すぐわかる Libre Office』（富士ソフト , アスキーメディアワークス , 2014）

評価方法 情報機器操作、ワープロ用ソフト、表計算用ソフト、プレゼンテーション用ソフ
トの理解度を授業参加、提出物、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を参加授業・提出物：60%、期末試験：40% に配分し、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

個人所有又は自宅のパ
ソコンの機種、OS、ビ
ジネスソフトの名称と
バ ー ジ ョ ン を 調 査 し
A4 用紙 1 枚にまとめ
る。
教科書のパソコン操作
箇所を読んで、講義の
内容を把握しておく。

ガイダンス（講義の概要と注
意事項）
講義環境とパソコンの基本操
作について解説し、パソコン
の立ち上げ等の操作を習得す
る。
事前調査したシート（A4 用
紙 1 枚）を提出する。
第 1 章

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 2回

教科書のパソコン操作
箇所を読んで、講義の
内容を把握しておく。

オープンソース・ソフトウェ
アの概要を解説し、パソコン
の立ち上げ等を実際にパソコ
ンの操作を通じて習得する。
第 2 章

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 3回

教科書のワープロ用ソ
フトの該当箇所を読ん
で、講義の内容を把握
しておく。

ワープロ用ソフトの歴史と種
類を解説し、Writer による入
力方法をパソコンの操作を通
じて習得する。
3.1、3.2、3.3

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

教科書のワープロ用ソ
フトの該当箇所を読ん
で、講義の内容を把握
しておく。

ワープロ用ソフト Writer に
よる文書の作成を例にしてパ
ソコンの操作を通じて習得す
る。
3.4、3.5

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 5回

教科書のワープロ用ソ
フトの該当箇所を読ん
で、講義の内容を把握
しておく。

ワープロ用ソフト Writer に
よる文書の作成をパソコンの
操作を通じて習得する。
3.6

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 6回

教科書のワープロ用ソ
フトの該当箇所を読ん
で、講義の内容を把握
しておく。
出 身 高 校 and/or 出 身
地を紹介する項目やレ
イアウト等を準備して
おく。

ワープロ用ソフト Writer に
よる文書の作成をパソコンの
操作を通じて習得する。
3.7、3.8、3.9
ワープロ用ソフト Writer で
自己紹介文書を作成する。
作成した Writer ファイルを
提出する。

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 7回

教科書の表計算用ソフ
ト の 該 当 箇 所 を 読 ん
で、講義の内容を把握
しておく。

表計算用ソフトの歴史と種類
を解説し、表計算用ソフト
Calc による入力方法をパソコ
ンの操作を通じて習得する。
4.1、4.2

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 8回

教科書の表計算用ソフ
ト の 該 当 箇 所 を 読 ん
で、講義の内容を把握
しておく。

表計算用ソフト Calc による
データ作成方法をパソコンの
操作を通じて習得する。
4.4、4.5、4.6

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 9回

教科書の表計算用ソフ
トの箇所を読んで、講
義の内容を把握してお
く。

表計算用ソフト Calc による各
種処理を通じて習得する。
4.7、4.8、4.9、4.10

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 10回

教科書の表計算用ソフ
トの箇所を読んで、講
義の内容を把握してお
く。

表計算用ソフト Calc による各
種機能をパソコンの操作を通
じて習得する。
4.11、4.12

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 11回

自分が生まれた日から
授業当日までの経過日
数、生まれた日の曜日
を調べ、誕生日又は誕
生月の PR 項目をまと
めておく。

自分の生まれた日又は月の
PR を表計算用ソフト Calc を
使って A4 用紙 1 枚程度にま
とめる。
作成した Calc ファイルを提出
する。

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 12回

教科書のプレゼンテー
ション用ソフトの該当
箇所を読んで、講義の
内容を把握しておく。

表計算用ソフト Calc の応用方
法について説明する。
プレゼンテーション用ソフト
Impress による資料作成方法
をパソコンの操作を通じて習
得する。
5.1、5.2、5.3

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回

教科書のプレゼンテー
ション用ソフト並びに
インターネット検索の
該当箇所を読んで、講
義の内容を把握してお
く。

効果的なプレゼンテーション
を実施するための機能を解説
し、プレゼンテーション用ソ
フト Impress を用いた資料作
成方法をパソコンの操作を通
じて習得する。
5.4、5.5
インターネット検索について
概説する。
第 6 章

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 14回

教科書の電子メールの
該当箇所を読んで、講
義の内容を把握してお
く。
診療放射線技師になっ
た時にやってみたい仕
事や抱負に関してプレ
ゼンテーションする項
目や資料並びにデータ
を準備しておく。

電子メールについて概説す
る。
第 7 章オープンオフィスの便
利な機能についても概説す
る。プレゼンテーション用ソ
フ ト Impress を 用 い て プ レ
ゼンテーション資料を作成す
る。
全部で 6 枚のスライドで、10
分以内に終わる内容のプレゼ
ンテーションを作成する。

教科書の該当箇所を参考にし
て、講義内容を復習する。

・教科書
・参考書

第 15回

診療放射線技師になっ
た時にやってみたい仕
事や抱負に関してプレ
ゼンテーションする項
目や資料並びにデータ
を準備しておく。

プレゼンテーション用ソフト
のまとめとして、全部で 6 枚
のスライドで、10 分以内に終
わる内容のプレゼンテーショ
ンを作成する。
作成したプレゼンテーション
の Impress ファイルを提出す
る。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 論理と記述演習 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 授 業 形 態 演　習 期 別 後　期

授業目的
医療技術者として、医療の現場に貢献するためには、論理的に系統立ててレポー
ト・論文を記述する能力が必要となる。また、教養を備えた社会人としても文章
を通して正確に記録・報告する論理的思考能力および表現力を身につける必要が
ある。以上のことから、論理的な文章表現の技術の向上を目指す。

授業内容
目的に応じた文章について、わかりやすく表現する基礎的技術を身につける。レ
ポートや報告書の書き方を身につける。
論理的思考の鍛錬を行う。

到達目標 論理的思考の展開方法、および、わかりやすい文章表現の技術を習得する。
レポート、報告書の書き方を習得する。

授業形態 講義およびディスカッション・ディベート、記述演習

教科書、教材、参考書 参考書：『論文・レポートのまとめ方』（古郡廷治 , ちくま新書 , 1997）

評価方法 出席・授業態度・演習時の参加姿勢・ミニレポート・レポート提出により総合的
に評価する。

評価基準
100 点満点中、60 点以上を合格とする。点数配分は以下の通りとする。
学習態度（出席・授業態度・演習時の参加姿勢）：30%、ミニレポート：40%、
レポート：30%

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
授業内容、授業目標、評価方
法の確認、等の確認。グルー
プワーク演習。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

シラバス

第 2回

前回の授業内容の復習 論理的思考を行う目的と意義
について学ぶ。そして、レポー
トや報告書作成に必要な情報
収集方法について学ぶ。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 3回

前回の授業内容の復習 論理的な記述を行う意義と目
的について学ぶ。
論理的な思考とは何かについ
て学ぶ

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 4回
前回の授業内容の復習 自分の考えをまとめ、わかり

やすく伝える基本的な方法に
ついて学ぶ。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 5回
前回の授業内容の復習 ものごとを多角的に捉えて、

論理的思考を深める方法につ
いて学ぶ。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 6回
前回の授業内容の復習 まとまった量の分かり易い文

章を作成する方法について学
ぶ。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 7回
前回の授業内容の復習 報告・連絡・相談時の情報の

まとめ方について学ぶ。
授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 8回
前回の授業内容の復習 報告書・レポートの作成方法

について学ぶ。
授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 9回
前回の授業内容の復習 企画書の基本的な作成方法に

ついて学ぶ。
授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
前回の授業内容の復習 実践的な企画書の作成方法に

ついて学ぶ。
授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 11回
前回の授業内容の復習 電子メールを用いた報告方法

について学ぶ。
授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 12回
前回の授業内容の復習 実験レポートや論文の内容及

び構成について学ぶ。
授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 13回
前回の授業内容の復習 実験レポートや論文での分か

り易い文章の書き方について
学ぶ。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 14回

前回の授業内容の復習 医療従事者のための効果的な
コミュニケーション技術、お
よび、書類作成方法について
学ぶ。

授業内容のノート整理と演習
問題のミニレポートを作成す
る。

授業内で紹介する。

第 15回 1 回から 14 回までの見
直しを行う。

１回から 14 回までの質問を受
付け、補足を行う。

全体を振り返り、今後の課題
を設定する。

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 自然環境システム論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1	年

科目担当者 小林　正雄 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

地球の自然環境は太陽エネルギー、大気、水、土壌・岩石、生物システムで構成され、
それぞれが密接に関連しながら自然法則にしたがい複雑に変化している。近年、
そのシステムが変調をきたしており、地球規模、局地的規模でさまざまな環境問
題が顕在化させている。このような環境問題を考えるためには自然環境システム
を正しく理解する必要がある。本講義では、主に大気と水の循環系と物質循環過
程を理解すること、また、地球環境問題に対する多面的視点からの思考力を身に
つけることを目的とする。　

授業内容
地球を構成する大気（圏）・水（圏）循環システムおよび生態（生物圏）システ
ムおよび各システム内における熱、物質循環について概説する。また、自然環境
システムと物質循環システムの変化が地球の気候・気象や生態系へ及ぼす影響に
ついて、さまざまな実例（現象）を紹介しながら論じる。　

到達目標
自然環境システムの科学的理解と認識を深めるとともに、その地球環境の保全に
ついて自然科学の視点だけでなく、社会、経済、倫理的観点からも総合的に思考
できる力を養成する。

授業形態
基本的には講義形式であるが、適宜、視聴覚教材（ビデオ、Power Point）を併
用する。また、レポートの書き方を習得するため、視聴覚教材使用時には放映内
容に関するレポートを書き提出する。　

教科書、教材、参考書
教材：毎時、プリントを配布する。
　　　前期「地球と環境」で配布した資料（プリント）※毎時持参すること
参考書：『ニューステージ新地学図表』（浜島書店 , 浜島書店 , 2013）
　　　　※毎時持参すること　

評価方法 レポートと期末試験により総合的に評価する。　

評価基準 100 点満点をレポート 50%、期末試験 50% に配分して、60% 以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

シラバスに目を通す。 1. ガイダンス
・講義の進め方、出席と成績
の評価方法について説明。
・前期の学習内容の要点を復
習

前期に配布した参考
図書の一覧表参照。

第 2回

2. 以後の講義内容に関係する
物理学と化学の基礎知識の説
明

国際単位系（SI）、SI 単位に
つく接頭語、ギリシャ文字、
元素周期律表の主要元素の元
素記号と元素名を覚える。
・これらに関するミニテスト
を以後の授業前に何回か行
う。

・配布資料
・参考書

第 3回

SI 単位、接頭語、ギリ
シャ文字、主要な元素
記号・名称を確認する。

2. 大気圏の循環システム
2.1 地球経線上の放射エネル
ギー収支
2.2 北半球の熱収支と熱輸送

（ビデオ：NHKS9）

潜熱、顕熱の意味を調べる。 参考書

第 4回

2.3 大気の大循環
・ハドレーの大循環モデル
子午面内の平均循環流
2.4 地球表層・高層の風
・偏東風〔貿易風〕
・偏西風〔ジェット気流〕
・世界のダストストーム（黄
砂）現象（ビデオ：NHKS11）

気圧について調べる。（高気
圧、低気圧）

・参考書
・配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

SI 単位、接頭語、ギリ
シャ文字、主要な元素
記号・名称を確認する。

3. 海水の大循環
3.1 表層循環
3.2 深層循環
3.3 世界の海流
3.3 日本近海の海流と表面水温
分布

密度、比熱について調べる。 ・参考書
・配布資料

第 6回
4. エルニーニョ現象と異常気
象
4.1 エルニーニョの原因

・参考書
・配布資料

第 7回

5. 地球の水循環
5.1 地球規模の水循環と水の移
動量
5.2 流域規模の水循環
5.3 水循環からみた地球の「水
の余るところ：と不足すると
ころ」
5.4 世界の降水量と砂漠の分布

配布資料

第 8回

6. 水循環と熱輸送
6.1 水循環に伴う熱移動
・水の物理的・化学的性質の
復習
・水の相変化（水蒸気⇔水⇔
氷⇔水蒸気）に伴う熱のやり
取り（吸熱・放熱）

蒸発熱（気化熱）、凝結熱、
凝固熱の意味を調べる。

配布資料

第 9回

元素記号を復習 7. 水循環に伴う物質循環
7.1 降水による物質循環
7.2 酸性雨の物理・化学過程
7.3 水の風化作用

酸性、アルカリ性の意味を調
べる。

配布資料

第 10回
8. 生物圏（生態系）の物質循
環
8.1 生態系の機能・役割

光合成、有機物・無機物の違
いをを調べる。

配布資料

第 11回

9. 地球環境（大気・海・地殻・
生物）システム内の物質循環
9.1 地球規模での主要な化学物
質の流れ
9.2 地球規模での炭素（C） 循
環
9.2 地 球 規 模 で の 酸 素（O2）
循環
9.3 地表付近の CO2 − O2 循
環

地球環境システム内の炭素
（C）循環系について自分が理
解しやすい模式図を描いてみ
る。

配布資料

第 12回

10. 地球の気候変動
10.1 地質時代の地球温度の寒
暖
10.2 太古の CO2 濃度と気温の
経年変化（ビデオ：NHKS6） 
10.3「雪玉仮説」について（ビ
デオ：NHKS8）

・地球が寒かった時代（氷期）
と暖かかった時代（間氷期）
はいつごろか調べる。
・現在は自然史では間氷期

配布資料

第 13回 10.4 気候変動の要因
・何が地球の気温を変えるのか

配布資料

第 14回

10.5 近年の地球温暖化
・大気の平均気温と CO2 濃度
の経年変化
・地球環境の将来予測

このまま温暖化すれば、100
年後の日本の気象、生態系は
どうなるか予想する。

配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 15回

これまでの配布資料の
確認

・講義で説明できなかった事
項の補講と質問
・試験の方針と評価方法の説
明

講義ノートを整理する。 特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 プログラミング演習 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 山﨑　隆治 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的 診療放射線技師として臨床研究に必要となる診断・治療に関わる統計処理や画像
処理等のコンピュータを用いたプログラミング技法を修得する。

授業内容

現在の医療現場では、医用画像のデジタル化の普及に伴い、コンピュータ操作に
よる画像処理や画像再構成された画像情報を、診断・治療の現場に提供する方法
が一般的となっている。本プログラミング演習では、コンピュータプログラミン
グの基礎を身につけ、学生自ら種々の画像処理や信号処理に関するプログラミン
グを行うことで、汎用的に用いられている医用デジタル画像の処理方法等を体験
する。

到達目標
コンピュータプログラミングの基礎を習得し、論理的思考力を養うとともに、最
終的に医用画像技術分野における種々の画像処理等のプログラミングを通して、
本分野における応用力を身につける。

授業形態
講義およびパソコンを用いた演習とする。各自のノートパソコンもしくは本学設
置のパソコンを用いて、プログラミング演習を行う。受講要件として、プログラ
ミング経験の有無は問わないが、プログラミングに少しでも興味・関心を持って
いる方が望ましい。プログラミング言語としては、C（C++）言語を使用する。

教科書、教材、参考書

テキスト・教材：配付テキスト、演習プリント等
参考書：『ディジタル画像処理』（CG ー ARTS 協会 , 2006）
　　　　『やさしい C 第 3 版 [ やさしいシリーズ ]』（高橋麻奈 , ソフトバンククリ
　　　　エイティブ , 2007）
　　　　＊ C 言語の参考書籍は、特に指定はありません。

評価方法 出席状況、課題レポート（小テスト）などにより総合的に評価する。

評価基準 出席点 40%、課題レポート 40%、その他学習意欲など 20% に配分して
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

これまで授業で習った
画像処理や信号処理、
画像再構成等の内容に
ついて各自復習してお
くこと。

・授業の進め方について説明
・プログラミングと画像処理
等の関わりについて講義
・プログラミング演習の準備

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 2回

第 1 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・変数・定数・情報の入出力

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 3回

第 2 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・変数・定数・情報の入出力

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 4回

第 3 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・配列・文字列

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 5回

第 4 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・制御文・関数

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

第 5 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）・制御文・関
数

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 7回

第 6 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）・制御文・関
数

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 8回

第 7 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・構造体・ポインタ・ファイ
ル入出力

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 9回

第 8 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・構造体・ポインタ・ファイ
ル入出力

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 10回

第 9 回の内容の復習と、
与えらた課題に対して
プレゼンテーションが
できるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・これまでの復習、補足説明
C++ など

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 11回

第 10 回の内容の復習
と、与えらた課題に対
してプレゼンテーショ
ンができるよう準備。

・C 言語プログラミングの基
礎（講義と演習）
・これまでの復習、補足説明
C++ など・画像処理プログラ
ミング概要

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 12回

第 11 回の内容の復習
と、与えらた課題に対
してプレゼンテーショ
ンができるよう準備。

・画像処理プログラミング基
礎
・画像処理ライブラリの説明
・画素値の直接操作、画像の
反転、アフィン変換など

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 13回

第 12 回の内容の復習
と、与えらた課題に対
してプレゼンテーショ
ンができるよう準備。

・画像処理プログラミング基
礎
・画像処理ライブラリの説明
・空間フィルタリング、エッ
ジ抽出など

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 14回

第 13 回の内容の復習
と、与えらた課題に対
してプレゼンテーショ
ンができるよう準備。

・画像処理プログラミング基
礎
・画像処理ライブラリの説明
・離散フーリエ変換、周波数
フィルタリングなど

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。

第 15回

第 14 回の内容の復習
と、与えらた課題に対
してプレゼンテーショ
ンができるよう準備。

・画像処理プログラミング基
礎
・画像処理ライブラリの説明
・テンプレートマッチング、
ハフ変換など

授業で与えられた課題への対
応（レポート作成等）。課題
がない場合は、授業の復習を
各自行うこと。

配付テキスト、プリ
ント等。
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 研究法入門 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 3 年

科目担当者 小水　満 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

現代のグローバル社会において日進月歩する医療技術に医療技術者として貢献す
るためには、専門分野に関する文献や学術論文の内容を把握・理解し、論文とし
ての記述スタイルに基づく根拠によって理論や検討結果を報告する能力が求めら
れる。そのため、最終年次の卒業研究や医療職に従事した後も生涯学習力を身に
つける基盤を作る演習を行うことを目的とする。

授業内容
放射線医学分野に関する文献などの検索方法や研究結果のまとめ方、学術大会の
エントリー方法、発表方法、論文の記述などに関する基礎的事項を踏まえて、学
術大会見学やグループディスカッションなどを交えながら演習を行う。

到達目標
・論文の検索方法を取得する。
・研究方法を習得する。
・研究発表方法を習得する。
・学術大会を見学する。

授業形態
基本的には演習形式を中心とする。インターネットを用いた文献検索や文献を読
んでシミュレーションの研究方法を学ぶ。また、研究者の講義を聴講し研究方法
を直接学ぶ。学術大会などの実践的な場を見学する。

テキスト、教材、参考書
教科書：『ここからはじめる　研究入門』（Stuart Porter 著・武田裕子訳 , 医学書院 , 
　　　　2011）
参考書：『これからレポート・卒論を書く若者のために』（酒井聡樹 , 共立出版 , 
　　　　2007）

評価方法 研究法に関する基礎的な知識の習得について、授業参加、事前学習、事後学習、
演習、レポートなどにより総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業出席 60%、事前事後学習姿勢 10%、レポート 30% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

シラバスを確認する。 研究するために、準備しなけ
ればならない必要なことにつ
いての概論を理解する。

研究を理解する。 ・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 2回

教科書の第 1 章を予習
して、整理する。

研 究 す る た め に、 研 究
（research）とは何か？　

研究方法を系統的にまとめ
る。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 3回

教科書の第 2 章を予習
して、整理する。

研究におけるパラダイム。
演繹法的推論と帰納法的推論
の問題。

研究方法を系統的にまとめ
る。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 4回

教科書の第 3 章を予習
して、整理する。

文献レビューとレポートの書
き方。

論文のまとめ方をまとめる。 ・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 5回

教科書第 4 章を予習し
て、整理する。

文献検索する。 研究結果のまとめ方について
系統的にまとめる。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

教科書の第 5 章を予習
して、整理する。

研究の倫理を学ぶ。 研究の倫理についてまとめ
る。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 7回

教科書の第 6 章を予習
して、整理する。

研究成果の発表とプレゼン
テーション

研究のまとめ方、発表方法に
ついて系統的にまとめる。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 8回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

研究者の研究方法を学ぶ。 質疑応答から、研究のまとめ
方、発表方法について系統的
にまとめる。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 9回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

研究者の研究方法を学ぶ。 質疑応答から、研究のまとめ
方、発表方法について系統的
にまとめる。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 10回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

研究者の研究方法を学ぶ。 質疑応答から、研究のまとめ
方、発表方法について系統的
にまとめる。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 11回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

研究者の研究方法を学ぶ。 質疑応答から、研究のまとめ
方、発表方法について系統的
にまとめる。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 12回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

文献検索し、文献を読んで、
研究の背景、目的、結果、意
義をまとめる演習をする。

研究法について系統的にまと
める。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 13回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

これまで学んだことから、自
分の研究テーマを考え、研究
の背景、目的、結果、意義を
まとめる演習をする。

研究法について系統的にまと
める。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 14回

研 究 発 表 シ ミ ュ レ ー
ションの準備と発表者
の研究テーマ内容を理
解する。

これまで学んだことから、自
分の研究テーマを考え、研究
の背景、目的、結果、意義を
まとめる演習をする。

研究法について系統的にまと
める。

・参考書
・『保健・医療のため
の研究法入門』（Diana.
M.Bailey, 協同医書出
版社 , 2001）

第 15回
発 表 予 稿 原 稿 を 読 ん
で、研究内容を理解す
る。

学会発表を見学し、研究のま
とめ方、発表方法などを学ぶ。

聴講した研究発表の研究方
法、研究発表についてレポー
トを作成する。

学術大会の研究予稿
集
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 生命と倫理 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 田中　博司 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 医療・福祉に求められる最も大切な信頼関係を築きうる立派な医療人となれるよ
う自覚と誇りをもって、人の心の暖かさの解る人の育成を目指す。

授業内容
生物として生命を授かった人間が社会生活を営む上で必要な心の暖かさ、やさし
さが理解できるよう「生と死」「医療人として目指すもの」をいろいろな事例を
引用してわかりやすく解説する。時々刻々と変化する社会について最新情報も順
次考える。

到達目標
・ヒトの尊厳と社会生活に必要な倫理観を理解している。
・「生命、いのち」に関する知識と現在社会との問題について認識している。
・医療人として必要なものを理解している。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、双方向型や多方向型の授業を重視すること
からグループによるワーキングやディスカッションなどを取り入れる。　
自分の考えを文章に書いてみよう。

教科書、教材、参考書 教科書：『新版　病気の地図帳』（山口和克 , 講談社 , 2000）

評価方法 生命と倫理に関する基本的な知識の習慣について授業参加、レポート、期末試験
により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業態度（授業参加）：30％、レポート内容（小テストを含む）：
30％、期末試験成績：40％に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

本学に入学する前に学
んだ生物学、倫理学、
哲学などのなかで印象
に残っているものを整
理する。

（A4 版用紙 1 枚）

人間は生物界の一員である事
を自覚させ、生物の命の大切
さを認識させるために、太古
の地球からの進化について触
れ、今後の授業展開の筋道に
ついて理解する。

「我々の体を構成する原子に
ついて」のレポート（A4 版
用紙 1 枚）を作成する。

VTR

第 2回

「人間はどこからヒト
か」

（ 受 精、 胎 児、 出 生 ）
についてレポート作成

（A4 版用紙 1 枚）

生命の発生「どこからヒトか」
法律の世界では「出生」とい
い、民法、刑法などの相違点
を明らかにしていく。

出生の関わる民法、刑法など
の共通点、相違点を理解し、
要約してレポートに作成

・『生命倫理への招
待』（塩野寛 , 南山堂 , 
2010） 

第 3回

ヒトの死について定義にする
前に生きているとは何か。ま
た死には寿命死、人為死があ
りその判定についてどのよう
に考えられているかを整理し
て理解させる。

講義中に具体的に指示した課
題である「脳死について」の
レポート

（A4 版用紙 1 枚）を作成する。

・『 中 絶・ 尊 厳 死・
脳死・環境』（中野
東禅 , 雄山閣出版 , 
1998）
・『生命倫理への招
待』（塩野寛 , 南山堂 , 
2010）

第 4回

「ターミナルケアとは
何か」についてレポー
ト作成

（A4 版用紙 1 枚）

ターミナルケア死にゆく患者
に対する医療とはいかにある
べきかをグループディスカッ
ション

グループ毎にディスカッショ
ンの要点をまとめてレポート

（A4 版用紙 1 枚）を作成する。

特になし

第 5回

「インフォームドコン
セ ン ト 」 に つ い て レ
ポート作成

（A4 版用紙 1 枚）

・インフォームドコンセント
とは、歴史、欧米と日本との
社会的背景の違い
・わが国における医の倫理観
などをわかりやすく教授

「放射線技師としてどのよう
に関わっていけばよいか。」
レポートに作成（A4 版用紙 1
枚）

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

「患者と医療者がより
よい関係をもつために
どうすればよいか」に
ついてレポート作成（A
４版用紙 1 枚）

課題に対してのグループディ
スカッション

グループ毎にディスカッショ
ンの要点をまとめてレポート
の作成（A ４版用紙 1 枚）

特になし

第 7回
・りっぱな放射線技師とは
・国試問題解説
・病気を知る　三大疾患

植物細胞、動物細胞の構造の
模式図を作製（A ４版用紙 1
枚）

NHK サイエンス「生
命」シリーズ

第 8回
細胞分裂（有糸、無糸）
の概略図の作製（A ４
版用紙 1 枚）

がんの発生と転移

第 9回 胃、大腸、直腸がん 特になし

第 10回 肝炎、肝硬変、肝がん 特になし

第 11回 肺がん、乳がん、子宮がん 特になし

第 12回 腎炎、腎不全、腎がん 特になし

第 13回 血栓、塞栓、梗塞、心筋梗塞、
狭心症

特になし

第 14回 頭蓋内出血、脳梗塞 特になし

第 15回
全身の病気
骨折、脱臼、捻挫、骨粗鬆症、
ヘルニア、関節症、リウマチ
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 健康の科学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 自らが健康的な生活を営むために必要な知識、あるいは医療従事者として対象者
の健康の管理に必要な基礎的知識を修得する。

授業内容
健康、疾病および体力の概念、社会構造や環境の変化に伴う生活習慣の変化、生
活習慣病の発生機序と予防のための施策について理解するのに加え、健康の維持
や増進に対する運動の効用やその安全な実施方法、それに伴う外傷や障害につい
て学修する。

到達目標
1）健康や運動に関わる基本的な概念を理解する。
2）生活習慣病の発生機序や診断基準について理解して説明することができる。
3）肥満や生活習慣病の予防のための運動の処方の仕方について理解する。

授業形態
テキストを用いた講義形式の授業展開とします。導入、説明の補足やまとめなど、
必要に応じてスライドや映像を使用します。授業内容の確認や単元ごとのまとめ
として、授業内課題を行うことがある。

教科書、教材、参考書 『健康・スポーツ科学の基礎』（出村慎一 , 杏林書院 , 2009）

評価方法 出席状況および受講態度、授業内課題、定期試験によって総合的に評価する。

評価基準 出席状況および受講態度（20 点）、授業内課題（10 点）、定期試験（70 点）の
合計点が 60 点以上の者に単位認定する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回 ガイダンス、健康管理と運動 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 2回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

健康　疾病および体力の概念 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 3回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

現代の社会環境と健康 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 4回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

健康増進のための施策 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 5回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

生活習慣と生活習慣病 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 6回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

メタボリックシンドローム、
特定健康診査・保健指導

授業内容を関連科目と連携さ
せて理解を深める。

特になし

第 7回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

生活習慣病と肥満 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 8回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

肥満のメカニズム 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 9回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

生活習慣病の予防と運動処方 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 10回
関連科目を参考にして
授業内容に該当する箇
所を予習する。

ロコモティブシンドローム、
骨の代謝と運動

授業内容を関連科目と連携さ
せて理解を深める。

特になし

第 11回
事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

健康のための食事と栄養 授業内容を復習し、理解を深
めるとともに日常生活で実践
する。

特になし

第 12回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

運動を安全に実施するには 授業内容を復習し、理解を深
め、日常生活で活用する。

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回
関連科目を参考にして
授業内容に該当する箇
所を予習する。

運動・スポーツによる外傷・
障害

授業内容を関連科目と連携さ
せて理解を深める。

特になし

第 14回 事前に授業内容に該当
する箇所を予習する。

女性や高齢者の健康と運動 授業内容を復習し、理解を深
める。

特になし

第 15回
これまでの授業内容を
概観し、理解度を把握
しておく。

まとめ 授業内容全体について整理・
復習し、定期試験対策を行う。

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 地球と環境 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 小林　正雄 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 1. 水惑星といわれる地球に関する基礎知識を習得する。
2. 現在地球規模で顕在化している環境問題、特に温暖化の実態を理解する。　

授業内容

1. 太陽系惑星の中で唯一液体の水が存在する地球はいつ、どのようにして誕生し、
どのような過程を経て現在の地球に進化したのか概観した後、現在の地球の構造、
組成、機能について概説する。
2. 近年のさまざまな地球環境問題を紹介し、主に温暖化現象の要因やメカニズム
について概説する。適宜視聴覚教材（ビデオ、Power Point）を用いる。

到達目標
1. 地球の自然史と共に地球の構成・機能について総合的な理解を深める。
2. 地球環境問題について認識を深めるとともに、我々はその問題解決にむけての
考察力と環境保全意識の向上を目指す。　

授業形態 基本的には講義形式であるが、適宜キーワードと視聴覚教材に関するレポート課
題を与える。

教科書、教材、参考書
教材：毎時間プリントを配布する。
参考書：『ニューステージ新地学図表』（浜島書店 , 浜島書店 , 2013）
その他：地球や地球環境に関する内容は各種の Home Page サイトで検索できる   
　　　　ので、自分に適したものを参考にすればよい。

評価方法 レポートと期末試験により総合的に評価する。　

評価基準 100 点満点をレポート 50%、試験 50% に配分して、60% 以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

シラバスに目を通す。 1. ガイダンス
・講義の進め方・評価方法、
レポートの書き方、ノートと
り方など説明
・地球環境に関するキーワー
ドについて知的レベルの自己
検証を行い、ミニレポートと
して提出する。

知的レベルの自己検証結果に
ついて、参考図書を調べ加筆・
修正を行う。

・『地学事典増補改
訂版』（地学団体研
究会地学事典編集
委員会編 , 平凡社 , 
1981）
・各種 Home Page

第 2回

地球環境について知っ
ていることを纏める。

2. 水惑星（地球）の誕生過程
視聴覚教材併用
・水惑星の誕生過程をミニレ
ポートとして提出する。

・参考文献を読む。
・配布した資料（プリント）
を読む。

『水惑星はなぜ生ま
れたか（ブルーバッ
クス）』（松井孝典 ,
講談社 , 1988）※本
学図書館に在庫

第 3回

酸素の発生過程につい
ての 3 分 / 人程度のプ
レゼンターション準備

3. 原始地球の大気組成
3.1 酸素（O2）の発生過程と
生物の進化（ビデオ併用）
3.2 オゾン（O3）層の形成

配布資料「大気と海、進化の
謎」を読み、要点を纏める。

・『大気の生い立ち』
（秋山雅彦 , 青木書
房 , 1987）
・配布資料「大気と
海、進化の謎」

第 4回

3.3 二酸化炭素（CO2）の減少
と生物の進化過程（１）
・海中生物の繁殖（ビデオ併
用）

・『大気の生い立ち』
（秋山雅彦 , 青木書
房 , 1987）
・配布資料「大気と
海、進化の謎」
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

二酸化炭素の激減過程
に つ い て の プ レ ゼ ン
ターションの準備（同
上）

3.4 二酸化炭素（CO2）の減少
と生物の進化過程（2）
・陸上植物の繁茂（ビデオ併
用）

CO2 が激減した理由の要点を
纏める。

・『大気の生い立ち』
（秋山雅彦 , 青木書
房 , 1987）
・『一冊で読む地球
の 歴 史 と し く み 』

（山賀進 , ペレ出版 , 
2010）
・配布資料「大気と
海、進化の謎」

第 6回

4. 現在の地球の構成　
4.1 大気圏の構成
4.2 大気の鉛直構造
4.3 大気組成

地球と大気圏の圏構造の模式
図を描く。

参考書

第 7回

『ニューステージ新地
学図表』参照

4.3 地球大気の役割
1) 太陽放射とオゾン層
2）太陽放射と温室効果

・参考書
・『図説地球科学』（杉
村新他 , 岩波書店 , 
1988）

第 8回

『ニューステージ新地
学図表』参照

5. 岩圏（固体地球）の構成
5.1 地球の姿（形、大きさ）
5.1 岩圏の層構造
5.2 地殻の構造
5.3 地殻を構成する成分（組成）

・地球の半径（直径）と体積
を求める。
・自宅の深さ 1km までの地下
構造を模式的に描いてみる。

参考書

第 9回

『ニューステージ新地
学図表』参照

6. プレートテクトニクス
6.1 プレートとは
6.2 プレートの区分と分布
6.3 大陸移動（ビデオ併用）

日本列島の周囲にはどのよう
なプレートが分布しているか
調べる。

配布資料

第 10回

自宅の地下構造推定図
についてプレゼンター
ションの準備

7. 地震とプレート
7.1 地震の発生機構
7.2 東日本の巨大地震と津波の
発生機構
7.3 地震災害（P.P 併用）

将来の放射線医療従事者の観
点から、自然災害に対する防
災対策を考える。

配布資料

第 11回

『ニューステージ新地
学図表』参照

8. 地球の水（水圏）
8.1 天然水の種類と存在量
8.2 海水と淡水の化学組成・氷
河・氷床の存在量と分布に

（ビデオ併用）

・元素の周期律表の復習（化
学の基礎知識）
・氷河・氷床（永久凍土含む）
の分布地域　を確認する。

・『水の不思議』（北
野 大 , 大 和 書 房 , 
1995）
・配布資料「南極の
氷床について」

第 12回

8.3 水の物理的・化学的性質
8.4 水（氷河含む）の 3 大作用
・「地球上の水の役割」（ビデ
オ併用）

ビデオ「地球上の水の役割」
に関するレポート作成。

『水の話』（伊勢村壽
三 , 倍風館 , 1988）

第 13回

『ニューステージ新地
学図表』参照

9. さまざまな地球の環境問
題・温暖化、砂漠化、水不足、
大気・水質汚染（酸性雨含む）、
異常気象など
9.1 地球の温暖化・氷河の後退、
氷床（永久凍土）の融解現象

（ビデオ併用）

太陽放射、温室効果について
復習

・『正しく知る地球
温暖化　誤った地球
温暖化論にまどわさ
れないために』（赤
祖父俊一 , 誠文堂新
光社 , 2008）
・配布資料
・『温暖化する地球』
（田中正之 , 読売新
聞社 , 1989）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 14回

地 球 温 暖 化 の メ リ ッ
ト、デメリットとして
どの様なこと賀かんが
えられるか。

9.2 温暖化のメカニズム
1）温室効果ガス
2）外的・内的要因　

人間活動（自分含む）により
放出される温室効果ガスには
どのようなものがあるか調べ
る。

・『地球温暖化が分
か る 本 』（ 北 野 康 ,
マクミランリサーチ
研究所 , 1990）
・配布資料

第 15回

配布資料を確認する。 10. 講義内容の補習とまとめ
を行った後、これまでの内容
に関する質疑・応答を行う。
・試験の重点問題に関する予
告

事前、事後学習欄に記した内
容をよく整理し試験に備え
る。

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 心理と行動 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 池本　明弘 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 人間の行動はその人の心理からなり、心理は脳の生理の影響を受ける。脳の生理
状態の変化が最終的にはどのように行動に結びつくのかを理解する

授業内容 前半は生理学的心理を中心に進め、知覚、記憶、認知、を解説する。後半は、発
達と行動、思考の変化、学習理論、臨床心理、社会心理と解説を進める。

到達目標
患者心理と脳生理との関連の理解。
発達に伴う能力の変化と理解力、思考力の向上、性格と遺伝子、環境の関わりを
理解する。

授業形態 講義と簡単な実験、最新トピックスを使用。学生に意見を求めることもあるので、
積極的な参加を期待する。

テキスト、教材、参考書 オリジナル資料

評価方法 全講義が終了した後、筆記テストを行なう。

評価基準 60 点以上を合格とする。出席は全講義数の 2/3 以上を必要とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

高校までの生物学での
脳の仕組み程度の知識
を復習しておくこと。

脳と行動、脳の情報処理の流
れ

脳のコラム構造、神経伝達物
質、脳の情報処理が電気信号
と、化学物質、イオンの流
れで行なわれることを理解す
る。

『ここまで解明され
た脳と心のしくみ』

（ニュートンプレス , 
2006）

第 2回

右脳、左脳の機能につ
いてネット上等で調べ
ておくこと。

脳の左右差、文化差、男女差
性同一性障害者の自意識のず
れはどこから来るのか

男女の考え方、好みの違いが
実は脳の違いによる部分が多
いことを理解する。

『別冊日経サイエン
ス　心と脳のサイエ
ンス 01』（日経サイ
エンス編集部 , 日経
サイエンス , 2010）

第 3回

睡眠のリズムについて
調べておく。

睡眠と覚醒のリズム
睡眠が乱されると人の行動に
どう影響するか

睡眠が正常な人間生活に重要
なことを理解し、睡眠不足が
心理に与える影響を理解す
る。

特になし

第 4回
認知症について調べて
おく。

脳と記憶の関係
認知症患者の脳はどうなって
いるか

認知症の症状を理解し、単な
る老化とは違うことを理解す
る。

特になし

第 5回

薬物依存について新聞
等で調べておく。

快・不快の源
依存の心理的メカニズム

依存が脳の学習と関係がある
ことを理解し、個人の意志の
弱さの問題ではないことを理
解する。

『別冊日経サイエン
ス　脳科学のフロン
ティア 意識の謎 知
能の謎』より「ニコ
チン依存の新仮説」

（日経サイエンス編
集部 , 日経サイエン
ス , 2009）

第 6回
眼球の構造と見える仕
組みについて調べてお
くこと

知覚（力動的知覚）
錯視（錯覚）は何故起こるの
か実験を通して学ぶ。

錯視、見間違いが医療事故の
一員となっていることを確認
する。

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

人の情報処理を理解す
るために、コンピュー
タの情報処理について
調べておく。

認知心理（人の情報処理のメ
カニズム）

感覚記憶、短期記憶、長期記
憶等の役割を理解する。

『別冊日経サイエン
ス脳科学のフロン
ティア 意識の謎 知
能の謎』より「学習
と白質の意外な関
係」（日経サイエン
ス編集部 , 日経サイ
エンス , 2009）

第 8回

記憶術について知って
おく。

記憶と忘却
いかに覚えるか、何故忘れる
のかのメカニズム

効果的な記憶術を習得し、忘
れないための工夫を日々の中
で実践する。

『別冊日経サイエン
ス　脳科学のフロン
ティア 意識の謎 知
能の謎』より「新生
ニューロンを生かす
には」（日経サイエ
ンス編集部 , 日経サ
イエンス , 2009）

第 9回

医療事故についての記
事等を見ておく。

注意工学とヒューマンエラー
医療事故のメカニズム

日常生活での勘違い、思い違
い、ついうっかりといったエ
ラーの防止を実践的に体験す
る。

特になし

第 10回

何が人のイメージを作
り、相手の態度を変化
させる要因なのかを、
自 分 な り に 考 え て く
る。

社会的行動（印象形成と態度
変容）

就職活動等で良い印象をもた
れるような服装、話し方をト
レーニング

特になし

第 11回

高校までに習った、条
件付けについて再度調
べておく。

学習心理（条件付け、その他
学習諸理論）

PTSD も脳科学の世界では
「心の傷」ではなく、脳の不
適切な学習と消去ミスである
ことを理解する。

『別冊日経サイエン
ス脳科学のフロン
ティア 意識の謎 知
能の謎』より「戦争
が 生 ん だ PTSD と
いう社会現象」（日
経サイエンス編集
部 , 日経サイエンス , 
2009）

第 12回

自分の性格についてい
つ ど の よ う に 出 来 上
がったか、考えておく
こと。

性格とその形成 遺伝と環境がどのように絡み
合って性格が形成されるかの
関係について正しく理解して
おく。

『別冊日経サイエン
ス心と脳のサイエン
ス 01』（日経サイエ
ンス編集部 , 日経サ
イエンス , 2010）

第 13回

脳科学の本等で脳の成
長と認知、言語、コミュ
ニケーション等の発達
との関連について調べ
ておく。

発達心理（Piaget の認知発達
理論と総合発達理論）

各年代毎の発達のレベルを覚
えておく。

『 日 経 サ イ エ ン ス
2010 年 10 月号』よ
り「子供の意外な脳
力」（日本経済新聞
出版社 , 2010）

第 14回
臨床心理学
Freud、Rogers の理論とその
科学的問題点

精神分析や来談者中心療法が
思弁的であることを確認す
る。

特になし

第 15回

臨床心理学
Adler の理論行動療法、認知
療法、認知行動療法

医療現場で治療効果を挙げて
いるのは行動主義に基づく認
知行動療法であることを理解
する

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 宗教と民族 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 加藤　久典 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 宗教と民族の理解を通して、現代社会をより深くより広範に理解する。

授業内容

宗教や民族の分析を通し、人間社会の成り立ちやあり方を概説する。「なぜ人々
は宗教や民族の名の元に戦いを行うのか？」という問いを持ちながら、世界宗教

（イラム教、仏教、キリスト教など）が人間社会・人間（死の概念を含む）にど
のようにかかわっているのかを具体例を交えながら考える。経済成長の目覚まし
い東南アジア諸国の事例と共に日本についても解説する。

到達目標
日本と諸外国を比較する視点を持つ　
宗教の持つ社会的意義を理解する　
自らのアイデンティティーを確認する

授業形態
講義、ディスカッション、プレゼンテーションを中心に進める。視聴覚教材（パワー
ポイントなど）を使って理解を深める。学生が一方的に講義を聴くだけではなく、
自ら考える姿勢を大切にする。

教科書、教材、参考書 テキストは特に使用しない。必要資料は授業時に配布する。
推薦書：『民族いう名の宗教』（なだいなだ , 岩波書店 , 1992）

評価方法 出席、授業内での発表、レポート（確認テスト含む）を総合評価して判定する

評価基準 100 点満点を出席状況・授業参加：30%、授業内での発表 40%、レポート 30％に
配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

人間のアイデンティティーの
種類について考察し、人間の
行動規範を分析する。また、
宗教や民族の基本的解説を行
う。

宗教や民族の概念を整理す
る。

特になし

第 2回

日 本 の 宗 教 に つ い て
知っていることを列挙
する。

日本人のアイデンティティー
と宗教について：仏教や神道、
土着宗教がどのように日本の
成り立ちにかかわって来たか
を分析する。

日本の宗教について整理す
る。

特になし

第 3回
日本の近代化の特徴に
ついて考える。

日本民族が宗教を通して、国
家の統一を見せ始める過程を
分析する。

「国家」としての日本の成り
立ちについて整理する。

特になし

第 4回

イスラム教のイメージ
を列挙する。

現代社会で注目を浴びるイス
ラム教についてその全体像を
明らかにする。イスラム教徒
がどのように「死」を捉える
のかにも注目する。

イスラム教の全体像を整理す
る。

特になし

第 5回

日本と東南アジアの関
係について考える。

宗教とナショナリズム（国家
主義）がどのような関係を
持っているかについてイン
ドネシアを例にとって解説す
る。

宗教とナショナリズムの関係
について整理する。

特になし

第 6回

フ ィ リ ピ ン に つ い て
知っていることを列挙
する。

キ リ ス ト 教 が ど の よ う に、
人々のアイデンティティーの
形成にかかわったかをフィリ
ピンを例にとって解説する。

自らが最も強く持つアイデン
ティティーについて解説する
レポートを作成する。

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

仏教について知ってい
ることを列挙する。

仏教の核となる考え方を解説
しその歴史的発展について考
察する。また、仏教が「死」
をどのようにとらえるのかに
も注目する。

仏教の全体像を整理する。 特になし

第 8回

カ ン ボ ジ ア に つ い て
知っていることを列挙
する。

カンボジアにおいて、仏教が
どのような役割を果たしてい
たのかをアンコールワット遺
跡群（世界遺産）などを例に
とりながら解説する。

カンボジアと仏教の関係につ
いて整理する。

特になし

第 9回

プレゼンテーションの
準備。

自分にとって民族と宗教はど
のような意味を持っているの
かについてまとめ、クラス内
で発表する。

それぞれの発表について整理
する。

特になし

第 10回

知っている宗教対立に
ついて整理する。

民族と宗教における対立（1）：
キリスト教とイスラム教
インドネシア：フィリピンの
事例など。

学習事項を整理する。 特になし

第 11回

原理主義と穏健主義の
意味について調べる。

民族と宗教における対立（2）：
原理主義と穏健主義
イスラム教：キリストの事例
など。

学習事項を整理する。 特になし

第 12回

国家主義の意味につい
てこれまでの授業を参
考 に し な が ら 整 理 す
る。

民族と宗教における対立（3）：
国家主義と宗教
日本：カンボジアの事例など。

学習事項を整理する。 特になし

第 13回

日本が直面する社会問
題について考える。

宗教と民族が生み出すアイデ
ンティティーにかかわる社会
問題について考察する。差別
やいじめなどの問題に焦点を
当てる。

プレゼンテーションの準備 特になし

第 14回

プレゼンテーションの
準備を行う。

個別事例研究発表。（民族や
宗教が係る社会現象につい
て）テーマについては自由だ
が、事前に話し合いをして決
める。

各事例発表について自らの考
えを整理する。

特になし

第 15回 これまで学習した事例
の整理を行う。

個別事例研究発表についての
総括と解説を行う。

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 文化の比較 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 加藤　久典 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 異文化理解を通してよりグローバルな視点での社会理解を実現する

授業内容

世界中に存在する異なった文明に根差した「文化」の実際を学び、それらが共存
する道を探る。多文化主義（マルチカルチャリズム）の意味やその背景などにつ
いて学ぶ。アジア文化と西洋文化の違い、または共通点などについても解説する。

「異なった文化」を理解することは可能か？という問いを常に持って授業を進め
る。

到達目標 日本と異文化の違いを知る。
異文化理解の重要性を認識する。

授業形態
講義、ディスカッション、プレゼンテーションを中心に進める。視聴覚教材（パワー
ポイントなど）を使って理解を深める。学生が一方的に講義を聴くだけではなく、
自ら考える姿勢を大切にする。

テキスト、教材、参考書 教科書は特に使用しない。必要資料は授業時に配布する。
推薦書：『文明の未来』（阿部朱理編 , 東海大学出版会 , 2014）

評価方法 出席、授業内での発表、レポート（確認テスト含む）を総合評価して判定する。

評価基準 100 点満点を出席状況・授業参加：30%、授業内での発表 40%、
レポート 30% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

「カルチャーショック」を題材
に文化の意味について考察す
る。また文化の定義について
も学習する。

特になし

第 2回

自分が知っている文化
をいくつか列挙する。

多文化主義（マルチカルチャ
リズム）を標榜するオースト
ラリアの例を取りながら、異
文化の共存の意義について考
える。

多文化主義の定義をもう一度
整理する。

特になし

第 3回

日本文化の特徴ついて
考える。

「日本文化」とは何かというこ
とについて考える。普段言わ
れている「日本文化」の意味
やその実際的な成り立ちにつ
いて考える。

日本文化の特徴を整理する。 特になし

第 4回

ア ジ ア と 西 欧 か ら イ
メージするものを考え
る。

アジア的文化と西欧的文化の
違いについて考える。両者の
態度や考え方にどのような違
いがあるのか、社会背景を参
考にしながら考える。

アジア的な文化と西欧的な文
化の特徴や違いを明確にし、
自分の体験からその両者を解
説する。

特になし

第 5回

東南アジアの位置につ
いて確認する。

アジアの多文化国家として知
られるインドネシアの例を取
りながら、「ローカルな」の特
徴を考察し、「グローバルな文
化」と比較する。

インドネシアの特徴を整理す
る。

特になし

第 6回

アジアや西洋の文化の
違いについて考える

西洋から生まれた「民主主義」
の考えが、日本の文化的土壌
にどのように生かされている
かについて学ぶ。

民主主義文化について整理す
る。

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

自分の周りにはどのよ
うな文化的な行事があ
るか調べる。

社会的機能としての文化につ
いて考察する。日本を含めた
アジアやオセアニアにおける
文化について学ぶ。

文化的行事の意義について整
理する。

特になし

第 8回

日本における食の文化
的特徴を考える。

「食文化」についての考察。特
に宗教に関する食のタブーや

「祝宴」などの持つ意味につい
て解説する。

様々な宗教の食に関する特徴
を整理する。

特になし

第 9回
異なった文化について
考える。

異文化交流の意味について理
解し、グローバル社会の在り
方を考える。

プレゼンテーションの準備。 特になし

第 10回 プレゼンテーションの
準備。

異なった文化の共存の可能性
について考える。

それぞれの発表について、新
たな発見を整理する。

特になし

第 11回 自分にとって宗教とは
何かを考える。

文化と宗教の相互影響につい
て考える。

特になし

第 12回

現代世界が抱える社会
問 題 と は 何 か を 考 え
る。

文化や文明の違いは、人類を
連帯させるものか、逆に分離
するものかという命題につい
て考える。様々な意見を検証
しながら、人類の未来につい
て考える。

それぞれの文明の特徴や違い
を整理する。

特になし

第 13回
自分が知る異文化理解
の 事 業 な ど を 整 理 す
る。

異文化理解の実践例を自治体
などの事業から学ぶ。特に堺
市の施策などに目をむける。

授業の内容を整理する。 特になし

第 14回

プレゼンテーションの
準備。

日本の文化を外国でどのよう
に紹介するか、異文化理解に
は何が必要かなどをテーマに
発表を行う。

各プレゼンテーションに関し
て論点を整理する。

特になし

第 15回 これまでの授業の重要
点を整理する。

プレゼンテーションの総括と
その解説を行う。

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 地域と福祉 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 3 年

科目担当者 高井　逸史 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 地域での障害者を取り巻く生活支援や就労援助に関する実践的な知識と判断の習
得を目指す。

授業内容

地域コミュニティには児童虐待、貧困、孤独死など、現代社会が抱える様々な問
題が露呈している。こうした地域コミュニティの抱える問題の背景を分析し、解
決すべき方策について議論する。また、障害者の生活支援や就労支援について、
施設中心から脱施設政策へと、行政のサービスと NPO による取り組みを模索し
紹介する。さらに児童虐待、ホームレス、無縁社会、独居護高齢者を支援する自
治会・行政・NPO らが協働し地域住民が参加したこれからの地域再生のあり方
を考察する。

到達目標
・地域コミュニティの抱える様々問題の因果関係を理解している。
・行政主導ではなく、住民主体による「自助」・「互助」の重要性を理解している。
・社会福祉協議会や NPO のあり方、そして今後の担うべき役割を理解している。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、双方向型授業を重視する。また、グループ
によるワーキングをはじめ、グループ活動の発表会やディスカッションなど、積
極的に取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『現代地域福祉論−地域と生活支援−』（高内正子監修 , 保育出版社 , 　
　　　　2013）

評価方法 授業参加、授業に対するアンケート、レポート課題、グループワークの発表内容、
期末試験により総合的に評価する。

評価基準
授業参加 10 点、デイリー課題 40 点、期末試験 50 点～ 59 点：不可、
60 点～ 69 点：可、70 点～ 79 点：良、80 点～：優
授業アンケートの実施により授業習熟度を確認し、個別課題を行う。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
地域福祉の定義とその理念に
ついて理解する。現状の地域
福祉のあり方を理解する。

地域福祉の理念についてまと
める（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 2回

戦前日本の慈善事業に
ついて調べる。

イギリス、アメリカ、日本に
おける地域福祉の歴史を振り
返り地域福祉の基本的な考え
方の理解を深める。

イギリス、アメリカ、日本の
地域福祉の歴史についてまと
める（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 3回

ノーマライゼーション
思想について調べる障
害 者 が ま ち に 出 掛 け
るため何が必要か調べ
る。

北欧社会で誕生した障害福祉
の基本的理念であるノーマラ
イゼーション思想について、
時代背景やその経緯を理解す
る。

施設政策から脱施設化政策に
移行した経緯についてまとめ
る（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 4回

身体障害者関連法規に
ついて情報収集に努め
る。

アメリカで発祥した障害者の
自立生活と自立生活支援につ
いて、医療モデル」と「自立
生活モデル」を対比させなが
ら理解する

障害者の社会参加について、
感想レポート（400 字原稿用
紙 1 枚）を作成する。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 5回

障害者の雇用促進等に
関する法律を調べる。

作業所など障害者の就労実態
や事例を考察し、抱える問題
を整理し改善索を模索検討す
る。

障害者就労問題についてまと
める（400 字原稿用紙 1 枚）。

教科書　　　　　　
作成したプリント教
材

第 6回

地域社会における NPO
の役割を調べる。

行政主導ではなく、住民主体
の地域再生には NPO の存在
が重要となる。NPO の活動を
理解する。

地域社会における NPO の役
割についてまとめる（400 字
原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

児童養護施設について
事前に調べる。

親元での生活が困難な子ども
を収容する施設である児童養
護施設を一例に近隣、学校、
そして地域社会の現状と課題
を理解する。

タイガーマスク現象（2011.1
月）、児童養護施設への寄付
行為の感想課題（400 字原稿
用紙 1 枚）を作成する。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 8回

無縁社会の意味につい
て調べる。

地域社会において支援が必要
なホームレスへの取り組みや
無縁社会に対する支援内容を
理解する。

地域社会の抱える課題をまと
める（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 9回

児童虐待の実態につい
て調べる。

児童虐待の支援活動につい
て、行政のみならず地域社
会をはじめ、ボランティア、
NPO などの関わりを理解す
る。

児童虐待についてまとめる
（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 10回
東日本大震災の被害状
況について調べる。

災害弱者を認識し、被災者同
士による仮設住宅のコミュニ
ティ形成について理解する。

被災者による地域コミュニ
ティの重要性についてまとめ
る（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 11回

身近にある使いやすい
道具を確認する。

バリアフリーとユニバーサル
デザインの理念を理解し人に
やさしいまちづくり、地域の
あり方を検討する。

バリアフリーとユニバーサル
デザインの違いについてまと
める（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 12回

介護保険制度について
施設と在宅別に受けら
れるサービス内容を整
理する。

介護保険制度導入から早 10 年
が経過し「自立支援」理念か
ら「介護予防」理念へと改正。
介護保険制度を理解する。

介護予防に関するレポート課
題（400 字原稿用紙 1 枚）を
作成する。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 13回

認知症高齢者に対する理解と
施設ケアと在宅ケアの相違を
整理する。

認知症高齢者における施設ケ
アと在宅ケアの長所と短所を
まとめるレポート課題（400
字原稿用紙 1 枚）を作成する。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 14回

高齢者の地域生活を支える新
たな動きである地域自治体組
織。近隣、町内会組織、NPO
など行政と相互に連携し地域
包括ケアシステムを理解す
る。

学生が住む地元自治体の地域
活動概要についてまとめる

（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 15回

高齢者の孤独死につい
て 情 報 収 集 を し て お
く。

高齢者をはじめ障害者の生活
の場が施設から地域・在宅へ
移行する中、孤独や家族代行
などあらたな課題が浮上。現
状を認識する。

自分の立場に置き替え、施設
と在宅どちらがいいのか、理
由を添える課題（400 字原稿
用紙 1 枚）を作成する。

・教科書
・作成したプリント
教材
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 中国の文化 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 3 年

科目担当者 李　強 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

優れた診療放射線技師は「広い学問の視野」に立ち、均衡のとれた医療人とする
理想像が望まれる。中国の文化という科目はこれに役立つであろう。文化という
概念はかつてないほどの拡がりと複雑さを内に含み始めている。本講義は中国文
化の理解及びその言語の習得という角度から柔軟な思考力やグローバル的な医療
人を培養することを目的とする。

授業内容

伝統文化（特に日本文化の中核的な内容となった部分）を概観し、伝統文化の偉
大さを感じてもらいたい。太極拳を用いて、東洋健身術を体験させる。なお、中
国語において、①日常慣用句（300 句程度）、②放射線部門における診療用中国語
会話（100 句程度）、③病院医療関係専門用語（100 単語程度）を中心に、時間的
に可能であれば、④解剖学専門用語（300 単語程度）を追加する形式で、英語と
日本語と対照しながら授業を展開する。

到達目標
「広い学問の視野」に関する複眼的な知見を理解させ、第 2 外国語とする中国語
の基礎会話程度までの能力を養わせ、それに関連する英語の語彙・会話を連想で
きる。

授業形態
黒板板書による講義及び実践練習などを取り入れる。DVD やビデオの副教材も
積極的に使用する。中国語の授業を行う際、英語をベースにした中国語教材また
は資料（自作）を用いる。3 か国語（日・英・中）による授業形態を試みる。体
育館（アリーナ）にて太極拳を鍛錬する。

教科書、教材、参考書 市販教科書は使用しない。自作したプリント教材を使用する予定。DVD やビデ
オの副教材は講義の中で随時用いる。

評価方法 期末テストは行わない。授業時の発言、取り込む姿勢、出席状況、口頭試問の総
合評価。

評価基準 100 点満点を授業態度（授業時の発言、取り組む姿勢、出席状況）：60％、
口頭試問結果：40％に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

伝統文化という概念を
事前調べる。

講義の前提として、中国の文
化に関して、下記の項目に
沿って最初１回、概略的に説
明し、問題提起しておく。
・文化の定義
・異文化比較の意義
・日中文化の相違点、歴史年
表
・中国文化の特徴
後半は「中国語の基礎①」を
講義する。（発音・四声）

・次週の質問に備えて、周囲
または日常生活から日中両国
間の文化の相違点を考える。
・「中国語の基礎」を復習する。

特になし

第 2回

・日中漢字の差異及び
歴史淵源をテーマにし
て事前調べる。　　　
・「中国語の基礎

前半は「日中漢字及び医学用
語の差異及び歴史淵源」につ
いて講義する。　　　　　　
後半は「中国語の基礎②」を
講義する。（発音・四声）

・次週の質問に備えて、日中
漢字と医学用語の差異を考え
る。
・「中国語の基礎」を復習する。

特になし

第 3回 中国語日常会話の特徴
を事前に調べる。

「中国語日常会話」を講義す
る。

「中国語日常会話」を復習す
る。

特になし

第 4回 「中国語日常会話」を
予習する。

「中国語日常会話」を講義す
る。　

「中国語日常会話」を復習す
る。

特になし

第 5回 「中国語日常会話」を
予習する。

「中国語日常会話」を講義す
る。　

「中国語日常会話」を復習す
る。

特になし

第 6回 24 式太極拳を事前に調
べる。

体育館（アリーナ）にて「24
式太極拳」を鍛錬する。　　

24 式太極拳を復習する。 特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回 24 式太極拳を予習す
る。

体育館（アリーナ）にて「24
式太極拳」を鍛錬する。

24 式太極拳を復習する。 特になし

第 8回 24 式太極拳を予習す
る。

体育館（アリーナ）にて「24
式太極拳」を鍛錬する。

24 式太極拳を復習する。 特になし

第 9回 「中国語日常会話」を
予習する。

「中国語病院医療関係専門用
語」を講義する。

「中国語解剖学専門用語」を
復習する。

特になし

第 10回 「中国語病院医療関係
専門用語」を予習する。

「中国語病院医療関係専門用
語」を講義する。　　

「中国語解剖学専門用語」を
復習する。

特になし

第 11回 「中国語日常会話」を
予習する。

「中国語日常会話」を講義す
る。　

「中国語日常会話」を復習す
る。　

特になし

第 12回 「中国語日常会話」を
予習する。

「放射線部門における診療用
中国語会話」を講義する。　

「放射線部門における診療用
中国語会話」を復習する。　

特になし

第 13回
「放射線部門における
診療用中国語会話」を
復習する。　

「放射線部門における診療用
中国語会話」を講義する。　

「放射線部門における診療用
中国語会話」を復習する。

特になし

第 14回
「放射線部門における
診療用中国語会話」を
復習する。

「放射線部門における診療用
中国語会話」を講義する。　

「放射線部門における診療用
中国語会話」を復習する。

特になし

第 15回 口頭試問を準備する。 口頭試問・総合評価 中国語会話及び太極拳を復習
する。

特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 英語Ⅰ
（基礎）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 加藤　久典／池田　涼子 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 国際的コミュニケーション力を身につけるため、基礎的な英語力を習得する。

授業内容 慣用表現などを含んだ場面設定された英文を読み、内容を理解する。学んだ表現
をもとに自ら英語で表現する。特にオーラル能力の向上に力を入れる。

到達目標 英語を身近に感じる英語により日常的な事柄を表現する。
英語による意志の疎通を可能にする。

授業形態 講義（説明）、ペアワーク、グループワーク、スキットなど。また、より多くの
場面設定された英文を音読する。学生は積極的に授業に参加ことを求められる。

教科書、教材、参考書 授業において、資料を配布する。
教科書：『英会話・ぜったい・音読』（國弘正雄編 , 講談社 ,2000）

評価方法 出席、授業内での発表、レポート（確認テスト含む）を総合評価して判定する。

評価基準 100 点満点を出席状況・授業参加：30%、授業内での発表 40%、
レポート 30% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
これまでの自分の英語
のボキャブラリーを確
認する。

今後の授業の形態や受講態度
の説明。学生同士簡単な自己
紹介を英語で行う。

授業中に学んだ新しい言葉を
復習し、その使い方を確認す
る。

特になし

第 2回

英 語 の 挨 拶 で 自 ら が
知っているものを書き
出してみる。

様々な場面で、他者に対する
挨拶や対応の仕方を学ぶ。時
候の挨拶、謝辞、謝罪、共感
など。

自ら場面を設定し、簡単な会
話文を作成してみる。

特になし

第 3回

コンピューターに関す
るボキャブラリーを調
べる。

インターネットや電子メール
の機能を英語で理解する。上
記に関連する英文を読み、学
生が関連質問を作成する。

簡単な英文の電子メールを作
成してみる。

教科書など

第 4回

コンピューターで何が
できるかを考える。

自らのコンピューター利用経
験を学生同士が英語で表現し
合う。コンピューターの特徴
や便利さを英語で表現する。

授業内で使用した表現を確認
し、他の場面での利用につい
て考える。

教科書など

第 5回

観光に関するボキャブ
ラリーを調べる。

自らが行ってみたい観光地を
列挙し、その理由を簡単に英
語で表現する。日本の古都・
日本文化に関する英文を読
み、日本の歴史や自らの故郷
について説明する。

「故郷」や「日本の古都」に
関する説明を復習し、英語で
説明できるようにする。

教科書、『日本その
姿と心』（日鉄技術
情報センター , 学生
社 , 2006）など

第 6回

スキットの進め方につ
いて考える。

前回の授業を参考に、英語を
話す外国人の友人を「自分の
故郷」または日本の古都（鎌
倉、京都、奈良など）に案内
する「スキット」を行う。

スキットで使用した表現やボ
キャブラリーを復習する。

特になし

第 7回

コミュニケーションの
意味について考える。

英語におけるコミュニケー
ションの特徴について学習す
る。相手を否定しない表現、
文型を学習する

授業で学んだ表現や新たなボ
キャブラリーを確認する。

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

自分の「夢」を英語で
表現する場合に必要な
言葉を調べる。

マーチン・ルーサーキング牧
師の「夢」に関する英文を読
み、人間の持つ「夢」の大切
さについて考える。自らの

「夢」を英語で考えてみる。

授業で学んだ新たな表現を復
習する。

教科書など

第 9回

自分の「夢」に関して、
なるべくわかりやすく
英語で整理する。

スピーチする際の重要事項の
確認。アイコンタクトや間の
取り方、全体の構成などにつ
いて、例を用い説明する。そ
れに沿って、「夢」や「好きな
こと」に関するスピーチを準
備する。

スピーチの準備 特になし

第 10回

スピーチの準備 学生それぞれが自らの「夢」
や「好きなこと」に関するス
ピーチを行う。

自らのスピーチだけではな
く、クラスメイトのスピーチ
の中の新しい表現やボキャブ
ラリーを復習する。

特になし

第 11回

自分が今まで「挑戦」
したことは何かを英語
で考える。

人間が「挑戦」することの素
晴らしさを、登山家の記録を
読みながら理解する。学生は、
自分の「挑戦」したこと、こ
れからしたいことについて英
語で表現する。

授業中に読んだ記録の表現や
ボキャブラリーの復習

特になし

第 12回

「挑戦」することの意
味について考える。

前回学習した語彙を使いなが
ら「挑戦」することの意味を
英語で表現する。（ペアワー
ク）

新しい語彙の復習 教科書など

第 13回

これまで学んだ語彙を
復習する。

これまで学んだことを基礎と
して、グループに分かれて
テーマを選定し、スキットの
構成を完成させる。

スキットの練習 特になし

第 14回

これまで学んだ表現や
ボキャブラリーを整理
する。

これまで学んだことを基礎と
して、グループに分かれて
テーマを設定しスキットを行
う。

他グループのスキットに関し
て、未知の語彙、表現を整理
する。

特になし

第 15回 これまでの文型、語彙
の総復習。

スキットに関する総括と改善
点に関する解説を行う。

特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 英語Ⅱ
（応用）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 加藤　久典／池田　涼子 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 英語をコミュニケーションの手段として、幅広く使用する能力を養う。

授業内容
医療に関する基礎用語や、医学・保健に関する英文を読みながら、それらの内容
に関して自らの見解を英語で表現し、お互いに評価し合う。実際的な場面を想定
し、「使える英語」の習得に力を注ぐ。

到達目標
保健医療者として基礎的な関連英語表現を身につける。
自分の意見・意思を正しく表現する英語力を身につける。
相手との意見交換を行う英語力を身につける。

授業形態 講義（説明）、ペアワーク、グループワークを中心に、視聴覚教材も使用する。
学生自身は積極的に授業に参加することを求められる。

テキスト、教材、参考書 教科書：『看護・医療スタッフの英語』（山中マーガレット , 朝日出版社 , 2008）

評価方法 出席、授業内での発表、レポート（確認テスト含む）を総合評価して判定する。

評価基準 100 点満点を出席状況・授業参加：30%、授業内での発表 40%、
レポート 30% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

英語 I で学んだことを
整理、復習する。

病院における英語対応の仕方
について学ぶ。患者の受け入
れから、記録の取り方などを
実際に英語で表現する。

初診の際の慣用句を整理し、
復習する。

特になし

第 2回
喫煙に関する英語表現
を調べる。

「喫煙」を題材に、そのリスク
や現状について英語で理解す
る。

教材の中の新しいボキャブラ
リーを復習する。

英文雑誌ほか

第 3回

喫煙に関する自分の意
見をまとめる。

前回の授業を踏まえて、「喫
煙」について自らの考えをク
ラスで共有し、その是非につ
いて英語で意見交換を行う。

「喫煙」のリスクについて簡
単な英語で表現する。

教科書ほか

第 4回 ディベートの戦略につ
いて考える

グループに分かれて喫煙に関
するディベートを行う。

相手グループの論点を整理す
る。

英文雑誌ほか

第 5回

これまで学習した慣用
表現の復習。

これまで学習した慣用表現を
応用し、場面にあった的確な
英語表現を試みる。（レストラ
ンでの禁煙席の選び方など）

慣用表現を復習する。 英文雑誌ほか

第 6回

病院設備に関する英語
表現について調べる。

物や人の位置の表現を学ぶ。
これによって、実際に病院内
の部署や場所を説明するロー
ルプレイを行う。

場所・位置の表現を整理する。 教科書ほか

第 7回

人間の動作の英語表現
を調べる。

人の動き・人体の部位を表現
する英語を学び、病院におけ
る検査時の英語によるコミュ
ニケーションを模擬的に行
う。

新しい表現・ボキャブラリー
を復習する。

教科書ほか

第 8回

医療検査の時にどのよ
うな英語表現が必要か
考える。

具体的な検査（例：レントゲ
ン撮影）における実際的な表
現を学び、病院における患者
とのコミュニケーションを試
みる。

スキットの準備 教科書ほか
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 9回
スキットの準備 学生がペアーになって、病院

における患者と医療従事者間
のスキットを行う。

新しい表現やボキャブラリー
を復習する。

特になし

第 10回

相手とよりよいコミュ
ニケーションに必要と
思われる事項を列挙す
る。

英語において、コミュニケー
ションを潤滑に進めるための
慣用表現を学ぶ。また、病院
における患者とのコミュニ
ケーションの例文を読みなが
ら、実際にペアーワークを行
う。

教科書ほか

第 11回

自分を含めて、飲酒す
る人にどの程度飲酒す
るか質問する。

アルコール中毒の遺伝性に関
する記事を読み、関連表現を
学ぶ。また飲酒に関して自ら
の意見を英語で表現する。

飲酒に関する自分の考えをま
とめる。

英文雑誌ほか

第 12回

重さや長さの英語表現
について調べる。

性別、体重、身長、血圧など
の英語表現を学び、学生同士
でお互いの情報を英語で交換
し合う。また、物の嗜好につ
いての表現も学習する。

体の測定に関する基本用語を
整理する。

教科書ほか

第 13回
これまで学習した英語
表現を見直す。

説得力のある英語のスピーチ
の行い方について学ぶ。接続
語や慣用表現など。

特になし

第 14回
スピーチの準備 各自テーマを選び、英語で自

らの考えを発表するスピーチ
を行う。

各グループの発表で未知の言
葉を復習する。

特になし

第 15回
こ れ ま で 学 習 し た 語
彙、熟語の復習

スピーチの総括とよりよりス
ピーチへのヒントを解説す
る。

特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 表現法入門 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 山田　淳子 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
生きている限り「人と人は伝がっている」「何かを伝えあっている」それがコミュ
ニケーションである。人間に備わっている感性能力を高め、言語・非言語コミュ
ニケーションによる自己表現能力の向上を目指す。　

授業内容
患者さんとの信頼関係を築くには、相手の感情に気づくことが重要である。心理
学の基本を概説するとともに、気づき感覚（感性）を体験する。そして授業課題
を実践することでコミュニケーションに大切な表現能力を習得していく。

到達目標
・人と人との関わりに興味が持てるようになる。
・患者心理が理解できる。
・ここでの学びが社会人・医療人として適切（健全）に活かせるようになる。
・心理を学ぶことで、日常生活のストレスに対処できる適応能力を高める。

授業形態 講義と実践形式。グループによるワーキングやプレゼンテーションを取り入れ、
聞き手に理解される表現方法について実習。感性教育として感覚の体験。

教科書、教材、参考書 教科書：特になし。随時プリントを配布

評価方法 コミュニケーション能力の向上と習熟について、授業参加、振り返り記録、課題
レポートにより評価する。

評価基準

・100 点満点を、出席・学習行動：60％、課題レポート：40％に配分し、60 点以
上を合格とする。
・表現力の向上を狙いとするものであり、事前事後学習と授業に対する意欲が主
な評価となる。
・習熟の程度により、個別に指導する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

・科目のオリエンテーション
・学生の自己紹介
コミュニケーションの基本は
挨拶や自己紹介から始まる。
学生は自己紹介にて第一印象
の役割や表現力の必要性を理
解する。

表現の意味について、レポー
トを作成する。

配布資料

第 2回

他者紹介の準備。イン
タビューを行う。

・他者紹介
他者紹介の準備と発表から、
紹介人物の印象付けができ、
聞き手に伝わる話し方を経験
する。「質問」「話す」「まとめ
る」などコミュニケーション
の基本を学ぶ。

コミュニケーションの第一歩
である挨拶の大切さを知り、
相手に伝わり、個性の印象付
けができる紹介方法について
考える。

配布資料

第 3回

自己紹介の準備（原稿
作成）

・自己紹介
表現するには自己を含めて人
間を知ることから始めなけれ
ばならない。人間を理解する
ために心理学の基本を講義す
る。
自己紹介プレゼンテーション
を経験する。

心理学とは日常的なコト・モ
ノであり、人間への理解を深
める学問である。人への関心
を高めコミュニケーションの
楽しさを感じる。

配布資料

第 4回

プレゼンテーションの
準備

・自己紹介
プレゼンテーションを経験
し、発表者の役割を理解する。
また、発表者以外は質問行為
を通して興味・好意を持って
聞くという聞き手の役割を理
解する。。

「伝え手」「聞き手」の役割を
確認する。

配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

自己表現の準備 ・コラージュ作成
心理療法として行われている
コラージュを作成する。カウ
ンセラーを招き、作品の作成
過程や完成品を振り返りる
シェアを行う。無意識の自己
の心表現を体験する。

無意識の心と表現について考
える。

配布資料

第 6回
視覚・聴覚・触覚など
の感覚を意識する。

・感覚体験視覚
聴覚・触覚などの感覚と心の
密接な関係を理解する。

体験レポートを作成する。 配布資料

第 7回

知 覚 障 が い 者 へ の コ
ミュニケーション法を
考える。

・言語コミュニケーションの
理解
・身体表現の実習
言語、非言語での伝達方法に
ついて実践し理解する。

聴覚・視覚含め、身体に障害
を持つ人々へのコミュニケー
ション法について考察する。

配布資料

第 8回

自然を感じる ・感性の実感
・心理学概論
相手の心に気づくコミュニ
ケーションには感性が重要で
ある。体験を通して自らの感
性を実感する。
講義と体験から、ふだんは意
識していない感覚の役割につ
いて理解する。

観察と描画 ・配布資料
・『臨床心理学と感
性 教 育 』（ 高 橋 史
朗 , 玉川大学出版部 , 
1998）

第 9回

言葉の役割を考える。 ・身体をほぐす
・声の教養
「傾聴」体験で自分の声を知り
声の可能性を広げ、自分の声
を発展させる。

声について考察する。 配布資料　

第 10回

非言語（身体表現）メッ
セージの準備

・非言語コミュニケーション
の理解
心理と行動の関係、言語以外
の伝達方法について理解する
しぐさと表情でのコミュニ
ケーションを体験する。

非言語メッセージについて考
察する。人物の観察と行動推
理

・配布資料・『しぐ
さのコミュニケー
シ ョ ン 』（ 大 坊 郁
夫 , サイエンス社 , 
1998）
・『ボディランゲー
ジ解読法」（D・アー
チャー , 誠信書房 , 
1988）

第 11回

聴 覚 障 が い 者 へ の コ
ミュニケーション法を
考える。

・手話の実践
臨床現場における聴覚障がい
者とのコミュニケーション法
を、診療放射線技師を臨時講
師として招き手話の実践を行う。

聴覚・視覚含め、身体に障害
を持つ人々へのコミュニケー
ション法について考察する。

配布資料

第 12回

医 療 現 場 に お け る コ
ミュニケーションと接
遇について考える。

・カウンセリングの実際
・医療現場で求められるコ
ミュニケーション
カウンセリング手法を参考
に、医療現場でのやり取りを
経験する。

医療現場でのカウンセリング
効果について考える。

配布資料

第 13回

規定時間内でのプレゼ
ンテーションを企画す
る。

・プレゼンテーションの実習
および総括
プレゼンテーションは一方的
な意見の伝達ではなく双方向
のコミュニケーションであ
る。独自の表現方法を見つけ、

「まとめる」「話す」「聞く」能
力を身につける。

フィードバックシートによる
評価を参考に、プレゼンター
はスキル向上を目指す。ディ
スカッションのやりとりから
ファイナル・レポートを作成
する。

配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 14回

独自のスタイルでプレ
ゼンテーションを企画
する。

・プレゼンテーションの実習
および総括
プレゼンテーションは一方的
な意見の伝達ではなく双方向
のコミュニケーションであ
る。独自の表現方法を見つけ、

「まとめる」「話す」「聞く」能
力を身につける。

フィードバックシートによる
評価を参考に、プレゼンター
はスキル向上を目指す。ディ
スカッションのやりとりから
ファイナル・レポートを作成
する。

配布資料

第 15回

内観・CL 課題の実践。
講義や実習を通して、
表現力の向上とコミュ
ニケーション力の重要
性について確認する。

・内観療法、CL（Constructive 
Living）
社会で生きて行くには、先ず
私たち自身が健全でなくては
ならない。そこで人間関係や
社会環境でのストレスに対処
できる考え方を事例から紹介
する。
総括
言語・非言語、表現の構造や
役割に気づき、学生自らが日
常や職場環境で活かして行け
る答えを見つけ出す。

内観・CL 課題の実践を経験
することで、日常でのストレ
スに対処し、健全に生きて行
ける力を見つけて欲しい。
今教科の受講が、自己の意識
変化や自己成長に結びつくこ
とを期待する。

・配布資料
・『内観ワーク』（三
木善彦 , 二見書房 , 
1998）
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 コミュニケーション演習 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 高井　逸史 授 業 形 態 演　習 期 別 後　期

授業目的 医療現場におけるコミュニケーションの重要性を理解し，必要とされる医療現場
で効果的，かつ適切な伝える技術が修得できるような学びとする。

授業内容

チーム医療が必要な医療現場におけるコミュニケーション論の概念，理論を理解
する。
演習を通して円滑なコミュニケーション技法を理解する。
学事行事（スポーツフェスティバル、市民公開講座、物療祭など）通して自らの
コミュニケーションの課題を理解する。

到達目標
医療従事者として求められえるコミュニケーション技法を理解している。
必要に応じた報告・連絡・相談ができる。
学事行事においてコミュニケーションを高める取り組みができる。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、双方向型授業を重視することから、グルー
プによるワーキングをはじめ、グループ活動の発表会やディスカッションなどを
取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『コミュニケーション力』（齊藤孝 , 岩波新書 , 2004）
　　　　『伝える力』（池上彰 , PHP ビジネス新書 , 2006） 

評価方法 学事行事の参加、授業におけるレポート課題・発表内容・期末試験により評価する。

評価基準
学事行事（スポーツフェスティバル、市民公開講座、物療祭など）の出席ならび
に感想文 20 点、レポート課題 10 点、授業発表 10 点、期末試験 60 点
～ 59 点 : 不可、60 点～ 69 点 : 可、70 点～ 79 点 : 良、80 点～ : 優

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回
医療現場におけるコミュニ
ケーションの重要性とその役
割を理解する。

レポート課題（400 字原稿用
紙 1 枚）を作成する。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 2回
コミュニケーションの重要性
を発表し、学生同士で意見交
換を図る。

発表を振り返り課題を抽出す
る。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 3回

自己紹介内容をあらか
じめ文章化（400 字原
稿用紙 1 枚）しておく。

自己紹介を発表する・自己紹
介を聞くこと（リスニング）
を経験しお互いに自己評価を
経験し自己紹介のあり方を検
討する。

自己紹介を振り返り反省課題
ポート（400 字原稿用紙 1 枚）
を作成する。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 4回

前回の課題反省を踏まえ自己
紹介を行う。前回と比べ課題
が変わった所、変わらない所
を主観評価と客観評価にて照
合する。同時にビデオに撮る。

今回の発表および討論を通じ
感想レポート課題（400 字原
稿用紙 1 枚）を作成する。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 5回

ビデオ撮影した学生自己紹介
を学生本人に見せ、円滑なコ
ミュニケーションを行う上で
改善・工夫すべき箇所を検証
する。

ビデオで見る自分の自己紹介
風景を勘案し感じたことのレ
ポート課題（400 字原稿用紙
1 枚）を作成する。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 6回

医療現場における患者様事例
を通し、患者様をはじめご家
族、他職種への報告・連絡・
相談業務の重要性を理解す
る。

医療現場における報告・連絡・
相談の意義についてまとめる
レポート課題（400 字原稿用
紙 1 枚）を作成する。

・作成したプリント
教材
・教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

あらかじめ本屋に行き
気に入った新書を一冊
購入。

購入した新書について、どう
してその本を選んだのか、400
字原稿用紙 2 枚仕上げる。さ
らに 1 分間で伝達する練習を
する。

再度新書を選んだ理由につい
てまとめる（400 字原稿用紙
1 枚）。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 8回

購入した新書のある一
章について取り上げ、
要約する（400 字原稿
用紙 2 枚）。

要約した一章について指定す
る制限時間内で発表する。さ
らに、クラスメイト同志で討
議し課題を抽出し合う。

今回の要約内容およびクラス
メイトとフィードバッをまと
める。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 9回

前回の問題点を踏まえ
一章の要約する（400
字原稿用紙 2 枚）。

学生個人の課題を考慮し前回
同様に要約した内容を一定時
間内に報告する。発表者以外
は質問をし、質問力を高める
よう努める。

今回の到達度と反省点をまと
める。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 10回

発表用レジメを作成す
る。

人前で所定時間内に新書内容
を発表する。発表するにあた
り、発表するポイントに留意
する。

今回の課題について検討す
る。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 11回

認知症について症状な
ど調べる。

患者様を想定したコミュニ
ケーションスキルの向上を図
るため、高齢者とりわけ認知
症について理解を深める。

認知症患者とコミュニケー
ションを図る上で考慮すべき
点をまとめる。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 12回
認知症の周辺症状と中
核症状の確認考査を実
施。

実際に認知症患者の動画を通
し、認知症患者とのコミュニ
ケーション技法を再考する。

言語による意志伝達の限界に
ついて意見をまとめる。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 13回
わかりづらい文章とわかりや
すい文章を照合し、その違い
を討議する。

講義内容を踏まえ自身の文章
作成における課題を総点検す
る。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 14回
修得した専門用語につ
い て 一 度 確 認 し て お
く。

実際に医学用語や専門用語を
用い正しく文章を書く技法の
習得を目標とする。

不十分だった専門用語を再度
確認し調べ補うようにする。

・作成したプリント
教材
・教科書

第 15回
先輩の実習レポートを閲覧し
実習に要求される専門用語や
文章力を身につける。

先輩レポートを読んで工夫す
べき点と習う点をまとめる。

・作成したプリント
教材
・教科書



− 76 −

履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 プレゼンテーション演習 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 山口　道弘 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的
プレゼンテーション資料の作成および口頭発表の基礎技術を習得すると共に、
ディスカッションを通して、自分の考えを論理的・客観的に整理し、意見交換で
きるコミュニケーションスキルを養う。

授業内容

将来、診療放射線技師や医療技術者として研究活動や教育指導に関わる場面にお
いてプレゼンテーション、専門学会での発表、論文作成などに対応できる予備知
識やテクニックを身につけておくことは当大学の学生にとって不可欠である。効
果的なプレゼンテーション作成に必要な基礎知識を講義から学ぶ。講義から学ん
だ知識に基づき、各自が学部の授業の中で興味ある課題を設定してプレゼンテー
ションを作成、発表し全員で意見交換することで、プレゼンテーションスキルを
養う。

到達目標

・自ら設定した研究課題について文献検索をおこなうことができる。
・PC を用いて文書作成ソフト、表計算ソフト、プレゼンテーションソフトを操作
できる。
・論理的に筋道を通した客観的で分かり易いプレゼンテーション資料の作成と口
頭発表ができる。
・討論会を通して、自分の考えを論理的・客観的に整理し意見交換できる。
・最終的に学会発表ができる力を身に付ける。

授業形態 講義形式を基本とし、PC 演習や研究発表会も取り入れる。

教科書、教材、参考書

Microsoft 社の Word，Excel，PowerPoint がインストールされたノートパソコン
参考書：『論理的にプレゼンする技術』（平林純 , ソフトバンククリエイティブ , 
　　　　2009）
　　　　『コ・メディカルのための研究ガイド』（下瀬川正幸監修 , 日本放射線技
　　　　師会出版会 , 2009）

評価方法 ①出席状況、②授業や課題への取り組み方、③研究発表より総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を、評価方法① 20% ② 20% ③ 60% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回 診療放射線技師の関連
学会について調べる。

オリエンテーション
【講義】

授業内容の復習 参考書

第 2回

学会で発表すること，
参加することの意義に
ついて考える。

学会発表を行う前の知識の習
得として、学会とは何か、学
会に参加する意義について学
習する。

【講義】

授業内容の復習 参考書

第 3回

発表のテーマをよく練
る。

発表内容のまとめ方
研究のテーマをどのように決
定し、研究成果を伝えるべき
かを習得する。

【講義】

発表テーマにおいて何を伝え
たいか考える。

参考書　

第 4回

研究発表と文献の関係
について考える。

研究テーマに関連した文献検
索の方法を学ぶ。
メディカルオンラインや Pub 
Med の使い方の概要を学ぶ。

【講義】

発表内容に関係する文献を調
査してリストアップする。

・参考書  
・配布資料                         

第 5回
数量評価における統計
処理の必要性について
考える。

数量評価における統計処理の
必要性と基本的知識を学ぶ。

【講義】

授業内容を復習し、各自の発
表に統計処理が必要かどうか
考えておく。

配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

PC を用いて文書作成
ソフト，表計算ソフト，
プレゼンテーションソ
フ ト の 操 作 を 予 習 す
る。

プレゼンテーション資料作成
技術（1）
PC を用いて文書作成ソフト，
表計算ソフト，プレゼンテー
ションソフトの基本操作を学
ぶ。

【講義と演習】

授業内容の復習と発表内容を
考える。

参考書

第 7回

発表内容のストーリー
を構築し、絵コンテを
作成する。

プレゼンテーション資料作成
技術（2）
発表内容の絵コンテを作成
し、オリジナルのプレゼン
テーション資料を作成する。

【講義と演習】

プレゼン資料の作成 参考書

第 8回
口頭発表において、心
がけなければならない
ことを考える。

口頭発表の進め方、質疑応答
の対応を学ぶ。

【講義】

プレゼン資料の作成と発表リ
ハーサル

参考書

第 9回 プレゼン資料の作成と
発表リハーサル

研究発表とディスカッション
（1）【演習】

レポート作成 特になし

第 10回 プレゼン資料の作成と
発表リハーサル

研究発表とディスカッション
（2）【演習】

レポート作成 特になし

第 11回 プレゼン資料の作成と
発表リハーサル

研究発表とディスカッション
（3）【演習】

レポート作成 特になし

第 12回 プレゼン資料の作成と
発表リハーサル

研究発表とディスカッション
（4）【演習】

レポート作成 特になし

第 13回 プレゼン資料の作成と
発表リハーサル

研究発表とディスカッション
（5）【演習】

レポート作成 特になし

第 14回 プレゼン資料の作成と
発表リハーサル

研究発表とディスカッション
（6）【演習】

レポート作成 特になし

第 15回
プレゼンテーション演
習の総括討論

授業、演習体験を通じての意
見、感想を交えての討論

【演習】

レポート作成 特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 英語Ⅲ
（実践）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 加藤　久典 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 英話を用いて国際化に対応できるコミュニケーション能力を身につける。

授業内容
視聴覚教材を利用して、聞き取りなどを通して自らの英語力を実践的に生かす工
夫をする。学生間のコミュニケーションを多く取り入れ、英語を実際に使う機会
を多く作る。

到達目標
英語を用い自らの意志を的確な表現で相手に伝える能力を身につける。
英語により相手の意思を正確に把握する能力を身につける。
英語によるコミュニケーションを抵抗なく行う能力を身につける。

授業形態
講義（説明）、ペアワーク、グループワーク、ディスカッション、ディベート、
視聴覚教材の聞き取りなど。複雑な説明を除き、学生と教師のやり取り、学生同
士のやり取りは全て英語で行う。

テキスト、教材、参考書 DVD、CD、英語雑誌、英字新聞など

評価方法 出席、授業内での発表、レポート（確認テスト含む）を総合評価して判定する。

評価基準 100 点満点を出席状況・授業参加：30%、授業内での発表：40%、レポート：30%
に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

英語 I、英語 II で学ん
だことを整理、復習す
る。

学生それぞれが、英語による
自己紹介と将来の自分につい
てスピーチを行う。それに関
して学生同士が英語で質問を
し合う。

特になし

第 2回
自分が興味がある、社
会問題（医療関係も含
む）について考える。

実際の英字新聞などの記事を
読んで、意味を考える。

授業内で学んだ、熟語や単語
の整理

英文雑誌、英字新聞
など

第 3回

教 師 が 与 え た テ ー マ
（ 尊 厳 死 =euthanasia）
についての下調べを行
う。

尊厳死の現状、各国の対応、
問題点などを英語により箇条
書き的に理解し、自らの意見
を英語で表現するための準備
を行う。

授業で学んだ尊厳死に関する
ポイントを項目ごとに整理す
る。

尊厳死に関する英文
雑誌、英字新聞など

第 4回

尊厳死に関する重要単
語を覚え、正確に発音
で き る よ う に 練 習 す
る。

グループごとに尊厳死に関す
る各自の意見を英語でまと
め、発表する。

特になし

第 5回

旅行に関係する単語を
調べる。

「模擬外国旅行」を実施する。
チケットの予約、飛行機、到
着、ホテル、観光などのそれ
ぞれの場面に応じてロールプ
レイを行う。

授業で学んだ慣用表現を整理
する。

英文旅行パンフレッ
ト、 旅 行 ガ イ ド

（Lonely Planet） な
ど

第 6回

重要な熟語、単語、文型、な
どを整理し、実際の場面でど
のように使われるか学習す
る。

語彙の復習 特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回
英語の歌を聞き取る練習をす
る。基本熟語などを実際の歌
から学習する。

ＣＤ

第 8回

場面を病院に設定し、患者、
医者、看護師、診療放射線技
師などの役を決め、ロールプ
レイを行う。

ロールプレイを通して学んだ
事柄を復習する。

特になし

第 9回

英語の慣用表現につい
て調べる。

学生がペアーになり、相互イ
ンタビューを行う。

（好きなことや将来の夢など
について）

インタビューで使った慣用表
現、単語などについて整理す
る。

特になし

第 10回

これまで学習した、慣
用表現や単語をもう一
度整理する。

グループに別れ、場面設定し
た上で、スキット ( 寸劇 ) を
作成する。場面は、基本的に
自由だが、「学校」「家庭」「買
い物」などが考えられる。

スキットの練習 特になし

第 11回

スキットの練習 前回準備したスキットをグ
ループごとにクラスで発表す
る。またそれぞれの発表に対
し、感想を述べる。

スキットで使用された慣用句
や単語を整理する。

特になし

第 12回

教 師 が 与 え た テ ー マ
（携帯電話の功罪、経
済格差など）に関し、
関 連 単 語 な ど を 調 べ
る。

教師の司会により、予め予告
したテーマに関する意見交換
を実施する。

授業で扱ったテーマに関し
て、自らの考えをまとめて英
文にする。

特になし

第 13回

これまでの学習を通し
て明らかになった、英
語の運用に関する自分
の弱点や得意点など確
認する。

学生から提出された、弱点、
得意点にアドバイスを与え、
英語のスピーチに関する基本
的なことがらについて確認す
る。

スピーチの基本について整理
する。

特になし

第 14回

自らが行うスピーチの
テーマを選定する。

グループまたは個人で一つの
テーマを設定し、英語で発表
する。個人の意見や事柄の説
明を行う。

スピーチの練習 特になし

第 15回
スピーチの練習 学生各々がスピーチ発表を行

う。またスピーチに関する質
疑応答も行う。

特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 解剖学Ⅰ
（動物性機能に関わる系）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 串崎　正輝 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 診療放射線技師を志す者が、必要とする人体の形態、構造の基本的知識について、
機能的意味付けを行いながら理解させる。

授業内容 人体の基本設計を示した後①運動器（骨格・関節・節）、②感覚器、③中枢およ
び末梢神経系を講述する。

到達目標 より専門的な X 線解剖学、画像解剖学などを理解するための橋わたし。又、病理
学へのつながりを目指す。

授業形態
板書並びにプリントや図を使い機能、役割、重要項目について丁寧に説明する。
次に学生自身が教科書を読む事で更に理解度を深め、興味を持てる様に配慮する。
学生の希望には前向きに応じ、質問には、理解度を確認しながら丁寧に指導する。

教科書、教材、参考書
教科書（※必携）：『解剖学アトラス』（平田幸男 , 文光堂 , 2012）
　　　　　　　　 『医療のための人体解剖学』（斎藤基一郎他 , 広川書店 , 1996）
参考書：『画像解剖学』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2014）
教材：プリント

評価方法 授業態度　　20%
試　　験　　80%　

評価基準 60 点以上を単位修得、合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

人体の基本設計 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 2回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

骨格系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 3回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

骨格系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 4回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

骨格系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 5回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

骨格系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 6回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

骨格系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 7回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

筋系
小テスト

授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

≪専門基礎科目≫



− 81 −

専
門
基
礎
科
目

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

筋系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 9回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

筋系のつづき
小テスト

授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 10回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

感覚器系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 11回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

感覚器系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 12回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

神経系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 13回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

神経系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 14回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

神経系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 15回

予め授業内容にかかわ
る部分を、教科書にて
通読しておく。

神経系のつづき前期講義の総
括

授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 解剖学Ⅱ
（植物性機能に関わる系）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 串崎　正輝 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 診療放射線技師を志す者が，必要とする人体の形態，構造の基本的知識について，
機能的意味付けを行いながら理解させる。

授業内容 初めに細胞および組織学のあらましを説明し，ついで①脈管系，②内臓系（消化，
呼吸，泌尿，生殖，内分泌）を講述する。

到達目標 より専門的な X 線解剖学，画像解剖学などを理解するための橋わたし。又，病理
学へのつながりを目指す。

授業形態
板書並びにプリントや図を使い機能、役割、重要項目について丁寧に説明する次
に学生自身が教科書を読む事で更に理解度を深め、興味を持てる様に配慮する学
生の希望には前向きに応じ、質問には、理解度を確認しながら丁寧に指導する

教科書、教材、参考書
教科書（※必携）：『解剖学アトラス』（平田幸男 , 文光堂 , 2012）
　　　　　　　　 『医療のための人体解剖学』（斎藤基一郎他 , 広川書店 , 1996）
参考書：『画像解剖学』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2014）
教材：プリント

評価方法 授業態度　　20%
試　　験　　80%

評価基準 60 点以上を単位修得、合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

細胞・組織学 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 2回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

細胞・組織学のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 3回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

細胞・組織学のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 4回
予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

脈管系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書・図書室に
備えられた人体のカ
ラーアトラスなど

第 5回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

脈管系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 6回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

脈管系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 7回
予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

消化器系 レポートの内容の理解の確認 教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

消化器系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 9回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

呼吸器系
小テスト

授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 10回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

呼吸器系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 11回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

呼吸器系のつづき 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 12回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

泌尿器系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 13回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

生殖器系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 14回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

内分泌系 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど

第 15回

予め授業内容にかかわ
る部分を，教科書にて
通読しておく。

後期講義総括 授業内容について教科書や参
考文献で理解を確認する。

・教科書
・図書室に備えられ
た人体のカラーアト
ラスなど
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 生理学・生化学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 三羽　信比古 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

生理学とは、生体の生理機能・機序・意義などを自然科学的手法によって解析す
る科学であり、生化学とは、生命現象での生体物質の構造と機能・相互作用を化
学的手段で解析する科学であり、いずれも、医療従事者にとって必要不可欠な基
盤的知識として習得する。同時に、「診療放射線技師 国家試験 出題基準」での試
験科目である「基礎医学大要」に直結する多数の項目への解答力を養成する。医
療従事者、特に診療放射線技師による検査・治療の業務遂行に重要であり、その
一助をなす人体に関する生理学・生化学への理解と知識を深めることを目的とす
る。

授業内容

人体機能の複雑な仕組みを理解するための生理学・生化学の概念について講義を
行なう。生理学、生化学はすべての医療関係者にとって人体の機能を理解するた
めに必要不可欠な専門基礎医学科目である。本講義では人体の機能が、どのよう
な臓器により、どのように維持されているか（生理学関連）、それら機能維持の
ために人体にはどのような化合物が存在するのか、その化合物の構造、性質はど
んなものか（生化学関連）、さらに、その異常と疾病との関連についても理解と
知識を深める。

到達目標

本授業では、医療系教育で重要となる生理学として、人体での各組織・器官ごと
の生理機能・機序・生理的意義、および、それらの各組織・器官から個体全体へ
の関わりと総合的な生体恒常性維持を理解し、併せて、生化学として、人体を構
成する主要成分、各種生理活性物質などに関して、各物質の構造と生体機能との
相関、動的代謝などを理解し、さらに、生理学と生化学の接点や統合性に関して
も把握することを目標とする。同時に、「診療放射線技師 国家試験 出題基準」に
おける試験科目である「基礎医学大要」を解答できる充分な学習レベルに到達す
る実力を修得することも到達目標とする。

授業形態

・対面授業として行なう。
・文言の説明だけでは分かりにくい授業内容は、随時、図表を多用して
PowerPoint ファイルで視覚アピールして解説する。
・「要点」と「最重要点」は、都度指摘した上で、PowerPoint ファイルに連動さ
せたペンタブレットでマーカーを付けて注視させ徹底反復する。　
・学生個人 1 ～ 2 名を指名して、当該授業での質問を提示してもらって、それに
回答する形式も随時取り入れて、学生の緊張感を保持する。
・それ以外の質問は、出席簿の回覧と同時に、自由記入の質問表を回覧し、翌週
の授業で Point-by-Point に回答し、学生の疑問への解消を図る。

教科書、教材、参考書

教科書：『シンプル生理学』（貴邑冨久子・根来英雄 , 南江堂 , 2008）
参考書：『細胞死制御工学』（三羽信比古 , シーエムシー出版 , 2009）
　　　　※「がん医療科学」（2 年次前期）、「がん制御科学特論」（4 年次前期）　
　　　　　で参考書として各々指定。
教材：「診療放射線技師 国家試験の過去問題」とその正解・関連知識・図表など
　　　随時プリントを配布する。

評価方法

授業態度（授業参加、事前学習、事後学習）25 点、ミニテスト（合計 3 回）35 点、
定期試験 40 点で総合判定する。
ミニテストの採点結果が判明した段階で、各学生に対して試験結果を個人通知し、
特にレッド / イエロー・ゾーンの学生に対しては、期末試験に向けての奮起を促
すべく、具体的な弱点補強への助言など、不合格者が出ないように最大限に配慮
する。

評価基準 100 点満点を、授業態度（授業参加、事前学習、事後学習）25％、ミニテスト（合
計 3 回）35％、定期試験 40％に配分して、60 点以上を合格とする。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第１回

教科書の「序論」、「細
胞・組織の分類・機能・
特性」、「細胞死の型式・
機序」、「遺伝情報と遺
伝子発現」の該当頁を
読んで、概要を理解す
ると共に、授業での着
眼点として、理解しに
くい箇所がどこかを各
自あらかじめ把握して
おく。

生理学と生化学の全体像と相
違点を把握する。
この授業の受け方、事前・事
後学習、中間試験と期末試験、
成績評価法などをガイダン
ス。
生理学として、①人体の細
胞・組織の分類・機能・特性、
②細胞死の型式・機序、③遺
伝情報と遺伝子発現などを分
子・ 細胞・組織レベルでの多
面的な生命科学的視点から理
解する。

生理学・生化学の全体像と相
違点、生理学として左記①～
③に関して、授業での自筆
ノートと指定教科書の中の授
業中に指摘箇所とを照合し
て、総合的に復習する。

・教科書の左記①～
③の該当頁。
・診療放射線技師 国
家試験（以下「国試」）

「基礎医学大要」の
左記①～③関連の過
去問題プリントを配
布。
・発展的課題に関心
ある場合、参考書も
参照：授業中に指摘
の左記②「細胞死」
該当頁。

第 2回

教科書の「脳神経系」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

生理学として、人体での「脳
神経系」の器官ごとの機能・
仕組み・生理的意義などを分
子・細胞・組織レベルでの多
面的な生命科学的視点から理
解する。

「脳神経系」に関して、授業
での自筆ノートと指定教科書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・教科書の「脳神経
系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の脳神経系関連
の過去問題プリント
を配布。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書「脳
虚血障害」記載頁。

第 3回

教科書の「免疫系」、「血
液・造血器系」の該当
頁を読んで、概要を理
解すると共に、授業で
の着眼点として、理解
しにくい箇所がどこか
を各自あらかじめ把握
しておく。

生理学として「免疫系」、「血
液・造血器系」の器官ごとの
構成・機能・仕組み・生理的
意義などを分子・細胞・組織
レベルでの多面的な生命科学
的視点から理解する。
※第 1 回ミニテスト（出題範
囲：第 1 ～ 2 回授業内容）

「免疫系」、「血液・造血器系」
に関して、授業での自筆ノー
トと指定教科書の中の授業中
に指摘箇所とを照合して、総
合的に復習する。

・教科書の「免疫系」、
「血液・造血器系」
該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「免疫系」、「血
液・造血器系」の過
去問題プリントを配
布。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書：「血
液 - 脳関門」記載頁。

第 4回

教科書の「呼吸器・胸
部系」の該当頁を読ん
で、概要を理解すると
共に、授業での着眼点
として、理解しにくい
箇所がどこかを各自あ
ら か じ め 把 握 し て お
く。

生理学として「呼吸器・胸部
系」の器官ごとの機能・仕組
み・生理的意義などを分子・
細胞・組織レベルでの多面的
な生命科学的視点から理解す
る。

「呼吸器・胸部系」に関して、
授業での自筆ノートと指定教
科書の中の授業中に指摘箇所
とを照合して、総合的に復習
する。

・教科書の「呼吸器・
胸部系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「呼吸器・胸
部系」関連の過去問
題プリントを配布。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書「肺
過酸化障害」記載頁。

第 5回

教科書の「循環器・脈
管系」の該当頁を読ん
で、概要を理解すると
共に、授業での着眼点
として、理解しにくい
箇所がどこかを各自あ
ら か じ め 把 握 し て お
く。

生理学として「循環器・脈管
系」の器官ごとの機能・仕組
み・生理的意義などを分子・
細胞・組織レベルでの多面的
な生命科学的視点から理解す
る。
※第 2 回ミニテスト（出題範
囲：第 3 ～ 4 回授業内容）

「循環器・脈管系」に関して、
授業での自筆ノートと指定教
科書の中の授業中に指摘箇所
とを照合して、総合的に復習
する。

・教科書の「循環器・
脈管系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「循環器系」
関連の過去問題プリ
ントを配布。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書：「心
臓虚血障害」記載頁
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

教科書の「泌尿器系」
該当頁を読んで、概要
の理解共に、授業での
着眼点として、理解し
にくい箇所を各自あら
かじめ把握しておく。

生理学として「泌尿器系」の
器官ごとの機能・仕組み・生
理的意義などを分子・細胞・
組織レベルでの多面的な生命
科学的視点から理解する。

「泌尿器系」に関して、授業
での自筆ノートと指定教科書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・教科書の「泌尿器
系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「泌尿器系」
関連の過去問題プリ
ントを配布。

第 7回

教科書の「消化器・腹
部系」の該当頁を読ん
で、概要を理解すると
共に、授業での着眼点
として、理解しにくい
箇所がどこかを各自あ
ら か じ め 把 握 し て お
く。

生理学として「消化器・腹部
系」の器官ごとの機能・仕組
み・生理的意義などを分子・
細胞・組織レベルでの多面的
な生命科学的視点から理解す
る。
※第 3 回ミニテスト（出題範
囲：第 5 ～ 6 回授業内容）

・「消化器・腹部系」:、授業
での自筆ノートと指定教科書
の指摘箇所を照合して、総合
復習。

・教科書の「消化器・
腹部系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「消化器・腹
部系」関連の過去問
題プリントを配布す
る。
・発展課題として指
定参考書「胃と酸化
ストレス」記載頁。

第 8回

教科書の「生殖器系」
該当頁を読んで、概要
の理解共に、授業での
着眼点として、理解し
にくい箇所を各自あら
かじめ把握しておく。

生理学として「生殖器系」の
器官ごとの機能・仕組み・生
理的意義などを分子・細胞・
組織レベルでの多面的な生命
科学的視点から理解する。

「生殖器系」に関して、授業
での自筆ノートと教科書の中
の授業中に指摘箇所とを照合
して、総合的に復習する。

・教科書の「生殖器
系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「泌尿器系」
関連の過去問題プリ
ントを配布。

第 9回

教科書の「皮膚、感覚
器系」の該当頁を読ん
で、概要を理解すると
共に、授業での着眼点
として、理解しにくい
箇所がどこかを各自あ
ら か じ め 把 握 し て お
く。

生理学としての「皮膚、感覚
器系」の器官ごとの機能・仕
組み・生理的意義などを分子・
細胞・組織レベルでの多面的
な生命科学的視点から理解す
る。

「皮膚、感覚器系」に関して、
授業での自筆ノートと教科書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・教科書の「皮膚、
感覚器系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「皮膚、感覚
器系」関連の過去問
題プリントを配布。
・発展課題に関心が
ある場合、参考書「皮
膚・眼の構造・機能・
UV 障害」記載頁。

第 10回

教科書の「内分泌・ホ
ルモン系」、「運動器系」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

生理学としての「内分泌・ホ
ルモン系」、「運動器系」の器
官ごとの機能・仕組み・生理
的意義などを分子・細胞・組
織レベルでの多面的な生命科
学的視点から理解する。

「内分泌・ホルモン系」、「運
動器系」に関して、授業での
自筆ノートと教科書の中の授
業中に指摘箇所とを照合し
て、総合的に復習する。

・教科書の「内分泌・
ホルモン系」、「運動
器系」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「内分泌・ホ
ルモン系」、「運動器
系」関連の過去問題
プリントを配布。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書：「脂
質代謝とホルモン」、

「副腎でのホルモン
合成」記載頁。

第 11回

教科書の「成長、発達、
加齢」、「生体恒常性」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

生理学としての「成長、発達、
加齢」、「生体恒常性」の仕組
み・生理的意義などを分子・
細胞・組織レベルでの多面的
な生命科学的視点から理解す
る。

「成長、発達、加齢」、「生体
恒常性」に関して、授業での
自筆ノートと教科書の中の授
業中に指摘箇所とを照合し
て、総合的に復習する。

・教科書の「成長、
発達、加齢」、「生体
恒常性」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要 」 の「 成 長、 発
達、加齢」、「生体恒
常性」の過去問題プ
リント。
・発展課題に関心が
ある場合、参考書：

「加齢」、「アンチエ
イジング」記載頁。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回

教科書の「DNA・遺伝
子、遺伝子情報・発現」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

生化学として、核酸に関して、
「DNA と RNA との相違」、「遺
伝子発現」、「分子構造と生体
機能との相関」など多面的な
生命科学的視点から理解。

「核酸・遺伝子」に関して、
授業での自筆ノートと教科書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・教科書の「核酸・
遺伝子」の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「核酸・遺伝
子」の過去問題プリ
ント。
・発展課題として参
考書 :「DNA 複製」、

「DNA 障害」、「遺伝
子発現」記載頁。

第 13回

教科書の「栄養」の該
当頁を読んで、概要を
理解すると共に、授業
での着眼点として、理
解しにくい箇所がどこ
かを各自あらかじめ把
握しておく。

生化学として「タンパク質・
アミノ酸・ペプチド」、「脂質・
炭水化物」、「ビタミン・ミネ
ラル類」に関して、各物質の
構造と生体機能との相関など
多面的な生命科学的視点から
理解する。

「タンパク質・アミノ酸・ペ
プチド」、「脂質・炭水化物」、

「ビタミン・ミネラル類」に
関して、授業での自筆ノート
と教科書の中の授業中に指摘
箇所とを照合して、総合的に
復習する。

・教科書の「栄養」
の該当頁。
・国試「基礎医学大
要」の「栄養・代謝」
関連の過去問題プリ
ント。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書：「脂
質代謝」、「メタボ症
候群」、「脂腺」、「抗
酸化ビタミン」記載
頁。

第 14回

教科書の「栄養、代謝」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

生化学として「抗酸化成分・
酵素・微量元素・生理活性物
質」、「生体物質間の相互作
用」、「生体エネルギー産生」
に関して、「各物質の構造と生
体機能との相関」など多面的
な生命科学的視点から理解す
る。

「抗酸化成分・酵素・微量元素・
生理活性物質」、「生体物質間
の相互作用」、「生体エネル
ギー産生」に関して、教科書
の授業指摘箇所を照合して、
総合的に復習する。

・教科書の「栄養、
代謝」記載頁。
・国試「基礎医学大
要」:「栄養・代謝」
過去問題プリント配
布。
・発展課題に関心あ
る場合、参考書「ビ
タミン C」、「がんと
コラーゲン」記載頁。

第 15回

教科書の「代謝」の該
当頁を読んで、概要を
理解すると共に、授業
での着眼点として、理
解しにくい箇所がどこ
かを各自あらかじめ把
握しておく。

・動的生化学として「生体エ
ネルギー消費」、「各種の生体
物質代謝」、「代謝制御」に関
して、「各物質の構造と生体機
能との相関」、「生理学と生化
学の接点と統合性」を生命科
学的視点から理解し、本授業
全体像と要点を把握。
・定期試験の予告と同時に、
試験範囲の主要項目を総括。

・「生体エネルギー消費」、「各
種の生体物質代謝」、「代謝制
御」、「生理学と生化学の接点
と統合性」に関して、教科書
で授業指摘箇所を照合して、
総合復習する。
・定期試験範囲を復習する。
特に要点として指摘された箇
所を重点的に徹底反復する。

・教科書の中の授業
第 9 ～ 15 回の該当
頁。
・国試「基礎医学大
要」過去問題に関し
て、 授 業 第 9 ～ 15
回で既に配布したプ
リント。
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 形態機能学実習（演習） 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 高井逸史・李　強・串崎正輝 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的 この実習は一年生の時に履修した解剖学Ⅰ、解剖学Ⅱ、生理学において学んだ知
識に対して、実習を行うことにより理解をさらに深めることを目的とする。

授業内容 具体的には人体計測、肉眼観察、検査を行い各種測定法や検査法の意味と手技上
の注意点、得られる結果の解剖学や生理学的な解釈等を含めて理解、習熟する。

到達目標

第一は、科学的なものの見方、考え力といった思考方法を学ぶことである。
第二は、実験的研究の方法論や技法を習得する。
第三は、解剖学・生理学の大切な知識を深く理解し、画像診断の基礎力を涵養す
ることである。特に、下記の項目に重点をおこう。 　　　　　　　        　　
①人体体表と諸解剖要素が説明できる。
②自分の人体寸法と生体指標が把握できる。
③骨の形態が描写でき各部位の名称が漢字で書けている。
④体表から大まかに骨および筋の位置が理解している。
⑤触知実技を通して体に触る技術を経験学習している。
⑥人体における動物性機能が説明できる。
⑦人体における植物性機能が説明できる。
⑧解剖・生理学知識を横断的に用い、人体を診ることができる。

授業形態

基本的に学生全員を 3 グループにし、さらに 1 グループに対して 8 名前後の人数
で 4 班を分ける。ただし、男女の人数差を考慮して変則する場合がある。実習班
別に異なる課題を与える PBL （Problem-Based Learning） を行う。実習は 1 名教
員につき、4 項目に分け、ローテーションで週ごとに各班に回す。実習班内では、
仕事分担制や順番当番制を実施する。最終的には、PPTによってプレゼンテーショ
ン報告会でその実習成果を報告する。
なお、高井、串崎の実習では、短パン・T シャツは毎回持参。グループによるワー
キングをはじめ、グループ活動の発表会やディスカッションなどを取り入れる。
李の実習では、白衣持参。

教科書、教材、参考書

自作した資料を配布する。
解剖学・生理学の教科書を携帯する。
串崎のグループは、画用紙（A3）サイズ 10 枚とスケッチ用鉛筆数本、消しゴム、
鉛筆削り、虫眼鏡（出来れば）を必ず持参する。
参考資料について、放課後、学内図書室とネット検索を適宜活用する。
李の実習では、毎回、ノートパソコンを持参する（班ごと 1 台以上）。

評価方法 この実習は授業態度、授業に対するアンケート、口頭試問を加味して、各個人の
レポート、スケッチやプレゼンテーションの成績を中心に評価する。

評価基準

100 点満点を授業態度（取り組む姿勢、出席状況）：10%、レポート、スケーチ内
容：60%、プレゼンテーション 30% に配分して、60 点以上を合格とする。スケー
チは濃淡さ、線の一致性、線の多寡性、形状の比例性、文字表記などは採点のポ
イントになる。
レポートは文章完結性、思考独創性、実験科学性（統計学の処理、専門用語の使用、
図表の表示、等々）に着目し、採点する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

解剖学や生理学の教科
書を通読する。

ガイダンス
①班分け
②実習の心得
③実習計画
④実習方法
⑤統計処理
⑥機械の概略と使用方法　　
⑦レポートの書き方

解剖学や生理学の教科書を通
読し、実習によって得た知識
を整理するとよい。

特になし

第 2回
解剖学教科書を通読す
る。

上肢の骨格の形態特性につい
て骨標本のスケッチや触知を
通じて理解する。

スケッチした骨に部位名称を
記入するとともに，形態特性
等を整理する

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第３回
解剖学教科書を通読す
る。

下腿の骨格の形態特性につい
て骨標本のスケッチや触知を
通じて理解する。

スケッチした骨に部位名称を
記入するとともに、形態特性
等を整理する

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第４回
解剖学教科書を通読す
る。

脊柱・骨盤の形態特性につい
て骨標本のスケッチや触知を
通じて理解する。

スケッチした骨に部位名称を
記入するとともに、形態特性
等を整理する

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第５回
解剖学教科書を通読す
る。

脳頭蓋・顔面頭蓋の形態特性
について骨標本のスケッチや
触知を通じて理解する。

スケッチした骨に部位名称を
記入するとともに、形態特性
等を整理する

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第６回

人体計測と放射線読影
の関連性を考える。

体表区分　　　　　　　　　
ランドマークの確認
人体計測
①上肢長
②下肢長
③周径

・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第７回

関節の構造と動きを考
える。

関節可動域について
①肩関節
②肘関節
③膝関節
④足関節

・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第８回
車 い す の 名 称 を 調 べ
る。

車いすの使い方と介助技術に
ついて学ぶ。

介助技術をまとめる。 ・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第９回

足指把持力と転倒との
関連性を調べる。

筋力評価：足指把持力　　　
①筋肉の構造とメカニズム　
②筋肉の作用　　　　　　　
③足指把持力とバランス　　
④足指把持力の強化

・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第１０回

・解剖学や生理学の教
科書を通読する。
・超音波の原理や骨密
度に対する諸々の測定
方法を調べる。
・統計学の正規分布を
理解する。

踵部骨密度測定　　　　　　
①測定手順
②原理をスキームする（作図）
③全国年齢別平均値の文献調
査
④骨密度と BMI（体格指数）
の関係

・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第 11回

・解剖学教科書を通読
する。
・最近興起した顔学、
示指環指比の論文を調
べる。
・人体計測と放射線読
影の関連性を考える。

身体 ID カードの作成
①体格（BMI を含む）　　　
②身体の % 組成
③体型
④姿勢
⑤ D2:D4（finger-ratio）
⑥ BMI に関する文献調査

・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・解剖学教科書
・作成した補助プリ
ント

第 12回

・解剖学や生理学の教
科書を通読する。
・診療放射線臨床にお
ける血圧および白衣高
血圧の意義を考える。

血圧測定
①安静時の収縮期血圧、拡張
期血圧、脈圧、平均血圧
② Mosler の呼吸中止法を行
うときの血圧

・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・生理学教科書
・作成した補助プリ
ント

第 13回

・解剖学や生理学の教
科書を通読する。
・診療放射線臨床にお
ける ECG、脈拍、バイ
タルサインの意義を考
える。

12 誘導 ECG 検査
①安静時 ECG の測定
② ECG 波形の解析
③脈拍のチェック
④バイタルサインの確認方法
　　　　　　　

超音波、MRI、CT、アンギオ、
核医学による心機能評価と最
近の動向を調べる。
・次週に提出するレポートを
まとめる。
・次週の実習内容を予習する。

・生理学教科書
・作成した補助プリ
ント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 14回 プレゼンテーション演
題を作成する。

実習プレゼンテーション　
第 1 部

質疑内容を確認し、その関連
知識を再確認する。

作成した補助プリン
ト

第 15回 プレゼンテーション演
題を作成する。

実習プレゼンテーション　
第 2 部

質疑内容を確認し、その関連
知識を再確認する。

作成した補助プリン
ト
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 病理学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 湯　久浩 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
診療放射線技師においては疾病を理解していることが検査・治療の遂行過程にお
いて非常に重要かつ一助となる要素である。このため医療従事者にとって必要不
可欠な知識である疾病の本質・成り立ち、すなわち病理学の習得を目指す。

授業内容
どのようにして病的状態がおこるかを解剖学、生化学、生理学などの知識を基盤
として更にそれらを融合させて、疾病の発症するメカニズムおよび、その経過、
転帰、診断・治療との関連性などについて概説する。

到達目標
総論として疾病の原因とそれに対する生体の反応、疾病の経過・転帰について全
身の各臓器に通ずる一般的な原理を理解する。
各論ではそれぞれの臓器ごとの特異的な病的状態について理解する。

授業形態 基本的に講義形式でおこなう。
適宜、副教材の使用なども取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『カラーで学べる病理学』（渡辺照男 , ヌーヴェルヒロカワ , 2010）
参考書：『病気の地図帳』（山口和克 , 講談社 , 2000）

評価方法 授業への参加態度、レポートの提出、筆記試験にて評価する。

評価基準 100 点満点を学習態度、試験成績から　60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
　 病理学の領域

細胞、組織とその障害
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 2回
前回授業内容の復習 再生と修復

循環障害①
出血、塞栓症など

テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 3回
前回授業内容の復習 循環障害②

高血圧など
炎症とそのメカニズム

テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 4回
前回授業内容の復習　 免疫とアレルギー

免疫の仕組みなど
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 5回

前回授業内容の復習 感染症：病原微生物、院内感
染など
代謝異常：糖尿病、脂質異常
症など

テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 6回
前回授業内容の復習 腫瘍

腫瘍の形態、発育など
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 7回
前回授業内容の復習 生命の危機

病理学総論まとめ
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 8回
前回授業内容の復習 循環器系

虚血性心疾患など
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 9回
前回授業内容の復習 呼吸器系

肺炎、肺がんなど
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
前回授業内容の復習 消化器系

①消化管疾患
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 11回
前回授業内容の復習 消化器系

②肝胆膵疾患
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 12回
前回授業内容の復習 内分泌系

主な疾病など
テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 13回

前回授業内容の復習 造血器系
貧血、白血病など
腎・尿路系
腎不全など

テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 14回

前回授業内容の復習 生殖器系
悪性腫瘍など
脳・神経系：脳血管障害、認
知症など

テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する

第 15回
前回授業内容の復習 運動器系

骨折、骨粗鬆症など
感覚器系

テキスト付録の病理
学整理ノートの授業部分復習
および確認問題の自己学習

授業時に紹介する
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 社会医学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 3 年

科目担当者 銭田　晃一 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

医療従事者として医療の安全を守るためには、公衆衛生や保健衛生に係る行政に
ついての知識を必要とする。社会医学では、健康の保持・増進と各種疾病予防の
方法や社会保障制度についての理解と知識を深めることを目的とする。具体的に
は、次の事柄を目標とする。①各種疾病の発生原因を知ることにより、疾病発生
の予防に役立てる。②最近の疾病発生の動向を知る。③国民の生活に係る社会制
度にはどの様なものがあるかを知る。

授業内容

健康とは何か、その保持・増進はどの様にすれば実現できるか。現在までに公衆
衛生学者や医療関係者等が築いた礎 ( いしずえ ) を学習する。社会に還元できる
予防医学の実力を身につけるため、主要な疾病の発生要因と予防に関して幅広い
内容を紹介する。また、国・行政として国民の健康・生活を支えるための社会保
障制度やそのあり方、我が国の公衆衛生の現状や課題についても時事問題を含め
て触れる。その内容は国家試験の出題基準だけにとどめることなく、医療人とし
てあるべき視野を含めて行う。

到達目標

1）公衆衛生学が果たすべき役割、健康の定義、疫学的方法について説明できる。
2）感染症成立の三様因、現状と予防対策について法的根拠を含めて説明できる。
3）健康に影響を与える環境因子と関連する疾病について対策を含めて説明でき
る。
4）生活習慣病の種類、動向、リスク要因と予防対策について説明できる。
5）国民の生活に係る保健・医療制度（老人、母子、産業、学校、精神）を説明できる。
6）医療安全対策（リスクマネージメント）について過去の事例とともに説明で
きる。

授業形態 テキストおよび必要に応じ参考資料として配布したプリントの資料等に基づき講
義形式にて行います。

教科書、教材、参考書
教科書：『シンプル衛生公衆衛生学　2014』（鈴木庄亮 , 南江堂 , 2014）
参考書：『国民衛生の動向 2013/2014 年版』（厚生労働統計協会編 , 厚生労働統計
　　　　協会 , 2013）
その他：参考資料等のプリントを必要に応じて配布

評価方法
定期試験を基本とするが、授業内容の理解度と目標到達度を学生自身が把握でき
るように課題レポートを項目ごとに渡す。提出されたレポートを検閲し、講義内
容の理解に取り組んだ学生の努力点として評価する。

評価基準
年度成績は 100 点満点とし、総合評価で 60 点以上を合格とする。
総合評価は定期試験の成績を基本とするが、レポート及び出席点も加点対象とす
る。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

社会医学で何を学ぶの
か、その目的について
教科書（シンプル衛生
公衆衛生学）の目次に
目を通しておく。
初回の講義で触れる第
1 章、2 章について簡
単に目を通しておく。

【社会医学概論】
①公衆衛生の定義、公衆衛生
に課せられた課題
②健康の定義と障害分類
③医の倫理・患者の権利
④健康指標（各種保健統計と
健康水準について）

・講義で触れた教科書の部分
を復習し、講義の内容、ポイ
ントをノートにまとめてお
く。
講義で触れられなかった部分
についても一読しておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 1 章、
第 2 章参考図書を参
照。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 2回

疫学とは何か、その目
的と方法、どの様なこ
とを学ぶのかを踏まえ
て授業に望めるように
教科書第 3 章の疫学の
項について簡単に目を
通しておく。　

【疫学的方法による健康の理
解について】
①疫学の定義と目的
②疫学の方法：
・記述疫学
・分析疫学（コホート調査、
症例対照研究）と相対危険度、
寄与危険度割合、オッズ比

・疾病の予防における疫学の
役割、疫学の種類・方法・長
所や短所と得られた結果の
解釈などが説明できるように
なっていること。教科書第 3
章　疫学を熟読しておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 3 章　
疫学参考図書を参
照。

第 3回

ヒトの健康に影響を及
ぼす環境にはどの様な
ものがあるか。教科書
第 6 章の環境保健の項
について簡単に目を通
しておく。

【健康に影響する環境− 1】
①環境因子概論
②物理的環境因子と関連疾患
・温熱、音、振動、気圧、放
射線（電離、非電離）

・講義で触れた部分（教科書
の環境因子の項および職業病
の該当項の両方）を復習し、
講義の内容、ポイントをノー
トにまとめておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 6 章　
環境保健参考図書を
参照。

第 4回

ヒトの健康に影響を及
ぼす環境にはどの様な
ものがあるか。教科書
第 6 章の環境保健の項
について簡単に目を通
しておく。

【健康に影響する環境− 2】
③化学的環境因子と関連疾患
・化学物質の有害性試験
・有毒ガス、有機溶剤、粒子
状物質、金属、有機塩素化合
物他・典型 7 公害について
④生物的環境因子（概説）
⑤社会的環境因子（概説）

・講義で触れた部分（教科書
の環境因子の項および職業病
の該当項の両方）を復習し、
講義の内容、ポイントをノー
トにまとめておく。化学物質
は食品添加物や医薬品等身近
な物質について自分でその安
全性、根拠等を調べてみる。
公害については可能な範囲で
原因や国の対応等を見ておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却さ
れたレポートを自己点検する。

教科書巻末第 6 章　
環境保健参考図書を
参照。

第 5回

感染症の成り立ち、原
因となる微生物、予防
対策等についてどの様
なことを学ぶのか。教
科書の第 5 章 ‐ 1、第
6 章 -5 の両方に簡単に
目を通しておく。

【感染症とその予防− 1】
①感染症概論
②感染症成立の三様因
・感染源　・感染経路
・感受性宿主
③感染症法（類型、含まれる
疾患と対応・措置等）
④感染症各論（HIV、肝炎ウ
イルス、結核、院内感染他最
近の感染症動向）

・講義で触れた部分（教科書
感染症の予防の項および生物
学的環境要因（第 6 章 -5）の
両方）を復習し、講義の内容、
ポイントをノートにまとめて
おく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

・教科書巻末第 5 章
主な疾病の予防の中
の感染症関連の参考
図書を参照。
・国立感染症研究所
ホームページ・厚生
労働省ホームページ

（健康 / 感染症情報）

第 6回

感染症初回の授業時配
布した資料の予防対策
関連事項について簡単
に目を通しておく。

【感染症とその予防− 2】
⑤感染症の予防
・物理的滅菌、消毒方法
・化学的方法（消毒剤）
・宿主対策、予防接種

・最終的には感染症成立の三
様因、各論で触れた感染症を
中心に、予防対策等を具体例、
法的根拠を含めて説明できる
ようになっていること。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

・教科書巻末第 5 章
主な疾病の予防の中
の感染症関連の参考
図書を参照。
・国立感染症研究所
ホームページ
・厚生労働省ホーム
ページ（健康 / 感染
症情報）
・滅菌・消毒法につ
いては日本薬局方解
説書（廣川書店）他
を参照。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

生活習慣病という概念
導入に至った経緯につ
い て は「 成 人 病 」 と
の捉え方（着眼点）の
相違が重要。それは何
故？教科書の第 4 章全
般、 第 5 章 ‐ 2 以 降
に簡単に目を通してお
く。

【生活習慣病− 1】
①生活習慣病の概念と含まれ
る疾患
②疾病予防と健康管理
・一次、二次、三次予防
・ライフスタイルと健康増進
（健康増進法・健康日本 21 な
ど　

・成人病から生活習慣病と言
う概念導入に至った経緯（背
景）が説明できること。
予防医学上、早期発見や早期
治療、リハビリ、社会復帰は
どこ（何次予防）に位置づ
けられるか、健康の保持・増
進とその為の法的基盤につい
ても関連させて捉えておくこ
と。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 4 章　
疾病予防と健康管理
参考図書を参照。

第 8回

生活習慣病の各論に触
れます。日本人のライ
フ ス タ イ ル の 特 徴 に
ついて把握しておくこ
と。前回に紹介した生
活習慣病がなぜ生活習
慣病に位置づけられる
かを考えておく。

【生活習慣病− 2】
③生活習慣病各論（分類・危
険因子・予防法、罹患者数な
ど）
・循環器病（高血圧疾患、心
疾患、脳血管疾患）・糖尿病・
脂質異常症・高尿酸血症（痛
風）・メタボリックシンドロー
ム・各種がん

・近親に該当者がいる場合、
可能であれば発見の経緯や治
療の状況などを聞いてみる。
生活習慣病の早期発見が何故
必要か、治療継続の必要性や
予後などについて調べてみ
る。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 5 章　
主な疾病の予防参考
図書を参照。

第 9回

教科書には殆ど記載な
し！
神経難病、自己免疫疾
患など背景が解明され
ているものや調査研究
しているが現時点では
原因が断定できないも
のまであります。
スモン病、全身性エリ
テマトーデス（SLE）、
筋 萎 縮 性 側 索 硬 化 症

（ALS）、 拡 張 型 心 筋
症、特発性間質性肺炎、
ベーチェット病、重症
筋無力症、潰瘍性大腸
炎、パーキンソン病等
について調べてみる。

【難病とその対策】
①難病の概念と取り上げる疾
患の範囲
②難病対策（経緯・現時点の
難病対策概要）
・対策の 5 本の柱
・特定疾患治療研究と自己負
担軽減の対象疾患等

・授業で配布した資料のプリ
ントに再度目を通し、該当疾
患について難病センターの
ホームページにアクセスし

（可能であれば）、事前学習の
項で記載した代表的疾患の概
要、罹患者数、診断・治療の
指針、患者・家族会の活動状
態等を。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

・厚生統計協会（編）
国民衛生の動向、各
年版、疾患対策：難
病の項
・難病情報センター
ホームページ

第 10回

教科書第 14 章保健医
療福祉の制度と法規、
第７章地域保健と保健
行政、第 8 章母子保健
の項に簡単に目を通し
ておく。

【保健・衛生行政− 1】　
①保健医療行政の概要
・衛生行政の分野
・行政組織
②地域保健
・地域保健活動の拠点
・地域保健法
・保健所、市町村の業務
③母子保健
・日本の母子保健の水準
・母子保健行政
・母子保健対策

・講義で触れた部分を復習し、
講義の内容、ポイントをノー
トにまとめておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 14 章
医療保険の制度と法
規、第 7 章地域保健
と衛生行政、第 8 章
母子保健参考図書を
参照。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回

教科書第 9 章学校保健、
第 10 章産業保健の項
に簡単に目を通してお
く。

【保健・衛生行政− 2】
④学校保健
・学校保健の領域
・学校保健に係る人々と役割
・保健管理
⑤産業保健
・職場における安全衛生対策
・労働安全衛生法
・職場における健康診断

・講義で触れた部分を復習し、
講義の内容、ポイントをノー
トにまとめておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 9 章　
学校保健、第 10 章
産業保健の参考図書
を参照。

第 12回

教科書第 11 章老人保
健・福祉の項に簡単に
目を通しておく。

【保健・衛生行政− 3】
⑥老人保健
・老化の特徴
・ADL と健康寿命
・老人保健対策と高齢者医療
制度
⑦介護保険制度
・設立の背景
・制度の概要
・給付の手続きと内容

・講義で触れた部分を復習し、
講義の内容、ポイントをノー
トにまとめておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 11 章
露人保健参考図書を
参照。

第 13回

教科書第 12 章精神保
健の項に簡単に目を通
しておく。

【保健・衛生行政− 4】
⑧精神保健　
・心の働きについて
・精神保健対策のあゆみ
・精神疾患に対する医療
・精神障害者に対する福祉

・講義で触れた部分を復習し、
講義の内容、ポイントをノー
トにまとめておく。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

教科書巻末第 12 章
精神保健参考図書を
参照。

第 14回

教 科 書 第 14 章 − 4 保
健医療行政に関するそ
の他の事項を一読して
おく。参考資料を配布
するので簡単に目を通
しておく。

【医療安全対策】
①医療とリスクマネージメン
ト
・過去の事故事例
・分析モデル
（4M-4E, SHELL 他）
・ハインリッヒの法則
・医療事故防止対策
②医薬品等の安全対策と副作
用被害救済制度

・医療事故が何故起こるのか、
その防止のための方策につい
て配布された資料を良く読ん
でポイントを整理しておく。
医薬品や医療機器等の安全対
策については可能であれば医
薬品医療機器総合機構ホーム
ページを閲覧する。
・課題レポートに必要項目を
記入し、次回の講義に提出で
きるようにしておく。返却
されたレポートを自己点検す
る。

・医療事故防止対策
ガイドライン（大阪
府）
・放射線業務の安全
の質管理指針（日本
放射線技術学会雑
誌）
・放射線業務の安全
の質管理マニュアル

（日本放射線技術学
会他）
・独立行政法人医薬
品医療機器総合機構
ホームページ（健康
被害救済制度）

第 15回

これまでの 14 回にわ
たる講義の復習をして
おく。

【国試に出題される保健統計
総まとめ】
公衆衛生全分野の保健統計に
ついて国家試験に出題される
可能性が高いものについて総
まとめの講義を行います。

配布された資料をもとに課題
レポートに必要事項を記入
し、重要な保健統計の一覧を
作成する。

・厚生統計協会（編）
国民衛生の動向、各
年版
・最新の統計結果は
厚生労働省、総務省
他発表の統計データ
を 参 照（ イ ン タ ー
ネットで閲覧）
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線医学概論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 橋本　勉 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

チーム医療の一員として、医師や他の医療従事者と協調・協働して責務を果たし、
医療安全を確保する能力を養うには、診療放射線技師としての専門技術の修得の
みならず、放射線診療全般を通した幅広い視野のもとに医療に貢献する能力を身
につける必要がある。「放射線医学概論」では、専門技術を習得する前段階として、
放射線医学全般に関する基本知識を学び、他職種との連携に必要な心得等を身に
つけ、医療倫理や接遇、医療安全についての理解を深めることを目的とする。

授業内容

授業目的を踏まえて、医療倫理や接遇、医療安全について学び、放射線診療を実
践する上で必要な知識やチーム医療を遂行する上での心得等を身につける。また、
放射線診断機器を用いた各種検査法の特徴や臨床的意義、医療画像の評価・解釈
に必要な基礎知識を学習し、放射線診断学や画像解剖学、画像読影論に繋げてい
く。

到達目標
・診療放射線技師に必要とされる医療倫理、義務、接遇対応等について理解する。
・診療放射線技師が医療チームの一員として果たすべき役割と責務を理解する。
・放射線診断機器を用いた各種検査法の特徴と臨床的意義を理解する。
・各種検査を行う上で、医療安全を確保するための基本的な知識を身につける。

授業形態 プロジェクタを使用した講義形式を基本とする。
毎回講義開始時に前回の学習内容の確認（小テスト）を行う。

教科書、教材、参考書

教科書：『診療放射線技師プロフェッショナルガイド』（東村亨治編 , 文光堂 , 　
　　　　2008）
　　　　『診療放射線業務の医療安全テキスト』（天内廣編 , 文光堂 , 2009）
参考書：『学生のための医療概論（第 3 版増補版）』（千代豪昭・黒田研二編 , 医学
　　　　書院 , 2012）
その他、適宜授業時に紹介する。

評価方法 授業参加姿勢、小テスト、レポート、定期試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を、学習姿勢（出席状況、授業態度等、小テストを含む）：30%、
レポート：10%、定期試験：60% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

シラバスに目を通す。
診療放射線技師の職務
について考えてくる。

放射線部門について概説し、
診療放射線技師の職務上の責
務、医療倫理について学習す
る。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 2回

医療の現場で起こる感
染症について調べてく
る。

診療行為に伴って起こる感染
症について概説し、感染防止
に必要な基礎知識を身につけ
る。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 3回

一般撮影検査について
調べてくる。

一般撮影について概説し、業
務の流れ、他職種との連携、
医療安全、接遇対応等を学習
する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 4回

X 線造影検査について
調べてくる。

X 線造影検査について概説し、
業務の流れ、他職種との連携、
医療安全、接遇対応等を学習
する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 5回

循環器疾患、心・大血
管の造影検査について
調べてくる。

心・大血管の造影検査につい
て概説し、業務の流れ、他職
種との連携、医療安全等を学
習する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

CT 検査について調べ
てくる。

CT 検査について概説し、業
務の流れ、他職種との連携、
医療安全、接遇対応等を学習
する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 7回

MR 検査について調べ
てくる。

MR 検査について概説し、業
務の流れ、他職種との連携、
医療安全、接遇対応等を学習
する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 8回

超音波検査、眼底撮影
について調べてくる。

超音波検査、眼底撮影につい
て概説し、業務の流れ、他職
種との連携、医療安全等を学
習する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 9回

核医学検査（PET を含
む）について調べてく
る。

核医学検査（PET を含む）に
ついて概説し、業務の流れ、
他職種との連携、医療安全等
を学習する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 10回

救命救急医療について
調べてくる。

救命救急医療について概説
し、業務の流れ、他職種との
連携、医療安全、接遇対応等
を学習する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 11回

婦人科系の画像検査や
マンモグラフィに従事
する上で特に心がけな
ければならないことは
何か、について考えて
くる。

産科・婦人科系画像診断やマ
ンモグラフィについて概説す
る。
診療放射線技師業務の流れ、
他職種との連携、医療安全、
接遇対応等を学習する。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 12回

医療に従事する職種と
その役割について調べ
てくる。

医療に従事する職種とその役
割について概説する。
診療放射線技師の業務、他職
種との連携について学習す
る。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）
《次回 レポート提出》

・配布プリント
・教科書

第 13回

《レポート提出》
他職種と連携し医療安
全の質を高めるために
必要な事柄についてま
とめる。

これからのチーム医療のあり
方について概説し、他職種と
の連携、医療安全の確保に必
要な心構え、基礎知識を学ぶ。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 14回

放射線治療の特色、他
の治療法と比較した長
所と短所について考え
てくる。

放射線治療の業務の流れ、他
職種との連携、医療安全、接
遇対応等についての基礎知識
を学ぶ。

講義内容を整理・復習する。
（次回小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 15回

各種検査における医療
被ばくについて調べて
くる。

医療被ばくについて概説する
患者、医療スタッフおよび診
療放射線技師自身の被ばく低
減に必要な基礎知識を学ぶ。

医療被ばくについて整理・復
習する。

・配布プリント
・教科書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 患者看護論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 川中　絢子 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 対象となる人々への看護の機能と役割を学び、放射線技師として必要な対応技術
を習得する。

授業内容

患者とは、看護とはについて概説し、対象となる人々とのかかわりの重要性を示
す。
観察技術やコミニュケーション技術を使い、安全・安楽・安心な患者の動かし方、
車椅子移乗、事故防止について説き、ボディメカニクスの理論を概説する。　
感染予防、特に手洗いの重要性を説く。チーム医療の一員としての役割、連携の
重要性について概説する。

到達目標
・患者の立場に立って声かけ・あいさつ・観察ができる。
・ボディメカニクスを使い患者を動かすことができる。
・感染予防の重要性が理解でき、手洗いが適材適所でできる。
・チーム医療に必要な情報の共有ができ、看護師と協働できる。

授業形態 講義中心とする。グループワークや演習を取り入れる。

教科書、教材、参考書
教科書：『根拠がわかる基礎看護技術』（岡崎美智子他編 , メヂカルフレンド社 , 
　　　　2013）
参考資料、演習プリント

評価方法 事前学習状況、受講態度、事後学習（ノート整理・課題遂行、レポート提出）状況、
期末試験の結果により総合的に判定して評価する。

評価基準 100 点満点を終講試験 70％、学習姿勢（レポート・出席など）30％に配分、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

看護観について考えを
持っている。

導入、講義内容の説明看護と
のかかわり
看護観とは（授業の 10 分を現
時点における看護について思
うことをレポートする）

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

配布プリント

第 2回

看護とは 看護とは
看護の３要素
看護の目的
看護の機能と役割

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

配布プリント

第 3回
看護活動の実際
外来看護・入院看護
病院看護の特徴

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

配布プリント

第 4回
看護の対象である人間理解
人間と環境
人間の欲求と看護

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

配布プリント

第 5回 「生命と倫理」につい
て考えておく。

患者とは
患者の心理とその理解

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

配布プリント

第 6回
健康の科学となにか考
えておく。

健康と看護
社会と看護
職業としての看護

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。練習問題
による復習。

配布プリント

第 7回 ナイチンゲールについ
て調べてくる。

看護の変遷（看護史）
古代の医療と看護・近代看護

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

布プリント

第 8回
医療チームについて考
えておく。

保健医療システムと看護
病院における医療チーム・看
護チーム

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

配布プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 9回 看護技術とは 看護技術とは何か
コミュニケーションとは

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・配布プリント

第 10回 看護師の観察とは 観察とは
バイタルサイン・記録と報告

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・配布プリント

第 11回 日常生活とは何か 日常生活に対する看護
事故防止のための技術

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・配布プリント

第 12回
院内感染とは 感染予防の技術

スタンダードプリコーション
手洗いの方法

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・配布プリント

第 13回
よい姿勢とは ボディメカニクスとは

姿勢と動作、体位変換・移送
活動と休息のための援助技術

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・配布プリント

第 14回 診療・検査時の介助と
は

診療に伴う看護
診療及びその介助

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・配布プリント

第 15回 教科書・ノートなどの
復習

診療に用いられる物品の種類
と取り扱い方

まとめ ・教科書
・配布プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 一般内科学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 湯　久浩 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 既に履修した基礎医学（解剖学、生理学、生化学、病理学）の知識をもとに、疾
病の成り立ち、病態生理、内科診断学及び治療学の知識を幅広く修得する

授業内容 一般内科学として、特に代表的な領域である、呼吸器・循環器・消化器疾患を中
心に症状と病態生理、主な疾患の診断・治療などを学習する。

到達目標 診療放射線技師として必要な内科的知識を修得する。

授業形態 基本的に講義形式でおこなう。適宜、副教材の使用なども取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『新看護学 9　成人看護 [ １]』（齋藤英胤 , 医学書院 , 2013）
参考書：『新版　病気の地図帳』（山口和克 , 講談社 , 2010）

評価方法 定期試験、履修態度を総合して評価する。
なお、定期試験は診療放射線技師国家試験と同等以上のレベルで出題する。

評価基準 100 点満点を学習態度、試験成績から 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

解剖学、生理学、生化
学、病理学等の基礎医
学の知識をしっかりと
修得しておくこと。

呼吸器①
呼吸器症状と病態生理
主な検査

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 2回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

呼吸器②
主な治療・処置

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 3回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

呼吸器③
主な疾患：上気道疾患など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 4回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

呼吸器④
主な疾患：下気道疾患など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 5回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

呼吸器⑤
主な疾患：その他

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 6回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

循環器①
循環器症状と病態生理
主な検査

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 7回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

循環器②
主な治療・処置

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 8回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

循環器③
主な疾患：生活習慣病など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 9回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

循環器④
主な疾患：虚血性心疾患など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 10回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

循環器⑤
主な疾患：不整脈など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 11回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

消化器①
消化器症状と病態生理
主な検査

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 12回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

消化器②
主な治療・処置

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

消化器③
主な疾患：上部消化管など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。　

授業時に紹介する。

第 14回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

消化器④
主な疾患：下部消化管など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 15回

講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

消化器⑤
主な疾患：肝胆膵など
講義全体の総括・復習、期末
考査についての重要事項説明

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 臨床病態学概論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 湯　久浩 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
病理学で学んだ疾病の基礎知識に加え、標準的な治療から最新の臨床知見をも学
ぶことで、さまざまな疾病の理解を深め、医療スタッフとしても、将来、診療・
研究などの現場において必要な医学知識の習得を目指す。

授業内容
さまざまな領域の疾病（血液・造血器疾患、代謝・栄養疾患、腎・尿路疾患、水・
電解質異常、内分泌疾患、生殖器疾患、整形外科疾患、神経・運動器疾患、自己免疫・
アレルギー疾患、感覚器疾患、感染症、精神疾患など）について治療も含め概説
する。尚、循環器、呼吸器、消化器・消化管疾患については一般内科学で学習する。

到達目標 疾病の臨床経過、基本的な治療などの医学知識を深め、臨床の場で医療人として
対応できる知識を習得する。

授業形態 基本的に講義形式でおこなう。適宜、副教材の使用なども取り入れる。

教科書、教材、参考書
教科書：『ナーシング・グラフィカ　疾病と治療』（林正健二 , メディカ出版 , 　
　　　　2012）
参考書：『新版　病気の地図帳』（山口和克 , 講談社 , 2000）

評価方法 定期試験、履修態度を総合して評価する。
なお、定期試験は診療放射線技師国家試験と同等以上のレベルで出題する。

評価基準 100 点満点を学習態度、試験成績から 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

解剖学、生理学、生化
学、病理学等の基礎医
学の知識をしっかりと
修得しておくこと。

血液・造血器疾患
白血病、
悪性リンパ腫など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 2回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

代謝・栄養疾患
糖尿病、痛風など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 3回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。
　

腎・尿路疾患①
ネフローゼ症候群、
腎不全など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 4回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

腎・尿路疾患②
前立腺肥大、
腎盂腎炎など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 5回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

内分泌疾患
バセドウ病、
クッシング症候群など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 6回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

生殖器疾患
子宮癌など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 7回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

整形外科疾患①
骨粗鬆症、
大腿骨頚部骨折など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 8回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

整形外科疾患②
椎間板ヘルニア、
脊柱管狭窄症など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 9回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

神経・運動器疾患①
脳血管障害など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

神経・運動器疾患②
アルツハイマー病、
パーキンソン病など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 11回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

自己免疫疾患
関節リウマチ、
後天性免疫不全症候群など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 12回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

感覚器疾患
眼科領域、
耳鼻科領域など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 13回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

感染症
帯状疱疹など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。　

授業時に紹介する。

第 14回
講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

精神疾患
統合失調症、
躁うつ病など

講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。

第 15回 講義予定部分の教科書
を予習しておくこと。

講義全体の総括・復習など 講義内容の復習、知識の定着
をはかること。

授業時に紹介する。
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 救命救急医療論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 坂下惠治・相良健司・西池成章
藤村一郎・二藤真理子

授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 救急医療における画像診断の意義と撮影法について理解する。

授業内容
本講義では、医療人として救命救急医療に関する基礎知識を知り、臨床において
患者の救命に資する能力を取得するため、救急医療の現場でチーム医療を担って
いる診療放射線技師および看護師の立場からオムニバス形式の講義を行う。

到達目標 救急医療の現状と適切で安全な撮影法を理解する。

授業形態 講義形式（各専門分野の複数講師による講義）

教科書、教材、参考書 教科書：『救急撮影ガイドライン−救急撮影認定技師標準テキスト』（日本救急撮
　　　　影技師認定機構監修 , へるす出版 , 2011）

評価方法 筆記試験による。

評価基準 60 点以上を単位修得、合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

初期診療の診断手順と
様々な画像診断法の特
徴について学習する。

（CT 検査の適応基準）
病態に応じた画像診断法の適
応、CT 検査の適応基準を解
説する。

Primary survey と secondary 
survey の対象疾患と適応され
る画像診断法を理解する。

教科書

第 2回 救急医療における診療
指標を調べる。

救急医学の変遷と画像診断の
関わり

救急医療システムの構成と機
能を説明できる。

教科書

第 3回 心肺蘇生法の歴史を調
べる。

今日の心肺蘇生法とその用い
方

蘇生法の順序と注意点を説明
できる。

教科書

第 4回
救急撮影の特異性を調
べて理解する。

救急医療における放射線撮影
の実際

外傷と内因性疾患に対する救
急撮影の異なりを説明でき
る。

教科書

第 5回
医療事故マネージメン
トについて調べ、理解
する。

救急撮影における安全管理 救急医療における放射線と各
種危機管理を理解できる。

教科書

第 6回
救急医療における診療
アルゴリズムについて

現在一般的に用いられている
救急診療アルゴリズムについ
てその意義を理解する。

救急診療のアルゴリズムを理
解し、その重要性を説明でき
る。

教科書

第 7回

救急診療における画像
診断機器の役割

救急診療における各種画像診
断機器の位置づけとその役
割、そこから考えられる撮影
技術について

救急診療における画像診断機
器の役割を理解し、救急撮影
に適したな撮影技術について
考えられる。

教科書

第 8回
救急診療で遭遇する病
態の特徴と画像

救急診療で遭遇する代表的な
病態の画像の特徴について

救急診療で遭遇する病態の画
像を理解し異常個所を指摘で
きる。

教科書

第 9回
救命救急医療における
血管撮影検査の目的・
意義について自己学習

救命救急医療における血管撮
影検査の目的・意義について

授業で学んだことの復習 教科書

第 10回
血管撮影装置、血管の
解剖について自己学習

血管撮影装置、周辺機器やデ
バイスについて
血管の解剖について

授業で学んだことの復習 教科書

第 11回 IVR と は 何 か を 調 べ
る。

血管性病変について
IVR について

授業で学んだことの復習 教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回

・救急外来に搬入される患者
や家族の概要と、診療上の諸
問題について
・チームマネジメントとは

参考書：『多職種連
携を高めるチームマ
ネジメントの知識と
スキル』（篠田道子 ,
医学書院 , 2011）

第 13回
・救急医療におけるチームマ
ネジメント
・事例紹介

特になし

第 14回

CT 撮影の基礎および
正常解剖を学習する。

（CT 撮影技術）
CT 撮影の基礎、正常解剖、
さらに救急患者の病状、診断
対象に適した CT 撮影技術を
解説する。

撮影条件と被ばくおよび画質
との関係を学習し、急性疾患
に適正な CT 撮影技術の構築
について考える。

教科書

第 15回

外傷、脳卒中、急性腹
症などの代表的な急性
疾 患 に つ い て 学 習 す
る。

（CT 読影技術）
様々な急性疾患の臨床画像を
供覧し、CT 読影技術を解説
する

講義で学習した急性疾患の
CT 徴候を解剖学的および科
学的に理解する。

教科書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 リハビリテーション概論 単 位 数 １単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 高井　逸史 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 リハビリテーションにおける医療と地域の連携について実践的な知識と判断の習
得を目指す。

授業内容
リハビリテーションの目的と意義と役割、リハビリテーション医療と地域リハビ
リテーションの現状と課題などについて考察する。模擬患者を想定した車椅子操
作や介助技術の体験を通じ、患者の病態に応じた介助技術を理解する。

到達目標
・リハビリテーションの目的及び意義と役割について理解している。
・リハビリテーション医療における専門職の連携における現状と課題について認
識している。
・車椅子操作ができ介助技術における注意点を理解している。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、実技を取り入れたグループワークを行う。

教科書、教材、参考書 教科書：『学びやすいリハビリテーション論』（硯川眞旬編 , 金芳堂 , 2007）

評価方法 授業への参加意欲、レポート課題、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 授業参加 10 点、課題提出  10 点、期末試験  80 点～ 59 点：不可、
60 点～ 69 点：可、70 点～ 79 点：良、80 点～：優

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
リハビリテーション理念の枠
組みについて概観し、理念の
意義を理解する。

リハビリテーション理念につ
いてまとめる（400 字原稿用
紙 1 枚）。

作成したプリント教
材

第 2回

第一次世界大戦後の社
会情勢について情報を
収集する。

第一次世界大戦後、戦争負傷
者により職業に携わる若年労
働者が不足した。そこで、職
業リハビリテーションが台頭
しその役割を理解する。

医療より職業に重点を置いた
当時の政策論についてまとめ
る（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 3回

1960 年代、米国の国内
事情について調べる。

第二次世界大戦以降、リハビ
リテーション理念が大きく変
革することになる。職業復帰
から身体機能回復へリハビリ
の視点が変わることを理解す
る。

職業リハビリテーションから
医学リハビリテーションへの
変革した背景をまとめる（400
字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 4回

ノーマライゼーション
について調べる。

北欧社会で誕生したノーマラ
イゼーション理念とリハビリ
テーション理念について共通
点と相違点を理解する。

ノーマライゼーション理念に
ついてまとめる（400 字原稿
用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 5回
バリアフリーについて
調べる。

バリアフリーとユニバーサル
デザインの理念について理解
する。

ユニバーサルデザインとまち
づくりについてまとめる（400
字原稿用紙１枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 6回

リハビリテーションの
医療従事者の役割につ
いて調べる。

医学リハビリテーションの発
展にともない、理学療法士を
はじめ作業療法士など様々な
専門職が誕生することにな
る。そうした専門職について
役割を理解する。

リハビリテーション関連の専
門職種について、担うべき役
割をまとめる（400 字原稿用
紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

病院で行われるリハビ
リテーションについて
情報収集をする。

医療リハビリテーションの流
れについて、急性期・回復期・
慢性期の各リハビリテーショ
ンの意義と目的を理解する。

日常生活活動（ADL）の向上
と医療リハビリテーションの
関係についてまとめる（400
字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 8回

理学療法士、作業療法
士 の 職 務 内 容 を 調 べ
る。

リハビリテーション医療にい
て、患者様のニードと目標設
定（ゴール）の位置づけと意
義について理解する。

対象となる患者様の様々な状
況によってリハ目標設定が大
きく異なることを整理する

（400 字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 9回
車椅子の名称とその使用方法
を体験し理解する。車椅子介
助法を身につける。

車椅子の操作方法について整
理する。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 10回

車椅子介助の実技試験
の準備

車椅子介助の実技試験
介助技術を学ぶ（1）
寝返り・起き上がり・座位の
介助支援方法を理解する。

介助技術のポイントを整理す
る。

教科書　　　　　
・作成したプリント
教材

第 11回
介助技術の習得を目指
し練習する。

介助技術を学ぶ（2）
立ち上がり・歩行の介助支援
方法を理解する

介助技術のポイントを整理す
る。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 12回
介助技術の習得を目指
し練習する。

介助技術を学ぶ（3）
リスク管理を考慮した介助技
術を理解する。

患者の病態に応じた介助支援
方法を整理する。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 13回

患者のリスク管理につ
いて教科書等で確認す
る。

介助技術を学ぶ（4）　
これまで習った介護技術につ
いて再確認し技術向上を目指
す。　　　

介助技術の注意点を整理す
る。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 14回

介護保険制度の施設と
在 宅 別 に 受 け ら れ る
サービス内容を整理す
る。

平成 12 年に施行された介護保
険制度におけるリハビリテー
ションの位置づけとその課題
について理解する。

自立支援という視点で「介護
とリハビリテーション」の共
通点と相違点を考察する（400
字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材

第 15回

平成 16 年改正された
介護保険制度について
事前に情報収集する。

介護予防におけるリハビリ
テーションの現状と今後の担
うべき役割を理解する。

介護予防をより効果的にする
ためにはどのような取り組み
が考えられるか考察する（400
字原稿用紙 1 枚）。

・教科書
・作成したプリント
教材
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 医用工学Ⅰ
（電気工学の基礎）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 青笹　正夫 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 放射線医学で使用される医用画像機器や放射線測定システム系の原理を理解する
ために必要な電気工学分野の基礎知識を身につける。

授業内容
診療放射線技術に用いられる様々な画像機器のメカニズムの理解に必要となる電
気工学の基礎を概説するとともに、医療安全の確保に必要な電気工学的技術につ
いて概説する。

到達目標

・画像機器の基礎となる電磁気学的現象を理解する。
・画像機器を理解していく上で必要となる直流電気回路を理解する。
・画像機器を理解していく上で必要となる交流回路の基礎を理解し、三相交流回
路を理解する。
・各種機器に生じる過渡現象の基礎を理解する。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、Java　Applet 教材を用いて視覚的に理解
を深めるとともに、演習を取り入れ、解答案を板書させて討論をおこなう。適宜
レポート課題を与え次週までに提出させて理解度のチェックをおこなう。

教科書、教材、参考書
教科書：『電気基礎　上』（川島純一他 , 東京電機大学出版局 , 1994）
　　　　『電気基礎　下』（津村栄一他 , 東京電機大学出版局 , 1994）
教材：回路シミュレータなどによるデモをおこない、教材は適時配布する。
参考書：『演習電気基礎　上』（電気基礎研究会編 , 東京電機大学出版局 , 1994）

評価方法 試験結果とレポートを総合して合否の判定をおこなう。

評価基準 100 点満点を試験 80%、レポート内容 20% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

物体に働く力にはどの
ようなものがあるかを
考えてみよう。

科目に関するガイダンス
電流と電荷
電界と磁界
電界、磁界中で電荷に働く力

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 2回

前回授業内容の復習、
導体に電気が蓄えらる
とどのようなことが起
きるか考えよう。

静電容量とコンデンサの性質
磁界と磁気モーメント
電流と磁気
誘導作用

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 3回
前回授業内容の復習、
2 つの端子をもった素
子の電圧―電流特性

インダクタンスとコイルの性
質物質の電気抵抗
オームの法則と抵抗の接続

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 4回
前回授業内容の復習、
物質中を電流が流れる
と何が起きるか。

直流回路とその計算
電力と発生熱量
2 端子回路素子と等価回路

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 5回

前回授業内容の復習、
回路の中を流れる電流
を 求 め る 方 法 を 調 べ
る。

回路の解法（1）
キルヒホッフの法則
重ね合わせの原理

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 6回
前回授業内容の復習、
ノードポテンシャル、
ループ電流とは何か。

回路の解法（2）
ノードポテンシャルの方法
ループ電流の方法

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 7回
前回授業内容の復習、
電圧源，電流源とは何
か。

回路の解法（3）
テブナンの回路
ノートンの回路

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回
第 1 回から第 7 回まで
の授業内容の復習と整
理。

総合演習（1）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし

第 9回
前回授業内容の復習、
交流とは何か．複素数
の表示法を調べる。

交流現象
受動素子の働き
複素数

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 10回

前回授業内容の復習、
複素数の四則計算と絶
対値、偏角の計算法に
ついて整理しておく。

インピーダンスとアドミッタ
ンス
交流回路の解法
周波数特性

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 11回

前回授業内容の復習、
フィルターとはどうい
う機能か。

フィルター特性
（ローパスフィルター、　バン
ドパスフィルター、ハイパス
フィルター）

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 12回
前回授業内容の復習、
交流の場合の電力は何
によって決まるか。

交流における電力 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 13回
前回授業内容の復習、
三相交流の電源側と負
荷側の結線方法。

三相交流回路 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 14回

前回授業内容の復習、
RC 直列回路に電池電
圧をかけたらどうなる
か。

過渡現象 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 15回
第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での授業内容の復習と
整理

総合演習（2）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 医用物理学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 坂本　豪信 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
基礎物理で学んだことをベースとして、特に専門科目の①診断画像技術分野で扱
う画像診断機器（磁気共鳴装置、超音波装置）のイメージング原理や安全管理、
②粒子線の加速に関する基礎技術を理解するために必要となる医用物理学の基礎
を習得することを目的とする。

授業内容

磁気共鳴装置、超音波装置の画像診断機器の基礎となる電磁気並びに音の基礎を
理解して、核磁気共鳴と超音波による計測の原理・歴史・イメージング原理・デー
タ収集法並びに、磁気共鳴装置、超音波装置の概要と安全に使用・管理するため
の留意点を解説する。
最新の放射線治療装置である粒子線治療装置を理解するために加速器の種類や加
速の原理を解説し、粒子線治療用加速器の動作原理を解説する。

到達目標
・磁気共鳴装置の特徴とイメージング原理について理解している。
・超音波装置の特徴とイメージング原理について理解している。
・粒子線の加速に関する基礎原理について理解している。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、理解を深めるために適宜講義内容をまとめ
たレポートを提出してもらう。

教科書、教材、参考書
教科書：『画像診断装置学入門』（木村雄治 , コロナ社 , 2007）
参考書：『新医用放射線科学講座　診療画像機器学』（岡部哲夫・小倉敏裕編 , 医
　　　　歯薬出版株式会社 , 2008）

評価方法
磁気共鳴装置、超音波装置の画像診断機ならびに粒子線の加速に関する基本的な
知識の習得について、参加授業・事前学習・事後学習・提出物、期末試験により
総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を参加授業・提出物：30%、期末試験：70% に配分し、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

ガイダンス（講義の概要と注
意事項）
超音波の応用分野・超音波の
基礎物理特性を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 2回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波の発生法・物理特性を
解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 3回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波診断装置のシステム構
成・仕様・機能・性能を解説
する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 4回

超音波装置に関連する
用語を A4 用紙 1 枚に
まとめる。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波装置の安全管理につい
て解説する。
超音波装置に関連する用語を
まとめたレポート（A4 用紙 1
枚）を提出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 5回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

磁気共鳴装置（MRI）の基礎
である ESR・NMR・Zeeman
効果等を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 6回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の基礎である NMR の用
語や基本現象を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

MRI に関係する用語を
A4 用紙 1 枚にまとめ
る。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の基礎である NMR に関
係する物理を解説する。
MRI に関係する用語をまと
めたレポート（A4 用紙 1 枚）
を提出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 8回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の基礎である NMR に関
係する物理を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 9回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の基礎である NMR に関
係する数学を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 10回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の基礎である NMR に関
係する数学を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 11回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI のシステム構成、仕様、
機能並びにシステム性能を解
説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 12回

教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の基礎である NMR 信号
発生方法、緩和現象、MRI の
信号収集に必要なパルスシー
ケンスを解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 13回

MRI の 信 号 収 集 法 を
A4 用紙 1 枚にまとめ
る。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の安全管理について解説
する。
MRI の信号収集法をまとめた
レポート（A4 用紙 1 枚）を
提出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 14回

加速器の種類や加速で
きる粒子、加速器の医
療への応用についてイ
ンターネット等で調査
する。

加速器応用分野並びに加速器
の種類と構成並びに加速器物
理である荷電粒子と磁場の関
係・高周波加速の原理等を解
説する。

講義内容を整理・復習する。 配布プリント

第 15回

加速器に関する用語と
患者の立場になって加
速 器 に 対 す る 疑 問 を
A4 用紙 1 枚にまとめ
る。

加速器物理である荷電粒子と
磁場の関係・高周波加速の原
理、医用加速器並びに加速器
の安全管理について解説す
る。
加速器に関する用語並びに加
速器に対する疑問をまとめた
レポート（A4 用紙 1 枚）を
提出する。

講義内容を整理・復習する。 配布プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 医用工学Ⅱ
（エレクトロニクス）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 青笹　正夫 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 放射線医学で使用される医用画像機器や放射線測定システム系の原理を理解する
ために必要となる電子工学分野の基礎知識を身につける。

授業内容 放射線検出・計測機器の学習に必要なエレクトロニクスに関する基礎知識，医療
安全の確保に必要な電子工学技術について概説する。

到達目標

・画像機器の基礎となるエレクトロニクスの基礎を理解する。
・画像機器において重要な役割を演じる電子の振る舞いを理解する。
・半導体の性質と半導体デバイスの動作を理解する。
・OP アンプ回路の基礎を理解する。
・ディジタル回路の基礎を理解する。
・パルス回路と電源回路を理解する。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、Java　Applet 教材などを用いて視覚的に
理解を深めるとともに、演習を取り入れ、解答案を板書させて討論をおこなう。
適宜レポート課題を与え次週までに提出させて理解度のチェックをおこなう。

教科書、教材、参考書
教科書：『ゼロから学ぶエレクトロニクス』（鈴木清他 , 日本理工出版会 , 2013）
参考書：『演習電気基礎 下』（電気基礎研究会編 , 東京電機大学出版局 , 1995）
教材・参考書は適時紹介する。

評価方法 試験結果とレポートを総合して合否の判定をおこなう。　

評価基準 100 点満点を試験 80%，レポート内容 20% に配分して，60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

導体、絶縁体、半導体
はどのように区別され
るか。

科目に関するガイダンス
原子と電子
電子の流れと電流
導体・絶縁体・半導体

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 2回
前回授業内容の復習。
電子に力が働くときの
運動方程式を書く。

真空中の電子の運動
（1）電界中の電子の運動
（2）磁界中の電子の運動

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 3回
前回授業内容の復習。
物質から電子を取り出
すにはどうするか。

電子放出
電子ビームとその働き
CRT の原理

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 4回

前回授業内容の復習。
固 体 の 構 造 か ら 絶 縁
体、半導体、金属がど
の よ う に 区 別 さ れ る
か。

固体中の電子の運動
（1）固体の構造
（2）絶縁体・半導体・金属

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 5回

前回授業内容の復習。
半導体材料がデバイス
によく用いられるのは
なぜか調べる。

半導体の種類と性質
（1）半導体材料
（2）真性半導体と不純物
（3）半導体の電気伝導
（4）半導体の性質と接合

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 6回
前回授業内容の復習。
ダイオードとトランジ
スタの構造。　

いろいろな半導体素子（1）
（1）ダイオード
（2）トランジスタ

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 7回

前回授業内容の復習。
いろいろな半導体素子
の構造を調べる。

いろいろな半導体素子（2）
（1）FET
（2）トリガ素子
（3）光半導体素子

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回
第 1 回から第 7 回まで
の授業内容の復習と整
理

総合演習（1）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし

第 9回
前回授業内容の復習。
dB（デシベル）とは何
か。

増幅回路
（1）増幅の基礎
（2）OP アンプ

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 10回

前回授業内容の復習。
OP アンプを用いてど
のような機能をもった
回路ができるか。

OP アンプ回路
（1）増幅回路
（2）フィルター回路
（3）微分・積分回路

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 11回

前回授業内容の復習。
n 進数とはなにか。論
理回路にはどのような
ものがあるか。

ディジタル回路（1）
（1）2 進数と基数変換
（2）ディジタル回路の基礎

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 12回
前回授業内容の復習。
計数，表示をおこなう
回路を調べる。

ディジタル回路（2）
（1）計数回路
（2）表示回路

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 13回

前回授業内容の復習。
波形整形とはどういう
ことか。

パルス回路
（1）波形整形回路
（2）パルス発生回路
（3）ＰＬＬ回路

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 14回

前回授業内容の復習。
整流回路の良さはどの
ように表されるか。

電源回路
（1）整流回路
（2）平滑回路
（3）インバータ・コンバータ

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 15回
第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での授業内容の復習と
整理

総合演習（2）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 応用数学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2　年

科目担当者 青笹　正夫 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
医用画像機器の原理や画質の評価に関する知識を身につけるために基礎数学で学
んだことをベースとして専門基礎科目および専門科目で必要な応用数学の理解へ
発展させることを目的とする。

授業内容 高度な技術に対応できるよう、基礎数学のベースの上にさらにレベルをあげた内
容を学ぶ

到達目標
・微分と積分の基礎概念を理解し、簡単な計算ができる。
・自然現象に関する微分方程式の概念を理解する。
・積分変換についての基礎を理解する。

授業形態
基本的には講義形式が中心となるが、演習を取り入れ、解答案を板書させて討論
をおこなう。適宜レポート課題を与え次週までに提出させて理解度のチェックを
おこなう。また、数式処理プログラム MAXIMA を講義にも取り入れ、その有効
利用ができるようになるよう紹介する。

教科書、教材、参考書
教科書：『これならわかる電気数学』（上坂功一 , 日刊工業新聞社 , 1987）
教材： MAXIMA
参考書：『基礎の数学』（矢野健太郎他 , 裳華房 , 1989）

評価方法 試験結果とレポートを総合して合否の判定をおこなう。

評価基準 100 点満点を試験 80%、レポート内容 20% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回 極限の計算法 科目に関するガイダンス
関数と極限

授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 2回
前回授業内容の復習。
微分の定義と簡単な関
数の微分。

微分 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 3回
前回授業内容の復習。
不定積分の定義と簡単
な関数の積分。

不定積分 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 4回
前回授業内容の復習。
定積分の定義と簡単な
関数の不定積分。

定積分 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 5回
前回授業内容の復習。
偏微分の定義と簡単な
関数の偏積分。

偏微分 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 6回
前回授業内容の復習。
ベクトルとスカラー。
ベクトルの表現。

空間のベクトル 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 7回
前回授業内容の復習。
ベ ク ト ル の 加 減 と 乗
算。

ベクトル 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 8回
第 1 回から第 7 回まで
の授業内容の復習と整
理

総合演習（1）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし

第 9回
前回授業内容の復習。
線積分、面積分と体積
積分。

ベクトル解析 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
前回授業内容の復習。
一 階 微 分 方 程 式 の 解
法。

一階微分方程式 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 11回
前回授業内容の復習。
定数係数線形微分方程
式の解法。

定数係数線形微分方程式 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 12回 前回授業内容の復習。
直交関数系とは何か。

フーリエ級数 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 13回
前回授業内容の復習。
何故フーリエ変換が必
要か。

フーリエ変換 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 14回
前回授業内容の復習。
ラプラス変換が有効な
問題は？

ラプラス変換 授業内容のノート整理と演習
問題レポートの作成

授業時に紹介する。

第 15回
第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での授業内容の復習と
整理

総合演習（2）
課した演習問題の概説とさら
に理解を深めるための演習

演習問題の復習 特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 粒子線工学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 坂本　豪信 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 放射線治療の最新治療法である粒子線治療に関する基礎的な知識と技術の習得を
目指す。

授業内容

放射線治療は日々進歩しているが、最新の治療方法である粒子線治療を理解する
ことは、従来の放射線治療である X 線やγ線等の放射線治療をより深く理解する
ことの助けとなる。粒子線の歴史や種類と特徴・粒子線を発生させる装置・治療
をするための機器・治療に用いる粒子線生成方法・粒子線の線量分布計算をする
粒子線治療計画装置について概説するとともに、粒子線治療の原理と技術に関し
て従来治療と比較して習得することを主な目的とする。

到達目標
・ 粒子線の種類と特徴について理解している。
・ 粒子線を発生させる装置について理解している。
・治療に用いる粒子線生成方法について理解している。
・ 粒子線治療計画装置について理解している。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、理解を深めるために適宜グループ討議等を
取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『先端放射医療技術と計測』（電気学会編 , コロナ社 , 2001）

評価方法 粒子線治療並びに粒子線治療装置に関する基本的な知識と技術の習得について、
参加授業・事前学習・事後学習・提出物、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を参加授業・提出物：30％、期末試験：70％に配分し、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

粒 子 線 治 療 に 関 し て
知っていることや疑問
点を A4 用紙 1 枚にま
とめる。

ガイダンス（講義の概要と注
意事項）
粒子線の種類と特徴について
X 線や電子線と比較しながら
解説する。
整理したレポート（A4 用紙 1
枚）を提出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 2回

粒子線の種類と特徴に
ついての知識を整理す
る。

粒子線治療の歴史と粒子線治
療方法の変遷を、使用される
粒子線と比較しながら解説す
る。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・各粒子線治療施設
のホームページ

第 3回
加速器の種類と加速で
きる粒子について整理
する。

粒子線や X 線を発生させる加
速器について解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 4回

X 線治療装置について
知っていることを整理
する。

粒子線治療に用いられる照射
系の機器構成と役割並びに性
能について X 線治療装置と比
較しながら解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 5回

X 線治療装置の照射野
形成方法について知っ
て い る こ と を 整 理 す
る。

粒子線治療で用いられる横方
向と縦方向の照射野形成方法
について解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 6回

X 線治療での患者位置
決め方法について知っ
ていることを A4 用紙
1 枚にまとめる。

粒子線治療を正確に実施する
ための患者位置決め装置につ
いて X 線治療の場合と比較し
ながら解説する。整理したレ
ポート（A4 用紙 1 枚）を提
出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書



− 118 −

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

X 線治療計画装置の線
量分布計算法について
知っていることを整理
する。

粒子線治療計画装置の原理と
線量分布計算法について X 線
治療と比較しながら解説す
る。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 8回

粒子線治療の特徴や原
理について分っている
こと不明な点をまとめ
ておく。

粒子線治療の特徴や原理につ
いて理解を深めるためのグ
ループ討議を実施し、グルー
プ毎に発表し、まとめを提出
する。

理解が深まった箇所を整理す
る。

教科書

第 9回
X 線治療装置の制御系
について知っているこ
とを整理する。

粒子線治療装置の制御系につ
いて解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 10回
X 線治療の線量測定と
QA について知ってい
ることを整理する。

粒子線治療の線量測定と QA
について X 線治療装置と比較
しながら解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・粒子線治療の QA
ガイドライン

第 11回

X 線治療の周辺装置や
画像撮影装置について
知っていることを A4
用紙 1 枚にまとめる。

粒子線治療の周辺装置や画像
撮影装置との関係を X 線治
療装置と比較しながら解説す
る。
整理したレポート（A4 用紙 1
枚）を提出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 12回
PET について知ってい
ることを整理する。

粒子線治療の特徴の一つであ
る自己放射化について解説す
る。

通常の PET と粒子線の自己
放射化の相違を復習する。

・教科書
・PET の一般的な解
説書

第 13回

X 線 治 療 の IMRT に
ついて原理や効果など
知っていることを整理
する。

粒子線治療と X 線 IMRT と
の相違点を解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・X 線治療の IMRT
の解説書

第 14回
患者さんに粒子線治療
を説明するための準備
をする。

より高精度な粒子線治療を実
施するための技術開発につい
て解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 15回

患者さんに粒子線治療
を説明するための準備
をする。

粒子線治療を担当した時に患
者に粒子線治療を理解しても
らうための説明方法を検討し
メモ（A4 用紙 1 枚）を提出
する。

患者から質問された時に粒子
線治療が説明できるように整
理する。

教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 診療放射線序論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 岩元　新一郎 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

診療放射線序論は放射線技術の専門基礎科目群（放射線科学系）を学習するため
の導入科目である。高校で物理学を履修していない学生への配慮も踏まえ、診療
放射線技師を志す者として、診療放射線の織りなすさまざまな現象を科学的な視
点で捉え、数式的表現を理解するための準備を行うことを目的とする。さらに、
臨床の現場における診療放射線技師の業務内容や医療に用いられる放射線の役割
について概要を知るとともに、専門基礎科目の学習への円滑な接続を図る。

授業内容
①放射線科学を学ぶ上で必要な数学や物理学の基本事項を取り扱う。
②原子や原子核の構造と性質について概説する。
③種々の放射線の発生方法及び物質との相互作用の概念について概説する。

到達目標
・専門基礎科目の放射線科学系科目（放射線物理、放射化学、放射線計測学等）
を学ぶために必要な基礎知識が修得できている。
・物理の基本的事項について物理学的な見方で現象を捉えられるとともに、必要
な数式を用いて表現できる。

授業形態

・講義形式とし、教科書記載事項の概説を行う。但し、第 7 講までは教科書の概
説に進むための準備学習とする。
・受講に当たっては、板書を正確にとることは勿論、講義中に口頭で指摘した重
要事項について必ずノートにメモをとること。受講ノートの整理は事前・事後学
習も踏まえて、自分なりの知識がしっかり整理されたオリジナルの受講ノートを
作ることが非常に大事である。
・この授業計画書に沿って事前・事後学習を行った上で受講することが非常に重
要である。なお、講義の進捗状況によって必要と判断した場合は、本計画書の一
部を修正する場合があるが、その際はあらかじめ通知する。
・毎回課題プリントを配布する。次の授業までに必ずノートに課題をやっておく
こと。

教科書、教材、参考書

教科書・教材（※受講条件として授業出席時必携とする）：
　『わかりやすい放射線物理学』（多田順一郎 , オーム社 , 2008）
　『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版 , 2011）
関数電卓
配布テキスト、演習プリント等
参考書：『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会編 , 共立出版）
第 1 種放射線取扱主任者試験受験用参考書・問題集：
　『放射線概論（柴田徳思 編；通商産業研究社）
　『放射線取扱主任者試験問題集 1 種』（通商産業研究社）

評価方法
・学習意欲（事前学習、受講態度、事後学習）と学習効果（課題レポート、試験の成績）
の結果を総合的に評価する。
・授業中の私語は厳禁とする。
・事前学習、事後学習の状況は受講ノートを提出させて確認する。

評価基準 100 点満点を学習意欲；40%、学習効果：60% に配分して、60 点以上を合格とする。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

※ 以下、（教）は教科書、（テ）
は講義時配布のオリジナルテ
キストを表す。
①授業の進め方と授業計画に
ついて
② （教） pp.1 ～ 6
第 1 章 放射線物理とは何か。
①
1.1 放射線とは何か。
1.2 物理とは何か。
1.3 放射線物理とは何か。
③ （テ） 1.1 放射線とは

【キーワード】
・電離
・放射線の定義
・物理学的な見方とは

・受講ノートの整理
・オリジナルテキストの指定
範囲の問題を解いてノートに
整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳は毎回
必ず持参して授業に
臨むこと。
・ 参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 2回

・教科書及びオリジナ
ルテキスト（講義時配
布）の指定範囲をよく
読んで右の授業内容に
記されたキーワードに
ついて自分なりに整理
してくる。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） p.7
第 1 章 放射線物理とは何か。
②
1.4 放射線物理の要となる五
つの定数

（テ） 1.2 単位の話
【キーワード】
・有効数字
・基本単位系
・SI 単位

・受講ノートの整理
・オリジナルテキストの指定
範囲の問題を解いてノートに
整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 3回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（テ） 1.3 粒子の基本性質
（教） 1.5「eV（エレクトロンボル
ト）の話」に進む前に物理の
基本的事柄に関する準備が必
要のため、第 3 講～第 7 講ま
では、オリジナルテキストを
中心とした授業を行う。

【キーワード】
・質量と電荷
・原子番号と質量数
・同位体

・受講ノートの整理
・オリジナルテキストの指定
範囲の問題を解いてノートに
整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 4回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（テ） 1.4 原子質量単位
【キーワード】
・モル
・アボガドロ数
・原子量

・受講ノートの整理
・オリジナルテキストの指定
範囲の問題を解いてノートに
整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 5回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（テ） 1.5 運動の記述
【キーワード】
・力の定義
・運動量
・運動エネルギー

・受講ノートの整理
・オリジナルテキストの指定
範囲の問題を解いてノートに
整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（テ） 1.6 電場と荷電粒子
【キーワード】
・電場の定義
・電位
・エレクトロンボルト

・受講ノートの整理
・オリジナルテキストの指定
範囲の問題を解いてノートに
整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 7回

第 1 回～第 6 回までの
演習課題の理解できな
かった問題について、
どこが理解できないの
かを明確にしておく。

第 1 章のまとめ
【キーワード】
これまでの課題演習や小テス
ト問題の要点解説を行う。

これまでの演習問題で理解で
きなかった問題を重点的に復
習する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 8回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） pp.13 ～ 27
第 2 章 なぜ E0 = m･c 2 か？
　−特殊相対性理論入門−

【キーワード】
・静止エネルギー
・ローレンツ変換
　相対論的エネルギー

・受講ノートの整理
・章末問題 [2] ～ [6]（pp.24 ～
25）を解いてノートに整理す
る。
・課題演習プリント（授業時
配布）の指定範囲の問題を解
いてノートに整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 9回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

教） pp.29 ～ 40
第 3 章 波か粒子か？
　−量子論入門−

【キーワード】
・プランク定数
・光子 1 個のエネルギー
・物質波

・受講ノートの整理
・章末問題 [2] ～ [3]（pp.38 ～
39）を解いてノートに整理す
る。
・課題演習プリント（授業時
配布）の指定範囲の問題を解
いてノートに整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 10回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） pp.41 ～ 48
第 4 章 原子の構造①
4.1 ボーアの原子模型に至る
道
4.2 ボーアの原子模型

【キーワード】
・ボーアの量子化条件
・原子スペクトル　

・受講ノートの整理
・章末問題 [1] ～ [2]（p.52）を
解いてノートに整理する。
・課題演習プリント（授業時
配布）の指定範囲の問題を解
いてノートに整理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 11回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） pp.48 ～ 52
第 4 章 原子の構造②
4.3 ボーアの原子模型の一般
化

【キーワード】
・4 つの量子数
・パウリの排他原理
・元素の周期性

・受講ノートの整理
・課題演習プリント（授業時
配布）の指定範囲の問題を解
いてノートに整理する。
・白紙の元素周期表（授業時
配布）を完成させて提出する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書
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第 12回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） pp.53 ～ 60
第 5 章 X 線 ①
5.1  X 線とは何か
5.2 特性 X 線とオージェ電子

【キーワード】
・特性 X 線
・モーズレーの法則
・オージェ電子

・受講ノートの整理
・章末問題 [1] ～ [3]（p.65）を
解いてノートに整理する。
・課題演習プリントの指定範
囲の問題を解いてノートに整
理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 13回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） pp.60 ～ 66
第 5 章 X 線 ②
5.3 制動 X 線

【キーワード】
・デュエン・ハントの法則
・X 線発生強度
・X 線発生効率

・受講ノートの整理
・章末問題 [4]（p.65）を解い
てノートに整理する。
・課題演習プリントの指定範
囲の問題を解いてノートに整
理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 14回

・ オ リ ジ ナ ル テ キ ス
ト（講義時配布）の指
定範囲をよく読んで右
の授業内容に記された
キーワードについて自
分 な り に 整 理 し て く
る。
・前回授業の受講ノー
トを確認しておく。

（教） pp.60 ～ 66
第 5 章 X 線 ③
5.3 制動 X 線
・X 線のスペクトル

・受講ノートの整理
・課題演習プリントの指定範
囲の問題を解いてノートに整
理する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書

第 15回

・期末試験へ向けて、
第 8 講 ～ 第 14 講 ま で
の学習内容について、
ノート・教科書を軸と
して再整理しておく
・課題演習プリントの
最初はわからなかった
問題等について、理解
できたかどうか再確認
しておく。

第 8 講～第 14 講までの課題演
習プリント及び教科書問題に
ついて、特に必要と思われる
問題の解説と質問の受付を行
う。

・受講ノートの整理
・試験範囲の章末問題 につい
て理解できたているかどうか
再確認する。
・試験範囲の課題演習プリン
トの問題について、理解でき
ているかどうか再確認する。

・教科書・オリジナ
ルテキスト（講義時
配布）、電卓、アイ
ソトープ手帳
・参考書
・基礎物理で使用し
ている教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 診療放射線物理Ⅰ
（基礎）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 岩元　新一郎 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 診療放射線技術の習得に必要な放射線の物理に関する基礎的な知識を身につけ
る。

授業内容

「放射線なくして現代の医学はなし」と言われるように、診療放射線が医学に果
たす役割は非常に大きい。特に、最先端診断機器である X 線 CT 等を駆使して画
像を作成する能力が要請される診療放射線技術を学ぶ上では、医用画像を作成す
るために必要な診療放射線の基礎概念を身につけた上で、専門科目群を学習する
必要がある。診療放射線物理Ⅰでは、診療用に用いられる電離放射線の定義から
始まり、放射線の発生方法や特性について概説することで、専門科目群への橋渡
しを行う。

到達目標
・放射線物理を学ぶために必要な現代物理の基礎概念を理解する。
・放射性壊変と放射能について理解する。
・荷電粒子線の発生原理と相互作用の特徴について理解する。
・非荷電粒子線と物質の相互作用の特徴について理解する。

授業形態

・講義形式とし、事前学習を前提とした教科書記載事項の概説を行う。
・受講ノートは板書だけでなく、講義中に口頭で指摘した重要事項について必ず
ノートにメモをとること。ノート作成は、事前・事後学習も踏まえて、自分なり
の知識がしっかり整理されたオリジナルのノートを作ることが非常に大事であ
る。
・この授業計画書に沿って事前・事後学習を行った上で受講すること。なお、講
義の進捗状況によって必要と判断した場合は、本計画書の一部を修正する場合が
あるが、その際はあらかじめ通知する。
・毎回課題プリントを配布するので、次の授業までに必ず仕上げておくこと。
・この授業は診療放射線技師国家試験科目「放射線物理学」および第 1 種放射線
取扱主任者試験科目「放射線物理学」の出題範囲を概ね網羅している。

教科書、教材、参考書

教科書・教材（※受講条件として授業出席時必携とする）：
　『わかりやすい放射線物理学』（多田順一郎 , オーム社 , 2008）
　『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版 , 2011）
関数電卓
配布テキスト、演習プリント等
参考書：『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会編 , 共立出版）
第 1 種放射線取扱主任者試験受験用参考書・問題集：
　『放射線概論（柴田徳思 編；通商産業研究社）
　『放射線取扱主任者試験問題集 1 種』（通商産業研究社）

評価方法
・学習意欲（事前学習、受講態度、事後学習）と学習効果（課題レポート、試験の成績）
の結果を総合的に評価する。
・授業中の私語は厳禁とする。
・事前学習、事後学習の状況はノートで確認する。

評価基準 100 点満点を学習意欲；30%、学習効果：70% に配分して、60 点以上を合格とする。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。（以
下第 5 回まで同じ）

※ 以下、（教）は教科書、（テ）
は講義時配布のテキストを表
す。
・授業の進め方と授業計画に
ついて
・（教） pp.68 ～ 73
第 6 章 原子核の構造 ①
6.1 中性子の発見
6.2 原子核の大きさ
6.3 原子核の質量と結合エネ
ルギー

【キーワード】
・原子質量単位
・質量欠損

・受講ノートの整理
・（教）章末問題 [1] ～ [5]（p.81）
を解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳は
毎回必ず持参して授
業に臨むこと。
・参考書

第 2回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.64 ～ 82
第 6 章 原子核の構造 ②
6.4 核力
6.5 安定な原子核の条件 

【キーワード】
・核力の性質
・安定な原子核の性質

・受講ノートの整理
・（教）章末問題 [1] ～ [5]（p.81）
を解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 3回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.83 ～ 91
第 7 章 放射能 ①
7.1 「放射能」の意味
7.2 放射性同位体の種類
7.3 放射能量の単位と壊変の
法則

【キーワード】
・放射能
・壊変定数
・半価層

・受講ノートを整理する。
・章末問題 [1] ～ [5] 、[9] ～ [10]
（p.108）を解いてノートに整
理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 4回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.92 ～ 98
第 7 章 放射能 ②
7.4 壊変系列と放射能

【キーワード】
・放射能
・壊変定数
・半減期

・受講ノートを整理する。
・ 章 末 問 題 [6] ～ [8]、[11]
（p.108）を解いてノートに整
理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 5回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.98 ～ 112
第 7 章 放射能 ③
7.5 α壊変の性質
7.6 β壊変の性質
7.7 γ線の放出と内部転換電
子の放出
7.8 自発核分裂
7.9 放射性同位体表と壊変図
式

【キーワード】
・壊変の Q 値
・内部転換
・壊変図

・受講ノートを整理する。
・章末問題（p.108）[12] ～ [16]
を解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 6回

第 1 回～第 5 回までの
演習課題の理解できな
かった問題について、
どこが理解できないの
かを明確にしておく。

第 6 章，第 7 章のまとめ
【キーワード】
これまでの課題演習や小テス
ト問題の要点解説を行う。

これまでの演習問題で理解で
きなかった問題を重点的に復
習する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書
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第 7回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。（以
下第 14 回まで同じ）

（教） pp.113 ～ 115
第 8 章 荷電粒子線と物質の相
互作用 ①
8.1 荷電粒子の相互作用の分
類

【キーワード】
・2 次電子
・弾性散乱と非弾性散乱

・受講ノートを整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 8回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.116 ～ 122
第 8 章 荷電粒子線と物質の相
互作用 ②
8.2 荷電粒子による電離と励
起の過程
8.3 制動放射（輻射）

【キーワード】
・衝突損失と放射損失
・線阻止能と質量阻止能

・受講ノートを整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 9回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.123 ～ 129
第 8 章 荷電粒子線と物質の相
互作用 ③
8.4 荷電粒子の飛跡と飛程
8.5 電子・陽電子対消滅
8.6 チェレンコフ効果

【キーワード】
・飛程と比電離
・ブラッグピーク
・消滅γ線
・チェレンコフ光

・受講ノートを整理する
・ 章 末 問 題（p.134）[1] ～ [6]
を解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 10回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.123 ～ 136
第 9 章 X 線・γ線と物質の相
互作用 ①
9.1 X 線・γ線と物質の相互
作用の特徴と種類

【キーワード】
・光電効果
・コンプトン散乱
・電子対生成

・受講ノートを整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 11回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.137 ～ 138
第 9 章 X 線・γ線と物質の相
互作用 ②
9.1 X 線・γ線と物質の相互
作用の特徴と種類

【キーワード】
・光電効果
・コンプトン散乱
・電子対生成

・受講ノートを整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 12回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.138 ～ 151
第 9 章 X 線・γ線と物質の相
互作用 ③
9.2 光電効果
9.3 コンプトン散乱
9.4 電子・陽電子対生成

【キーワード】
・吸収端
・コンプトン端
・消滅γ線

・受講ノートを整理する。
・章末問題 [2]、[3]（p.155）を
解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.152 ～ 156
第 9 章 X 線・γ線と物質の相
互作用 ④
9.5 光核反応
9.6 光子の減弱

【キーワード】
・原子断面積
・線減弱係数
・半価層

・受講ノートを整理する。
・章末問題 [1]、[4]（p.155）を
解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書
※教科書の内容だけ
では不十分なため、
別途プリントを配布
する。

第 14回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.157 ～ 179
第 10 章 中性子と物質の相互
作用 ・10.1 中性子線と物質の
相互作用の分類
10.2 弾性散乱
10.3 非弾性散乱

【キーワード】
・中性子の弾性散乱
・捕獲反応

・受講ノートを整理する。
・ 章 末 問 題 [1] ～ [2]（p.175）
を解いてノートに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書

第 15回

・期末試験へ向けて、
第 7 講 ～ 第 14 講 ま で
の学習内容について、
ノート・教科書を軸と
して再整理しておく
・課題演習プリントの
最初はわからなかった
問題等について、理解
できたかどうか再確認
しておく。

第 7 講～第 14 講までの課題演
習プリント及び教科書問題に
ついて、特に必要と思われる
問題の解説と質問の受付を行
う。

・受講ノートの整理
・試験範囲の章末問題 につい
て理解できたているかどうか
再確認する。
・試験範囲の課題演習プリン
トの問題について、理解でき
ているかどうか再確認する。

・教科書、テキスト
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射化学Ⅰ
（基礎）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 朝田　良子 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
科学的根拠に基づいたより安全な医療を実践してゆく上で、専門基礎科学のうち、
放射化学の基礎を学び、この授業を通して放射化学的な見方や考え方を身につけ
る。　

授業内容

放射化学は、放射線源としての壊変原子（放射性同位元素；Radioisotope）の種
類と性質、その生成反応などに関する基礎とその応用を取り扱う学問である。基
本的には、化学の講義を通じて原子の構造と元素の種類と周期表および各種の反
応と化学平衡の概念および反応速度論などを理解した上で、まず、放射化学Ⅰで
は、放射線と放射能に始まり、放射性同位体と核種、放射性壊変の種類と壊変の
法則、半減期、および放射平衡、また、放射能量やその減衰速度を計算できるよ
うに、さらに、 天然放射性核種の種類と人工放射性核種の製造法と算出方法につ
いて教授する。

到達目標

診療放射線技師は、診断・治療薬として汎用されている放射性同位元素の種類と
核的特性、製造方法、および放射線被ばくに対する安全管理等をよく理解してお
くことが必要である。そのためには、まず、放射性同位元素の壊変形式と速度、
核反応の種類と反応量などを理解し、必要な計算ができること。また、壊変原子
種の化学的性質の違いと放出される放射線の種類とエネルギーを理解し、安全取
扱いなどの基礎的知識を身につけること。

授業形態
・講義
・その時間の講義内容の演習問題（確認・演習プリント配布）
・解答と解説　

教科書、教材、参考書
教科書：『放射線技術学シリーズ　放射化学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 
　　　　2008）
　　　  『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版）
確認・演習プリント

評価方法 期末試験、随時試験に授業参加姿勢（出席状況、授業態度、課題提出等）を考慮
に入れて評価する。

評価基準 期末試験を基本として随時試験、授業参加姿勢を総合的に評価し、100 点を上限
として、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

オリエンテーション
放射化学入門；放射線につい
て
・原子の構造　
・核種
・放射能

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・シラバス
・配布プリント

第 2回
前回講義内容の復習 壊変①　

・放射性壊変とは
・α壊変　β壊変　EC

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 3回
前回講義内容の復習 壊変②　

・γ壊変　IT　SF
・壊変図式

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 4回
前回講義内容の復習 放射能の計算

・壊変現象の数式化
・半減期と平均寿命

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 5回

前回講義内容の復習 壊変の法則
・放射能と質量
・壊変と減衰計算
・分岐壊変と有効半減期　

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

前回講義内容の復習 放射平衡①
・放射平衡とは
・過渡平衡
・永続平衡　

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 7回
前回講義内容の復習 放射平衡②

・ジェネレータ
・ミルキング

演習プリントのやりなおし提
出

・教科書
・配布プリント

第 8回

第 1 回から第 7 回まで
の講義内容の復習と整
理。 確 認 プ リ ン ト の
問題はもう一度解くこ
と。

・ミニテスト
第 1 回から第 7 回まで復習お
よびミニテストの解説

試験問題の復習 特になし

第 9回

天然放射性核種①
・宇宙誕生（ビッグバーン）
と地球の創生
・一次放射性核種
・二次放射性核種

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習
・試験問題のやりなおし

・教科書
・配布プリント

第 10回

前回の講義内容の復習 天然放射性核種②
・誘導放射性核種
・消滅放射性核種
・年代測定

・確認プリント復習
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 11回

前回の講義内容の復習 核反応と放射性核種の製造①
・核反応式と反応の性質
・Q 値とクーロン障壁
・核分裂反応

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 12回

前回の講義内容の復習 核反応と放射性核種の製造②
・人工放射性核種の製造と　
生成量
・原子炉及び加速器生成核の
種類と特徴

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 13回

前回の講義内容の復習 放射性同位体（RI）の化学①
・ホットアトム化学と反跳効
果
・同位体交換反応
・同位体効果
・ラジオコロイド 

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 14回 前回の講義内容の復習 放射性同位体（RI）の化学②
・オートラジオグラフィ

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 15回

第 9 回 か ら 第 14 回 ま
での講義内容の復習と
整理。確認プリントの
問題はもう一度解くこ
と。

総まとめ演習 演習プリントのやりなおし 配布プリント
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線計測学Ⅰ
( 基礎 )

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 安田　憲幸 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
放射線測定の原理や測定機器の特徴に関する基礎知識を学ぶことで，放射線を正
しく測定するための知識を習得し、専門科目各分野で必要となる放射線計測に関
する技術を理解するための基盤をつくる。

授業内容
放射線の存在、線種、計数、線量、エネルギー量等の検出や計測に必要な量と単
位の定義を解説し、その定義と測定目的に使用する種々の測定器を検出原理別に
解説する。

到達目標
① 放射線測定に関する単位と線量の概念を理解する。
② 種々の放射線検出の原理と検出器の特徴を理解する。
③ 測定目的に応じた測定原理の理解と測定器の利用法について知る。

授業形態 教科書を中心に講義形式とし適宜演習を行う。

教科書、教材、参考書 教科書：『医用放射線計測学』（渡部洋一他 , 医療科学社 , 2007）
参考書：『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版）

評価方法 期末試験を基本とし、演習、出席状況により総合的に評価する。

評価基準 60 点以上を合格とし、単位認定とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線計測学の目的、今後の
講義の展開を説明し講義に必
要な知識の確認を行う。　

放射線計測学に必要な知識・
内容を放射線物理学にて学習
するので内容を復習しノート
にまとめる。

教科書

第 2回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。
放射線物理で修得した
放射線の種類、分類を
理解しておく。

放射線計測学の基本である放
射線の種類別（光子と荷電粒
子）と物質との相互作用の基
礎を理解する。
放射線の量と使用する単位を
理解する。- Ⅰ

光子と荷電粒子に対する検出
法の違いを整理する。

教科書

第 3回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。放
射線強度・放射線の量
を表現する定義を学習
するために必要な SI
単位を確認しておく。

放射線の量と使用する単位を
理解する。- Ⅱ
ICRU Report60 をもとに
①放射線場の量　
②放射線量　
③相互作用係数
④放射能　
⑤放射線防護の量を学ぶ。

学習した放射線の量の定義と
使用する単位記号を整理す
る。

教科書

第 4回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。放
射線と物質の相互作用

（特に光子）について
予習しておく。

線量の定義
①照射線量　
②カーマ　
③吸収線量　
④シーマ
上記、線量定義、測定の方法
を理解する。

線量の定義に適用できる放射
線の種類、対象物質（媒質）
を整理しておく。

教科書

第 5回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。放
射線の電離・励起につ
いて予習しておく。

放射線検出器①
気体の電離を利用する検出器

（電離箱・比例計数管・ＧＭ計
数管）の特性と使用目的とを
学ぶ。

電離箱、比例計数管、GM 計
数管の用途・特徴の違いをま
とめる。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

放射線検出器②
気体の電離を利用する検出器

（電離箱・比例計数管・ＧＭ計
数管）の特性と使用目的とを
学ぶ。

電離箱、比例計数管、GM 計
数管の用途・特徴の違いをま
とめる。

教科書

第 7回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

演習
主に線量測定に使用する測定
器や計算問題を中心に演習を
行って復習する。

空気中の線量（電離量）の測
定方法を整理しておく。

教科書

第 8回

前回までの講義の内容
の要点をまとめて演習
問題に備えておく。

演習問題
放射線の量と単位と線量測定
に使用する測定器や計算問題
を中心に演習問題を行う

今までの講義で特に重要な項
目を確認する。

配布資料

第 9回

前回までの講義の内容
の要点をまとめて演習
問題に備えておく。

線量の測定①
線量測定を行う際に必要な電
離箱の特性や必要条件および
電子平衡について学ぶ。

演 習 で 解 答 不 備 の 箇 所 を
チェックし復習する。

配布資料

第 10回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

線量の測定②
電離箱を用いて測定量の基本
である照射線量の測定方法を
学びその照射線量から空気
カーマを求める方法を理解す
る。

測定量である電離量
（C/Kg）からエネルギー量
（J/Kg）への変換を整理する。

教科書

第 11回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

測定器各論①
シンチレーションカウンタの
検出原理とシンチレータの種
類の違いによる検出線種とそ
の使用目的を理解する。

数多いシンチレーターを分類
してその特徴、用途等をまと
める。

教科書

第 12回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

測定器各論②
シンチレーションカウンタ
半導体検出器検出原理と検出
器の特徴・用途とエネルギー
測定法理解する。

半導体検出器と化学線量計の
特徴・用途をまとめる。

教科書

第 13回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

測定器各論③
積算型（熱蛍光線量計，蛍光
ガラス線量計，光刺激ルミ
ネッセンス線量計）の各線量
計の原理とその特徴を理解す
る。

各種積算型検出器の放射線の
検出原理とその違いを。

教科書

第 14回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

測定器各論④
積算型（熱蛍光線量計，蛍光
ガラス線量計，光刺激ルミ
ネッセンス線量計）の各線量
計の原理とその使用目的を理
解する。

積算型の検出器が主に放射線
管理の領域で使用されている
理由を考える。

教科書

第 15回

試験に備え疑問点や質
問事項を含めて講義の
内容の要点をまとめて
おく。

復習
後半に学習した内容の要点を
演習により復習する。

期末試験に備えて要点をまと
めておく。

配布資料
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線生物学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 蔭山　勝弘 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
放射線の人体への影響を分子、細胞、組織ならびに個体レベルで理解し診療放射
線技師として自らと患者の被ばくを考慮できる基礎的知識を備える。また、診療
放射線技師国家試験放射線生物学合格をめざす。

授業内容
放射線による身体的、遺伝的障害などの生物作用について細胞と組織内で起こる
現象とそのメカニズム、線量と効果、放射線感受性、発がんや腫瘍の治療の生物
学について概説する。

到達目標

1. 放射線よる電離・励起、ラジカルの生成と DNA 損傷の小さな傷から細胞、組織、
個体の障害と死へと障害が拡大することを理解する。
2. 放射線感受性の細胞や組織における相違、細胞の分化度や分裂頻度、細胞周期
による相違、作用物質による影響など（国家試験最多出題）を習得する。
3. 放射線による DNA 損傷と修復を分子構造的に理解する。
4. 放射性同位元素の体内摂取と決定器官、物理的、生物学的、有効半減期および
内部被ばくの危険性を知る。
5. 放射線治療：分割照射における４R、粒子線および温熱療法の基礎を理解する。

授業形態 講義と演習問題の解答と解説

教科書、教材、参考書
教科書：『放射線技術学シリーズ　放射線生物学』（日本放射線技術学会監修 , オー
　　　　ム社 , 2011）
参考書：『放射線生物学』（北島隆・森田皓三 , 通商産業研究社 , 1975）など
教材：インターネット検索文献など

評価方法 試験結果および出席点（受講態度を含む）を総合して合否判定を行う。

評価基準 100 点満点を授業参加：10% 中間・期末試験の平均：90% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

生物に対する放射線の
影響について考えてく
る。

・地球の誕生から生命の起源、
生物の進化と人類の誕生まで
の放射線との関わりと X 線の
発見から始まる放射線作用研
究の歴史
・放射線の生物作用の概要

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント

第 2回

吸 収 線 量（Gy） か ら
ジュール（J）、カロリー

（Cal）への換算を予習
してくる。

・人は放射線の低い吸収エネ
ルギーで何故死に至るか
・放射線障害の中心である細
胞の分裂、遺伝および発がん
に関与する DNA の遺伝情報

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント

第 3回

放射線による DNA 損
傷 に つ い て 調 べ て く
る。

・放射線の電離・励起による
DNA 損傷（直接作用）と生
成されたフリーラジカルによ
る DNA 損傷（間接作用）
・放射線防護剤と放射線増感
剤

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント　　
　　

第 4回

放射線の線エネルギー
付与（LET）と生物学
的効果比（RBE）を調
べてくる。

・LET と RBE 高 LET、低 LET
放射線
・細胞の間期死と増殖死

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 5回
LET と 酸 素 増 感 比

（OER）の定義を考え
てくる。

・LET と OER の関係
・ヒット理論

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント　　
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

放射線による細胞の生
存率曲線を理解してく
る。

・生存率曲線と直線―二次曲
線 (LQ) モデルとα / β
・生存率曲線のパラメータの
種類と値

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 7回

照射後の細胞の損傷の
回復について調べてく
る。放射線の効果を増
減する因子をあげてく
る。

亜致死損傷（SLD）の回復と
潜在致死損（PLD）の回復

授業内容および演習課題を
ノートに整理する。

・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 8回

授 業 ノ ー ト 提 出 の 準
備：内容の整理をして
くる。

・LET と RBE の 関 係、LET
と OER の関係
・細胞周期： 放射線感受性の
相違、線質における相違

・授業ノート提出　
・内容確認後返却

・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 9回

DNA 損傷の種類を調
べてくる。

突然変異と染色体異常 DNA
損傷：塩基損傷、DNA 切断
と修復機構

授業内容のノートの整理 ・教科書
・参考書
・配布プリント　　
　

第 10回

放射線被ばくによる染
色体異常、細胞の分裂
遅延について予習して
くる。

・染色体異常：生成機構、安
定系、不安定系異常　
・細胞周期チェックポイント、
アポトーシス、適応応答

授業内容のノートの整理 ・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 11回

各種の組織 ･ 器官の放
射線感受性を等級分け
してくる。

・組織レベルでの放射線影響：
組織の細胞動態による分類
・全身被ばくによる末梢血血
球の減少と回復、

授業内容のノートの整理 ・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 12回

放射線の個体への影響
を予習してくる。

・個体レベルでの影響：被ば
く線量と生存期間　
・胎児被ばく：発育段階と被
ばくによる障害

授業内容のノートの整理 ・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 13回
放射線の後期障害と確
率 的 影 響 を 調 べ て く
る。

・放射線による発がんと遺伝
的影響

授業内容のノートの整理 ・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 14回

腫瘍に対する放射線の
影響について調べてく
る。

・線量分割と 4R　
・放射線治療：陽子線と重粒
子線、低酸素細胞増感剤、放
射線と化学療法

授業内容のノートの整理 ・教科書
・参考書
・配布プリント　　

第 15回

がん治療に対する温熱
療法の利点を調べてく
る。　　

・放射線治療：がんの温熱療
法、放射線と温熱療法の併用
効 果。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　

・授業ノート提出
・内容確認後返却

・教科書
・参考書
・配布プリント　　
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 診療放射線物理Ⅱ
（応用）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 岩元　新一郎 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 診療放射線物理Ⅰに引き続き、診療放射線技術の習得に必要な放射線の物理に関
する応用的な知識を身につける。

授業内容

診療放射線技師を志す者として、最先端診断機器である X 線 CT 等の検出原理や
画像再構成原理を理解するためには、診療放射線と各種物質との相互作用の機序
やその取り扱いについて知っておく必要がある。診療放射線物理Ⅱでは、診療放
射線物理Ⅰに引き続き、放射線医学で用いられる各種診療放射線について、それ
ら放射線と物質との相互作用について概説し、診療放射線の物理的現象について
知ることを目標とする。

到達目標

① ICRU で定義された電離放射線に関する種々の単位と用途について正しく理解
する。
②荷電粒子線と物質との相互作用について理解する。
③非荷電粒子線と物質との相互作用について理解する。
④中性子線と物質との相互作用について理解する。
⑤①～③について電離放射線の測定原理や電離放射線の管理に応用できる。

授業形態

・講義形式とし、事前学習を前提とした教科書記載事項の概説を行う。
・受講ノートは板書だけでなく、講義中に口頭で指摘した重要事項について必ず
ノートにメモをとること。ノート作成は、事前・事後学習も踏まえて、自分なり
の知識がしっかり整理されたオリジナルのノートを作ることが非常に大事であ
る。
・この授業計画書に沿って事前・事後学習を行った上で受講すること。なお、講
義の進捗状況によって必要と判断した場合は、本計画書の一部を修正する場合が
あるが、その際はあらかじめ通知する。
・毎回課題プリントを配布するので、次の授業までに必ず仕上げておくこと。
・この授業は診療放射線技師国家試験科目「放射線物理学」および第 1 種放射線
取扱主任者試験科目「放射線物理学」の出題内容をほぼ網羅する。

教科書、教材、参考書

教科書・教材（※受講条件として授業出席時必携とする。）：
　　『放射線物理学 （放射線双書）』（柴田徳思他 , 通商産業研究社 , 2011）
　　『わかりやすい放射線物理学』（多田順一郎 , オーム社）
　　『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版 , 2011）
　　関数電卓
　　配布テキスト、演習プリント等
参考書：『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会編 , 共立出版）
第 1 種放射線取扱主任者試験受験用参考書・問題集：
　　『放射線概論』（柴田徳思編 , 通商産業研究社 , 2013）
　　『放射線取扱主任者試験問題集 1 種』（通商産業研究社）

評価方法
・学習意欲（事前学習、受講態度、事後学習）と学習効果（課題レポート、試験の成績）
の結果を総合的に評価する。
・授業中の私語は厳禁とする。
・事前学習、事後学習の状況はノートで確認する。

評価基準 100 点満点を学習意欲：30%、学習効果：70％に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（以下第 14 回まで同じ）

〇授業の進め方と授業計画に
ついて
第 1 章 放射線に関する基礎知
識 ①
A 放射線の定義と種類
B 放射線に関する量と単位
1. 放射線の物理量と単位

【キーワード】
・相互作用係数
・フルエンス

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳は
毎回必ず持参して授
業に臨むこと。
・ 参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 2回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第1章 放射線に関する基礎知識 
②
B 放射線に関する量と単位
1. 放射線の物理量と単位

【キーワード】
・カーマと吸収線量
・照射線量

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 3回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 1 章 放射線に関する基礎知
識 ③
B 放射線に関する量と単位
2. 放射線防護に関する量

【キーワード】
・荷重係数
・実効線量等量

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 4回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 2 章 X 線の発生
A. X 線の発生

【キーワード】
・管電圧と管電流
・X 線発生効率

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 5回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 2 章 X 線の発生
B. 連続 X 線

【キーワード】
・エネルギースペクトル
・クラマースの式

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 6回

第 1 回～第 4 回までの
演習課題の理解できな
かった問題について、
どこが理解できないの
かを明確にしておく。

第 1 章のまとめ
【キーワード】
これまでの課題演習や小テス
ト問題の要点解説を行う。

これまでの演習問題で理解で
きなかった問題を重点的に復
習する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 7回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。（以
下第 14 回まで同じ）

第 3 章 光子（X 線・γ線）と
物質との相互作用 ①
A. 相互作用の種類 

【キーワード】
・X 線の相互作用の種類
・吸収端とコンプトン端

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 8回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 3 章 光子（X 線・γ線）と
物質との相互作用 ②
B. 減弱係数
C.X 線の半価層

【キーワード】
・線減弱係数
・減弱曲線

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 9回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 3 章 光子（X 線・γ線）と
物質との相互作用 ③
D. エネルギー転移係数・エネ
ルギー吸収係数

【キーワード】
・3相互作用のエネルギー依存性
・3 相互作用の物質依存性

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 10回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 4 章 電子と物質との相互作
用 ①
A. 荷電粒子のエネルギー損失
過程
B. 衝突阻止能
C. 放射阻止能

【キーワード】
・阻止能と比電離
・衝突損失と放射損失

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 4 章 電子と物質との相互作
用 ②
D. 飛程
E. 多重散乱
F. Cerenkov 効果

【キーワード】
・外挿飛程と実用飛程
・電子線の減弱曲線

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 12回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 5 章 重荷電粒子と物質との
相互作用 
A. 衝突阻止能
B. 核阻止能
C. 飛程
D. エネルギー損失・飛程のゆ
らぎ

【キーワード】
・比電離曲線
・ブラッグピーク

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 13回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 6 章 中性子 
A. 中性子源
B. 中性子の分類
C. 中性子と物資との相互作用
D. 弾性散乱
E. 反跳陽子のエネルギースペ
クトル

【キーワード】
・熱中性子のエネルギー分布
・中性子の減速
・捕獲反応

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

・教科書、プリント
（講義時配布）、電卓、
アイソトープ手帳
・ 参考書

第 14回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

第 6 章 中性子 
F 原子核反応

【キーワード】
・核反応の Q 値
・核反応断面積
・連鎖反応と臨界

・受講ノートを整理する。
（教 2）章末問題【1】～【6】
（pp.175 ～ 176）を解いてノー
トに整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

（1）教科書、プリン
ト（ 講 義 時 配 布 ）、
電卓、アイソトープ
手帳

（2） 参考書

第 15回

・期末試験へ向けて、
第 7 講 ～ 第 14 講 ま で
の学習内容について、
ノート・教科書を軸と
して再整理しておく
・課題演習プリントの
最初はわからなかった
問題等について、理解
できたかどうか再確認
しておく。

第 7 講～第 14 講までの課題演
習プリント及び教科書問題に
ついて、特に必要と思われる
問題の解説と質問の受付を行
う。

・受講ノートの整理
・試験範囲の章末問題 につい
て理解できたているかどうか
再確認する。
・試験範囲の課題演習プリン
トの問題について、理解でき
ているかどうか再確認する。
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 放射化学Ⅱ
（応用）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 朝田　良子 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
専門基礎科学「放射化学Ⅰ」を十分に理解した上、その応用として、放射性同位
体（RI）の化学的諸性質と分離、RI 標識化合物の合成法、および分析化学への
応用について理解・習得し、臨床において利用されている RI の種類と性質、お
よび放射性医薬品としての利用の概要を理解する。

授業内容

放射性同位体（RI）の特異性として、トレーサー濃度とラジオコロイド、同位体
交換、ホットアトムなどの化学的性質を確認した上、RI の各相（気、固、液）へ
の分配に基づいた分離法、各種試験法におけるクロマトグラフィ、オートラジオ
グラフィ、イメージングプレートなど分析化学的技術、RI 標識化合物の合成法、
その安定性と保存法、RI を利用した分析化学（放射分析、同位体希釈分析、放射
化分析、放射化学分析）への応用、その他、アクチバブルトレーサ法、PIXE 分
析法などに触れるとともに、核医学への応用入門を概説する。

到達目標
診療放射線技師のための専門基礎科目「核医学」を理解・応用するため、使用さ
れる放射性同位体の種類と性質、分離・精製法と試験法、RI 標識化合物（放射性
医薬品）の製造法と分析化学への応用などについての基本的原理が理解できてい
る。

授業形態
・講義
・その時間の講義内容の演習問題（確認・演習プリント配布）
・解答と解説

教科書、教材、参考書
教科書：『放射線技術学シリーズ　放射化学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 ,
 　　　2008）
　　　 『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版）
確認・演習プリント

評価方法 期末試験、随時試験に授業参加姿勢（出席状況、授業態度、課題提出等）を考慮
に入れて評価する。

評価基準 期末試験を基本として随時試験、授業参加姿勢を総合的に評価し、
100 点を上限として、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射性同位体（RI）の特殊性
と応用
・収量と純度　
・極微量と担体　

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・シラバス
配布プリント

第 2回
前回講義内容の復習 放射性核種の分離①

・共沈法
・ラジオコロイド法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 3回
前回講義内容の復習 放射性核種の分離②

・溶媒抽出法
・イオン交換法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 4回 前回講義内容の復習 放射性核種の分離 ③
各種クロマトグラフィ

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 5回

前回講義内容の復習 放射性核種の分離④
・蒸留法　
・電気泳動法
・電気化学的分離法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 6回 前回講義内容の復習 放射性医薬品検査に用いる純
度の検定

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント
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区　分 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

第 1 回から第 6 回まで
の講義内容の復習と整
理確認プリントの問題
はもう一度解くこと。

・ミニテスト
第 1 回から第 6 回まで復習お
よびミニテストの解説

試験問題の復習 特になし

第 8回

標識化合物の種類と合成法①
・化学合成法
・生合成法
・同位体交換法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習
・試験問題のやり直し

・教科書
・配布プリント

第 9回
前回の講義内容の復習 標識化合物の種類と合成法 ②

・ホットアトム法
・その他の合成法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 10回

前回の講義内容の復習 合成法標識化合物の分解と保
存
・分解の原因
・保存法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 11回

前回の講義内容の復習 放射性同位体を用いた分析 ①
・放射分析　放射化学分析
・放射化分析
    中性子放射化分析
    PIXE 分析

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 12回

前回の講義内容の復習 放射性同位体を用いた分析 ②
・放射化分析
    アクチバブルトレーサ
    生成放射能の計算

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 13回

前回の講義内容の復習 放射性同位体を用いた分析③
・同位体希釈分析法
    直接希釈法
    逆希釈法

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 14回

前回の講義内容の復習 放射性同位体を用いた分析④
・同位体希釈分析法
    二重希釈法
    不足当量法
    アイソトープ誘導体法　

・講義内容のノート整理
・確認プリント復習

・教科書
・配布プリント

第 15回

第 8 回 か ら 第 14 回 ま
での講義内容の復習と
整理
確認プリントの問題は
もう一度解くこと。

総まとめ演習 演習問題のやり直し 配布プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 放射線計測学Ⅱ
（応用）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 安田　憲幸 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
放射線計測学Ⅰで学んだことを基盤として、種々の放射線測定機器の特徴や取扱
方法に関する応用知識を習得する。具体的には次の事柄について理解することを
主な目標とする。

授業内容
各種の放射線測定器を用いて放射線量測定法、放射線エネルギー測定法や放射能
の測定法など、目的別及び検査や治療に対する領域別の計測に必要な知識や測定
値の統計的な処理法を理解する。

到達目標
放射線を用いた医療業務における照射業務や安全管理業務等の放射線の取り扱う
者として、放射線の線種別や測定目的別に測定精度のある計測を行うに当たり充
分な知識を習得する。

授業形態 教科書を中心に講義形式とし適宜演習を行う。

教科書、教材、参考書 教科書：『医用放射線計測学』（渡部洋一他 , 医療科学社 , 2007）
参考書：『アイソトープ手帳』（日本アイソトープ協会 , 丸善出版）

評価方法 期末試験を基本とし、演習、出席状況により総合的に評価する。

評価基準 60 点以上を合格とし、単位認定する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線物理学や放射線
計測学Ⅰで学んだ放射
線計測学に必要な放射
線の相互作用を予習し
ておく。

1. 原理別測定器の違い及び使
用目的を下記の項目に対し確
認
①放射線種
②線量と計数
③計数測定と放射能
2. 連続X線の線質を理解する。

放射線計測学Ⅰで学習した測
定器の一覧を作成しその違い
を整理しておく。

教科書　

第 2回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

連続 X 線の線質測定
①半価層
②線質因子
③測定法
④線質に伴う計算等を理解する

制動 X 線の性質測定法整理復
習しを理解する。

教科書

第 3回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

電離箱による吸収線量の測定
法を学ぶ。
①照射線量より求める。
②ブラックグレイの原理を用
いて吸収線量を求める。

電離箱を使用する線量測定法
を整理理解する。

教科書

第 4回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。放
射線検査における医療
被曝の実態を調べてお
く。

診断用Ｘ線検査時の線量測定
法を主に下記の三項目につい
て学ぶ。
①Ｘ線撮影時の被曝線量
② CT 検査の被曝線量
③乳腺撮影時の被曝線量

X 線検査時に必要な医療被ば
くの重要性を理解する。

教科書

第 5回

吸吸収線量の測定法を
復習しておく。

電離箱以外の測定器（化学線
量計、カロリーメータ）によ
る吸収線量測定法を理解す
る。

電離箱による吸収線量測定法
との違いを整理しておく。

特になし

第 6回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

エネルギー計測①
γ線エネルギースペクトルの
測定方法、及び測定データの
解析を理解する。

γ線のエネルギー測定法と観
察されるスペクトルを整理し
ておく。

教科書　
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

エネルギー計測②
γ線、β線、α線の測定方法、
及び使用する測定器と測定
データの解析を理解する。

各放射線の線種の違いに応じ
たエネルギー測定法を整理し
て確認する。

教科書　

第 8回

演習
放射線計測学Ⅱの前半の講義
内容の確認と演習による復
習。

演 習 で 解 答 不 備 の 箇 所 を
チェックし復習する。

配布資料

第 9回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

放射能①
主にβ放射能の絶対測定の原
理と使用する測定器、その方
法を理解する。

主に幾何学的効率の違いによ
る放射能測定法を理解し整理
しておく。

教科書　

第 10回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

放射能②
放射能、α放射能測定の原理
と使用する測定器、その方法
を理解する。

γ線放出核種、α線放射線放
出核種の放射能測定に用いる
測定器と測定法を整理する。

教科書　

第 11回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

統計的処理
放射線計数測定の精度の指標
である統計処理における標準
偏差の求め方理解する。計算
演習を行う。

標準偏差など統計的変動に対
する計算問題に対処できるよ
う復習しておく。

・教科書
・演習問題プリント

第 12回
前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

統計的処理
演習解説

標準偏差など統計的変動に対
する計算問題に対処できるよ
うにする。

・教科書
・演習問題プリント

第 13回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

放射線管理
①環境モニタリング
放射線防護に用いる実効線
量・等価線量を作業環境にお
ける測定器とその測定方法を
理解する。

放射線の作業環境管理に必要
な測定項目と必要な測定器と
その使用方法をまとめる。

教科書

第 14回

前回の講義の内容の要
点をまとめておく。

放射線管理
②個人モニタリング
放射線防護に用いる実効線
量・等価線量を個人モニタリ
ングの方法と使用する測定器
を理解する。

放射線作業従事者の防護管理
に必要な測定項目と必要な測
定器とその測定器の特徴をま
とめる。

教科書

第 15回

試験に備えて疑問点や
質問事項を含めて講義
の内容の要点をまとめ
ておく。

演習
後半に学習した内容の要点を
演習により復習する。

期末試験にそなえて要点をま
とめておく。

配布資料
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 診療画像技術学序論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 山口　功 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
診療放射線技術に関する専門科目への導入として、診療放射線技師の教育制度や
職業の概略を知るとともに、医療における役割および義務についての理解を目指
す。また、本学に入学した目的を再確認し、目標を明確に定める補助をする。

授業内容

現在の診療放射線技師は高度な医療機器の性能を最大限に引き出す技術者と同時
に患者等の要求に応えられる豊かな人間性も要求される。本科目ではチーム医療
の中で診療放射線技師が果たす役割と責任の理解を促し、技術の質、安全の質、
接遇の質を確保する必要性について解説する。さらに、専門科目への導入に際し
て、診療画像検査技術に必要な基礎知識を概説する。

到達目標

・診療放射線技師という職業や職場の概略を理解している。
・診療放射線技師の役割と義務について概略を理解している。
・診療放射線技術に必要な放射線被ばくの管理、画像検査機器、画像検査技術の
概略を理解している。
・診療画像検査に必要な基礎知識（画像解剖の基礎）を理解している。

授業形態 基本的に講義形式で行う。

教科書、教材、参考書

教科書、教材（※授業出席時に必携）：自作資料
参考書：『診療放射線技師プロフェッショナルガイド』（東村享治 編 , 文光堂 , 　
　　　　2008）
　　　　『CT･MRI 解体新書−正常解剖−』（似鳥敏明 , リブロ ･ サイエンス , 　
　　　　2012）
　　　　『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会編 , 共立出版）

評価方法 定期試験を基本として、事前 ･ 事後学習レポート、出席等より総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を学習姿勢（事前・事後学習、出席、レポート等）：30%、
定期試験：70% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

「診療放射線技師職の
特徴」について調べて
おく。

「診療放射線技師とは①」
診療放射線技師という職業に
ついて概説する。

診療放射線技師職の特徴と重
要な点について整理し、ノー
トを作成する。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料

第 2回

「診療放射線技師に関
する法的な制度」につ
いて調べておく。

「診療放射線技師とは②」
診療放射線技師職に関する法
的な制度について概説する。

放射線技師法および関連制度
について整理し、ノートを作
成する。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料

第 3回

「診療放射線技師の教
育制度と卒後教育」に
ついて調べておく。

「診療放射線技師の教育制度」
①診療放射線技師養成の教育
制度について解説する。
②卒後教育および取得可能な
学位について概説する。

４年間の学習内容および必要
単位数を整理し、履修目標と
計画表を作成する。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料
・大阪物療大学 学生
便覧
・履修要項 2014

第 4回

配布プリント等を参照
して「X 線の基本特性」
について調べておく。

「X 線の基本特性と放射線防
護の基本」
① X 線の基本特性について解
説する。
②放射線防護の基本事項につ
いて概説する。

X 線の基本特性および放射線
防護について整理し、レポー
ト（A4 版用紙 2 枚程度）を
作成する。

・配布資料

第 5回

「一般撮影検査、マン
モグラフィ、血管造影
検査」について調べて
おく。

「診療放射線技師の仕事①」
一般撮影検査、マンモグラ
フィ、血管造影検査の概略を
解説する。

一般撮影検査、マンモグラ
フィおよび血管撮影検査につ
いて整理し、ノートを作成す
る。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料

≪専門科目≫
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専
門
科
目

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

「CT 検 査、MR 検 査 」
について調べておく。

「診療放射線技師の仕事②」
CT 検査、MR 検査の概略を
解説する。

CT 検査、MR 検査について
整理し、ノートを作成する。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料

第 7回

「核医学検査、放射線
治療および検査・治療
業務以外の仕事」につ
いて調べておく。

「診療放射線技師の仕事③」
①核医学検査、放射線治療の
概略を解説する。
②検査や治療業務以外の仕事
について概説する。
③医療現場以外で携わる業務
について概説する。

①放射線治療、核医学検査お
よび検査・治療業務以外の仕
事について整理しノートを作
成する。
② 一 般 撮 影、CT、MR、 核
医学検査の特徴を整理し、レ
ポート（A4 版用紙 3 枚程度）
を作成する。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料

第 8回

「大学病院、総合病院、
小規模病院・診療所で
の仕事」について調べ
ておく。

「診療放射線技師が働く職場
①」
大学病院、総合病院、小規模
病院・診療所での仕事につい
て概説し、それぞれの特徴に
ついて解説する。

大学病院、総合病院、小規模
病院・診療所での仕事につい
て整理し、ノートを作成する。

・参考書：『診療放
射線技師プロフェッ
ショナルガイド』
・配布資料

第 9回

配布プリント等を参照
して「X 線の投影理論」
について調べておく。

「X 線の投影理論、撮影基準、
撮影体位」
① X 線画像の特徴を概説し、
X 線の投影による画像形成に
ついて解説する。
②撮影技術に必要な撮影基
準、撮影体位について解説す
る。

X 線の投影による画像形成、
撮影基準、撮影体位について
整理し、レポート（A4 版用
紙 3 枚程度）を作成する。

・配布資料

第 10回

配 布 資 料 を 参 照 し て
「 全 身 の 骨 格 解 剖 の
シェーマ」をノートへ
写してくる。

「診療画像検査に必要な画像
解剖の基礎①」
①全身の骨格解剖について概
説する。
② CT・MRI 画像における画
像解剖を概説する。

全身の骨格解剖について配布
資料を利用して整理し、ノー
トを作成する。

・参考書：『CT･MRI
解体新書−正常解剖
−』
・配布資料

第 11回

配 布 資 料 を 参 照 し て
「心臓と全身の主な動
脈のシェーマ」をノー
トへ写してくる。

「診療画像検査に必要な解剖
の基礎②」
①血液の循環にかかわる臓
器・器官について概説する。
② CT・MRI 画像における画
像解剖を概説する。

血液の循環にかかわる臓器・
器官の解剖について配布資料
を利用して整理し、ノートを
作成する。

・参考書：『CT･MRI
解体新書−正常解剖
−』
・配布資料

第 12回

配 布 資 料 を 参 照 し て
「 中 枢 神 経 系 に 関 わ
る 主 な 臓 器・ 器 官 の
シェーマ」をノートへ
写してくる。

「診療画像検査に必要な解剖
の基礎③」
①中枢神経系に関わる臓器・
器官について概説する。
② CT・MRI 画像における画
像解剖を概説する。

中枢神経系に関わる臓器・器
官について配布資料を利用し
て整理し、ノートを作成する。

・参考書：『CT･MRI
解体新書−正常解剖
−』
・配布資料

第 13回

配 布 資 料 を 参 照 し て
「呼吸にかかわる主な
臓器・器官シェーマ」
を ノ ー ト へ 写 し て く
る。

「診療画像検査に必要な解剖
の基礎④」
①呼吸にかかわる臓器・器官
について概説する。
② CT・MRI 画像における画
像解剖を概説する。

呼吸にかかわる臓器・器官お
よび脳の解剖について配布資
料を利用して整理し、ノート
を作成する。

・参考書：『CT･MRI
解体新書−正常解剖
−』
・配布資料

第 14回

配 布 資 料 を 参 照 し て
「消化にかかわる主な
臓器・器官のシェーマ」
を ノ ー ト へ 写 し て く
る。

「診療画像検査に必要な解剖
の基礎⑤」
①消化にかかわる臓器・器官
について概説する。
② CT・MRI 画像における画
像解剖を概説する。

①消化にかかわる臓器・器官
の解剖について配布資料を利
用して整理し、ノートを作成
する。
②第 10 回から第 14 回で整理
したノートを提出する。（レ
ポートとして取り扱う。）

・参考書：『CT･MRI
解体新書−正常解剖
−』
・配布資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 15回

配 布 資 料 を 参 照 し て
「泌尿生殖器にかかわ
る 主 な 臓 器・ 器 官 の
シェーマ」をノートへ
写してくる。

「診療画像検査に必要な解剖
の基礎⑥」
①泌尿生殖器にかかわる臓
器・器官について概説する。
② CT・MRI 画像における画
像解剖を概説する。

泌尿生殖器にかかわる臓器・
器官の解剖について配布資料
を利用して整理し、ノートを
作成する。

・参考書：『CT･MRI
解体新書−正常解剖
−』
・配布資料
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 診療Ｘ線機器学Ⅰ
（Ｘ線発生装置）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 1 年

科目担当者 小縣　裕二 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
診療放射線技師として安全に X 線を制御し、放射線医学に貢献するためには、X
線発生装置に関する機器の知識を身につける必要がある。本講義では主に診断用
X 線装置の主要構成要素である X 線発生装置に関して、診療放射線技術に必要な
専門知識を身につけることを目的とする。

授業内容 X 線管、高電圧装置、制御装置からなる X 線発生装置および絞り、付加ろ過、自
動露出制御装置などの付属器具の構造、動作原理、特性について講義する。

到達目標
・X 線の発生に関する基本的な知識を習得している。
・X 線管、高電圧装置、制御装置などの構造および動作原理について学習している。
・X 線発生装置の特性について十分に理解している。

授業形態 基本的に講義形式でおこなう。

テキスト、教材、参考書
教科書：『新・医用放射線科学講座 診療画像機器学』（岡部哲夫編 , 編集医歯薬出版 , 
　　　　2008）
　　　  『新版　放射線機器学（I）』（青柳泰司他 , コロナ社 , 2004）
参考書：『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会編 , 共立出版 , 2013） 

評価方法 演習、レポート、期末試験、出席状況等により総合的に評価する。

評価基準 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線の発見」について、次
のキーワードを中心に理解す
る。
・陰極線
・放電管
・レントゲン博士

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 2回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線の発生」について、次
のキーワードを中心に理解す
る。
・原理
・制動放射
・連続 X 線
・特性 X 線

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 3回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線管」について、次のキー
ワードを中心に理解する。
・歴史
・構造
・真空度
・フィラメント
・特性

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 4回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線管焦点」について、次
のキーワードを中心に理解す
る。
・ターゲットの材質
・固定陽極と回転陽極
・ターゲットアングル
・実焦点と実効焦点
・焦点外 X 線

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「固有ろ過と付加ろ過および
絞り」について、次のキーワー
ドを中心に理解する。
・固有ろ過
・付加ろ過
・フィルタの役割
・可動絞り

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 6回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線高電圧装置①」について、
次のキーワードを中心に理解
する。
・直流電源と交流電源
・変圧器式
・単相 2 ピーク形
・三相 6 および 12 ピーク形

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 7回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線高電圧装置②」について、
次のキーワードを中心に理解
する。
・定電圧式
・コンデンサー式
・インバータ式

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 8回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「単相制御と三相制御」につい
て、次のキーワードを中心に
理解する。
・高電圧発生の原理
・脈動率
・特性

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 9回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「インバータ制御①」につい
て、次のキーワードを中心に
理解する。
・インバータ装置の分類
・インバータ装置の特徴
・基本原理

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 10回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「インバータ制御②」につい
て、次のキーワードを中心に
理解する。
・変圧器形
・共振形と非共振形

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 11回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「インバータ制御③」につい
て、次のキーワードを中心に
理解する。
・エネルギー蓄積形
・インバータ装置の特性

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 12回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「フォトタイマーとフィード
バック制御」について、次
のキーワードを中心に理解す
る。
・フィードバック制御の原理
・フォトタイマーの種類
・動作特性

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 13回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「許容負荷」について、次の
キーワードを中心に理解す
る。
・短時間負荷
・長時間負荷
・熱容量
・冷却曲線

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書



− 145 −

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 14回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「散乱 X 線除去用グリッド」
について、次のキーワードを
中心に理解する。
・散乱 X 線
・グリッドの構造
・グリッドの物理特性
・グリッドの性能試験

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・参考書

第 15回

授業内容のテーマおよ
び キ ー ワ ー ド に つ い
て、教科書・参考書な
ど で 下 調 べ を お こ な
う。

「X 線発生装置関連の JIS 規
格」について、次のキーワー
ドを中心に理解する。
・X 線管装置
・X 線高電圧装置
・X 線制御装置

講義内容について、ノート、
教科書・参考書などを活用し、
自分だけのオリジナルテキス
トを作成する。

・教科書
・『JIS ハンドブック
　放射線（能）』（日
本規格協会編 , 日本
規格協会）
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 X線撮影技術学Ⅰ
（基礎技術）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 小川　利政 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
診療放射線技師の基本業務である単純 X 線撮影に必要な X 線画像解剖、撮影技
術を習得することと併せて撮影画像の良否（診断に供する画像）を判断できる読
影能力を養成し、代表的な疾患の症例を理解する。

授業内容

検査対象部位の解剖学的構造と運動機能が理解でき、適切なポジショニングが行
えるようにする。また、患者の安心・安全を担保し、かつ負担が少なく、診断能
の高い画像を医師に提供するために、適切で効率の良い検査の流れを理解できる
ように講義を行う。この授業は国家試験科目のエックス線撮影技術学と、この科
目の授業分野に関連する基礎医学大要の出題範囲を網羅するようにしている。

到達目標
・検査対象部位における体位とポジショニングが理解できる。
・検査対象部位の二次元画像から三次元の立体解剖が構築できる。
・検査対象部位における診断能を基準とする画像の良否が判断できる。

授業形態
教科書と配布プリントを使用しての講義を中心として、二次元画像から三次元の
立体解剖を理解するためにファントムを使用しての講義を行う。併せてパワーポ
イントにより代表的な疾患の臨床画像を供覧する。毎回演習問題の課題を出して
提出させ、重要事項を理解させる。

教科書、教材、参考書
教科書 ：『X 線撮影技術学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 2009）
参考書 ： 『画像解剖に基づく単純 X 線写真の撮影法と読影のポイント』（黒木一典・
　　　　古川博明 , シービーアール , 2009）
　　　　 『クラーク　X 線撮影技術学』（ホワイトリー他編著 , 西村書店 , 2009）

評価方法 出席状況、授業参加姿勢（私語厳禁）、事前学習の取組状況、演習問題課題の提
出状況、期末試験にて評価する。 

評価基準 100 点満点を授業参加姿勢（出席、授業態度等）：20%、演習問題課題提出：20%、
期末試験：60% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
単純 X 線撮影に必要な
関連機材と補助具につ
いて調べる。

単純 X 線撮影に必要な機器、
関連機材、補助具

授業学習事項の復習 配布資料

第 2回 骨・関節の基本構造と
機能について調べる。

骨・関節の基本構造と機能 授業学習事項の復習 配布資料

第 3回
X 線 撮 影 に 必 要 な 体
位、方向、基準線につ
いて調べる。

X 線撮影に必要な体位、方向、
基準線

授業学習事項の復習 ・配布資料
・参考書

第 4回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

手・指骨、足・趾骨の X 線解剖、
撮影法とその X 線画像、画像
評価法、代表的疾患とその臨
床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 5回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

上肢（手・指骨を除く）の X
線解剖、撮影法とその X 線画
像、画像評価法、代表的疾患
とその臨床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 6回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

下肢（足・趾骨を除く）の X
線解剖、撮影法とその X 線画
像、画像評価法、代表的疾患
とその臨床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

頭頸部の X 線解剖、撮影法と
その X 線画像、画像評価法、
代表的疾患とその臨床 X 線画
像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 8回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

顔面（眼窩、副鼻腔）、側頭骨
（聴器）、歯の X 線解剖、撮影
法とその X 線画像、画像評価
法、代表的疾患とその臨床 X
線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 9回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

脊椎撮影Ⅰ　頚椎、胸椎の X
線解剖、撮影法とその X 線画
像、画像評価法、代表的疾患
とその臨床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 10回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

脊椎撮影Ⅱ　腰椎、仙椎、尾
骨、全脊椎の X 線解剖、撮影
法とその X 線画像、画像評価
法、代表的疾患とその臨床 X
線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 11回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

胸部の X 線解剖、撮影法とそ
の X 線画像、画像評価法、代
表的疾患とその臨床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 12回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

胸骨、肋骨、乳房の X 線解剖、
撮影法とその X 線画像、画像
評価法、代表的疾患とその臨
床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 13回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

腹部の X 線解剖、撮影法とそ
の X 線画像、画像評価法、代
表的疾患とその臨床 X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 14回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

骨盤、股関節の X 線解剖、撮
影法とその X 線画像、画像評
価法、代表的疾患とその臨床
X 線画像

授業学習事項の復習 ・教科書
・配布資料
・参考書

第 15回 病室、救急撮影につい
て調べる。

病室、救急撮影、その他 授業学習事項の復習 ・配布資料
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 Ｘ線ＣＴ技術学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 山口　功 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 X 線 CT の原理、再構成技術、撮影技術および日常臨床における X 線 CT の役割
を理解し、臨床的に有効に使用する技術と知識の習得を目指す。

授業内容

X 線 CT が臨床に利用されるようになり 30 年以上経過し、現代の医療現場では
利用頻度が高く、必要不可欠なものとなった。本科目では、X 線 CT の原理、装
置の構成、再構成技術、性能評価、線量評価などを概説する。そして、臨床的に
有効に使用する技術と知識を習得するため基礎的事項を考慮した撮影のポイント
を解説する。

到達目標

① X 線 CT の原理、装置の構成、再構成技術、性能評価、線量評価について理解
している。
②臨床における X 線 CT の役割を理解し、基本的な撮影技術について習得してい
る。
③人体の各領域（部位）における検査のポイントと撮影技術について理解してい
る。

授業形態 基本的に講義形式で行う。

教科書、教材、参考書

教科書（※授業出席時に必携）：
　　　　『CT 撮影技術学　改訂 2 版』（山口功 他編 , オーム社 , 2011）
　　　　『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会編 , 共立出版）
参考書：『CT･MRI 解体新書−正常解剖−』（似鳥敏明 , リブロ･サイエンス , 2012）
　　　　『CT 画像解剖・3DCT 画像解析ハンドブック』（宮下宗治他編 , オーム社 , 
　　　　2012）

評価方法 定期試験を基本として、事前 ･ 事後学習レポート、出席等より総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を学習姿勢（事前・事後学習、出席、レポート等）：20%、
定期試験：80% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

テキスト第 1 章、参考
書をもとに X 線 CT 撮
影 に つ い て 調 べ て く
る。

「X 線 CT 撮影の概略」
X 線 CT 撮影と一般 X 線撮影
の比較および X 線 CT 装置の
変遷について解説する。
・Radon の画像再構成則
・世代分類
・スリップリング方式

「X 線 CT 撮影と一般 X 線撮
影の違い、X 線 CT の世代分
類」についてノートを整理し
て理解する。

教科書

第 2回

テキスト第 1 章をもと
に、CT 装置の構成と
各システムの役割につ
いて調べてくる。

「CT 装置の構成」
X 線発生機構および X 線検出
機構について解説する。
・高電圧発生装置
・X 線管
・X 線検出器
・データ収集システム

「X 線 CT 装置の構成と役割
および必要な性能」について
ノートを整理して理解する。

教科書

第 3回

テキスト第 2 章をもと
に、線減弱係数および
CT 値について調べて
くる。

「画像再構成①」
CT 値、投影データおよび投
影切断面定理について解説す
る。
・線減弱係数と CT 値
・投影データ
・投影切断面定理

「線減弱係数と CT 値の関係、
投影データの成り立ち、投影
切断面定理」についてノート
を整理して理解する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

テキスト第 2 章をもと
に、CT で用いられる
画像再構成法について
調べてくる。

「画像再構成②」
CT の画像再構成法である解
析的手法と逐次近似法につい
て解説する。
・フィルタ補正逆投影法
・再構成フィルタ関数
・逐次近似法を応用した再構
成

「CT で多用されるフィルタ補
正逆投影法」についてノート
を整理して理解する。

教科書

第 5回

テキスト第 2 章をもと
に、CT のウィンドウ
機能について調べてく
る。

「画像再構成③と画像表示」
X 線の諸現象による CT 画像
への影響、ウィンドウ機能に
よる画像表示、CT 特有なアー
チファクトについて解説す
る。
・線質硬化現象
・部分体積効果
・ウィンドウ幅とウィンドウ
レベル
・アーチファクト

「X 線の諸現象による CT 画
像への影響、ウィンドウ機能
による画像表示、CT 特有な
アーチファクト」について
ノートを整理して理解する。

教科書

第 6回

テキスト第 3 章をもと
に、ヘリカル CT の画
像再構成について調べ
てくる。

「ヘリカル CT」
ヘリカル CT の原理、補間再
構成法、画像特性について解
説する。
・Scan diagram
・360 度補間と 180 度対向補間
・ピッチファクタ
・アーチファクト

「ヘリカル CT の原理、補間
再構成法、画像特性」につい
てノートを整理して理解す
る。

教科書

第 7回

テキスト第 4 章をもと
に、 マ ル チ ス ラ イ ス
CT の特徴について調
べてくる。

「マルチスライス CT」
マルチスライス CT の機構、
特徴、画像再構成法、画像特
性について解説する。
・多列 X 線検出器
・補間再構成法
・コーン角
・オーバービーミング
・オーバーレンジング
・アーチファクト

「マルチスライス CT の機構、
特徴、画像再構成法、画像特
性」についてノートを整理し
て理解する。

教科書

第 8回

テキスト第 5 章をもと
に、画質評価の項目と
目的について調べてく
る。

「CT の性能評価」
性能（画質）評価の各項目の
目的、評価方法、影響因子お
よび臨床的意義について解説
する。
・JIS 規格
・空間分解能
・高コントラスト分解能
・MTF
・ノイズ特性
・低コントラスト検出能
・NPS

「性能評価の各項目について
目的、評価方法および影響因
子」についてノートを整理し
て理解する。

教科書

第 9回

テキスト第 6 章をもと
に、線量評価の項目と
測定法について調べて
くる。

「CT における線量評価」
線量評価の各項目の基本的な
測定法および臨床的意義につ
いて解説する。
・線量プロファイル
・CTDI、CTDIw、CTDIvol
・被ばく低減技術

「線量評価の各項目（CTDI、
CTDIw、CTDIvol）の基本的
な測定法」についてノートを
整理して理解する。。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回

テキスト第 7 章をもと
に、CT 画 像 の 3 次 元
画像処理の種類と画像
について調べてくる。
テキスト第 8 章をもと
に、CT 用造影剤の特
徴と造影検査の目的に
ついて調べてくる。

「CT の画像処理」
CT 画像フィルタリング処理、
3 次元画像処理について基礎
と臨床応用を解説する。
・フィルタリング
・ボリュームデータ
・SSD、VR、VE
・MPR、CPR、MIP

「造影検査」
造影剤の使用目的、性質、副
作用および臨床的意義につい
て解説する。
・水溶性ヨード造影剤
・副作用
・時間濃度曲線（TDC）

「CT 画像フィルタリングおよ
び 3 次元画像処理方法」につ
いてノートを整理して理解す
る。

「造影剤の使用目的、性質、
副作用および TDC の変化因
子」についてノートを整理し
て理解する。

・教科書
・参考書

第 11回

テキスト第 5 章および
第 9 章 9・1 をもとに、
撮影パラメータによる
画質への影響について
調べてくる。

「撮影パラメータと画像表示」
撮影パラメータによる画質変
化、臨床的意義および画像表
示条件について解説する。
・管電圧
・管電流時間積
・スライス厚
・ピッチファクタ
・再構成フィルタ関数
・FOV
・WW、WL

「撮影パラメータと画質の関
係 お よ び 目 的 臓 器 と WW、
WL」についてノートを整理
して理解する。

教科書

第 12回

テキスト付録 1、参考
書をもとに、頭部・頸
部 CT で撮影される各
部位の解剖を整理して
おく。

「撮影技術（頭部、頭頸部）」
頭部、頭頸部、頸部の撮影パ
ラメータとポイントおよび画
像表示条件について解説す
る。

「頭部、頭頸部、頸部の解剖、
撮影パラメータとポイントお
よび画像表示条件」について
ノートを整理して理解する。

・教科書
・参考書

第 13回

テキスト付録 1、参考
書をもとに、胸部 CT
で撮影される各部位の
解剖を整理しておく。

「撮影技術（胸部）」
胸部の撮影パラメータとポイ
ントおよび画像表示条件につ
いて解説する。

「胸部の解剖、撮影パラメー
タとポイントおよび画像表示
条件」についてノートを整理
して理解する。

・教科書
・参考書

第 14回

テキスト付録 1、参考
書をもとに、腹部 CT
で撮影される各部位の
解剖を整理しておく。

「撮影技術（腹部）」
腹部の撮影パラメータとポイ
ントおよび画像表示条件につ
いて解説する。

「腹部の解剖、撮影パラメー
タとポイントおよび画像表示
条件」についてノートを整理
して理解する。

・教科書
・参考書

第 15回

テキスト付録 1，参考
テキスト付録 1、参考
書をもとに、心臓、大
血管 CT で撮影される
各部位の解剖を整理し
ておく。
テキスト付録 1、参考
書をもとに、椎体、四
肢 CT で撮影される各
部位の解剖を整理して
おく。

「撮影技術（心臓、大血管）」
心臓、大血管の撮影パラメー
タとポイントおよび画像表示
条件について解説する。

「撮影技術（椎体、四肢）」
椎体、四肢の撮影パラメータ
とポイントおよび画像表示条
件について解説する。

「心臓、大血管の解剖、撮影
パラメータとポイントおよび
画像表示条件」についてノー
トを整理して理解する。

「椎体、四肢の解剖、撮影パ
ラメータとポイントおよび画
像表示条件」についてノート
を整理して理解する。

・教科書
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 診療画像技術学実習Ⅰ
（基本技術）

単 位 数 1 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 小縣　裕二・山田　淳子
・武下　正憲・西浦　素子

授 業 形 態 実　習 期 別 後　期

授業目的
実習を通して「機器の技術」、「撮影・撮像の技術」及び「画像評価の技術」など
診療画像技術学について体系的に理解を深めるとともに、理論を実践に応用する
ことができる能力を身につけることを目的とする。

授業内容
学内の機器を用いて、画像検査装置および関連機器の性能評価・保守点検・安全
事項に関する実習、人体ファントム等による撮影・撮像実習など診療画像技術学
に関する実習をおこない、実習内容および結果を指定された形式のレポートにま
とめて報告する。

到達目標
・画像検査装置に関する基礎的知識の確認および装置の保守管理技術の習得
・人体ファントムを用いた基本的な撮影・撮像技術の習得
・画像評価に関する知識・技術の習得

授業形態 実習形式でおこなう。

教科書、教材、参考書

配付資料：診療画像技術学実習Ⅰ
教科書：『診療放射線技術（上巻）』（小塚事務所・稲邑清也監修 , 南江堂 , 2012）
参考書：『新・医用放射線技術実験　臨床編』（田中仁他編 , 共立出版 , 2010）
　　　　『X 線撮影技術学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 2009）
　　　　『CT 撮影技術学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 2011）

受講要件 臨床実習に準拠する「身だしなみ」の遵守

評価方法 実習態度（出席、参加姿勢）、提出されたレポートにより総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を実習態度：20%、レポート：80% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回 　 実習のガイダンス
レポートの書き方

　 特になし　

第 2回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習① 
X 線機器工学実習
テスターとオシロスコープ

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

第 3回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習②
乳房撮影実習（1）
標準撮影法・画像評価

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

第 4回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習③ 
一般撮影実習（1）
上・下肢の撮影

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『X 線撮影技術学』
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

第 5回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習④
X 線 CT 実習 (1)
1）CT 値について
2）雑音の測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

『CT 撮影技術学』

第 6回
指 定 さ れ た 形 式 の レ
ポートを期日までに提
出する。

レポート指導 提出したレポートについて指
導を受け、内容を修正して期
日までに再提出する。

特になし
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑤
X 線 TV 実習
イメージインテンシファイア

（I.I.） と 平 面 検 出 器（FPD）
の性能比較

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

第 8回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑥
乳房撮影実習（2）
精度管理（管電圧・半価層・
平均乳腺線量の測定）読影の
基本

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

第 9回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑦
一般撮影実習（2）
脊柱の撮影

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『X 線撮影技術学』
『新・医用放射線技
術実験　臨床編』

第 10回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑧
X 線 CT 実習（2）
1）CNR の測定
2）空間分解能について

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験臨床編』

『CT 撮影技術学』

第 11回
指 定 さ れ た 形 式 の レ
ポートを期日までに提
出する。

レポート指導 提出したレポートについて指
導を受け、内容を修正して期
日までに再提出する。

特になし

第 12回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑨
放射線計測学実習
GM 計数管の特性と漏えい線
量測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：
『新・医用放射線技
術実験臨床編』

第 13回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑩
一般撮影実習 (3)
頭部の撮影

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書
・参考書：
『X 線撮影技術学』
『新・医用放射線技
術実験臨床編』

第 14回
指 定 さ れ た 形 式 の レ
ポートを期日までに提
出する。

レポート指導 提出したレポートについて指
導を受け、内容を修正して期
日までに再提出する。

特になし

第 15回
指 定 さ れ た 形 式 の レ
ポートを期日までに提
出する。

レポート指導 提出したレポートについて指
導を受け、内容を修正して期
日までに再提出する。

特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 診療画像技術学実習Ⅱ
（応用技術）

単 位 数 1 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 小縣裕二・山田淳子・武下正憲
・西浦素子・岩崎光博

授 業 形 態 実　習 期 別 前　期

授業目的
「診療画像技術学実習Ⅰ」に引きつづいて、「機器の技術」、「撮影・撮像の技術」
及び「画像評価の技術」など診療画像技術学について体系的に理解を深めるとと
もに、理論を実践に応用することができるように診療技能を身につけ、臨床実習
へ繋げることを目的とする。

授業内容
学内の機器を用いて、画像検査装置および関連機器の性能評価・保守点検・安全
事項に関する実習、人体ファントム等による撮影・撮像実習など診療画像技術学
に関する実習、模擬患者等を導入した診療技能に関する実習をおこない、実習内
容および結果を指定された形式のレポートにまとめて報告する。

到達目標
・画像検査装置に関する基礎的知識の確認および装置の保守管理技術の習得
・人体ファントムを用いた基本的な撮影・撮像技術の習得
・模擬患者等の導入による診療技能の習得
・画像評価に関する知識・技術の習得

授業形態 実習形式でおこなう。

教科書、教材、参考書

配付資料：診療画像技術学実習Ⅱ
教科書：『臨床実践ハンドブック』( 菊池雄三 , 文光堂 , 2005)
　　　　『診療放射線技術 上巻』( 小塚隆弘・稲邑清也監修 , 南江堂 , 2012)
　　　　『診療放射線技術 下巻』( 小塚隆弘・稲邑清也監修 , 南江堂 , 2012)
　　　　『核医学』( 福士政広編集 , メジカルビュー社 , 2010)
　　　　『画像診断機器ガイド』( 中澤靖夫編集 , メジカルビュー社 , 2009)
参考書：『消化管臨床実習マニュアル』( 医療科学社 , 1999)
　　　　『放射線技術学スキル UP シリーズ 標準 MRI の評価と解析』( 日本放射
　　　　線技術学会監修 , オーム社 , 2012)
　　　　『CT 撮影技術学』( 日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 2011)
　　　　『診療放射線業務の医療安全テキスト』( 天内廣 , 文光堂 , 2009)

受講要件 臨床実習に準拠する「身だしなみ」の遵守

評価方法 実習態度（出席、参加姿勢）、提出されたレポートにより総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を実習態度：20%、レポート：80% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習①
X 線機器工学実習
いろいろな回路の特性測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料

第 2回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習②
X 線 TV 実習 (1)
消化管造影検査（上部）

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：『消化管
臨床実習マニュア
ル』

第 3回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習③
MRI 実習 (1)
画像の特性

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：『放射線
技術学スキル UP シ
リーズ 標準 MRI の
評価と解析』

第 4回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習④
X 線 CT 実習 (1)
空間分解能の測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『診療放
射線技術 上巻』
・参考書：『CT 撮影
技術学』
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑤
X 線撮影技術学実習
撮影条件と X 線画像の画質評
価

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『臨床実
践ハンドブック』『診
療放射線技術 上巻』

『画像診断機器ガイ
ド』

第 6回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑥
X 線 TV 実習 (2)
消化管造影検査（上部・下部）

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：『消化管
臨床実習マニュア
ル』

第 7回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑦
MRI 実習 (2)
画像の評価

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・参考書：『放射線
技術学スキル UP シ
リーズ 標準 MRI の
評価と解析』

第 8回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑧
X 線 CT 実習 (2)
線量測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『診療放
射線技術 上巻』
・参考書：『CT 撮影
技術学』

第 9回
実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑨
放射線計測実習
X 線スペクトルの測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

配付資料

第 10回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑩
診療技能評価 (1) 
消化管検査受診者に対する診
療技能の評価

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『臨床実
践ハンドブック』
・参考書：『診療放
射線業務の医療安全
テキスト』

第 11回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑪
診療技能評価 (2)
MRI 検査受診者に対する診療
技能の評価

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『臨床実
践ハンドブック』
・参考書：『診療放
射線業務の医療安全
テキスト』

第 12回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑫
眼底カメラ検査実習
無散瞳眼底撮影

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『診療放
射線技術 上巻』『画
像診断機器ガイド』

第 13回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑬
超音波検査の基本設定・走査・
画像評価

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：
『診療放射線技術 上
巻』

『画像診断機器ガイ
ド』

第 14回

実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑭
放射線治療技術学実習
深部量百分率 (PDD) 及び組織
最大線量比 (TMR) の測定

実習内容および結果を、指定
された形式のレポートにまと
め期日までに提出する。

・配付資料
・教科書：『診療放
射線技術 下巻』

第 15回
実習テーマについて、
配付資料・参考書など
で下調べをおこなう。

実習⑮
核医学技術学実習
核医学画像の画像処理

提出したレポートについて指
導を受け、内容を修正して期
日までに再提出する。

・配付資料
・教科書：『核医学』
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 画像診断機器学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 坂本　豪信 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

磁気共鳴画像診断装置（MRI 装置）の技術革新は著しく、現在の画像診断分野で
は X 線 CT 装置と双璧をなす重要な役割を担っている。また、超音波診断装置は
人体臓器の形態・機能情報を非侵襲的に、簡便な方法でかつリアルタイムに診断
できる点で、現在の画像診断には欠かせない検査機器である。一方で眼底撮影装
置を安全に取り扱うことも診療放射線技師の業務の一環である。本講義では、診
療放射線技師として上述の装置を使いこなすために必要となる装置の原理、構造、
品質管理および安全管理について知ることを主な目的とする。

授業内容
磁気共鳴画像診断装置（MRI 装置）、超音波診断装置、眼底撮影装置を理解、把
握するために、それぞれの装置の原理、構造、品質管理並びに安全管理に必要な
事項を解説する。

到達目標

・MRI の基礎である NMR の原理を理解している。
・MRI のデータ収集法・イメージング法を理解している。
・超音波診断装置の原理・データ収集法を理解している。
・眼底撮影装置の原理・データ収集法を理解している。
・MRI、超音波診断装置、眼底撮影装置の品質管理・安全管理の概要を理解して
いる。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、理解を深めるために適宜講義内容をまとめ
たレポートを提出してもらう。

教科書、教材、参考書
教科書：『MR・超音波・眼底』（新津守監修・磯部智範編 , 金原出版 , 2012）
参考書：『新医用放射線科学講座　診療画像機器学』（岡部哲夫・小倉敏裕編 , 医
　　　　歯薬出版株式会社 , 2008）

評価方法 MRI、超音波診断装置、眼底撮影装置に関する基本的な知識の習得について、参
加授業・事前学習・事後学習・レポート・期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を参加授業・提出物：30%、期末試験：70% に配分し、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

ガイダンス
眼の構造と眼底撮影装置に必
要な光学・眼底撮影装置の構
造・撮影原理を解説する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 2回

教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。眼底撮影
装置の特徴を A4 用紙
1 枚にまとめる。

眼底撮影装置の構造・撮影原
理・品質管理・安全管理を解
説する。
眼底撮影装置の特徴をまとめ
た レ ポ ー ト（A4 用 紙 1 枚 ）
を提出する。

講義内容を整理・復習する。 教科書

第 3回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波診断装置の基礎である
超音波の物理特性を解説す
る。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 4回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波診断装置の機器構成・
ドプラー効果並びに関係する
数学と物理を解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 5回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波診断装置のデータ収集
法・画像再構成法等を解説す
る。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波診断装置のシステム構
成・各機器の機能と性能を解
説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 7回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

超音波診断装置の品質管理と
安全管理を理解する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 8回

超音波診断装置のデー
タ収集法と特徴を A4
用紙 1 枚にまとめてレ
ポートする。教科書の
該当箇所を読んで、講
義の内容を把握してお
く。

MRI の基礎である NMR の共
鳴吸収・核種と共鳴周波数・
歳差運動・緩和現象等を解説
する。
超音波診断装置のデータ収集
法と特徴をまとめたレポート

（A4 用紙 1 枚）を提出する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 9回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の原理である信号収集法
を解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 10回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI のイメージング法の種類
と歴史について解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 11回

MRI のイメージング法
と特徴を A4 用紙 1 枚
にまとめてレポートす
る。教科書の該当箇所
を読んで、講義の内容
を把握しておく。

MRI の 基 礎 で あ る NMR に
関係する物理と数学を解説す
る。
MRI のイメージング法と特徴
をまとめたレポート（A4 用
紙 1 枚）を提出する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 12回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI のデータ収集法並びに画
像再構成法を解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 13回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

機能 MRI の項目と信号収集法
を解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 14回
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI のアーチファクトを解説
する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書

第 15回

MRI の各種画像と対応
する信号収集法を A4
用紙 1 枚にまとめてレ
ポートする。
教科書の該当箇所を読
んで、講義の内容を把
握しておく。

MRI の各種画像と対応する信
号収集法をまとめたレポート

（A4 用紙 1 枚）を提出する。
MRI の品質管理と安全管理を
解説する。

講義内容を整理・復習する。 ・教科書
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 画像検査技術学Ⅰ
（MR検査）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 山口　功 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 MRI の撮像原理、MRI 装置の構成、安全管理および日常臨床における MRI 検査
の役割を理解し、臨床的に有効に使用する技術と知識の習得を目指す。

授業内容

MRI の臨床利用が始まって 30 年足らずと歴史は浅いものの、現代の医療現場で
は使用頻度が高く、必要不可欠なものとなった。本科目では、MRI の撮像原理、
MRI 装置の構成および安全管理について概説する。そして、臨床的に有効に使用
するための撮像技術を習得するために実際の MRI 画像を提示しながら撮像のポ
イントを解説する。

到達目標

①臨床に必要な MRI の撮像原理について理解している。
②臨床における MRI 検査の役割を理解し、安全管理の必要性および基本的な撮
像技術について習得している。
③人体の各領域（部位）における検査のポイント、対象疾患と撮像技術について
理解している。

授業形態 基本的に講義形式で行う。

教科書、教材、参考書

教科書（※授業出席時に必携）：
　　　『診療画像検査法 MR の実践−基礎から読影まで−』（金森勇雄他編 , 医療
　　　科学社 , 2011）
　　　『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会 編 , 共立出版 , 2007）
参考書：『CT･MRI 解体新書−正常解剖−』（似鳥敏明,リブロ･サイエンス , 2012）

評価方法 定期試験を基本として、事前 ･ 事後学習レポート、出席等より総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を学習姿勢（事前・事後学習、出席、レポート等）：20%、
定期試験：80% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

履修した医用物理学、
画像診断機器学および
テキスト基礎編第 1 章
を参照して「MRI の撮
像原理」について調べ
てくる。

MRI の撮像原理①」
MR 装置で発生する歳差運動
から FID 信号発生までの過程
を解説する。
・歳差運動
・RF パルス
・共鳴現象
・励起
・緩和
・自由誘導減衰

「MR 装置で発生する歳差運
動から FID 信号発生までの過
程」についてノートを整理し
て理解する。

・教科書
・自作資料

第 2回

履修した医用物理学、
画像診断機器学および
テキスト基礎編第 1 章
を参照して「MRI の撮
像原理」について調べ
てくる。

「MRI の撮像原理②」
傾斜磁場による空間エンコー
ドの方法について解説する。
・傾斜磁場
・スライス選択
・位相エンコード
・周波数エンコード

「傾斜磁場の働きおよび傾斜
磁場による各軸のエンコード
方法」についてノートを整理
して理解する。

・教科書
・自作資料

第 3回

履修した医用物理学、
およびテキスト基礎編
第 2 章を参照して「撮
像パラメータとコント
ラスト」について調べ
てくる。

「撮像パラメータとコントラスト」
T1、T2、プロトン密度の情報
を得るための撮像パラメータ
について解説する。
・TR (repetition time)
・TE (echo time)
・T1 強調画像（T1WI）
・T2 強調画像（T2WI）
・ プ ロ ト ン 密 度 強 調 画 像
（PDWI）

「TR、TE と T1WI、T2WI、
PDWI の関係より生じる基本
的なコントラスト」について
ノートを整理して理解する。

・教科書
・自作資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

テキスト基礎編第 3 章
を参照して「基本的な
パルスシーケンス（SE
法、FSE 法）」につい
て調べてくる。

「パルスシーケンス①」
MR 信号を発生させるための
基本的なパルスシーケンスに
ついて解説する。
・パルスシーケンス図
・SE 法
・FSE 法

「パルスシーケンス図の読み
方および各パルスシーケンス
の特徴」についてノートを整
理して理解する。

・教科書
・自作資料

第 5回

テキスト基礎編第 3 章
を 参 照 し て「IR 法、
GRE 法、EPI 法 」、 第
7 章を参照して「パラ
レルイメージング法」
について調べてくる。

「パルスシーケンス②」
MR 信号を発生させるための
基本的なパルスシーケンスに
ついて解説する。
・IR 法
・GRE 法
・EPI 法
・パラレルイメージング法

「各パルスシーケンスの特徴」
についてノートを整理して理
解する。

・教科書
・自作資料

第 6回

テ キ ス ト 基 礎 編 第 4
章 を 参 照 し て「MR 
angiography」、 第 6 章
を参照して「組織抑制
法 」、 お よ び 第 8 章・
第 9 章を参照して「特
殊撮像法」について調
べてくる。

「MR angiography、組織抑制
法」
・time of flight
・phase contrast
・脂肪抑制
・水抑制
・水強調
・磁化率強調画像
・fMRI
・拡散テンソル画像
・MR ス ペ ク ト ロ ス コ ピ ー
（MRS）

「各 MRA 撮像法、脂肪抑制、
水抑制、水強調の原理および
特殊撮像法」についてノート
を整理して理解する。

・教科書
・自作資料

第 7回

テキスト基礎編第 5 章
を参照して「MRI で発
生するアーチファクト
の概略」について調べ
てくる。

「アーチファクトと対策」
MR 画 像 に 発 生 す る ア ー チ
ファクトの特徴と発生機序お
よびその対策について解説す
る。
・アーチファクト
・対策

「アーチファクトの特徴と発
生機序および対策」について
ノートを整理して理解する。

・教科書
・自作資料

第 8回

テキスト基礎編第 11
章を参照して「MRI の
画質評価項目と評価方
法」について調べてく
る。

「MRI の画質評価」
JIS における日常点検項目の
概略と評価法について概説
し、撮像パラメータによる画
質の変化について解説する。
・コントラスト
・SNR
・空間分解能

「各画質評価の評価法および
撮像パラメータと画質の関
係」についてノートを整理し
て理解する。

・教科書
・自作資料

第 9回

テキスト基礎編第 13
章を参照して「MR の
安全管理」、第 14 章を
参照して「MR 用造影
剤の概略」について調
べてくる。

「MR 用造影剤と特徴および
MR 検査の安全管理、検査の
注意」
診療用 MR 装置が人体に与え
る主な作用および MRI 検査時
にチェックしなければならな
い事項について解説する。
MR 検査に使用される造影剤
によるコントラスト増強効果
の基礎と特性および安全性に
ついて解説する。
・MR装置が人体に及ぼす作用
・安全チェック項目
・T1・T2

 短縮効果
・細胞外液性造影剤
・組織特異性造影剤

「MR 装置が人体に及ぼす作
用およびそれに伴う臨床上の
チェック項目」についてノー
トを整理して理解する。
また、「MR 検査に使用され
る造影剤によるコントラスト
増強効果と特性および安全
性」についてノートを整理し
て理解する。

・教科書
・自作資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回

テキスト臨床編第 1 章、
第 2 章を参照して「脳・
頭頸部 MRI で撮像さ
れ た 各 部 位 の 正 常 解
剖」について整理して
くる。

「撮像技術　脳・頭頸部」
脳・頭頸部領域の検査方法、
撮像のポイント、画像解剖お
よびアーチファクトとその対
策について解説する。

「脳・頭頸部領域の検査方法、
撮像のポイント、画像解剖お
よびアーチファクトとその対
策」についてノートを整理し
て理解する。

・教科書
・自作資料
・参考書

第 11回

テキスト臨床編第 3 章、
第 4 章を参照して「胸
部領域（乳房・心臓等）
MRI で撮像された各部
位の正常解剖」につい
て整理してくる。

「撮像技術　胸部領域（乳房・
心臓等）」
胸部領域（乳房・心臓等）の
検査方法、撮像のポイント、
画像解剖およびアーチファク
トとその対策について解説す
る。

「胸部領域（縦隔・乳房・心臓）
の検査方法、撮像のポイント、
画像解剖およびアーチファク
トとその対策」についてノー
トを整理して理解する。

・教科書
・自作資料
・参考書

第 12回

テキスト臨床編第 5 章
～第 9 章を参照して「上
腹部 MRI で撮像され
た各部位の正常解剖」
に つ い て 整 理 し て く
る。

「撮像技術　上腹部」
上腹部の検査方法、撮像のポ
イント、画像解剖およびアー
チファクトとその対策につい
て解説する。

「上腹部の検査方法、撮像の
ポイント、画像解剖および
アーチファクトとその対策」
についてノートを整理して理
解する。

・教科書
・自作資料
・参考書

第 13回

テキスト臨床編第 10
章～第 12 章を参照し
て「骨盤部（男性、女性）
MRI で撮像された各部
位の正常解剖」につい
て整理してくる。

「撮像技術　骨盤部」
骨盤部（男性、女性）の検査
方法、撮像のポイント、画像
解剖およびアーチファクトと
その対策について解説する。

「骨盤部（男性、女性）の検
査方法、撮像のポイント、画
像解剖およびアーチファクト
とその対策」についてノート
を整理して理解する。

・教科書
・自作資料
・参考書

第 14回

テキスト臨床編第 13
章を参照して「脊椎 ･
脊髄 MRI で撮像され
た各部位の正常解剖」
に つ い て 整 理 し て く
る。

「撮像技術　脊椎・脊髄」
脊椎・脊髄の検査方法、撮像
のポイント、画像解剖および
アーチファクトとその対策に
ついて解説する。

「脊椎・脊髄の検査方法、撮
像のポイント、画像解剖およ
びアーチファクトとその対
策」についてノートを整理し
て理解する。

・教科書
・自作資料
・参考書

第 15回

テキスト臨床編第 14
章、第 15 章を参照し
て「運動器、血管 MRI
で撮像された各部位の
正常解剖」について整
理してくる。

「撮像技術　運動器、血管」
運動器、血管の検査方法、撮
像のポイント、画像解剖およ
びアーチファクトとその対策
について解説する。

運動器、血管の検査方法、撮
像のポイント、画像解剖およ
びアーチファクトとその対
策」についてノートを整理し
て理解する

・教科書
・自作資料
・参考書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 診療Ｘ線機器学Ⅱ
（Ｘ線システム）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 畑川　政勝 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
診断用 X 線機器装置に関する知識を身に付け、安全に使用するために、これらの
機器に関する具体的な構造や仕組み、動作原理を理解し、臨床現場で役立たせる
ことを目的とする。

授業内容

X 線機械装置（X 線透視撮影台、X 線撮影台、保持装置）、X 線映像装置（X 線
イメージインテンシファイア、X 線テレビジョン装置など）、X 線画像処理装置

（ディジタル撮影装置、ディジタル透視装置など）、関連機器（フィルムカセッテ、
散乱 X 線除去グリッドなど）、X 線増感紙、診断用 X 線システムおよび診断用 X
線システムの管理について講義する。

到達目標

・X 線機械装置の理解している。
・X 線映像、画像の成り立ちを理解している。
・ディジタル X 線撮影装置の原理と構造を理解している。
・散乱線除去グリッドや周辺機器の原理と構造を理解している。
・臨床で使われる X 線機器の知識を習得している。

授業形態 基本的に講義形式で行う。
必要に応じてプリントやプレゼンテーションも用いる。

教科書、教材、参考書 教科書：『新版　放射線機器学（Ⅰ）診療画像機器』（青柳泰司他 , コロナ社 , 　
　　　　2004）

評価方法 レポート、期末試験、出席状況等により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点をレポート：10％、出席：10％、期末試験：80％に配分して
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

概容、X 線機械装置、X 線映
像装置、増感紙、蛍光板

授業内容のノート整理 教科書

第 2回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

直接撮影、X 線テレビ装置、
イメージインテンシファイア

授業内容のノート整理。　直
接撮影について（A4 版用紙 1
枚）を作成、次回提出する。

教科書

第 3回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

イメージインテンシファイア
特性、光学系、撮像管

授業内容のノート整理 教科書

第 4回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

CCD、映像回路 授業内容のノート整理 教科書

第 5回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

ブラウン管、液晶、シネカメ
ラ

授業内容のノート整理 教科書

第 6回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

ミラーカメラ、チェンジャー、
カセッテ、散乱線除去グリッ
ド構造

授業内容のノート整理 教科書

第 7回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

グリッド分類、物理特性 授業内容のノート整理
グリッドについて（A4 版用
紙1枚）を作成、次回提出する。

教科書

第 8回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

レーザーイメージャー、ドラ
イイメージャー、自現、シャー
カステン、インジェクター

授業内容のノート整理 教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 9回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

CR 授業内容のノート整理 教科書

第 10回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

CR 処理、Ｉ．Ｉ．− TV ディ
ジタルラジオグラフィー

授業内容のノート整理 教科書

第 11回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

FPD、一般撮影、透視装置 授業内容のノート整理
FPD について（A4 版用紙 1
枚）を作成、次回提出する。

教科書

第 12回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

パワーポイントで装置の画
像、断層撮影

授業内容のノート整理 教科書

第 13回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

循環器用装置、外科用イメー
ジ

授業内容のノート整理 教科書

第 14回

授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

乳房撮影装置、集団検診用 授業内容のノート整理
乳房撮影装置についてレポー
ト（A4 版用紙１枚）を作成、
次回提出する。

教科書

第 15回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

可搬型 X 線装置、骨密度測定
装置、歯科用 X 線装置、X 線
装置の管理

授業内容のノート整理 教科書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 X線撮影技術学Ⅱ
（応用技術）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 小川　利政 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
日常診療で利用される造影 X 線検査、特に放射線技師が直接従事する消化管造影
検査を中心に造影検査法における検査手技と X 線画像の構築、読影法について習
得するとともに、造影検査部位の代表的疾患についても理解する。

授業内容

X 線造影画像を構築するために必要となる基礎知識を習得するために、造影剤概
論 ( 造影剤の種類、使用部位、副作用等 )、検査部位の X 線学的画像解剖、検査方法、
X 線画像評価、検査部位の代表的疾患について講義を行う。また、患者の安心・
安全を担保し、かつ診断に供する情報量の多い写真を提供するための検査法・手
技について考え、代表的な疾患が読影できる講義を行う。この授業は国家試験科
目のエックス線撮影技術学とこの科目の授業分野に関連する基礎医学大要の出題
範囲を網羅するようにしている。

到達目標

・造影剤の基本的な知識と副作用、禁忌疾患が理解できる。
・造影剤の種類と用途別、検査別使用造影剤が理解できる。
・各種造影検査における一連の流れと診療放射線技師の役割が理解できる。
・造影検査、特に消化管造影検査が実施できるように検査法と撮影手技が理解できる。
・造影検査部位の一般的な X 線画像解剖と頻度の高い疾患が理解できる。
・IVR の対象疾患、手技と治療概要が理解できる

授業形態
配布資料と教科書を使用しての講義を中心として、二次元画像から三次元の立体
解剖を構築するためにファントムや動画を使用しての講義を行う。併せてパワー
ポイントにより検査部位の代表的な疾患の臨床画像を供覧する。毎回演習問題の
課題を出して提出させ、重要事項を理解させる。

教科書、教材、参考書
教科書：『X 線造影検査の実践』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2002）
参考書：『画像検査フルコース』（宗近宏次監修・中澤靖夫編,メジカルビュー社,  2010）
　　　　『消化管臨床実習マニュアル』（中村實監修 , 医療科学社 , 1999）

評価方法 出席状況、授業参加姿勢（私語厳禁）、事前学習の取組状況、演習問題課題提出、
期末試験にて評価する。

評価基準 100 点満点を授業参加姿勢（出席、授業態度等）：20%、演習問題課題提出：20%、
期末試験：60% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

造影剤概論①、造影剤の種類
と検査用途、造影検査概論を
理解する。

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『造影検査マスター
テキスト』（新津守・
吉川宏起編 , メジカ
ルビュー社 , 2007）

第 2回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

造影剤概論②、ヨード造影剤
の薬理作用、副作用。硫酸バ
リウム製剤と陰性造影剤（炭
酸ガス）の使用部位と副作用。

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『造影検査マスター
テキスト』（新津守・
吉川宏起編 , メジカ
ルビュー社 , 2007）

第 3回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

消化管造影検査法、4 大撮影
法とその画像評価法

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『新・医用放射線
技術実験　臨床編』

（田中仁他編 , 共立
出版 , 2010）
・『上部消化管 X 線
撮影法』（小川利政 ,
医歯薬出版 , 1990）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

食道・胃・十二指腸の X 線画
像解剖、上部消化管造影検査
の前処置、検査法、検査手技、
X 線画像、画像評価法。食道、
胃、十二指腸の代表的疾患と
その X 線画像

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『上部消化管 X 線
撮影法』（小川利政 ,
医歯薬出版 , 1990）

第 5回

NPO 日本消化器がん検
診精度管理評価機構・
胃がん検診・基準撮影
法を調べる。

胃がん検診の基準撮影法とそ
の X 線画像と画像評価法胃癌
取扱い規約分類

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・『新・胃 X 線撮影
法ガイドライン』（日
本消化器がん検診
学会編 , 医学書院 , 
2011）
・『胃癌取扱い規約』
（日本胃癌学会編 ,
金原出版 , 2010）

第 6回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

小腸・大腸の X 線解剖、下部
消化管造影検査の前処置、検
査法、検査手技、X 線画像、
画像評価法。小腸、大腸の代
表的疾患とその X 線画像。大
腸癌取扱い規約分類

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・参考書
・『注腸 X 線検査基
本手技編』（奥田圭
二他 , ベクトル・コ
ア , 2008）

第 7回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

消化器系（肝、胆、膵）の X
線画像解剖、造影検査の前処
置、検査法、検査手技、X 線
画像、代表的疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・参考書

第 8回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

泌尿器・生殖器系の X 線画像
解剖、造影検査の前処置、検
査法、検査手技、X 線画像、
代表的疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『造影手技のポイ
ン ト 』（ 平 松 京 一 ,
学研メディカル秀潤
社 , 1993）

第 9回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

血管造影の概要。循環器系①
（頭、頸部）の X 線画像解剖
と造影検査の前処置、検査法、
検査手技、X 線画像、代表的
疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・参考書

第 10回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

循環器系②（胸部・心臓）の
X 線画像解剖と造影検査の前
処置、検査法、検査手技、X
線画像、代表的疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・参考書

第 11回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

循環器系（腹部）の X 線画像
解剖と造影検査の前処置、検
査法、検査手技、X 線画像、
代表的疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・参考書

第 12回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

その他造影①四肢血管、リン
パ管の X 線画像解剖と造影検
査の前処置、検査法、検査手
技、X 線画像、代表的疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『造影手技のポイ
ン ト 』（ 平 松 京 一 ,
学研メディカル秀潤
社 , 1993）
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区　分 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回

教科書の該当部分をよ
く読んでおくこと。

その他造影②骨格系（脊髄腔、
椎間板、関節腔）、唾液腺、乳
房の X 線画像解剖と造影検査
の前処置、検査法、検査手技、
X 線画像、代表的疾患

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・教科書
・『造影手技のポイ
ン ト 』（ 平 松 京 一 ,
学研メディカル秀潤
社 , 1993）

第 14回

IVR について調べる。 IVR　血管・非血管系、概論、
種類手技、治療方法と患者、
術者の被曝低減と放射線技師
の役割

授業・学習事項の復習 ・配布資料
・『造影手技のポイ
ン ト 』（ 平 松 京 一 ,
学研メディカル秀潤
社 , 1993）

第 15回 これまでの学習事項を
整理してまとめる。

造影検査のまとめ。動画によ
る検査の振り返り

授業・学習事項の復習 ・配布資料



− 165 −

履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 画像解剖学Ⅰ
（X線解剖）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 金森　勇雄 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 X 線単純・造影撮影、X 線 CT 撮影、乳房撮影など X 線を用いて撮像される各種
診療画像に関する解剖知識の習得を目指す。

授業内容

各種 X 線画像検査（X 線単純・造影・CT 検査）で描出される多彩な画像解剖例
を参考書籍（参考書、プリントなど）で供覧対比に紹介する。
自習方式（事前・事後学習）を中心に X 線単純・造影検査、CT 単純・造影検査
での画像解剖（図譜）を記述し記憶して、ミニテストも併せて人体解剖学の学力
向上に役立てる自習研鑽も充実する。
画像解剖、画像読影（補助）の修学にも必要となる代表的な臨床症例画像の供覧
提示により、各種 X 線画像検査で異なった形態、位置などで描出される画像解剖
の描出状態、各種疾病の画像読影所見などを講義方式にて解説する。

到達目標

「臨床実習Ⅰ」に対応できる画像解剖学、画像読影学、画像検査学などの臨床医
学的専門知識を修得する。
1.X 線単純画像
骨・関節など X 線単純撮影で描出される画像解剖を習得し、さらに代表的疾病の
画像読影を修学して X 線単純画像の臨床医学的意義を理解し得るように習熟す
る。
2.X 線造影画像
血管造影や各種臓器造影などで描出される画像解剖を習得し、さらに代表的疾病
の画像読影を修学して X 線造影画像の臨床学的意義を理解し習熟する。
3.X 線 CT 画像
単純・造影 X 線 CT 撮影で描出される画像解剖を習得し、さらに代表的疾病の画
像読影を修学して X 線 CT 画像の臨床学的意義を理解し習熟する。

授業形態
原則として講義形式による画像読影の所見解説を中心とする。
画像解剖は画像読影と併せて取り入れる。
ミニテストは授業開始直後の 10 ～ 15 分で行なう。

教科書、教材、参考書

教科書：『X 線撮影法』（金森勇雄 , 医療科学社 , 1998）
　　　　『X 線造影検査の実践』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2006）
　　　　『X 線 CT の実践』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2002）
　　　　『画像解剖学』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2014）
画像解剖学ミニテスト用資料（プリント配布）

評価方法 期末試験、ミニテスト、授業参加姿勢（出席状況、授業態度、課題の質疑応答）
などにより総合的に評価する。

評価基準 期末試験（60 点）を基本とし、出席状況やミニテストなどを総合的に評価し、
満点を 100 点として 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

「X 線単純撮影」（頭・
頸部）
・解剖学、X 線撮影技
術額、診療画像技術学
実習 1
で関連する教科を復習
しておくこと。
・『X 線撮影法』（83 ～
119 頁、338 ～ 400 頁）、

『 画 像 解 剖 学 』（30 ～
45 頁、102 ～ 103 頁 ）
を一読しておくこと。
※授業遂行の概要説明
を最初に行います。プ
リント（ミニテスト資
料）を配布します。

・次回ミニテスト範囲の呈示
X 線 撮 影 法（83 ～ 119 頁 ）、
画像解剖学（30 ～ 45 頁）の
X 線画像解剖像（図譜）をプ
リント 1 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線撮影法』338 ～ 339 頁、『画
像解剖学』102 ～ 103 頁

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線撮影法』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 2回

「X 線単純撮影」（脊椎・
骨盤）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習 1 で関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 撮 影 法 』（151
～ 191 頁、428 ～ 494
頁）、『画像解剖学』（46
～ 49 頁、57 ～ 59 頁、
106 ～ 107 頁）を一読
しておくこと。
・ミニテスト 1 の準備
として『X 線撮影法』

（83 ～ 119 頁）、『画像
解剖学』（30 ～ 45 頁）
とプリント 1 を参照し
て解剖名を描出部位に
合わせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 1（頭・頚部）（約
15 分）

「X 線撮影」画像解剖像（図譜）
のプリント 1 より適宜に抜粋
した問題（約 30 ～ 50 問）を
行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線撮影法』（151 ～ 191 頁）、
『 画 像 解 剖 学 』（46 ～ 49 頁、
57 ～ 59 頁）、の X 線画像解
剖像（図譜）をプリント 2 で
呈示する。
・画像読影の解説
『X 線撮影法』（428 ～ 494 頁）、
『画像解剖学』（106 ～ 107 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線撮影法』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 3回

「X 線単純撮影」（上肢
帯・骨性胸郭）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習Ⅰ、関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 撮 影 法 』（195
～ 215 頁、496 ～ 511
頁）、『画像解剖学』（49
～ 55 頁、104 ～ 105 頁）
を一読しておくこと。
・ミニテスト 2 の準備
として、『X 線撮影法』

（195 ～ 215 頁）、『画像
解剖学』（30 ～ 45 頁）
とプリント 2 を参照し
て解剖名を描出部位に
合わせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 2（脊椎・骨盤）（約
15 分）

「X 線撮影」画像解剖像（図譜）
のプリント 2 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線撮影法』（195 ～ 215 頁）、
『画像解剖学』（49 ～ 55 頁）
の X 線画像解剖像（図譜）を
プリント 3 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線撮影法』（496 ～ 511 頁）、
『画像解剖学』（104 ～ 105 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線撮影法』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 4回

「X 線単純撮影法」（胸
部・乳房・腹部）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習Ⅰ、関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 撮 影 法 』（219
～ 248 頁、514 ～ 667
頁）、『画像解剖学』（147
～ 157 頁、158 ～ 162 頁）

（233 ～ 237 頁、238 ～
239 頁）（163 ～ 198 頁、
199 ～ 207 頁）を一読
しておくこと。
・ミニテスト 3 の準備
として、『X 線撮影法』

（195 ～ 215 頁）、『画像
解剖学』（49 ～ 53 頁）
とプリント 3 を参照し
て解剖名を描出部位に
合わせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 3（上肢帯・骨性
胸郭）（約 15 分）

「X 線撮影」画像解剖像（図譜）
のプリント 3 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線撮影法』（213 ～ 248 頁）、
『画像解剖学』（147 ～ 157 頁、
233 ～ 237 頁、163 ～ 198 頁 ）
の X 線画像解剖像（図譜）を
プリント 4 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線撮影法』（514 ～ 677 頁）、
『画像解剖学』（158 ～ 162 頁、
238 ～ 239 頁、199 ～ 207 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線撮影法』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

「X 線単純撮影」（上肢）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習Ⅰ、関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 撮 影 法 』（251
～ 289 頁、670 ～ 706
頁）、『画像解剖学』（51
～ 56 頁）を一読して
おくこと。
・ミニテスト 4 の準備
として、『X 線撮影法』

（213 ～ 248 頁）、『画像
解剖学』（147 ～ 157 頁、
233 ～ 237 頁）とプリ
ント 4 を参照して解剖
名を描出部位に合わせ
て記憶しておくこと。

・ミニテスト 4（胸部・乳房・
腹部）（約 15 分）

「X 線撮影」画像解剖像（図譜）
のプリント 4 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線撮影法』（251 ～ 289 頁）、
『画像解剖学』（51 ～ 56 頁）
の X 線画像解剖像（図譜）を
プリント 5 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線撮影法』（670 ～ 706 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線撮影法』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 6回

「X 線単純撮影法」（下
肢）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習Ⅰ、関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 撮 影 法 』（293
～ 333 頁、708 ～ 767
頁）、『画像解剖学』（59
～ 63 頁）を一読して
おくこと。
・ミニテスト 5 の準備
として、『X 線撮影法』

（251 ～ 289 頁）、『画像
解剖学』（51 ～ 56 頁）
とプリント 5 を参照し
て解剖名を描出部位に
合わせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト5（上肢）（約15分）
「X 線撮影」画像解剖像（図譜）
のプリント 5 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線撮影法』（293 ～ 333 頁）、
『画像解剖学』（59 ～ 63 頁）
の X 線画像解剖像（図譜）を
プリント 4 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線撮影法』（708 ～ 767 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線撮影法』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 7回

「X 線造影検査法」（血
管造影　頭・頚部）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習Ⅰ、関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 造 影 検 査 の 実
践』血管造影・頭頚部

（87 ～ 117 頁）を一読
しておくこと。『画像
解剖学』中枢神経（図
9-9 ～ 9-12、9-15）を参
照しておくこと。
・ミニテスト 6 の準備
として、『X 線撮影法』

（293 ～ 333 頁）、『画像
解剖学』（59 ～ 63 頁）
とプリント 6 を参照し
て解剖名を描出部位に
合わせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト6（下肢）（約15分）
「X 線撮影」画像解剖像（図譜）
のプリント 6 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線造影検査の実践』血管
造影・頭頚部（87～117頁）、『画
像解剖学』中枢神経（図 9-9
～ 9-12、9-15）の X 線画像解
剖像（図譜）をプリント 7 で
呈示する。
・画像読影の解説
『X 線造影検査の実践』（100
～ 117 頁）、『画像解剖学』（274
頁、症例 5）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線造影検査の実
践』

『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

「X 線造影検査法」（血
管造影　心・胸部部）
・解剖学、X 線撮影技
術学、診療画像技術学
実習Ⅰ、関連する教科
を復習しておくこと。
・『X 線 造 影 検 査 の 実
践』循環器系　心・胸
部 部（118 ～ 148 頁 ）
を一読しておくこと。

『画像解剖学』循環器
（113 ～ 127 頁）を参照
しておくこと。
・ミニテスト 7 の準備
として、『X 線造影検
査の実践』（118 ～ 129
頁）、『画像解剖学』（113
～ 127 頁）とプリント
7 を参照して解剖名を
描出部位に合わせて記
憶しておくこと。

・ミニテスト 7（血管造影　頭・
頚部）（約 15 分）

「X 線造影」画像解剖像（図譜）
のプリント 7 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線造影検査の実践』循環器
系　心・胸部部（118～129頁）、

『画像解剖学』循環器系（113
～ 127 頁）の X 線画像解剖像

（図譜）をプリント 8 で呈示す
る。
・画像読影の解説
『X 線造影検査の実践』（131
～ 148 頁）、『画像解剖学』（144
～ 145 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線造影検査の実
践』

『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 9回

「X 線造影検査法」（血
管造影　腹部）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線 造 影 検 査 の
実 践 』 循 環 器　 腹 部

（149 ～ 198 頁）と『画
像 解 剖 学 』 消 化 器 系

（ 図 4-20、4-21、4-27、
4 - 2 8 、 4 - 3 5 、 4 - 3 8 、
4 - 4 4 、 4 - 4 5 、 4 - 4 6 、
4-53、4-57）、泌尿器系

（図 5-13）を一読して
おくこと。
・ミニテスト 8 の準備
として、『X 線造影検
査の実践』（118 ～ 129
頁）、『画像解剖学』（113
～ 127 頁）とプリント
8 を参照して解剖名を
描出部位に合わせて記
憶しておくこと。

・ミニテスト 8（血管造影　心・
胸部部）（約 15 分）

「X 線造影」画像解剖像（図譜）
のプリント 8 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線造影検査の実践』循環
器系　腹部（149～160頁）、『画
像解剖学』消化器系・泌尿器
系（事前学習の図表示を参照）
の X 線画像解剖像（図譜）を
プリント 9 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線造影検査の実践』（162
～ 198 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線造影検査の実
践』

『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）



− 169 −

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回

「X 線造影検査法」（肝・
胆・膵、その他の臓器
造影）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線 造 影 検 査 の 実
践』の肝・胆。膵管造影・
泌尿器・生殖器・骨格
系・唾液腺などの造影

（199 ～ 261 頁）と『画
像 解 剖 学 』 消 化 器 系

（188 ～ 190 頁）を一読
しておくこと。
・ミニテスト 9 の準備
として、『X 線造影検
査の実践』（149 ～ 160
頁）、『画像解剖学』消
化器系・泌尿器系の X
線画像解剖像（図譜）
をプリント 9 を参照し
て解剖名を描出部位に
合わせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 9（血管造影　腹
部）（約 15 分）

「X 線造影」画像解剖像（図譜）
のプリント 9 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線造影検査の実践』肝・胆・
膵、その他の臓器造影（199
～ 267 頁）、『画像解剖学』（108
～ 190 頁）の X 線画像解剖像

（図譜）をプリント 9 で呈示す
る。
・画像読影の解説
『X 線造影検査の実践』（204
～ 211 頁、219 ～ 233 頁、264
～ 267 頁）

『画像解剖学』（203 ～ 206 頁）
（216 ～ 218 頁）（228 ～ 232 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線造影検査の実
践』

『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 11回

「X 線 CT 検査法」（頭・
頚部）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線 CT の実践』頭・
頚部（94 ～ 101 頁）（132
～ 170 頁 ） を 一 読 し
ておくこと。『画像解
剖学』神経系（248 ～
277 頁）を一覧してお
くこと。
・ミニテスト 10 の準備
として、『X 線造影検
査の実践』（199 ～ 267
頁）、『画像解剖学』（188
～ 190 頁 ） の X 線 画
像解剖学（図譜）をプ
リント 10 を参照して
解剖名を描出部位に合
わせて記憶しておくこ
と。

・ミニテスト 10（肝・胆・膵、
その他の臓器造影）（約 15 分）

「X 線造影」画像解剖像（図譜）
のプリント 10 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線 CT の実践』頭・頚部（94
～ 101 頁）の X 線画像解剖像

（図譜）をプリント 10 で呈示
する。
・画像読影の解説
『X 線 CT の実践』（132 ～ 170
頁）

『画像解剖学』（273 ～ 275 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線 CT の実践』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）
）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回

「X 線 CT 検査法」（胸
部）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線 CT の実践』胸
部（102 ～ 117 頁）（172
～ 202 頁）を一読して
おくこと。『画像解剖
学』呼吸器系（147 ～
162 頁）を一覧してお
くこと。
・ミニテスト 11 の準備
と し て、『X 線 CT の
実 践 』（94 ～ 101 頁 ）
の X 線画像解剖像をプ
リント 11 を参照して
解剖名を描出部位に合
わせて記憶しておくこと。

・ミニテスト 11（X 線 CT 解
剖　頭頚部）（約 15 分）

『X 線 CT の実践』」画像解剖
像のプリント 11 より適宜に抜
粋した問題（30 ～ 50 問）で
行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線 CT の実践』胸部（102
～ 117 頁）と『画像解剖学』（157
頁後部縦隔）の X 線画像解剖
像（図譜）をプリント 11 で呈
示する。
・画像読影の解説
『X 線 CT の実践』（172 ～ 202
頁）

『画像解剖学』（158 ～ 162 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真・
ミニテスト資料の解剖写真

（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
・教科書
『X 線 CT の実践』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 13回

「X 線 CT 検査法」（腹
部）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線 CT の実践』腹
部（116 ～ 125 頁）（204
～ 239 頁）を一読して
おくこと。『画像解剖
学』消化器系（208 ～
218 頁）を一覧してお
くこと。
・ミニテスト 12 の準備
と し て、『X 線 CT の
実践』（116 ～ 125 頁）
の X 線画像解剖像をプ
リント12を参照して解剖
名を描出部位に合わせ
て記憶しておくこと。

・ミニテスト 12（X 線 CT 解
剖　胸部）（約 15 分）

『X 線 CT の実践』」画像解剖
像のプリント 12 より適宜に抜
粋した問題（30 ～ 50 問）で
行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線 CT の実践』腹部（116
～ 125 頁）の X 線画像解剖像
をプリント 12 で呈示する。
・画像読影の解説
『X 線 CT の実践』（204 ～ 239
頁）

『画像解剖学』消化器系（203
～ 207 頁）、泌尿器系（208 ～
218 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線 CT の実践』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 14回

「X 線 CT 検査法」（骨
盤部その他）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線 CT の実践』骨
盤（126 ～ 129 頁）（240
～ 257 頁 ） を 一 読 し
ておくこと。『画像解
剖学』生殖器（219 ～
232 頁）を一覧してお
くこと。
・ミニテスト13の準備と
して、『X 線 CT の実践』

（116 ～ 125 頁 ） の X
線画像解剖像をプリン
ト 13 を参照して解剖
名を描出部位に合わせ
て記憶しておくこと。

・ミニテスト 13（X 線 CT 解
剖　腹部）（約 15 分）

『X 線 CT の実践』画像解剖像
のプリント 13 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト範囲の呈示
『X 線 CT の実践』骨盤部（126
～ 129 頁）の X 線画像解剖像

（図譜）をプリント 13 で呈示
する。
・画像読影の解説
『X 線 CT の実践』（240 ～ 257
頁）

『画像解剖学』生殖器（219 ～
232 頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
・臨床症例は再読し、重要な
画像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。

・教科書
『X 線 CT の実践』
『画像解剖学』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 授業内容 事後学習 参考文献

第 15回

「X 線 CT 検査の実践」
（総括）
・解剖学、一般内科学、
診 療 画 像 技 術 学 実 習
Ⅰ、関連する教科を復
習しておくこと。
・『X 線撮影法』『X 線
造影検査の実践』『X
線 CT の実践』『画像解
剖学』『プリント』の
画像解剖の記憶。各疾
病症例画所読影所見、
症例のポイントの理解
を深めておくこと。
・ミニテスト 14 の準備
と し て、『X 線 CT の
実践』（126 ～ 232 頁）
の X 線画像解剖像をプ
リント 14 を参照して
解剖名を描出部位に合
わせて記憶しておくこ
と。

・ミニテスト 14（X 線 CT 解
剖　骨盤部その他）（約 15 分）

『X 線 CT の実践』画像解剖像
のプリント 14 より適宜に抜粋
した問題（30 ～ 50 問）で行う。
・画像読影の解説（X 線 CT
の実践）

『X 線 CT の実践』（240 ～ 257
頁）

・ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶して整理保持する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影初見にアンダーライ
ン、添付を入れ、今後の臨床
実習の準備をする。
・期末定期試験の準備として
ミニテストに出題された問題
と解答を整理しておくこと。

・教科書
・プリント（ミニテ
スト資料）
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 画像検査技術学Ⅱ
（超音波・眼底）

単 位 数 1 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 牧島　展海 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 　診断用超音波検査と眼底検査に関する基礎的な知識と技術の習得

授業内容 超音波検査と眼底検査に関して基礎から疾患の読影技術まで理解する。
特に臨床に則した知識、技術を実際の超音波画像を掲示して解説する。

到達目標

超音波画像診断装置の構造・原理を理解している。
超音波検査の検査目的と検査方法を習得している。
超音波画像の正常画像・主要疾患画像の知識を習得している。
眼底カメラ装置の構造・原理を理解している。
眼底検査の検査目的と検査方法を習得している。
眼底画像の正常画像・主要疾患画像の知識を習得している。

授業形態 スライドおよび配布資料を中心に講義を進める。

教科書、教材、参考書
教科書：『最新・腹部超音波検査の実践』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2008）
参考書：『腹部超音波テキスト』（日本超音波検査学会監修 , 医療科学社 , 2002）
配布資料

評価方法 出席、授業態度、試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業出席および授業態度：20％、2 回のミニテストの平均：80％に
配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
超音波の歴史
超音波の概要腹部
超音波画像①

超音波の歴史・概要を理解す
る。
腹部超音波画像を理解する。

配布プリント

第 2回
超音波診断装置につい
て予習を行う。

超音波診断装置の構成
腹部超音波画像②

超音波診断装置の構成を理解
する。
腹部超音波画像を理解する。

配布プリント

第 3回 画像の調整について予
習を行う。

超音波画像の調整
腹部超音波画像③

画像の調整を理解する。
腹部超音波画像を理解する。

配布プリント

第 4回 画像の分解能について
予習を行う。

超音波画像の分解能
腹部超音波画像④

分解能を理解する。
腹部超音波画像を理解する。

配布プリント

第 5回
超 音 波 特 有 の ア ー チ
ファクトについて予習
を行う。

超音波のアーチファクト
乳腺超音波画像

アーチファクトについて理解
する。
乳腺超音波画像を理解する。

配布プリント

第 6回

ミニテストの予告
試験範囲の要点
甲状腺超音波画像

次回予定のミニテスト範囲を
復習する。
甲状腺超音波画像を理解す
る。

配布プリント

第 7回
ミニテスト範囲を復習 授業最初にミニテストを行う。

残りの時間で正解を説明す
る。

ミニテストの正解を理解す
る。

特になし

第 8回 走査方式の予習 走査方式
心臓超音波検査

走査方式の種類、その利点、
欠点の理解

配布プリント

第 9回 画像表示法の予習 超音波画像の表示法①
頸部動脈検査

Ａモード、Ｂモード、Ｍモー
ド、Ｄモードについて

配布プリント

第 10回 画像表示法の予習 超音波画像の表示法②
下肢静脈検査

ハーモニックイメージング、
３Ｄ画像

配布プリント
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回 造影剤関連の予習 超音波造影剤
超音波造影法

造影剤の原理、種類造影法に
ついて

配布プリント

第 12回 安全性の予習 超音波の安全性 電気的安全性
生体的安全性

配布プリント

第 13回
保守点検の予習
眼底検査の予習

超音波装置の保守点検
眼底検査①

日常点検
定期点検
眼底検査の基礎

配布プリント

第 14回
眼底検査の予習 ミニテストの予告

試験範囲の要点
眼底検査②

眼底検査
次回予定のミニテスト範囲を
復習する。

配布プリント

第 15回
ミニテスト範囲を復習 授業最初にミニテストを行う。

残りの時間で正解を説明す
る。

ミニテストの正解を理解す
る。

特になし
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 画像解剖学Ⅱ
（画像診断）

単 位 数 2 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 金森　勇雄 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
磁気共鳴画像（MRI）、超音波検査画像（USG）、眼底画像の画像解剖学的知識、
並びに画像診断のための画像読影に必要な臨床医学の基礎知識修学を目的とす
る。

授業内容

MRI（単純・造影）、USG（単純・造影）、眼底画像で描出される画像解剖例を参
考書籍（参考書、プリントなど）で X 線単純・造影画像、CT 単純・造影画像も
併せて対比、供覧して紹介する。
自習方式（事前・事後学習）を中心に各種画像検査での画像解剖（図譜）を記述
し記憶して、ミニテストも併せて人体解剖学知識の学力向上に役立てる自習研鑽
で充実する。
さらに画像解剖、画像読影（補助）の修学にも必要となる代表的な臨床症例画像
の供覧提示により、各種の画像検査で異なった形態、位置などで描出される画像
解剖の描出状態、疾病の画像読影所見などを講義方式にて解説する。

到達目標

「臨床実習Ⅰ」に対応できる画像解剖学、画像読影学、画像検査学などの臨床医
学的専門知識を修得する。
1.MRI
MRI で描出される画像解剖を習得し、さらに代表的疾病の画像読影を修学して
MRI の臨床医学的意義を理解し得るように習熟する。
2.USG
USG で描出される画像解剖を習得し、さらに代表的疾病の画像読影を修学して
USG の臨床学的意義を理解し習熟する。
3. 眼底画像
眼底画像で描出される画像解剖を習得し、さらに代表的疾病の画像読影を修学し
て眼底画像の臨床学的意義を理解し習熟する。

授業形態
原則として講義形式による画像読影の所見解説を中心とする。
画像解剖は画像読影と併せて取り入れる。
ミニテストは授業開始直後の 10 ～ 15 分で行なう。

教科書、教材、参考書

教科書：『MR の実践』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2011）
　　　　『「最新」腹部超音波検査の実践‐基礎から造影検査まで‐』（金森勇雄他 ,
　　　　医療科学社 , 2008）
　　　　『臨床医学概論』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2004）
　　　　『画像解剖学』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2014）

評価方法 期末試験、ミニテスト、授業参加姿勢（出席状況、授業態度、課題の質疑応答）
などにより総合的に評価する。

評価基準 期末試験を基本とし、出席状況やミニテストなどを総合的に評価し、
満点を 100 点として 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

「MRI」頭・頭部
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学Ⅰに関
連する教科目を復習し
ておくこと。

『画像解剖学』（248 ～
277 頁）、『MR の実践』

（158 ～ 209 頁）を一読
しておくこと。
※授業概要説明とプリ
ント（ミニテスト資料）
を配布します。
※お願い、必要な参考
書は必ず持参してくだ
さい。

・次回ミニテスト範囲の呈示
『画像解剖学』（248 ～ 271 頁）、
『MR の実践』（158 ～ 166 頁）
から抜粋した画像解剖像（図
譜）をプリント 1 で呈示する。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（248 ～ 277 頁）
『MR の実践』（158 ～ 209 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 2回

「MRI」頭・頭部
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学Ⅰに関
連する教科目を復習し
ておくこと。

『画像解剖学』（248 ～
277 頁）、『MR の実践』

（158 ～ 209 頁）を一読
しておくこと。
ミニテスト 1 の準備。
プリント 1 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『MR の実践』を参照し
て解剖名を描出部位に
あわせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 1（頭・頭部、約
15 分）
プリント 1 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 2 範囲の呈
示ミニテスト資料 2 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（248 ～ 277 頁）
『MR の実践』（158 ～ 209 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 3回

「MRI」頭・頭部
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学Ⅰに関
連する教科目を復習し
ておくこと。

『画像解剖学』（248 ～
277 頁）、『MR の実践』

（158 ～ 209 頁）を一読
しておくこと。
ミニテスト 2 の準備。
プリント 2 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『MR の実践』を参照し
て解剖名を描出部位に
あわせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 2（頭・頭部、約
15 分）
プリント 2 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 3 範囲の呈
示ミニテスト資料 3 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（248 ～ 277 頁）
『MR の実践』（158 ～ 209 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 4回

「MRI」頭・頭部
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学Ⅰに関
連する教科目を復習し
ておくこと。

『画像解剖学』（248 ～
277 頁）、『MR の実践』

（158 ～ 209 頁）を一読
しておくこと。
ミニテスト 3 の準備。
プリント 3 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『MR の実践』を参照し
て解剖名を描出部位に
あわせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 3（頭・頭部、約
15 分）
プリント 3 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 4 範囲の呈
示ミニテスト資料 4 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（248 ～ 277 頁）
『MR の実践』（158 ～ 209 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

「MRI」頭・頭部
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学Ⅰに関
連する教科目を復習し
ておくこと。

『画像解剖学』（248 ～
277 頁）、『MR の実践』

（158 ～ 209 頁）を一読
しておくこと。
ミニテスト 4 の準備。
プリント 4 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『MR の実践』を参照し
て解剖名を描出部位に
あわせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 4（頭・頭部、約
15 分）
プリント 4 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 5 範囲の呈
示ミニテスト資料 5 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（248 ～ 277 頁）
『MR の実践』（158 ～ 209 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 6回

「MRI」心臓・肝臓
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学に関連
する教科目を復習して
おくこと。

『画像解剖学』（114 ～
124 頁、183 ～ 187 頁）、

『MR の 定 義 』（221 ～
246 頁）を一読してお
くこと。
ミニテスト 5 の準備。
プリント 5 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『MR の実践』を参照し
て解剖名を描出部位に
あわせて記憶しておく
こと。

・ミニテスト 5（頭・頭部、約
15 分）
プリント 5 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 6 範囲の呈
示ミニテスト資料 6 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（114 ～ 124 頁、
183 ～ 187 頁）

『MR の実践』（221 ～ 246 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）

第 7回

「MRI」 胆 道・ 膵 臓・
腎臓・副腎・膀胱
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学に関連
する教科目を復習して
おくこと。

『画像解剖学』（187 ～
198 頁、209 ～ 218 頁）、

『MR の 定 義 』（247 ～
277 頁）を一読してお
くこと。
ミニテスト 6 の準備。
プリント 6 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『１MR の実践』を参照
して解剖名を描出部位
にあわせて記憶してお
くこと。
て記憶しておくこと。

・ミニテスト 6（心臓・肝臓、
約 15 分）
プリント 6 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 7 範囲の呈
示ミニテスト資料 7 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『画像解剖学』（187 ～ 198 頁、
209 ～ 218 頁）

『MR の実践』（247 ～ 277 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

「MRI」 前 立 腺・ 女 性
生殖器・脊椎と脊髄・
運動器・血管
解剖学、臨床病態学、
画像検査技術学に関連
する教科目を復習して
おくこと。

『MR の 定 義 』（278 ～
333 頁）を一読してお
くこと。
ミニテスト 7 の準備。
プリント 7 の解剖写真

（図譜）に『画像解剖学』
『１MR の実践』を参照
して解剖名を描出部位
にあわせて記憶してお
くこと。

・ミニテスト 7（胆道・膵臓・
腎臓・副腎・膀胱、約 15 分）
プリント 7 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 8 範囲の呈
示ミニテスト資料 8 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『MR の実践』（278 ～ 333 頁）

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『画像解剖学』
『MR の実践』
『臨床医学概論』
・プリント（ミニテ
スト資料）

※注意
次回より「超音波検
査画像」になります。

第 9回

「 超 音 波 検 査 画 像：
USG」( 腹部脈管・肝臓 )
・『腹部超音波検査の実
践』の脈管解剖図譜 (99
～ 101 頁 )、上腹部 (103
～ 109 頁 )、 肝 臓 (142
～ 144 頁 ) を一読して
おくこと。
・ミニテスト 8 の準備
プリント 8 の解剖写真
( 図譜 ) に『MR の実践』
を参照して解剖名を描
出部位に合せて記憶し
ておくこと。

・ミニテスト 8（MRI の前立腺・
女性生殖器・脊椎と脊髄・運
動器・血管、約 15 分）
プリント 8 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 9 範囲の呈
示ミニテスト資料 9 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『腹部超音波検査の実践』

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』

第 10回

「USG」肝臓
・『腹部超音波検査の実
践』（145 ～ 157 頁）を
一読しておくこと。
・ミニテスト 9 の準備
プリント 9 の解剖写真
( 図譜 ) に『腹部超音波
検査の実践』を参照し
て解剖名を描出部位に
合せて記憶しておくこ
と。

・ミニテスト 9（腹部脈管・上
腹部、約 15 分）
プリント 9 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 10 範囲の呈
示ミニテスト資料 10 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『腹部超音波検査の実践』

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』

第 11回

「USG」肝臓・胆嚢
・『腹部超音波検査の実
践』（158 ～ 169 頁）を
一読しておくこと。
・ミニテスト 10 の準備
プリント 10 の解剖写
真 ( 図譜 ) に『腹部超
音波検査の実践』を参
照して解剖名を描出部
位に合せて記憶してお
くこと。

・ミニテスト 10（上腹部、約
15 分）
プリント 10 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 11 範囲の呈
示ミニテスト資料 11 で確認す
る。
・画像解剖と読影解説
『腹部超音波検査の実践』

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回

「USG」胆嚢・膵臓
・『腹部超音波検査の実
践』（170 ～ 180 頁）を
一読しておくこと。
・ミニテスト 11 の準備
プリント 11 の解剖写
真 ( 図譜 ) に『腹部超
音波検査の実践』を参
照して解剖名を描出部
位に合せて記憶してお
くこと。

・ミニテスト 11（上腹部、約
15 分）
プリント 11 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 12 範囲の呈
示プリント 12 で確認する。
・画像解剖と読影解説
『腹部超音波検査の実践』

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』

第 13回

「USG」腎臓・その他
・『腹部超音波検査の実
践』（181 ～ 211 頁）を
一読しておくこと。
・ミニテスト 12 の準備
プリント 12 の解剖写
真 ( 図譜 ) に『腹部超
音波検査の実践』を参
照して解剖名を描出部
位に合せて記憶してお
くこと。

・ミニテスト 12（上腹部、約
15 分）
プリント 12 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 13 範囲の呈
示プリント 13 で確認する。
・画像解剖と読影解説
『腹部超音波検査の実践』

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』

第 14回

「USG」超音波造影法・
肝臓
・『腹部超音波検査の実
践 』（89 ～ 91、116 ～
141 頁）を一読してお
くこと。
・ミニテスト 13 の準備
プリント 13 の解剖写
真 ( 図譜 ) に『腹部超
音波検査の実践』を参
照して解剖名を描出部
位に合せて記憶してお
くこと。
※次回ミニテスト：心
臓

・ミニテスト 13（上腹部・腎臓・
その他）
プリント 13 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・次回ミニテスト 14 範囲の呈
示プリント 14 で確認する。
・DVD による超音波造影法の
解説
・画像解剖と読影解説
『腹部超音波検査の実践』

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』

第 15回

USG」心臓・眼底画像
・『腹部超音波検査の実
践』（138 ～ 164 頁）『画
像解剖学』（279 ～ 281
頁）を一読しておくこ
と。
・ミニテスト 14 の準備
プリント 14 の解剖写
真 ( 図譜 ) に『腹部超
音波検査の実践』を参
照して解剖名を描出部
位に合せて記憶してお
くこと。

・ミニテスト 14（心臓・目、
約 15 分）
プリント 14 より適宜に抜粋し
た問題（約 30 ～ 50 問）で行う。
・画像解剖と読影解説
循環器疾患の超音波画像の読
影解説を『臨床医学概論』（138
～ 164 頁）症例にて他の臨床
画像と併せて説明する。
・『画像解剖学』（目、278 ～
281 頁）の解剖画像（目）を
説明する。

ミニテスト資料の解剖写真
（図譜）に解剖名を記述、記
憶し整理する。
臨床症例は再読し、重要な画
像読影所見にはアンダーライ
ン、添付記を入れて整理する。

・教科書
『腹部超音波検査の
実践』

『画像解剖学』
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 核医学診断機器学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 野口　敦司 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 核医学診療で使用する機器（ガンマカメラ、PET カメラ、キュリーメータなど）
に関する基礎知識、および臨床現場で必要とされる知識習得を目的とする。

授業内容

核医学画像を構築するために必要となる基礎知識（放射性同位元素の構成や半減
期等、相互作用）、診療機器の構造・原理、核医学画像概論、各種補正（減弱・散乱・
空間分解能）について講義をおこなう。また機器安全管理、機器性能評価につい
ても講義を行い、核医学診療機器を安全に使用していくために必要な知識習得も
おこなう。

到達目標
・核医学診療機器の基本的な構造・原理を理解している。
・核医学画像構築に必要な知識を習得している。
・核医学診療機器を安全に使用していくための知識および技術を習得している。

授業形態
講義用に作成したスライドおよび配布プリントを基に、学生との対話形式（ディ
スカッション）を中心に進めていく形態とする。
配布プリントは重要ポイントに対し中抜きにて作成しているため、講義内容を理
解し学生自身が記入する形態とする。

教科書、教材、参考書 教科書：『核医学』（福士政広編 , メジカルビュー社 , 2010）
参考書：『実践　核医学検査』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2009）

評価方法 定期試験、随時試験に授業参加姿勢（出席状況、授業態度等）を考慮に入れて評
価する。

評価基準 定期試験を基本として随時試験、授業参加姿勢を総合的に評価し、100 点を上限
として 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

核医学診療に必要な基
礎知識（放射線計測学、
放射性薬品学等）につ
いて整理しておく。

核医学診療に関する基礎知識
をもとに核医学検査の概要に
ついて把握する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 2回

核医学診療に必要な基
礎知識（放射線物理学、
放射線生物学等）につ
いて整理しておく。

医療を支える核医学を紹介
し、核医学の概要について把
握する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 3回
核医学診療の概要につ
いて整理しておく。

核医学診療の目的・意義、診
療放射線技師の役割などにつ
いて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 4回

核医学診療の目的・意
義、診療放射線技師の
役割に関して整理して
おく。

核医学診療において安全を守
るための技術を理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 5回

核医学診療において安
全を守るための技術に
関して整理しておく。

核医学診療で使用する放射性
医薬品・放射性薬剤の特徴や
核種、取扱いについて理解す
る。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 6回

核医学診療で使用する
放射性医薬品・放射性
薬剤の特徴や核種に関
して整理しておく。

PET 用放射性薬剤および放射
性医薬品の品質管理について理
解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書



− 180 −

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

PET 用放射性薬剤およ
び放射性医薬品の品質
管理に関して整理して
おく。

放射性医薬品の集積機序や副
作用、および分子イメージン
グについて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 8回

放射性医薬品の集積機
序や副作用、および分
子イメージングに関し
て整理しておく。

核医学測定装置であるガンマ
カメラの概要について理解す
る。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 9回

ガンマカメラの概要に
関して整理しておく。

ガンマカメラの収集方法、各
種補正機構や性能評価ならび
に、核医学データ処理装置に
ついて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 10回

ガンマカメラの収集方
法、各種補正機構や性
能評価ならびに、核医
学データ処理装置に関
して整理しておく。

SPECT の概要を学習し画像
再構成法や各種の補正（散乱
補正、減弱補正、空間分解能
補正）に関して原理およびそ
の特徴について理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 11回

SPECT 装置および投
影データ収集方法、画
像再構成について整理
しておく。

Positron 放 出 核 種、PET の
撮像原理（同時計数回路）、
PET 装置、データ収集方法

（2D 収集、3D 収集）、および
データの種類等に関して理解
する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 12回

Positron 放 出 核 種、
PET の撮像原理、PET
装置、データ収集方法、
およびデータの種類等
に つ い て 整 理 し て お
く。

PET の 再 構 成 や 補 正 法、
PET-CT 装置の特徴や問題点
を学習し、進歩する PET 技
術を理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 13回

PET の再構成や補正
法、PET-CT 装置の特
徴に関して整理してお
く。

試料計測装置であるウェル型
シンチレーションカウンタの
原理や測定方法や、その他の
測定装置について理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学診断機器学の
基礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 14回

ウ ェ ル 型 シ ン チ レ ー
ションカウンタの原理
や測定方法に関して整
理しておく。

核医学検査法や体外計測検査法
の原理を理解する。

「核医学診断機器学」にて配
布したプリントを整理し、必
要とする知識を理解しておく

・教科書
・参考書

第 15回
1 ～ 14 回目までに行っ
た講義内容を整理して
おく。

試料計測検査法や in vitro 検
査法について理解する。

「核医学診断機器学」にて配
布したプリントを整理し、必
要とする知識を理解しておく

・教科書
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 核医学検査技術の基礎 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 野口　敦司 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 放射性医薬品を用いて施行する核医学検査および治療を理解し、核医学診療技術
の知識の習得を目指す。

授業内容

核医学診療は放射性同位元素を患者に投与して行う検査や治療であり、診療放射
線技師として核医学検査の概要、各検査における使用放射性医薬品の取扱いや集
積原理、投与量や投与方法、撮像方法などの検査方法、また放射性同位元素を用
いた治療に関する知識習得は必須である。これらを含めて、核医学診療の臨床現
場において必要とされる知識および技術をディスカッションする。

到達目標 診療放射線技師に求められる核医学診療の知識および技術を理解する。

授業形態
講義用に作成したスライドおよび配布プリントを基に、学生との対話形式（ディ
スカッション）を中心に進めていく形態とする。
配布プリントは重要ポイントに対し中抜きにて作成しているため、講義内容を理
解し学生自身が記入する形態とする。

教科書、教材、参考書 教科書：『核医学』（福士政広編 , メジカルビュー社 , 2010）
参考書：『実践　核医学検査』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2009）

評価方法 定期試験、随時試験に授業参加姿勢（出席状況、授業態度等）を考慮に入れて評
価する。

評価基準 定期試験を基本として随時試験、授業参加姿勢を総合的に評価し、
100 点を上限として 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
核医学診断機器学の授
業 内 容 を 復 習 し て お
く。

核医学診断機器学で習得した
知識をもとに核医学検査技術
の概要を把握する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 2回
教科書の核医学データ
解析の説明を読んで予
習しておく。

核医学データ解析において画
像処理技術を理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 3回
教科書の核医学データ
解析の説明を読んで予
習しておく。

核医学データ解析において薬
物動態解析について理解す
る。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 4回
教科書の脳核医学検査
の説明を読んで予習し
ておく。

臨床核医学検査において脳神
経、脳血流などの脳の検査に
ついて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 5回
教科書の内分泌核医学
検査の説明を読んで予
習しておく。

臨床核医学検査において甲状
腺や副腎などの内分泌の検査
について理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 6回
教科書の呼吸器核医学
検査の説明を読んで予
習しておく。

臨床核医学検査において肺血
流や肺換気シンチグラフィな
どの検査について理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 7回
教科書の心臓核医学検
査の説明を読んで予習
しておく。

臨床核医学検査において心筋
血流シンチグラフィの検査に
ついて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 8回
教科書の心臓核医学検
査の説明を読んで予習
しておく。

心臓核医学検査について理解
する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 9回
教科書の消化器核医学
検査の説明を読んで予
習しておく。

臨床核医学検査において肝臓
や唾液腺などの消化器検査に
ついて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 10回
教科書の腎臓核医学検
査の説明を読んで予習
しておく。

臨床核医学検査において腎静
態・腎動態シンチグラフィに
ついて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 11回
教科書のリンパ核医学
検査の説明を読んで予
習しておく。

臨床核医学検査において血
液・造血器・リンパ節シンチ
グラフィについて理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 12回
教科書の骨核医学検査
の説明を読んで予習し
ておく。

臨床核医学検査において骨シ
ンチグラフィについて理解す
る。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 13回
教科書の腫瘍核医学検
査の説明を読んで予習
しておく。

臨床核医学検査において腫
瘍・炎症の検査について理解
する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 14回
教科書の in vitro 検査
の説明を読んで予習し
ておく。

臨床核医学検査において in 
vitro 検査について理解する。

講義中に配布したプリントを
整理し、核医学検査技術の基
礎知識を理解しておく。

・教科書
・参考書

第 15回
教科書の核医学治療の
説明を読んで予習して
おく。

核医学治療である内用療法に
ついて理解する。

これまでに配布したプリント
を整理し、必要とする知識を
理解しておく。

・教科書
・参考書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 放射性薬品学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 　 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

放射性薬品学は核医学診断と治療において用いられる RI 標識化合物に関する学
問分野であり、近年の診療放射線技師にとって必要、欠かせざる科目である。本
講では、診療放射線技師が診療に携わるにおいて必要な知識として、それぞれの
病態の診断・治療への利用の原理と必要な放射性同位元素の核特性とその種類、
ならびに医薬品として必要な品質と各種試験法などの薬学的条件を理解する。

授業内容

主な講義項目は以下のとおりである。
①各部位における核医学検査に必要な解剖
②各部位における必要な放射性医薬品の特性
③各部位における検査方法
④各部位における臨床画像の評価方法

到達目標
診療放射線技師が診療に携わる際に必要な知識として、部位別の放射性医薬品の
特性と検査方法及び検査で得られた臨床画像の評価方法について基本的事項を習
得し、実践的な検査手法を身につける。

授業形態 基本的には講義方式とし、理解力を深めるため演習を交える。

教科書、教材、参考書 教科書：『実践　核医学検査』（金森勇雄他 , 医療科学社 , 2009）

評価方法 定期試験を基本として、出席・受講態度等を考慮する。

評価基準 定期試験 80%、授業出席 20% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回 テキストを良く読む。 脳における核医学検査の実践 放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 2回 テキストを良く読む。 脳神経系における核医学検査
の実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 3回
テキストを良く読む。 内分泌系における核医学検査

の実践（甲状腺シンチグラ
フィ）

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 4回
テキストを良く読む。 内分泌系における核医学検査

の実践（甲状腺以外のシンチ
グラフィ）

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 5回 テキストを良く読む。 呼吸器系における核医学検査
の実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 6回
テキストを良く読む。 循環器系における核医学検査

の実践（心筋血流シンチグラ
フィ）

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 7回
テキストを良く読む。 循環器系における核医学検査

の実践（心筋血流以外のシン
チグラフィ）

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 8回 テキストを良く読む。 消化器系における核医学検査
の実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 9回

検査対象部位における
放射線医薬品、検査方
法及び臨床画像を把握
する。

演習問題 放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 10回 テキストを良く読む。 泌尿器系における核医学検査
の実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回 テキストを良く読む。 血液・リンパ系における核医
学検査の実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 12回 テキストを良く読む。 骨系における核医学検査の実
践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 13回 テキストを良く読む。 腫瘍系における核医学検査の
実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 14回 テキストを良く読む。 炎症系における核医学検査の
実践

放射線医薬品の物理的性質・
適応疾患を理解する。

教科書

第 15回 テキストを良く読む。 演習と補習 核医学検査がどの程度理解さ
れているか。

教科書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 核医学検査技術各論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 安田　憲幸 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 核医学診療に使用される放射性医薬品と検査項目・適応疾患について、臨床現場
で必要とされる知識を習得する。

授業内容
核医学画像を作成するために必要な知識と放射性医薬品の集積機序・排泄率・デー
タ収集法について学習し診断に適合する画像・測定値を正確に検出する目的の学
習を行う。又、被ばく線量を軽減させる学習も併せて行う。

到達目標
放射性医薬品と検査項目，適応疾患の組み合わせを理解する。
核医学画像と他の検査画像との関連について理解する。
放射性医薬品の取り扱い方を理解し、被ばく，汚染防止を理解する。

授業形態 主に教科書を中心に講義し、画像について臨床意義を学習する。
（画像評価は病巣が陽性像か陰性像かの解説）

教科書、教材、参考書
教科書：『実践　核医学検査』（渡部洋一他 , 医療科学社 , 2007）
参考書：『核医学』（福士政広編 , メジカルビュー社 , 2010）
　　　　『核医学検査技術学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 2008）

評価方法 試験結果および出席日数を総合して合否判定を行う。

評価基準 60 点以上を合格とし、単位認定とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
放射線技師の接遇につ
い て 学 習 し て お く こ
と。

核医学検査に携わる業務全般
の準備から検査終了までの行
程を説明する。

放射線技師の業務内容を理解
する。

参考書：『核医学』

第 2回

放射性核種の物理的性
質 を 学 習 し て お く こ
と。

放射性医薬品の物理的・生物
的放射化学的条件について説
明する。（コリメータ・マト
リックスサイズ・データ収集
法・適応疾患等）

各放射性医薬品としての条件
を理解する。

参考書：『核医学』

第 3回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（脳・神経系）

放射性医薬品と適応疾患を修
得する。

教科書

第 4回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（内分泌系）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 5回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（内分泌系②）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 6回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（呼吸器系）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 7回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（循環器系）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 8回
第１回から 10 回迄の
学習を復習しておくこ
と。

前半の演習 各検査法について復習し理解
する。

特になし

第 9回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（消化器系）

各検査法について復習し理解
する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（泌尿器系）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 11回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（血液・リン
パ・骨）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 12回
各臓器の解剖学・生理
学 を 学 習 し て お く こ
と。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（腫瘍・炎症）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 13回 PET 検査用機器につい
て学習しておくこと。

検査目的・検査内容及び得ら
れる結果の説明（PET 検査）

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 14回

ウ ェ ル タ イ プ シ ン チ
レーションカウンター
について学習しておく
こと。

核医学における内用療法と In 
vitro 検査内容の説明

各検査法について復習し理解
する。

教科書

第 15回 後半の復習 後半のまとめ 特になし
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線腫瘍学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 中島　俊文／小野　公二 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
腫瘍の疫学，病因，分類，病態，治癒についての基礎知識を得るとともに、放射
線生物学で学んだ基礎事項を前提として、腫瘍の放射線感受性や生物学的効果を
正しく理解し、放射線治療の適応となる腫瘍に関する線量分布の計算および放射
線治療計画に必要な基礎知識を身につけることを主な目標とする。

授業内容 臨床腫瘍学を理解する上で腫瘍の、疫学、病因、検査、分類、病理、治癒につい
て学習する。

到達目標

①癌の病理と病期について知る。
②正常組織と腫瘍の放射線感受性について知る。
③放射線治療指針の基本（治療の目的、適応、集学的治療）について知る。
④時間的線量配分の考え方について知る。
⑤癌の予後因子について知る。
⑥放射線と他の治療法との併用について知る。

授業形態
主に、スライドおよびプリントを配布して、要点を解説しながら講義形式の授業
を行うが、事前学習、事後学習の進行を確認するために、適宜グループ討議等を
取り入れる。

教科書、教材、参考書

参考書：『診療放射線技術　改訂第 13 版（下巻）』（小塚隆弘他監修 , 南江堂 , 　
　　　　2012）
　　　　『図解　診療放射線技術実践ガイド』（高橋正治他編者 , 文光堂 , 2011）
　　　　『放射線技術学シリーズ　放射線生物学』（江島洋介他編 , オーム社 , 　
　　　　2011）

評価方法
放射線治療技術を学習するために必要となる放射線腫瘍学の基本的な知識の習得
について、事前学習・授業時の演習内容・事後学習・レポート、期末試験により
総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を学習態度（事前学習・授業時の演習内容・事後学習）：10%、
レポート：20%、定期試験：70% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

病理学の講義内容を復
習してくる。

病理学で学習したことがらを
深めながら、がんの疫学と病
因について考える。予後予測
と治療効果の判定について概
説する。

発癌に対する種々の因子を整
理する。　

病理学指定の教科書
・参考書

第 2回

がんとその特徴につい
て調べてくる。

肺癌を主題として、腫瘍の病
理と分類、治療方法について
解説する。体幹部定位放射線
治療を講義する。

腫瘍の分類を正しく言えるよ
うになる。

参考書

第 3回

放射線生物学の講義内
容、特に分割照射時の
4R について復習して
くる。

放射線生物学で学習した事柄
をまとめながら、臨床で使用
できる放射線生物学に展開。

正常放射線生物学の理論を臨
床応用できる知識に整理。

参考書

第 4回

生体、臓器の放射線に
よる生物反応について
整理する。

がんの治療法とその効果の考
え方についてまとめる。正常
組織と腫瘍の放射線感受性に
ついての知識を深めていく。

正常組織の耐容線量を定量的
に評価できるようにする。

参考書

第 5回

放射線物理学でまなん
だ事柄、特に放射線と
物質との相互作用につ
いて、復習してくる。

・放射線治療指針の基本①
放射線治療の目的と適応につ
いて概説し、放射線治療適応
の基本的な考え方を学習す
る。

放射線治療効果の修飾因子
と、放射線治療の目的に応じ
た適応性について整理する。

参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

線量の定義及び測定原
理、線量測定器具につ
いて復習してくる。

・放射線治療指針の基本②
放射線治療計画における照射
野の設定、投与線量と線量分
布の計算法、照射法との関連
について総論を述べる。

集学的治療について調べる。
投与線量の考え方、線量分割
の考え方について整理してく
る。

参考書

第 7回

放射線治療計画の流れ
を予習する。

・放射線治療指針の基本③
放射線治療計画における照射
野の設定、評価方式について
のべる。IMRT 治療を講義す
る。

放射線治療計画におけるシ
ミュレーションの原理につい
てまとめる。

参考書

第 8回

頭頸部疾患について調
べてくる。

・放射線治療各論①
頭頸部疾患の放射線治療法に
ついて概説する。小線源治療
を講義する。

講義で学んだ頭頸部疾患の放
射線治療法について整理す
る。

参考書

第 9回
乳癌、子宮癌について
調べてくる。

・放射線治療各論②
乳癌、子宮癌の放射線治療法
について概説する。

講義で学んだ婦人科疾患の放
射線治療法について整理す
る。

参考書

第 10回
主な泌尿器疾患につい
て調べてくる。

・放射線治療各論③
泌尿器疾患の放射線治療法に
ついて概説する。

講義で学んだ泌尿器疾患の放
射線治療法について整理す
る。

参考書

第 11回

主な脳神経疾患の放射
線治療について調べて
くる。

・放射線治療各論④
脳神経疾患の放射線治療法に
ついて概説する。脳定位照射
を講義する。

講義で学んだ脳神経疾患の放
射線治療法について整理す
る。

参考書

第 12回
主な消化器、リンパ節
疾患について調べてく
る。

・放射線治療各論⑤
消化器、リンパ節疾患の放射
線治療法について概説する。

講義で学んだ消化器、リンパ
節疾患の放射線治療法につい
て整理する。

参考書

第 13回
主な疾患の感受性、転
移頻度を復習し、対比
しながら調べてくる。

・放射線治療各論⑥
主疾患の感受性、進展形式、
小児疾患の特徴を講義する。

講義で学んだ感受性、小児疾
患の放射線治療法について整
理する。

参考書

第 14回

がんの治療法として、
放射線治療と併用して
施行される治療法には
どんな方法があるか、
図 書 館 の 文 献 や イ ン
ターネット等で調べて
くる。

温熱療法や化学療法等の放射
線治療との併用療法について
概説する。

放射線併用療法について整理
する。

参考書

第 15回

最新の放射線治療には
どのような放射線が用
いられているか、調べ
てくる。

粒子線治療技術やその他の最
新の放射線治療技術の概要を
説明し、今後の放射線治療技
術動向をさぐる。

今後の放射線治療の可能性に
ついて自分の考えをまとめ
る。

・参考書
・図書館文献
・インターネット等
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線治療機器学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 宇都　文昭 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

放射線治療に用いられる高エネルギー放射線発生装置や関連機器に関する構造と
原理及び品質・安全管理についての知識と技術について学習し、臨床で用いられ
ている放射線治療装置について、安全かつ正確な放射線治療を行う上で必要とな
る放射線治療計画技術や治療装置及び関連機器に関する技術を身につけることを
主な目的とする。

授業内容
放射線治療装置、放射線治療計画装置及び関連機器について、その構造、基本原
理を解説し、臨床でどの様に使用されるか理解させる。また、これらの機器の安
全取扱や品質管理の重要性について理解させる。

到達目標

・放射線治療装置の構造と基本原理を理解する。
・治療計画用線量分布計算システムの各計算アルゴリズムとその特徴を理解する。
・放射線治療装置、放射線治療計画装置の臨床使用について理解する。
・放射線治療装置の付属機器についてその構造と使用方法を理解する。
・上記機器の安全取扱及び品質管理について理解する。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、講義用に作成したスライドを活用し、双方
向型の授業も取り入れ、ディスカッションなどを取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『診療放射線技術　下巻』（小塚隆弘他監修 , 南江堂 , 2012）

評価方法 放射線治療機器に関する基本的な知識と技術の習得について授業参加、事前学習、
事後学習、レポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業の出席 10%、事前事後学習姿勢 20％、レポート内容 20％、
期末試験 50％に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線治療装置の開発
や発展の歴史を予め学
習し、授業に備える。

放射線治療技術の基本理念の
元に治療装置や機器がどの様
に開発され、発展したか、そ
の歴史的な過程を学ぶ。

放射線治療装置の開発や発展
について整理し、次の授業展
開に備える。

教科書

第 2回

放射線治療の原点とも
言えるコバルト遠隔治
療装置について、予習
をして授業展開に備え
る。

コバルト遠隔治療装置の構造
と特徴及び臨床使用について
学習する。

コバルト遠隔治療装置の構造
と特徴につい整理し、放射線
治療の基本を理解する。

教科書

第 3回

放射線治療の主流であ
る直線加速装置の構造
と加速原理について予
習し、授業展開に備え
る。

直線加速装置（リニアック）
の構造と加速原理、エックス
線、電子線の取り出し方法に
ついて学習する。

直線加速装置の構造と加速原
理について整理し、理解を深
める。

教科書

第 4回

直線加速装置を臨床に
使用するために必要な
装備機器について予習
し、授業展開に備える。

直線加速装置（リニアック）
の照射ヘッド内の構造及び臨
床使用に必要な付属機器の役
割と使用方法について学習す
る。

照射ヘッド内の構造及び付属
機器について整理し、その役
割と使用方法を理解する。

教科書

第 5回

直線加速装置は使用方
法を誤ると非常に危険
であることを予め理解
し、安全取扱及び QC、
QA について予習する。

直線加速装置（リニアック）
の安全取扱及び QC、QA の
必要性と実施方法について学
習する。

直線加速装置の安全取扱及び
QC、QA について整理する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

マイクロトロンの構造
と加速原理について予
習し、授業展開に備え
る。

マイクロトロンの構造と加速
原理及び臨床使用について学
習する。

マイクロトロンの構造と加速
原理について整理し、理解を
深める。

教科書

第 7回

陽子線・重粒子線治療
装置の構造と加速原理
について予習する。

陽子線・重粒子線治療用のサ
イクロトロン、シンクロサイ
クロトロン及びシンクロトロ
ンの構造と加速原理について
学習する。

陽子線・重粒子線治療装置の
構造と加速原理について整理
し、理解を深める。

教科書

第 8回

陽子線・重粒子線治療
で使用される付属機器
について予習し、授業
展開に備える。

陽子線・重粒子線治療装置付
属機器の役割と使用方法及び
臨床使用について学習する。

陽子線・重粒子線治療で使用
される付属機器について、そ
の役割及び使用方法について
整理する。

教科書

第 9回

ガンマナイフ及びリニ
ア ッ ク に よ る ラ ジ オ
サージェリー装置につ
いて予習し、授業展開
に備える。

ガンマナイフ及びリニアック
によるラジオサージェリー装
置の構造と基本原理につい
て、またそれぞれの特徴と臨
床使用について学習する。

ガンマナイフ及びリニアック
によるラジオサージェリー装
置の構造と基本原理について
整理し、それぞれの特徴を理
解する。

教科書

第 10回

IMRT、IGRT に つ い
て理解し、装置の構造
と 基 本 原 理 を 予 習 す
る。

IMRT、IGRT 用 機 器 の 構 造
と基本原理及びそれぞれの治
療計画に対する検証方法につ
いて学習する。

IMRT、IGRT 用機器の構造
と基本原理について整理し、
検証方法について理解する。

教科書

第 11回

密封小線源治療につい
て予め理解し、治療装
置の構造と基本原理に
ついて予習する。

密封小線源治療装置の構造と
基本原理及び臨床使用につい
て学習する。

密封小線源治療装置の構造と
基本原理について整理し、直
線加速装置などの外部照射
装置との相違について理解す
る。

教科書

第 12回

治療計画に使用される
機器の構造と基本原理
及び使用目的について
予習する。

治療計画に使用される機器
（エックス線位置決め装置、治
療計画用 CT 及び CT シミュ
レータ、線量分布計算システ
ム）の構造と基本原理につい
て学習する。

治療計画に使用される機器の
構造と基本原理について整理
し、使用目的及び使用方法に
ついて理解する。

教科書

第 13回

治療計画用線量分布計
算システムの各計算ア
ルゴリズムについて予
習し、授業展開に備え
る。

治療計画用線量分布計算シス
テムの各計算アルゴリズムと
その特徴について学習する。

各計算アルゴリズムとその特
徴について整理する。

教科書

第 14回

照 射 野 照 合 装 置 及 び
QC、QA 機器の種類と
構造及び原理について
予習する。

照射野照合装置及び QC、QA
機器の種類と構造及び原理に
ついて、またそれらが臨床に
どの様に反映されるかを学習
する。

照射野照合装置及び QC、QA
機器の種類と構造及び原理に
ついて整理する。

教科書

第 15回

放射線治療情報システ
ムの必要性、放射線治
療機器導入時のコミッ
ショニングやデータ収
集について予習する。

放射線治療情報システム及び
放射線治療装置導入時のコ
ミッショニングやデータ収集
の方法と必要性について学習
する。

放射線治療情報システムにつ
いて理解し、コミッショニン
グやデータ収集の項目を整理
する。

教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線治療技術の基礎 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 宇都　文昭 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
高エネルギー放射線発生装置により発生した放射線を人体に照射して、人体内の
腫瘍等に対する治療を行うために診療放射線技師に必要となる放射線治療の目的
や基本技術について学習するとともに、放射線治療計画の放射線医学における診
療放射線技師の役割と義務について学習する。

授業内容

放射線治療技術の基本理念の理解と役割、専門的技術の体系について概説。放射
線治療計画のための画像や病理組織などの患者データの取得に始り、放射線治療
計画、放射線治療装置への患者のセッティング、患者の固定、照射のための線量
計算、位置確認写真、治療用器具の取扱い、治療前後の記録事項、線量測定、装
置のメンテナンスなど演習を交えて放射線治療技術を理解する。

到達目標
・放射線治療技術の基本理念と役割について理解する。
・放射線治療計画から照射までの基本的な知識と技術を習得する。
・放射線治療技術の基本となる放射線測定と線量計算について理解する。
・放射線治療装置のメンテナンスおよび QC、QA について知識を習得する。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、双方向型の授業も取り入れ、ディスカッショ
ンなどを取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『診療放射線技術　下巻』（小塚隆弘他監修 , 南江堂 , 2012）

評価方法 放射線治療技術に関する基本的な知識と技術の習得について授業参加、
事前学習、事後学習、レポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業の出席 10%、事前事後学習姿勢 20%、レポート内容 20%、
期末試験 50% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線治療技術の基本
理念の理解と役割につ
いて予め学習し、授業
に備える。

放射線治療技術の基本理念と
役割について理解し、今後の
授業展開の筋道について理解
する。

基本理念と役割について整理
し、次の授業展開に備える。

教科書

第 2回

放射線治療計画のため
に必要な患者データに
ついて、予習をして授
業展開に備える。

放射線治療の対象症例を紹介
し、CT 画像や病理組織等の
患者データの必要性とその基
本知識及び利用方法について
習得する。

CT 画像や病理組織等の患者
データの必要性とその基本知
識及び利用方法につい整理す
る。

教科書

第 3回

放射線測定技術で習得
した電離箱線量計の特
性について復習し、放
射線治療に当てはめて
予習し、授業展開に備
える。

放射線治療の基本である放射
線量の測定について学習す
る。基準線量計である電離箱
線量計の校正手順と各種補正
法について習得する。

電離箱線量計の校正手順、各
種補正法の必要性と補正方法
について整理する。

教科書

第 4回

放射線測定技術で習得
した内容を復習し、高
エネルギー X 線及び電
子線の場合に当てはめ
て予習し、授業展開に
備える。

高エネルギー X 線及び電子線
の線量測定に必要な線質の評
価方法について習得する。　

高エネルギー X 線及び電子線
の線質評価法についてそれぞ
れの特徴を整理する。

教科書

第 5回

高エネルギー X 線及び
電子線の吸収線量測定
における基準点及び校
正点の概念について予
習し、授業展開に備え
る。

高エネルギー X 線及び電子線
の水吸収線量測定について、
校正点の測定を行い基準点の
線量を求める方法について習
得する。

高エネルギー X 線及び電子線
の水吸収線量測定について、
測定器の違いによる測定点の
相違及び基準点、校正点の相
違について整理する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

粒子線測定について、
高エネルギー X 線や電
子線の測定との相違に
ついて予習し、授業展
開に備える。

粒子線（陽子線、重粒子線、
中性子線）の測定方法につい
て、線質評価、各種補正係数
な ど、X 線 及 び 電 子 線 測 定
との相違などについて習得す
る。

陽子線、重粒子線、中性子線
について、それぞれの線量測
定、線量評価法を整理する。

教科書

第 7回

放射線治療に使用され
る各種測定器の測定原
理及び特徴について、
放射線測定技術で習得
した内容を復習し、授
業展開に備える。

電離箱線量計以外の放射線治
療に用いられる測定器の種
類、測定原理及び特徴につい
て習得する。

電離箱線量計以外の放射線治
療に使用される測定器につい
て測定原理、測定方法及び特
徴を整理する。

教科書

第 8回

放射線治療に使用され
る各種測定器の測定原
理及び特徴について、
放射線測定技術で習得
した内容を復習し、授
業展開に備える。

放射線治療の線量測定に用い
られる熱ルミネッセンス線量
計、写真フィルム、ラジオク
ロミックフィルムの測定原理
及び特徴について習得する。

放射線治療の線量測定に用い
られる熱ルミネッセンス線量
計の測定原理及び写真フィル
ムやラジオクロミックフィル
ムの特徴及び使用方法につい
て整理する。

教科書

第 9回

放射線治療に使用され
る各種測定器の測定原
理及び特徴について、
放射線測定技術で習得
した内容を復習し、授
業展開に備える。

放射線治療の線量測定に用い
られる半導体検出器その他の
測定器の測定原理及び特徴に
ついて習得する。

放射線治療の線量測定に用い
られる半導体検出器及びその
他の測定器の測定原理及び特
徴について整理する。

教科書

第 10回

放射線測定技術で習得
した内容を復習し、測
定精度及び測定器間の
校正方法について予習
し、授業展開に備える。

放射線治療の線量測定におけ
る測定精度を学習し、モニ
ター線量計の校正及び測定器
間の校正方法について習得す
る。

測定精度（正確さ、精密さ）
について理解し、モニター線
量計の校正手順、測定器間の
校正方法について整理する。

教科書

第 11回

高エネルギー X 線及び
電子線の線量分布測定
法について、人体内の
線量分布をイメージし
て、測定に使用する測
定機器の具備すべき条
件及び線量分布の特徴
ついて予習する。

高エネルギー X 線及び電子線
の線量分布測定法について、
測定に使用するファントムや
測定器の種類及び線量分布の
特徴について習得する。

線量分布測定に使用される
ファントムや測定機器の種
類、特性及び使用方法につい
て、また X 線、電子線の線
量分布の特徴について整理す
る。

教科書

第 12回

高エネルギー X 線の線
量計算法の基本となる
定義等について予習し、
授業展開に備える。

高エネルギー X 線の線量計算
における照射野の定義、出力
係数及び散乱係数について学
習する。

高エネルギー X 線の線量計算
における照射野の定義、出力
係数及び散乱係数を理解し、
計算方法について再確認する。

教科書

第 13回

高エネルギー X 線の
線量計算法の基本とな
る定義等について予習
し、授業展開に備える。

高エネルギー X 線の線量計算
における深部量百分率、組織
空中線量比、組織最大線量比
などの概念を理解し、その使
用方法について学習する。

高エネルギー X 線の線量計算
における深部量百分率、組織
空中線量比、組織最大線量比
などの概念、定義及び使用方
法について整理する。

教科書

第 14回

治療計画用コンピュー
タの計算アルゴリズム
の種類やそれぞれの特
徴に予め学習し、授業
に備える。

治療計画用コンピュータによ
る線量計算法において、高エ
ネルギー X 線、電子線、粒子
線の計算アルゴリズムその他
について学習する。

治療計画用コンピュータの計
算アルゴリズムの種類やそれ
ぞれの特徴及び使用方法につ
いて整理する。

教科書

第 15回

放射線治療の治療標的
の定義、治療機器の保
守管理（QC，QA）に
ついて予め学習し、授
業に備える。

放射線治療の治療標的の定
義、治療機器の保守管理（QC，
QA）の方法及び点検の頻度
などについて学習する。

放射線治療の治療標的の定
義、治療機器の保守管理（QC，
QA）の方法、管理項目及び
点検の頻度などについて整理
する。

教科書
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 がん医療科学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 三羽　信比古 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
日本人の 3 大死因の一角を占める癌（がん）に対する医療に関して、その科学的
基礎は医療関係者にとって必要不可欠な基礎医学となる。本講義では、がんの性
質と動態を理解し、それに立脚して、がん医療の概念と基礎理論に関して生命科
学の視点から理解する。

授業内容

がんの発生、増殖・進展、悪性化、浸潤・転移・再発について、成因・遺伝子・
免疫系・細胞接着などの分子・細胞・組織レベルで多面的な生命科学的視点から
がんを総合的に理解する。これと共に、医療系教育で主要となるがん診療に対す
る基礎科学としての位置付けから、腫瘍マーカー検査・がん病理組織検査・Ｘ線
撮像などのがん診断、および、がん治療の柱となる抗がん剤（正常組織への副作
用軽減・がん選択的な細胞殺傷作用・免疫活性化作用など）、がん転移抑制剤（腫
瘍血管・がん酸化ストレスの抑制など）を含む化学療法、外科手術、放射線療法・
温熱療法・光線力学療法の理論と手法原理を総合的に相互比較した治療適用性・
集学的療法を理解し、がん医療における基礎理論を生命科学の視点から講義する。

到達目標
本講義では、がんが発生の後どのように進展するかを理解し、それに基づいて、
いかなる各種がん治療法が行われているかを幅広く総合的に把握し、さらに、が
ん診断・予防・治療・再発防止・転移抑制などの医療も含めて、その基礎理論と
概念に関して生命科学の視点から理解と知識を深める。

授業形態

・対面授業として行う。
・文言だけでは分かりにくい授業内容は、随時、PowerPoint ファイルで図説し、
さらに、要点は、PowerPoint ファイルに連動させたペンタブレットで反復徹底
する。
・時間的余裕のある範囲で、学生個人 1 ～ 2 名を随時指名して、当該授業での質
問を提示してもらい、学生の緊張感を保持する。
・それ以外の質問は、出席簿の回覧と同時に、自由記入の質問票を回覧し、翌週
の授業で Point-by-Point に回答する。

教科書、教材、参考書

教科書：『ビジュアル版 がんの教科書』（中川恵一 , 三省堂 , 2006）
　　　　※毎回、該当頁について解説する。
参考書：『細胞死制御工学』（三羽信比古 , シーエムシー出版 , 2009）
　　　　※4年次前期の授業科目「がん制御科学特論」でも参考書として使用する。
教材：診療放射線技師国家試験問題の中からがん医療科学に関連した出題を抜粋
　　　したプリントを配付する。

評価方法
・授業態度（授業参加、事前学習、事後学習）25 点、ミニテスト（計 3 回実施）35 点、
期末試験 40 点で総合判定する。
・中間試験の採点結果が判明した段階で、学生に試験結果を個人通知し、レッド
/ イエロー・ゾーンの学生に対しては、期末試験に向けての奮起を促す。

評価基準 100 点満点を、授業態度（授業参加、事前学習、事後学習）25%、ミニテスト（計
3 回実施）35%、期末試験 40% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

がんの発生と増殖に関
して細胞レベルから大
まかに理解する。
＊指定教科書の該当頁
と指定参考書の活用を
推奨する。

がんの発生と増殖に関して、
分子・細胞・組織レベルでの
多面的な生命科学視点からが
んを総合的に理解する。
正常細胞や正常組織との相違
点を把握する。

がんの発生と増殖に関して、
分子・細胞・組織レベルでの
多面的な生命科学的視点から
がんと正常組織との違いを総
合的に理解する。

・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：がん細胞、
発がんなど
・ 参 考 書　161-164
頁、344-  350 頁、
46-48 頁
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 2回

がんの進展と悪性化に
ついて、その動態を大
まかに理解しておくこ
とが好ましい。

がんの進展と悪性化に関し
て、分子・細胞・組織レベル
を総合的に理解する。正常細
胞や正常組織との相違点も把
握。

がん進展と悪性化に関して、
がんと正常組織と相違点から
総合的に理解する。

・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：がん増殖
など
・ 参 考 書　341- 362
頁 ,95-96 頁、164-
166 頁

第 3回

がんの浸潤・転移・再
発について、その動態
を大まかに理解してお
くことが好ましい。

がんの浸潤・転移・再発につ
いて、分子・細胞・組織レベ
ルを総合的に理解。※第 1 回
ミニテスト実施（出題範囲：
第 1 ～ 2 回授業内容）

がんの浸潤・転移・再発に関
して、がんと正常組織の違い
を総合的に理解する。

・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：がん転移
など
・参考書 161- 162 頁、
120- 125 頁

第 4回

がん進展プロセスを大
まかに理解しておくこ
とが好ましい。

がん発生の後で進展する過程
を総覧し、成因・遺伝子・免
疫系・細胞密着など分子・細
胞・組織レベルでのがんを総
合的に理解する。

がん進展プロセスを総覧し成
因・遺伝子・免疫系・細胞密
着など生命科学的視点から把
握。

・教科書　80-84 頁
・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：がん遺伝
子など。
・参考書：同上

第 5回

がんと正常細胞・正常
組織の相違点を大まか
に理解しておくことが
好ましい。

正常細胞と比較したがんの性
質と動態について、活性酸素
を始め、成因・遺伝子・免疫
系・細胞密着など分子・細胞・
組織レベルからがんを総合的
に理解する。※第 2 回ミニテ
スト実施（出題範囲：第 3 ～
4 回授業内容）

正常細胞／組織と比較したが
んの性質と動態などを生命科
学的視点から把握する。

・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：がん免疫
など
・参考書：同上

第 6回

がん診断について大ま
かに理解しておくこと
が好ましい。

がん診断法として、腫瘍マー
カーの意義、がん病理組織検
査などの基礎理論・手法原理・
長短所を理解する。

各種がん診断における放射線
の位置付けを把握する。

・教科書　85-92 頁。
・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：がん診断
など

第 7回

シンチグラフィー・腫
瘍マーカーを主にがん
診断について大まかに
理解しておくことが好
ましい。

がん診断法として、臓器別に
シンチグラフィー・腫瘍マー
カー検査などの基礎理論・手
法原理・長短所を生命科学の
視点から理解する。※第 3 回
ミニテスト実施（出題範囲：
第 5 ～ 6 回授業内容）

各種がん診断におけるシンチ
グラフィー・腫瘍マーカーの
位置付けを把握する。

・教科書 87-92 頁。
・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：腫瘍マー
カーなど。

第 8回

機器によるがん診断に
ついて大まかに理解し
て お く こ と が 好 ま し
い。

がん診断法の前回の続きとし
て、Ｘ線撮像・MRI・PET・
超音波などの基礎理論・手法
原理・長短所を理解する。

各種がん診断法の概要を理解
し、放射線の位置付けを把握
する。

教科書　85-92 頁。

第 9回

抗がん剤の全体像につ
いて大まかに理解して
おくことが好ましい。

がん治療の柱となる抗ガン剤
（正常組織への副作用軽減・
がん選択的な細胞殺傷作用な
ど）を含む化学療法の基礎理
論を理解する。

抗がん剤と化学療法について
生命科学の視点から理解す
る。

・『生物学辞典』（巌
佐　庸他編 , 岩波書
店 ,2013）：抗がん剤
など。
・ 教 科 書　108-116
頁

第 10回

抗がん剤の長短所につ
いて大まかに理解して
おくことが好ましい。

前回からの続きとしての抗が
ん剤（がん選択的な細胞殺傷
作用・免疫活性化作用など）
を含む化学療法の基礎理論と
手法原理を理解する。

各種の抗がん剤の適用性を生
命科学の視点から理解する。

教科書　108-116 頁
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回

がん浸潤と転移につい
て大まかに理解してお
くことが好ましい。

がん治療の別の柱となるがん
転移抑制剤（腫瘍血管・がん
酸化ストレスの抑制など）を
含む化学療法の基礎理論を理
解する。

各種のがん転移抑制剤（候補）
の適用性を生命科学の視点か
ら理解する。

参考書　　341- 362
頁、95-96 頁、 164- 
166 頁、161- 162 頁、
120- 125 頁

第 12回

がんの放射線治療につ
いて大まかに理解して
おくことが好ましい。

がん医療としての外科手術、
放射線療法、および、がん進
行度との関わりについて、基
礎理論と手法原理を総合的に
相互比較した治療適用性を理
解する。

がん放射線治療の適用性を生
命科学の視点から理解する。

教科書　100-107 頁

第 13回

がん温熱療法・光線力
学療法を大まかに理解
しておくことが好まし
い。

放射線療法と区別して温熱療
法・光線力学療法の理論と手
法原理を総合的に相互比較
し、その治療適用性を理解す
る。

がん放射線療法における補完
性を生命科学の視点から理解
する。

参考書　123-124 頁

第 14回

がんの手術、がん支持
療法について概要を理
解しておくことが好ま
しい。

がん放射線療法の位置付けと
して、がん手術・抗がん剤治
療を合わせた三大治療法の中
での意義・長短所を理解する。

三大がん治療法の中でのがん
放射線療法を総合的に理解す
る。

教 科 書　95-99 頁、
117-118 頁、143-148
頁

第 15回

がん医療科学の全体像
を復習しておくことが
好ましい。

がん集学的療法を生命科学的
視点から理解し、本授業全体
でのがん医療科学の要点を反
復して確認する。
＊定期試験の出題範囲を具体
的に説明する。

がん医療の現状と限界を理解
し、併せて、今後の先進的な
がん医療の方向性への展望を
持つ。

教科書　5-7 頁
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 放射線治療技術各論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 宇都　文昭 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 臨床で行われる各種の悪性腫瘍に対する放射線治療方法に関して、各論的にその
放射線治療目的、治療計画、照射術式に関する専門知識・技術を身につける。

授業内容

放射線治療を実施する際に先ず重要となる治療計画について詳述し、高エネル
ギーエックス線、電子線による照射方法について、また最新の治療装置である陽
子線・重粒子線治療の実際についても臨床例を示しながら理解させる。また、密
封小線源治療や全身照射、術中照射、温熱療法などの特殊な治療法についても臨
床例を示し解説する。更に、治療の記録、装置の保守管理についても言及する。

到達目標

・放射線治療の計画について、照射領域の決定、照射方法の選択、治療計画機器
の使用方法について理解する。
・高エネルギーエックス線、電子線及び陽子線・重粒子線の線量分布の相違、適
応疾患について理解する。
・密封小線源治療や全身照射、術中照射などの特殊な治療法の特徴と適応疾患に
ついて理解する。
・治療の記録及び装置の保守管理の実際を理解し、その重要性を認識する。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、講義用に作成したスライドを活用し、双方
向型の授業も取り入れ、ディスカッションなどを取り入れる。

テキスト、教材、参考書 教科書：『診療放射線技術　下巻』（小塚隆弘他監修 , 南江堂 , 2012）

評価方法 放射線治療の実際に関して、治療計画、照射術式の各論について授業参加、事前
学習、事後学習、レポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業の出席 10%、事前事後学習姿勢 20%、レポート内容 20%、
期末試験 50% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線治療の計画につ
いて、標的体積の概念
や照射方法について予
め学習し、授業に備え
る。

放射線治療の計画について、
照射領域（標的体積）の決定、
照射方法の選択について学習
し理解する。

標的体積の概念や照射方法に
ついて整理する。

教科書

第 2回

治 療 計 画 に 使 用 す る
エックス線シミュレー
タや CT の機能につい
て、また患者固定や再
現 性 に つ い て 予 習 す
る。

治療計画においてエックス線
シミュレータや CT を活用し
て照射野を決定する方法、患
者固定や再現性の確認に必要
なポータルイメージングなど
について習得する。

エックス線シミュレータや
CT の機能について整理する。
また患者固定や再現性に必要
な器具について整理する。

教科書

第 3回

照射用補助具の使用目
的、使用方法について
予め学習し、授業に備
える。

照射用の補助具として使用す
る鉛ブロック、マルチリーフ
コリメータ、楔フィルタ、補
償フィルタなどの使用目的及
び使用方法について学習す
る。

照射用の補助具、特にマルチ
リーフコリメータや補償フィ
ルタの種類、使用目的及び使
用方法について整理する。

教科書

第 4回

高エネルギーエックス
線による固定照射法の
種 類、 そ れ ら の 線 量
分布について予め学習
し、授業に備える。

高エネルギーエックス線によ
る基本的な照射方法である固
定照射の代表的な照射方法に
ついて、その線量分布や適応
疾患を示し、解説する。

固定照射法の種類、それらの
線量分布、適応疾患について
整理する。

教科書

第 5回

高エネルギーエックス
線による運動照射法の
種 類、 そ れ ら の 線 量
分布について予め学習
し、授業に備える。

高エネルギーエックス線によ
る運動照射の代表的な照射方
法について、その線量分布や
適応疾患を示し、解説する。

運動照射法の種類、それらの
線量分布、適応疾患について
整理する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 6回

原体照射、打ち抜き照
射、IMRT などの特殊
な照射法についてその
目的、方法、線量分布
について予習する。

高エネルギーエックス線によ
る特殊な照射方法（原体照射、
打ち抜き照射、IMRT など）
についてその線量分布や適応
疾患を示し、解説する。

原 体 照 射、 打 ち 抜 き 照 射、
IMRT などの特殊な照射法に
ついてその目的、方法、線量
分布、適応疾患について理解
し整理する。

教科書

第 7回

IMR の臨床使用や QA
などについて、また定
位放射線治療の定義や
照射方法について、予
め学習し、授業に備え
る。

IMRT の臨床使用や処方線量
の評価、QA などについて、
また定位放射線治療の定義や
線量分布について、また照射
位置の検証や線量分布の検証
方法について解説する。

IMRT の臨床使用についての
注意点や QA の方法、定位放
射線治療の定義や線量分布の
特徴などについて整理する。

教科書

第 8回

高エネルギー X 線、電
子線治療時の大きな照
射野が必要な疾患につ
いて調べる。MU 値の
計算方法について予め
学習し、授業に備える。

高エネルギー X 線、電子線治
療時の照射野の接続法につい
て、代表的な疾患で説明する。
また線量計算で最も基本的な
MU 値の計算についても解説
する。

照射野を接続する必要がある
大きな照射野の疾患につい
て、照射法と接続方法につい
て整理する。また、MU 値の
計算手順について整理する。

教科書

第 9回

運 動 照 射 時 の MU 値
計算や電子線治療時の
MU 値計算の方法につ
いて、またその時の注
意すべき点について予
め学習し、授業に備え
る。

運動照射時の MU 値計算や電
子線治療時の MU 値計算の方
法について、またその時の注
意すべき点について、例を示
して解説する。

運動照射時の MU 値計算や電
子線治療時の MU 値計算の方
法について例題を解きながら
理解し、注意すべき点につい
て整理する。

教科書

第 10回

密封小線源治療の線源
の種類、照射術式につ
いて予め学習し、授業
に備える。

密封小線源治療の利点、適応
疾患、線源の種類、照射術式
について解説し、外部照射と
の相違及び利点ついて理解さ
せる。

密封小線源治療の利点、適応
疾患、線源の種類、照射術式
について整理する。

教科書

第 11回

密封小線源治療の治療
計画、線量計算、線量
分布について予め学習
し、授業に備える。

密封小線源治療の治療計画、
線量計算、線量分布及び線量
分布の最適化について解説す
る。

密封小線源治療の治療計画、
線量計算、線量分布について
整理する。

教科書

第 12回

全身照射の照射方法、
対象疾患について、ま
た粒子線治療における
物理的な分布や生物学
的な効果について予め
学習し、授業に備える。

全身照射の目的、照射方法、
対象疾患について、また粒子
線治療における物理的分布の
特徴や生物学的な効果及び適
応疾患について学習する。

全身照射の目的、照射方法、
対象疾患について、また粒子
線治療における物理的分布の
特徴や生物学的な効果及び適
応疾患について整理する。

教科書

第 13回

陽子線、重粒子線治療
装 置 と 付 属 機 器 の 役
割、中性子捕捉療法の
原理及び適応疾患など
について予め学習し、
授業に備える。

陽子線、重粒子線治療装置と
付属機器の役割及び使用方
法、中性子捕捉療法の原理
及び適応疾患について学習す
る。

陽子線、重粒子線治療装置と
付属機器の役割及び使用方
法、中性子捕捉療法の原理及
び適応疾患について整理す
る。

教科書

第 14回

放射線治療装置、治療
計画装置、治療計画用
CT その他の日常点検
や QC、QA の 方 法 に
ついて予め学習し、授
業に備える。

放射線治療装置、治療計画装
置、治療計画用 CT その他の
保守管理の実際について解説
する。

治療装置等の日常点検や QC、
QA の項目について整理する。

教科書

第 15回
治 療 の 記 録、 デ ー タ
ベースについて予め学
習し、授業に備える。

治療の記録、データベースに
ついて解説しその重要性を理
解させる。

治療の記録、データベースの
必要性を確認する。

教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 医用画像工学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 岩元　新一郎 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 診療画像に関する画像の形成、画像のデジタル化、画像の基本特性および画質の
定量的評価法について、診療放射線技師として必要な基本的知識を身につける。

授業内容

現在の臨床における放射線画像診断技術は、デジタル医用画像や特に最先端医療
機器である X 線 CT 等による画像再構成技術を中心として格段の進歩を遂げてき
た。このような背景の中、診療放射線技師として、医用画像を取り扱う上では画
質の評価に関する基本的事柄を把握して、診療画像の作成を行う必要がある。医
用画像工学では、臨床で用いられる医用画像の画質評価を行う上で必要となる信
号と雑音の考え方や画像再構成による画質への影響、解像度や雑音の評価等に関
する基礎知識について概説する。

到達目標
①画像工学を学ぶ上で必要な数学的基礎知識を身につける。
②医用画像の画質評価を理解するための基礎的な信号解析論を理解する。
③画質の評価で特に重要な解像特性および雑音特性とその評価法を理解する。
④画像の主観的評価法としての信号検出理論とその解析方法を理解する。

授業形態

・講義形式とし、事前学習を前提とした教科書記載事項の概説を行うが、この科
目は数学的取扱いに慣れることが非常に重要であるため、応用数学を復習してお
くことが望ましい。
・受講ノートは板書だけでなく、講義中に口頭で指摘した重要事項について必ず
ノートにメモをとること。ノート作成は、事前・事後学習も踏まえて、自分なり
の知識がしっかり整理されたオリジナルのノートを作ることが非常に大事であ
る。
・この授業計画書に沿って事前・事後学習を行った上で受講すること。なお、講
義の進捗状況によって必要と判断した場合は、本計画書の一部を修正する場合が
あるが、その際はあらかじめ通知する。
・この授業は診療放射線技師国家試験科目「画像工学」の出題範囲を完全に網羅
する。

教科書、教材、参考書

教科書・教材（※受講条件として授業出席時必携とする。）：
　『よくわかる医用画像工学』（石田隆行 , オーム社 , 2008）
　配布テキスト、課題演習プリント等
　電卓、パソコン（授業時必携ではないが課題学習用として使用する）
参考書：『放射線画像の形成過程を物理特性』（日本放射線技術学会編 , 株式会社
　　　　メジカルトソビューン , 2013）

評価方法
・学習意欲（事前学習、受講態度、事後学習）と学習効果（課題レポート、試験の成績）
の結果を総合的に評価する。
・授業中の私語は厳禁とする。
・事前学習、事後学習の状況はノートで課題演習の遂行状況を確認する。

評価基準 100 点満点を学習意欲：30%、学習効果：70% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

教科書第 1 章を事前に
読んで、診療放射線機
器工学Ⅰ・Ⅱで学習し
た内容を確認しておく
こと。

・授業の進め方と授業計画に
ついて
・配布プリントを用いて、画
像信号の解析・処理に必要な
数学的準備を行う。

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 2回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。（以
下第 5 回まで同じ）

（教） pp.1 ～ 15　
第 1 章第 1 章 X 線画像の形成
第 2 章 畳み込み積分

【キーワード】
・インパルス関数
・単位ステップ関数

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 3回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.17 ～ 26　
第 3 章 フーリエ変換

【キーワード】
・フーリエ級数とフーリエ変
換
・畳み込み定理

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 4回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.30 ～ 43　
第 4 章 画像のデジタル化 

【キーワード】
・A/D 変換
・標本化と量子化
・標本化定理

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 5回

第 1 回～第 4 回までの
演習課題の理解できな
かった問題について、
どこが理解できないの
かを明確にしておく。

第 1 章～第 4 章のまとめ
【キーワード】
これまでの課題演習や小テス
ト問題の要点解説を行う。

これまでの演習問題で理解で
きなかった問題を重点的に復
習する．

教科書

第 6回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。（以
下第 14 回まで同じ）

（教） pp.45 ～ 53　
第 5 章 画像の基本特性
　　　−入出力特性

【キーワード】
・アナログシステムの特性曲
線とデジタルシステムの特性
曲線の相違

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 7回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.55 ～ 73　
第 6 章 画像の基本特性
　　　　　−解像特性 1

【キーワード】
・MTF
・スリット法とエッジ法

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 8回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

教） pp.75 ～ 80　
第 7 章 画像の基本特性
　　　　　−解像特性 2

【キーワード】
・プリサンプリング MTF の
測定法

・受講ノートの整理
・演習課題をパソコンで完成
させて提出する。

教科書

第 9回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.81 ～ 88　
第 8 章 画像の基本特性
　　　　　−雑音特性 1

【キーワード】
・RMS 粒状度
・自己相関関数
・ウィナースペクトル

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 10回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.89 ～ 95　
第 9 章 画像の基本特性
　　　　　−雑音特性 2

【キーワード】
・デジタル画像の
　ウィナースペクトル測定法

・受講ノートの整理
・演習課題をパソコンで完成
させて提出する。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.97 ～ 106　
第 10 章 画像処理と画像特性

【キーワード】
・階調処理
・鮮鋭化処理

・受講ノートを整理する。
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 12回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.107 ～ 120　
第 11 章 画像の信号対雑音比

（SNR）に基づく総合評価
　　　　　− NEQ、DQE

【キーワード】
・NEQ 
・DQE

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 13回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.121 ～ 139　
第 12 章 画像の主観評価
　　　　　−画像の視覚評価
第 13 章 画像の主観評価
　　　　　−信号検出理論

【キーワード】
・心理学的測定法の種類
・刺激反応行列

・受講ノートの整理
・課題演習プリントを解いて
ノートに整理する。

教科書

第 14回

教科書の指定範囲をよ
く読んで右の授業内容
に記されたキーワード
について自分なりに知
識を整理してくる。

（教） pp.141 ～ 157　
第 14 章 画像の主観評価
　　　　　− ROC 解析 

【キーワード】
・ROC
・評定確信度法と連続確信度
法
・統計的有意差検定法

・受講ノートの整理
・演習課題をパソコンで完成
させて提出する。

教科書

第 15回

・期末試験へ向けて、
第 6 講 ～ 第 14 講 ま で
の学習内容について、
ノート・教科書を軸と
して再整理しておく。
・課題演習プリントの
最初はわからなかった
問題等について、理解
できたかどうか再確認
しておく。

第 6 講～第 14 講までの課題演
習プリント及び教科書問題に
ついて、特に必要と思われる
問題の解説と質問の受付を行
う。

・受講ノートの整理
・試験範囲の章末問題 につい
て理解できたているかどうか
再確認する。
・試験範囲の課題演習プリン
トの問題について、理解でき
ているかどうか再確認する。

教科書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 医用画像情報学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 小水　満 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 放射線画像における画像形成から画質評価、画像処理、画像解析などに関する基
礎的知識と技術の習得を目指す。

授業内容

医用画像情報学分野は、診療放射線技師が診断や治療における診療画像を臨床の
現場に提供するにあたり、画像の形成から画質評価、画像処理、画像解析、画像
伝送及び画像情報の管理に至るまでの、画像情報学に関する基礎的な知識と技術
が求められている分野である。医用画像情報学では、画像診断情報を正確に引き
出す上で施される種々の画像処理の理論と手法を習得するために、実際の臨床例
などを交えて考察する。

到達目標

・画像の展開：フーリエ変換を理解している。
・画像生成理論の定義と意義について理解している。
・畳み込み積分を理解している。
・アナログ画像、デジタル画像の画質評価と測定方法を理解している。
・デジタル化の標本化と量子化を理解している。

授業形態 基本的には教科書による講義形式が中心である。重要な項目については、課題に
よる演習問題を実施する。

教科書、教材、参考書

教科書：『新医用放射線科学講座 医用画像工学』（岡部哲夫他編 , 医歯薬出版 , 　
　　　　2010）
参考書：『よくわかる医用画像工学』（石田隆行編 , オーム社 , 2008）
　　　　『基礎　放射線画像工学』（内田勝監修 , オーム社 , 1998）
　　　　『臨床研究のためのディジタル画像処理の基礎をパソコンソフト活用術』
　　　　（日本放射線技術学会編 , 株式会社メジャカルトソビュート , 2013）

評価方法 医用画像情報学に関する基礎的な知識の習得について、授業参加、事後学習、レ
ポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業出席 20％、レポート 10％、期末試験 70％ に配分して 60 点以上
を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

シラバスを確認する。
教科書の X 線像生成を
予習して、X 線画像情
報伝達システムにおけ
る画像形成理論を整理
する。

X 線の発生、人体透過後の X
線強度分布による 2 次元 X 線
画像検出、画像表示から画像
読影までの X 線診断過程の画
像伝達情報伝達システムを理
解する。

X 線画像情報伝達システムに
おいて、各物理的要素を系統
的にまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 2回

教科書の画像の展開・
画像生成論を予習し、
フーリエ変換を整理す
る。

フーリエ変換は、多くの分野
で利用されている数学的手法
である。画像工学で学んだ、
フーリエ変換を放射線画像に
適用する講義をする。

フーリエ変換の意味が理解で
きるようにする。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 3回

教科書の画像の展開・
画像生成論を予習し、
フーリエ変換を整理す
る。

フーリエ変換の性質について
講義する。

フーリエ変換の性質について
理解する。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 4回

教科書の画像の展開の
フーリエ変換の数学的
な解析の定義について
予習する。

実空間からフーリエ空間への
画像の写像と実空間と周波数
空間の定義の違いについて数
学的な意義。放射線画像のボ
ケの解析を重畳積分の関係を
フーリエ変換に置き換えるこ
とによって解析できることに
ついて講義する。

インパルスレスポンスを重畳
積分を用いて定義してレスポ
ンス関数が得られることを証
明する。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

教科書の画像生成論―
重畳積分を予習する。

放射線画像系入力である X 線
強度分布を解析するために、
ボケをもつ実際の系では理想
的な点像強度分布の集合とす
る解析方法を導入する重畳積
分理論の定義と計算方法につ
いて講義する。

入力関数とボケ関数の重畳積
分が計算できる手順を学習す
る。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 6回

教科書の画像の品質と
評価を予習し、画質評
価方法と画像論の関係
を整理する。

画像の品質と評価において、
画像の濃淡について表示系の
輝度、照度、濃度の定義、画
像のコントラストについては
X 線による被写体コントラス
トと検出器の入出力特性の評
価方法及び実際の測定手順と
精度について講義する

被写体コントラストについ
て、X 線吸収係数と被写体厚
さの組合せが異なる場合の被
写体コントラストの計算がで
きるようにする。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 7回

教科書の画像の品質と
評 価 の 鮮 鋭 度 を 予 習
し、画質評価方法の鮮
鋭度を整理する。

画像の鮮鋭度と解像力の定
義。鮮鋭度評価法として傾斜
角度法、不鋭面積法、半値幅
法、解像力評価法として、並
列細線チャート法、矩形波
チャート法などを講義する。

鮮鋭度と解像力の定義の違い
をまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 8回

教科書の画像の品質と
評価の MTF について、
正弦波のコントラスト
変調と点像のフーリエ
変換の測定方法を予習
する。

画像の鮮鋭度と解像力を統合
的評価するレスポンス関数に
ついて。レスポンス関数は正
弦波のコントラスト変調によ
る定義と点像のフーリエ変換
による定義から算出でき、両
者は数学的に同じであること
など両者のレスポンス関数の
測定方法について講義する。

正弦波のコントラスト変調に
よる定義と点像のフーリエ変
換による定義は数学的に同じ
であることをまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 9回

教科書の画像の品質と
評価の雑音―粒状性を
予習する。

画像の雑音が、信号のない画
像のざらつきや信号を含む信
号雑音比によって評価する方
法。心理的粒状性の測定と評
価方法。物理的粒状性評価と
して RMS 粒状度、自己相関
関数、ウイナースペクトルの
測定方法及び評価方法。アナ
ログ画像である増感紙 / フィ
ルム系における粒状性を構成
する因子である X 線量子モト
ル、増感紙構造モトル、フィ
ルム粒状などについて講義す
る。

増感紙 / フィルム系のウイ
ナースペクトルの模式図をま
とめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 10回

教科書の画像の品質と
評価の雑音―粒状性を
予習する。

画像の雑音が、信号のない画
像のざらつきや信号を含む信
号雑音比によって評価する方
法。心理的粒状性の測定と評
価方法。物理的粒状性評価と
して RMS 粒状度、自己相関
関数、ウイナースペクトルの
測定方法及び評価方法。アナ
ログ画像である増感紙 / フィ
ルム系における粒状性を構成
する因子である X 線量子モト
ル、増感紙構造モトル、フィ
ルム粒状などについて講義す
る。

増感紙 / フィルム系のウイ
ナースペクトルの模式図をま
とめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 11回

教科書の信号検出理論
の統計的決定理論を予
習する。

雑音のなかでの信号の有無を
決定する信号検出理論とし
て、信号雑音比を基盤として
ROC 曲線を導くために、統計
的決定理論による刺激―反応
行列の組合せによる 4 つの確
立について講義する。

信号のあるときとないときの
条件付き確率密度関数に対し
て、信号の有無の反応が図示
できるようにまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 12回

教科書の信号検出理論
の ROC 曲線を予習す
る。

観測者の刺激に対する反応の
特性を示す ROC 曲線の評価
方法及び、yes-no 手続き、評
定手続き、強制選択手続きな
どによる測定方法。画像のコ
ントラストや微小像を主観的
に評価する C − D ダイヤグラ
ムなどについて講義する。

100 枚 の 信 号 の あ る 画 像 と
100 枚の雑音のみ画像からな
る演習データを計算によって
ROC 曲線を作成し、レポー
ト提出する。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 13回

教科書の信号検出理論
の DQE と NEQ を 予
習する。

画像の質を表す物理評価とし
て、画像コントラスト、レス
ポンス関数である変調伝達関
数、画像雑音のウイナースペ
クトルが単独に評価できるこ
とに対して、統合的評価方法
として定義されている DQE

（検出量子効率）、NEQ（雑音
等価量子数）について講義を
する。

出力の SN 比である NEQ と
入 力 と 出 力 の SN 比 で あ る
DQE の違いをまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 14回

教科書のデジタル画像
の生成について予習す
る。

デジタルラジオグラフィの特
徴、定義と分類、画像のデジ
タル化の標本化定理とエリア
シング誤差について講義す
る。

標本化とエイリアシングにつ
いて、オーバサンプリングと
アンダーサンプリングの場合
について図示してまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』

第 15回

教 科 書 の デ ジ タ ル ラ
ジィオグラフィの画質
を予習する。

CR（コンピューテッドラジオ
グラフィ）や FPD（フラット
パネルディテクター）による
デジタルラジオグラフィの画
質に影響する因子としての入
出力特性、解像特性、ノイズ
特性について、各評価方法と
測定方法などを講義をする。

CR の解像特性において、デ
ジタル MTF とプリサンプリ
ング MTF の違いをまとめる。

参考書：
『よくわかる医用画
像工学』

『基礎　放射線画像
工学』
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 医用画像写真学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 2 年

科目担当者 畑川　政勝 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的 放射線画像の基本となるアナログ画像の原理や成り立ち、画像形成過程に関する
知識を身につける。

授業内容

放射線写真も最近はディジタル化されて広く用いられている。しかし、アナログ
画像を理解していないとディジタル画像の本質も理解できない。ここでは一般写
真と放射線画像の違い、銀塩写真の成り立ち、特性曲線など放射線写真について
講義をする。またディジタル画像の基礎も合わせて講義する。そして、X 線画像
の歪、不鮮についても講義する

到達目標

・放射線写真の原理を理解している。
・銀塩写真の原理を成り立ちを理解している。
・写真濃度の定義と特性曲線の意味、測定法を理解している。
・ディジタル画像の基礎を理解している。
・X 線管焦点による不鮮と検出器での不鮮、拡大によるそれらの変化を理解して
いる。

授業形態 基本的に講義形式で行う。必要に応じてプリントを用いる。

教科書、教材、参考書 教科書：『放射線写真学』（大松秀樹 , 富士メディカル株式会社 , 2003）

評価方法 レポート、期末試験、出席状況等により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点をレポート：10％、出席：10％、期末試験：80％に配分して
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

普通の写真と X 線写真、アナ
ログとディジタル、光、X 線
の発生、X 線撮影

授業内容のノート整理 教科書

第 2回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

ハロゲン化銀、感光機構、潜
像退行、増感

授業内容のノート整理 教科書

第 3回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

相反則不軌、間欠効果、各種
効果、感光材料の構造、イラ
ジエーション

授業内容のノート整理 教科書

第 4回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

乳剤の製法、ゼラチン、感
色性、医用フィルムの種類、
デュープフィルム

授業内容のノート整理 教科書

第 5回

授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

現像処理、保恒剤、促進剤、
現像効果

・授業内容のノート整理
・エッジ効果について・レポー
ト（A4 版用紙 1 枚）を作成、
次回提出する。

教科書

第 6回

授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

定着処理、定着薬品、水洗、
乾燥、自動現像機

授業内容のノート整理
現像・定着薬品についての一
覧表（A4 版用紙 1 枚）を作成、
次回提出する。

教科書

第 7回

授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

増感紙、ブルー発光、グリー
ン発光、輝尽性蛍光体、感度、
鮮鋭度、クロスオーバー効果、
増感紙の使われ方

授業内容のノート整理 教科書

第 8回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

写真濃度、ログの計算、拡散
光と平行光濃度、グロス濃度
とネット濃度

授業内容のノート整理。濃度
に関する演習問題のレポート
次回提出。

教科書



− 205 −

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 9回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

特性曲線、階調度、グラジェ
ント、平均階調度、ガンマ、
階調度曲線、寛容度、感度

授業内容のノート整理 教科書

第 10回

授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

センシトメトリー、（光露光、
タイムスケール、距離法、ブー
ツストラップ）、鮮鋭度（原因
と評価法）、粒状性（原因と評
価法）

授業内容のノート整理 教科書

第 11回
授業内容のテーマにつ
いて配布資料および教
科書で下調べを行う。

入出力特性　NEQ、DQE、ディ
ジタル画像、標本化、量子化、
画像のデータ量

授業内容のノート整理 ・教科書
・配布資料

第 12回

授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

CR、（IP、読み取り機構、動
作原理、S，L 値、EDR）、画
像処理

授業内容のノート整理ヒスト
グラムについてレポート（A4
版用紙 1 枚）を作成、次回提
出する。

教科書

第 13回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

FPD（間接、直接方式）
ディジタル系の特性曲線
レーザーイメージャー

授業内容のノート整理 教科書

第 14回
授業内容のテーマにつ
いて教科書で下調べを
行う。

ドライイメージャー、カラー
写真、環境保全

授業内容のノート整理 教科書

第 15回

授業内容のテーマにつ
いて配布資料で下調べ
を行う。

像の歪、X 線管焦点による幾
何学的不鮮の変化、X 線検出
器との組み合わせによる総合
的な画質の変化

授業内容のノート整理 配布資料
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 医用画像情報学演習 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 小水　満 授 業 形 態 演　習 期 別 後　期

授業目的
医用画像情報学分野で学んだ画像情報、画像工学、画像処理などの知識・技術の
基礎的知識を、各診断機器ではどのような臨床応用として使用されているかを学
び理解するために、コンピュータを用いた演習を通して画像処理方法の実際を演
習することを目指す。

授業内容
デジタル画像固有の画質評価および画像処理法について、各種モダリティごとに
演習を交えて概説する。また、臨床機器で撮像したファントム画像をコンピュー
タの画像解析ソフトを用いて、画像処理効果を実際に実践しながら演習する。

到達目標
・アナログ画像及びデジタル画像の画質評価の測定方法を理解している。
・CR 装置で行われるデジタル画像処理の手順と処理効果について理解している。
・汎用的な画像処理と画像効果を理解している。

授業形態 画像評価のための測定方法と画像処理方法の講義、及びパソコンを用いた画像処
理演習。

教科書、教材、参考書

教科書：『新医用放射線科学講座 医用画像工学』（岡部哲夫他編 , 医歯薬出版株式
　　　　会社 , 2010）
参考書：『医用画像処理入門』（石田隆行他 , オーム社 , 2008）
教材：画質評価のプリント資料
　　　簡易画像処理ソフト

評価方法 演習の授業参加、事前学習、事後学習、レポート、期末試験により総合的に評価
する。

評価基準 100 点満点を授業出席 50%、レポート 20%、期末試験 30% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
シラバスを確認する。 医用画像の画質評価方法と医

療画像処理の考え方の概要の
説明

画像評価方法と画像処理を整
理する。

参考書

第 2回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
デジタル化関連を整理
する。

AD 変換と標本化定理の講義 標本化定理を整理して理解す
る。

参考書

第 3回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
デジタル画像論を整理
する。

デジタル画像容量の定義と計
算方法および画像圧縮の定義
と画像圧縮技術について講義
する。

画像容量の計算が出来るこ
と、画像圧縮方法が理化でき
ること。

参考書

第 4回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』　
の入出力特性関連を整
理する。

デジタル画像の入出力特性の
測定方法の講義と演習

アナログ画像とデジタル画像
の入出力特性の違いをまとめ
る。

参考書

第 5回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
解像特性関連を整理す
る。

デジタル画像の解像特性の測
定方法の講義と演習

デジタル MTF とエリアシン
グ誤差をまとめる。

参考書

第 6回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
解像特性関連を整理す
る。

デジタル画像の解像特性の測
定方法の講義と演習

プリサンプリング MTF をレ
ポートにまとめる。

参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 7回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
雑音特性関連を整理す
る。

デジタル画像の雑音特性の測
定方法の講義と演習

デジタル画像の雑音特性の測
定方法をレポートにまとめ
る。

参考書

第 8回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
雑音特性関連を整理す
る。

デジタル画像の雑音特性の測
定方法の講義と演習

CR と FPD の MTF、パワー
スペクトル測定方法の違いを
まとめる。

参考書

第 9回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
NEQ・DQE 関 連 を 整
理する。

デジタル画像の ROC 曲線に
よる視覚評価および総合評価
NEQ・DQE 測定方法の講義
と演習

NEQ・DQE の算出方法をま
とめる。

参考書

第 10回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
画像処理の基礎を整理
する。

デジタル画像処理での画像内
処理と画像間処理。階調処理
の種類と平滑化処理、鮮鋭化
処理、エッジ強調処理の処理
名と処理効果についての講義
と演習

各種空間フィルタ画像処理効
果をまとめる。

参考書

第 11回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
画像処理の基礎を整理
する。

デジタル画像処理での空間周
波数フィルター処理の方法に
ついて講義と実習を行う。

各種空間周波数フィルタ画像
処理効果をまとめる。

参考書

第 12回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
医用画像の応用を整理
する。

CR 画 像、CT 画 像、MRI 画
像を用いて、簡易画像処理に
よる各種画像処理と処理効果
を考察する。

CR、CT、MRI の各種画像処
理効果をまとめる。

参考書

第 13回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
医用画像のコンピュー
タ 支 援 診 断 を 整 理 す
る。

コンピュータ支援診断の定義
を理解する。コンピュータ支
援診断技術の適応例として、
乳房 X 線画像、胸部 X 線画像、
血管 X 線画像、骨 X 線画像
等について講義と処理例をパ
ソコンを使ったプレゼンテー
ションで紹介する。

コンピュータ支援診断につい
て、実例を示し処理方法と手
順をまとめる。

参考書

第 14回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
画像処理について予習
する。

デジタル画像処理での画像内
処理と画像間処理について。
階調処理の種類と平滑化処
理、鮮鋭化処理、エッジ強調
処理の処理名と処理効果につ
いて。空間フィルター処理と
周波数フィルター処理の方法
などについて講義とパソコン
を使ったシミュレーション画
像処理実習を行う。

パソコンを使った画像処理実
習に結果について、各種画像
処理効果をまとめたものをレ
ポートする。

・参考書
・簡易画像処理ソフ
ト
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 15回

『新医用放射線科学講
座　医用画像工学』の
画像処理について予習
する。

デジタル画像処理での画像内
処理と画像間処理について。
階調処理の種類と平滑化処
理、鮮鋭化処理、エッジ強調
処理の処理名と処理効果につ
いて。空間フィルター処理と
周波数フィルター処理の方法
などについて講義とパソコン
を使ったシミュレーション画
像処理実習を行う。

パソコンを使った画像処理実
習に結果について、各種画像
処理効果をまとめたものをレ
ポートする。

・参考書
・簡易画像処理ソフ
ト
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 医療情報学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 福西　康修 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

医療情報学は、医療の現場で生じるありとあらゆるものごとを「情報」として認
識し、細分化と相互の関連付けを考慮しつつ再利用可能な形で保存し、より良い
医療の実践ができるようにするための学問である。本講義では、情報学の基本を
習得させるとともに、医療機関で用いられている医療情報システムや地域におけ
る医療連携システムの変遷と現状およびその技術等を習得することを目的とす
る。

授業内容

医療情報の基本事項である、コンピュータおよびネットワーク技術の基礎知識、
医療情報の標準化、セキュリティ、電子保存と、現在、医療機関で用いられる病
院情報システム、放射線情報システム、医用画像保存・通信システム、画像表示
システム、遠隔画像診断システムについてそれぞれの概要と技術に最新情報を加
えて解説する。

到達目標

1. 通信に関するデータ処理技術について説明できる。
2. 診療情報の電子化について説明できる。
3. 情報セキュリティと個人情報保護について説明できる。
4. 病院情報システムについて説明できる。
5. 遠隔医療システムについて説明できる

授業形態
基本的にはプリント・PC プレゼンによる講義形式が中心となるが、双方向型の
授業も取り入れ、ディスカッションなどを取り入れる。適宜、レポート課題を与
え提出を求めることで理解度のチェックを行う。任意メーカの協力を得て、医療
情報についての最新技術の聴講を含める。

教科書、教材、参考書

下記等のテキストを参考にプリントを配布する。
教科書：『医療情報サブノート』　（日本医療情報学会医療情報技師育成部会 , 篠原
　　　　出版新社 , 2008）
参考書：『医療情報：医療情報システム編』　（日本医療情報学会医療情報技師育
　　　　成部会 , 篠原出版新社 , 2010）
　　　　『医療情報：情報処理技術編』　（日本医療情報学会医療情報技師育成部会,
　　　　篠原出版新社 , 2010）

評価方法 レポート、試験結果および出席点を総合評価して合否判定を行う。

評価基準 100 点満点を授業態度 ( 授業参加 )：20%、レポート：20%、
期末試験成績：60% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・医療情報学概論
医療機関で急速に進められて
いるＩＴ化の概要を解説し、
医療情報に関する知識の必要
性を説く。

医療情報の必要性を把握す
る。

・教科書
・参考書

第 2回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・コンピュータの仕組みと
ネットワーク技術
現医療では欠かすことのでき
ないコンピュータの基礎知識
とネットワーク技術を説く。

コンピュータの基礎知識と
ネットワーク技術を整理し、
理解する。

・教科書
・参考書

第 3回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・デジタル画像の基礎
医療情報の基礎となるデジタ
ル画像の基礎と画像処理につ
いて解説する。

医療情報の基礎となるデジタ
ル画像について理解する。

・教科書
・参考書

第 4回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・医療情報の標準化
標準化の目的を理解し、その
取り組みについての事例やそ
の内容を解説する。

医療情報で必要とされる標準
化の概要を理解し把握する。

・教科書
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・電子保存と情報の保護
あらゆる診療録の電子化とそ
の管理、それらに関わる個人
情報保護について解説する。

電子保存と個人情報について
講義で学習した内容を整理し
把握する。

・教科書
・参考書

第 6回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・医用画像保存と通信システ
ム
PACS の概要と技術、事例を
解説する。

医用画像保存と通信システム
について学習した事柄を整理
する。

・教科書
・参考書

第 7回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・最新の医用画像管理システ
ムとその技術
最新技術の具体例をメーカの
協力を得て紹介する。

最新の医用画像管理システム
の現状を把握する。

・教科書
・参考書

第 8回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・画像表示システム
フィルムレス環境で必要とさ
れる画像表示システムの概要
と技術、事例を解説する。

画像表示システムに必要な環
境について学習した内容を整
理する。

・教科書
・参考書

第 9回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・病院情報・放射線情報シス
テム
医療機関で用いられている電
子カルテや放射線情報システ
ムについて解説する。

病院情報・放射線情報システ
ムについて、その概要を整理
し把握する。

・教科書
・参考書

第 10回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・地域医療情報システム
病診・病病連携で進められて
いる地域医療情報システムに
ついて解説する。

地域医療情報システムについ
て、その概要を整理し把握す
る。

・教科書
・参考書

第 11回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・最新の病院情報システムと
その技術
最新技術の具体例をメーカの
協力を得て紹介する。

最新の病院情報システムの現
状を把握する。

・教科書
・参考書

第 12回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・最新の遠隔医療支援システ
ムとその技術
最新技術の具体例をメーカの
協力を得て紹介する。

最新の遠隔医療支援システム
の現状を把握する。

・教科書
・参考書

第 13回
授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・遠隔医療支援システム
遠隔医療や遠隔読影について
の概要について解説する。

遠隔医療情報システムについ
て、その概要を整理し把握す
る。

・教科書
・参考書

第 14回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・用語と情報量計算
医療情報学で頻繁に用いられ
る用語・略語について整理す
る。
画像データ容量および通信時
間の計算方法を解説する。

医療情報で必要とされる用語
と計算方法を理解し把握す
る。

・教科書
・参考書

第 15回

授業内容のテーマにつ
いてインターネットや
参考書で調べる。

・EBM 
診療ガイドラインやエビデン
スに基づいた医療の意義と概
要を解説する。
・医療統計
医療統計の基礎について解説
する。

医療の基礎となるＥＢＭの考
え方と医療統計の手法を理解
する。

・教科書
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線衛生学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 3　年

科目担当者 蔭山　勝弘 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
放射線の人体への影響を十分に理解した上で、その重大性を認識し、放射線防護
の知識を得るとともにその方策を立てることができる。また、診療放射線技師と
して自らと患者への被ばくを軽減させ、公共への影響を防止する意識を持つこと
ができる。

授業内容
放射線の物理的性質、放射線の生物学的影響、国際放射線防護委員会（ICRP）勧告、
そのわが国の放射線障害防止法および放射線生物学への取り入れ、医療被ばく、
職業被ばくなどを軽減するための放射線防護について。

到達目標

1、放射線衛生学に必要な放射線物理学の概要を知る。
2、放射線の生物学的影響の知識を付ける。
3、ICRP 勧告の要点が理解できる。
4、わが国の関係法令の要点が理解できる。
5、自然放射線被ばくの概要を知る。
6、医療被ばくを初め各種の被ばくに対する放射線防護の知識を付ける。
7、放射線を扱う職業人や公衆の被ばくを軽減する方法を考えることができる。

授業形態 講義と演習問題の解答と解説

教科書、教材、参考書

教科書：『放射線衛生学（改訂 5 版）』（飯田博美 , 医療科学社 ,2001）
　　　　『放射線技術学シリーズ　放射線生物学』（日本放射線技術学会監修 , オー
　　　　ム社 ,2011）
参考書：『国際放射線防護委員会の 1990 年勧告』（日本アイソトープ協会編 , 丸善
　　　　出版 ,1991）　
　　　　インターネット検索による文献

評価方法 試験結果および出席点を総合して合否判定を行う。

評価基準 100 点満点を授業参加：20%、中間・期末試験の平均：80% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

・放射線衛生学とは
・放射線の量と単位 

・記憶を高めるためにノート
に書かせる。　
・不明な点や理解できない点
について質問を考えさせる。

教科書：『放射線衛
生学』　　

第 2回 前回授業内容の復習 個体レベルでの放射線影響 講義内容のノートの整理する
よう指示する。

教科書：『放射線生
物学』

第 3回 前回授業内容の復習 放射線による発がん 授業内容のノートの整理 教科書：『放射線生
物学』

第 4回 前回授業内容の復習 放射線による遺伝的影響 授業内容のノートの整理 教科書：『放射線生
物学』　　

第 5回
前回授業内容の復習 ･ 国 際 放 射 線 防 護 委 員 会

（ICRP） 勧告
･ わが国の放射線障害防止法

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 6回 前回授業内容の復習 自然放射線源による被曝 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 7回 前回授業内容の復習 放射線を放出する生活用品 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 8回 前回授業内容の復習 医療被曝 （1） 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 9回 前回授業内容の復習 医療被曝 （2） 授授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 10回 前回授業内容の復習 職業被曝（1） 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 11回 前回授業内容の復習 職業被曝（2） 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 12回 前回授業内容の復習 環境中での放射性物質の挙動 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　　

第 13回 前回授業内容の復習 被曝軽減への対策 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　

第 14回 前回授業内容の復習 放射線衛生学、生物学のまと
め（1）

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。　

第 15回 前回授業内容の復習　
　

放射線衛生学、生物学のまと
め （2）　　

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線衛生学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 中島　俊文　 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的 診療放射線技師として、診療に必要な放射線の人体への影響に関して、確実かつ
適切な専門的技術を身につけ、環境への放射線の影響を適切に説明できる。

授業内容
専門基礎科目で学習した「放射線生物学」の知識を基盤として、人体に対する放
射線の影響と定量評価方法、医療現場および地球環境における放射線疫学につい
て学習する。

到達目標
医療の現場で放射線を安全に人体に照射し、あるいは放射線被ばくの影響を最小
限に留めるために必要とする基礎知識を身につけ、医療現場で放射線被ばくの影
響を説明できる段階まで知識を整理する。1 種放射線取扱主任者試験に対応でき
る知識を身につける。

授業形態
主に、スライドおよびプリントを配布して問題演習を行い、要点を解説しながら
講義形式の授業を行うが、事前学習、事後学習の進行を確認するために、適宜グ
ループ討議等を取り入れる。

教科書、教材、参考書 教科書：『放射線技術学シリーズ　放射線生物学』（江島洋介他編者 , オーム社 , 　　
　　　　2011）

評価方法
医療現場での診療で必要となる放射線衛生学の基本的な知識の習得について、事
前学習・授業時の演習内容・事後学習・レポート、期末試験により総合的に評価
する。

評価基準 100 点満点を学習態度（事前学習・授業時の演習内容・事後学習）；10%、
レポート：10%、定期試験：80% に配分して 60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線物理学、放射線
生物学で学んだことが
ら、特に細胞死の生物
効果の講義内容を復習
してくる。

細胞死の概念を学習し、放射
線に関する細胞死の整理を行
い、臨床、疫学での使い分け
を理解する。

種々の場所で使われる放射線
の量単位と生物効果を整理す
る。

教科書

第 2回
放 射 線 生 物 学 講 義 内
容、特に 4R を復習す
る。

4R の考え方から放射線照射の
分割方式の、意義、適応を理
解する。

放射線治療での分割照射の意
味を理解する。

教科書

第 3回

放射線生物学の講義内
容、特に LQ 理論を復
習する。

放射線生物学の知識から、正
常組織と腫瘍の放射線感受性
についての知識を定量的に深
めていく。

線量の定量的評価方式を理解
し、臨床での応用可能方式を
会得する。

教科書

第 4回

放射線生物学の講義内
容、酸素効果と増感剤
について、復習してく
る。

放射線生物学的知識から、現
在の放射線治療の問題点と解
決策を学習する。DNA 構造
の面から、放射線の生物効果
を学習する。

難治性癌のメカニズムとその
対応策を理解する。

教科書

第 5回
自然放射線源による被
曝を学習してくる。

自然放射線源の被曝の検討か
ら、放射線発癌に関する理解
を深める。

自然放射線の存在を定量的に
とらえ、進化、発癌との関連
を理解する。

教科書

第 6回 放射線発癌について学
習してくる。

医療放射線による放射線発癌
を、学習する。

放射線発癌の定量的評価を理
解する。

教科書

第 7回

放射線の量、単位を復
習する。確率的影響と
確定的影響の復習

放射線に関する量、単位と生
物効果を整理し、臨床、疫学
での使い分けを理解する。確
率的影響と確定的影響の概念
を学習する。

放射線障害の内容を分類でき
る。

教科書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回

放射線生物学の講義で
学んだ胎児の放射線感
受性を学習する。

医療被曝を胎児への放射線の
影響から学習し、診断装置の
被曝量を理解する。医療現場
での胎児被曝の対応を学習す
る。

講義で学んだ胎児の障害を医
療現場と関連づけて整理す
る。

教科書

第 9回
放射線診断装置による
放 射 線 障 害 を 学 習 す
る。

放射線診断装置による被曝を
学習する。

講義で学んだ診断装置での障
害について整理する。

教科書

第 10回

放射線のリスクを予習
する。

事故とリスクの評価を事故一
般と比較し学習する。DNA
の観点から放射線障害を学習
する。

講義で学んだリスク評価を実
生活に適応し整理する。

教科書

第 11回
放射線防護の値を予習
する。

国際放射線防護委員会勧告と
わが国の法令に関し学習す
る。

講義で学んだ勧告値の使用方
法を整理する。

教科書

第 12回
職業被ばくの概念を予
習する。

職業被ばくと、職業に伴う管
理されない被曝、発癌を学習
する。

職業被ばくの範囲を整理す
る。

教科書

第 13回 放射性物質の利用に関
し調べてくる。

高 LET 放射線、中性子線の
医学応用に関し学習する。

放射性物質の性質を整理す
る。

教科書

第 14回

放射性物質の環境への
影響を、図書館の文献
やインターネット等で
調べてくる。

環境中の放射性物質の挙動を
学習し、チェルノブイリ、福
島事故の影響を学習する。

環境への放射性物質の影響を
整理する。

・教科書
・図書館文献
・インターネット等

第 15回
被曝軽減の方策を、調
べてくる。

被曝評価方式を学習し、被曝
軽減への現状、対策を学習す
る。

今後の被曝軽減方式の可能性
について自分の考えをまとめ
る。

・教科書
・図書館文献
・インターネット等
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線安全管理学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 蔭山　勝弘 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的
各種放射線の性質と放射線の人体への影響とを習得し、放射線安全管理の三原則
である線源の管理、作業環境の管理および個人被ばくの管理の方法と技術を学び
放射線防護に生かして、職業人の被ばくを軽減し、公衆への被ばくを防止する。

授業内容
放射線の物理的性質、生物学的影響、国際放射線防護委員会（ICRP）勧告およ
びわが国の放射線障害防止法、放射線被ばくに対する防護のための線源、環境、
個人の管理について概説する。

到達目標

1. 放射線による生物影響の知識を習得する。
2. 国際放射線防護委員会（ICRP）勧告およびわが国の放射線障害防止法の要点を
理解することができる。
3. 各種の放射線源について理解することができる。
4. 放射線の防護の知識を習得する。
5. 放射線取扱施設の管理ついて理解できる。
6. 作業環境や個人の被ばく線量および健康の管理について理解し認識をもつ。
7. 職業人や公衆の被ばくを軽減する方法を理解し説明できる。

授業形態 講義と演習問題の解答と解説

教科書、教材、参考書

教科書：『放射線安全管理学』（日本放射線技術学会監修 , オーム社 , 2011）
参考書 ：『放射線技術学シリーズ　放射線生物学』（日本放射線技術学会監修 , オー
　　　　ム社 , 2011）
　　　　『放射線衛生学（改訂 5 版）』（飯田博美 , 医療科学社 ,2001）
　　　　『国際放射線防護委員会の 1990 年勧告』（日本アイソトープ協会編 , 丸善
　　　　出版 , 1991）　
　　　　インターネット検索による文献

評価方法 試験結果および出席点を総合して合否判定を行う。

評価基準 100 点満点を授業参加：20%、中間・期末試験の平均：80% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

　 ・放射線業務に対する安全管
理の理念
・放射線防護に関連する単位 
（1）

・記憶を高めるためにノート
に書かせた講義内容を整理、
復習させる。
・不明な点や理解できない点
について質問を考えさせる。

教科書

第 2回 前回授業内容の復習 放射線防護に関連する単位 
（2）

講義内容のノートの整理する
よう指示する。

・教科書
・プリント

第 3回 前回授業内容の復習　
　　　　　

国際放射線防護委員会の勧告
1990 年勧告

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 4回 前回授業内容の復習 ・放射線源
自然放射線源と人工放射線源

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 5回 前回授業内容の復習 医療用放射線源 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 6回

前回授業内容の復習 ･ 放射線の防護　　　　　
放射線被曝の生物学的影響　
外部被曝の防護　　　　　　
体内被曝の防護　　

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 7回
前回授業内容の復習 ・放射線取扱施設の管理診

療用 X 線装置の使用施設密
封・非密封 RI 使用施設

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 8回 前回授業内容の復習 高エネルギー放射線発生装置
の管理　

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 9回 前回授業内容の復習 ・環境の管理（1）
管理区域内　

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 10回 前回授業内容の復習 ・環境の管理（2）
その他　　　

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 11回
前回授業内容の復習 ・個人の管理（1）

物理的管理
被線量測定　　

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 12回
前回授業内容の復習 ・個人の管理（2）

医学的管理
健康診断

授業内容のノートの整理　　 講義に使用した場合
に紹介する。

第 13回
前回授業内容の復習 ・放射性廃棄物の処理

気体、液体、固体廃棄物の処
理

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 14回 前回授業内容の復習 事故と対策 授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。

第 15回
前回授業内容の復習 ・医療被ばく

X 線検査、CT 検査、乳房検査、
核医学検査

授業内容のノートの整理 講義に使用した場合
に紹介する。



− 217 −

履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線医療マネージメント論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 橋本　勉 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

医療の情報化が進むとともに放射線業務を取り巻く環境が変化し、これまでのＸ
線撮影を中心とした業務から、画像処理、情報管理へと診療放射線業務が拡大し
てきた。この講義では、放射線部門のマネジメントという観点から、放射線業務
に加えて、医療情報の運用・管理、医療安全の確保について考察し、診療放射線
技師に求められる管理能力の開発・向上を目的とする。

授業内容

授業目的を踏まえて、放射線部門でのマネジメント、放射線診療が提供するサー
ビス、チーム医療における診療放射線技師の役割、安全管理、医療経済学や診療
報酬制度、コスト管理、画像情報の運用・管理、個人情報の保護等について概説
する。HIS(Hospital Information System)、RIS(Radiology Information System) な
どの医療情報ネットワークの構築、セキュリティ確保について学習し、放射線部
門、放射線機器、医療情報の運用・管理に必要な知識を習得する。

到達目標
・放射線部門におけるマネジメントの目的・必要性を理解する。
・医療安全の確保、個人情報の保護、画像情報の管理、放射線機器の維持・整備、
コスト管理、等についての知識を習得する。
・質の高い放射線診療を効率的に提供するために必要な管理能力を身につける。

授業形態 プロジェクタを使用した講義形式を基本とする。
毎回講義開始時に前回の学習内容の確認（小テスト）を行う。

テキスト、教材、参考書

参考書：『ドラッカー　マネジメント』（上田惇生 ,NHK 出版 , 2012）
　　　　『MBA の医療・介護経営』（田中滋・古川俊治編 , 医学書院 , 2009）　　
　　　　『医療マネジメント−医療の質向上のための医療経営学』（医療経営教　
　　　　育協議会編 , 日経メディカル開発 , 2008）
その他、適宜授業時に紹介する。

評価方法 授業参加姿勢、小テスト、レポート、定期試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を、学習姿勢（出席状況、授業態度等、小テストを含む）：30%、
レポート：10%、定期試験：60% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

シラバスに目を通して
くる。（医療）マネジ
メントとはどんなもの
か、調べてくる。

“マネジメント”について概説
し、質の高い医療を効率的に
提供するための活動、として
の医療マネジメントについて
学習する。

医療マネジメントの目的につ
いて整理する。

・配布プリント
・参考書

第 2回

診療放射線技師の業務
について調べてくる。
医療に携わる多数の職
種（医療従事者）と、
放射線診療が提供する
サービスとの関わりに
ついて考えてくる。

「放射線関連法規」での講義内
容をふまえて、診療放射線技
師の業務独占、呼称独占につ
いて復習し、その責務を確認
する。医療において放射線診
療が提供するサービスについ
て検討し、チーム医療におけ
る診療放射線技師の役割を考
察する。

医療を実践する上での診療放
射線技師の責務について整理
する。

・配布プリント
・参考書

第 3回
放射線診療での医療事
故 に つ い て 考 え て く
る。

放射線診療での医療事故、医
療被曝や造影剤による副作用
発現について概説する。

放射線診療での安全管理につ
いて整理する。

・配布プリント
・参考書

第 4回

（診断のための）医療
被曝による発がんや皮
膚障害について調べて
くる。
 “ＥＨＲ（電子健康手帳）”
について調べてくる。

放射線診療における医療被曝
と皮膚障害の実態を紹介し、
発がんに関する患者さんへの
説明の方法や被曝軽減の取り
組みについて学習する。

放射線診療における（診断の
ための）医療被曝と発がんや
皮膚障害について整理する。

・配布プリント
・参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

放射線診療で用いられ
る造影剤とその投与法
について調べてくる。

技師業務が拡大され、造影剤
の注入が業務に含まれた。
静脈注射（針刺しを除く）と
その合併症について学習す
る。

静脈注射（針刺しを除く）に
ついて整理する。

配布プリント

第 6回
造影剤注入と抜針の手
順 に つ い て 調 べ て く
る。

造影剤注入後の抜針と止血の
具体的な手順と安全管理につ
いて学習する。

留置針の抜去と止血の手順、
安全管理について整理する。

配布プリント

第 7回

診療報酬制度について
調べ、放射線診療との
関連を考えてくる。

医療における需要と供給な
ど、医療経済学の概略を紹介
する。放射線診療との関連に
おいて診療報酬制度を考察す
る。

放射線診療との関連において
診療報酬制度を整理する。

・配布プリント
・参考書

第 8回
コスト管理とはどのよ
う な も の か 調 べ て く
る。

コスト管理の概略を紹介し、
放射線診療におけるコスト管
理について考察する。

放射線診療におけるコスト管
理について整理する。

・配布プリント
・参考書

第 9回

放射線診療での検査予
約 に つ い て 考 え て く
る。

放射線診療における検査予約
の概略を紹介し、緊急検査へ
の対応などを含め、検査予約
システムの運用について学習
する。

検査予約システムの運用につ
いて整理する。

・配布プリント
・参考書

第 10回

CT や MRI の検査プロ
トコールについて調べ
てくる。

検査プロトコールの作成は放
射線科医との共同作業である
が、放射線技師が中心になっ
て作成することも多い。その
実務を紹介し、課題や問題点
を考察する。

CT や MRI での検査プロト
コールの作成の実務について
整理する。

《次回　レポート提出》

・配布プリント
・参考書

第 11回

放射線診療における画
像情報の管理・運用に
ついて調べてくる。

《レポート提出》

従来のフィルムによる画像情
報管理とその問題点を紹介する。
PACS（Picture Archiving 
and Communication Systems）
での運用について概説する。

PACS での画像情報の運用・
管理について整理する。

・配布プリント
・参考書

第 12回
ICT（情報通信技術）、
HIS、RIS、DICOM、
とは何か、調べてくる。

放射線診療における ICT につ
いて概説し、HIS、RIS の管理・
運用について学習する。

HIS、RIS、PACS、などの通
信情報システムについて整理
する。

・配布プリント
・参考書

第 13回

ICD10 について調べ、
放射線診療でのレポー
トシステムについて考
えてくる。

診断領域での放射線診療の
サービス（役割）は、臨床画
像と診断レポートの提供であ
る。レポートの作成・保存、
遠隔読影システムなどの現状
を紹介し、問題点や今後の課
題を考察する。

臨床画像と画像診断レポート
の運用について整理する。

・配布プリント
・参考書

第 14回

放射線診療に関係する
医療情報について調べ
てくる。

放射線診療での患者さんの流
れと、これに伴う検査依頼、
実施の記録（照射録）、医事会
計、検査報告書など医療情報
の動きを紹介し、診療放射線
技師と医療情報の関わりにつ
いて学習する。

放射線診療と医療情報の関わ
り、個人情報の保護について
整理する。

・配布プリント
・参考書

第 15回

医療経営において診療
放射線技師の果たしう
る役割について考えて
くる。

放射線機器の維持・整備・更
新、検査予約や画像情報・レ
ポートの管理、医療安全の確
保、等において診療放射線技
師に求められる役割について
考察する。

医療経営において診療放射線
技師の果たす役割を整理す
る。

・配布プリント
・参考書
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 医療リスクマネージメント論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4 年

科目担当者 金光　秀晃 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
医療事故を未然に防ぐための取り組み、及びリスクマネージメント技術について
概説し、スモールディスカッション（SGD）と発表を通して理解し、かつ自己啓
発に努め関心を深める。

授業内容

診療放射線技師は、医療従事者の一員として他職種と連携しつつ、患者様にとっ
て安心できる医療サービスを提供しなければならない。医療を実践する上で、“医
療の安全”の確保は、医療専門職として最優先することが大切である。近年は、
医療事故の報告が日常茶飯事となっているが、医療事故は本来あってはならない
ことであり、これからの医療専門職にはますますリスク管理能力が要求されてく
る。本講義では、医療事故を未然に防ぐための取り組み、および事故の再発防止
に関する医療リスクマネージメント技術について概説する。

到達目標

・医療従事者とのコミュニケーションの重要性について理解している。
・チーム医療について自身の考えを述べることができる。
・リスクマネジメントについて理解している。
・インシデント・レポートについて理解している。
・トータルクオリティマネジメント（TQM）について理解している。
・クリニカル・ガバナンスについて理解している。
・インフォームド・コンセントについて理解している。
・医療安全管理体制について自身の考えを述べることができる。

授業形態
資料を提示しながらの講義形式とすることが基本である。その他、スモールグルー
プディスカッション（SGD）を行い、各グループでまとまった意見を発表し、最
後に振り返りレポートを提出する。

教科書、教材、参考書

参考書：『リスクマネジメント　医療内外の提言と放射線部の実践』（村上陽一郎他,
　　　　医療科学社 , 2008）
　　　 『若い診療放射線技師　こんなときどうする？』（坂野康昌 , ベクトル・コ
　　　ア , 2012）
　　　『患者対応マナー BOOK』（深堀幸次 , 医学通信社 , 2005）

評価方法 授業参加、事後学習、レポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業出席 10%（発表も含む）、レポート 20%、期末試験 70% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

履修規定の確認 チーム基礎知識を理解し、他職
種との連携について理解する。
その他、今後の授業の進め方
や SGD の班分けを行う。

チーム医療について自身の考
えを述べられるようにまとめ
る。

作成したプリント教
材

第 2回

他 職 種 と の コ ミ ュ ニ
ケーションの有り方、
チーム医療について自
身の考えを整理してお
く。

安全な医療とは何か。医療事
故の原因と医療従事者の対応
によってどのようなことが起
こり得るのかを理解する。

医療事故について理解した内
容をまとめる。

作成したプリント教
材

第 3回

医療事故の発生を防ぐ
ためにはどのようなこ
とが必要かを考える。

リスクマネジメントの理論的
な基礎を理解する。
・方法論
・利他的な行為

リスクマネジメントの基礎を
理解し、まとめる。

作成したプリント教
材

第 4回

リスクマネジメントにつ
いて自身の考えを述べる
ことができるように整理
しておく。

クリニカルガバナンスについ
て理解する。
・チーム医療とクリニカルガ
バナンス
・インフォームドコンセント
とクリニカルガバナンスとの
関係

クリニカルガバナンスについ
て述べることができるように
まとめる。

作成したプリント教
材
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

チーム医療やインフォー
ムドコンセントがどのよ
うにクリニカルガバナン
スに関係しているのかを
述べることができるよう
整理しておく。

安全な医療を提供するための
要点としてトータルクオリ
ティマネジメントを理解す
る。
・TQM 活動の考え方
・TQM 活動の理解

静脈注射（針刺しを除く）に
ついて整理する。

作成したプリント教
材

第 6回

TQM をどのように実
践すればよいのか。ま
た、実践するにはどう
すればよいのかを整理
しておく。

放射線部におけるリスクマネ
ジメントの実践について理解
する。
・社会へのインフォームドコ
ンセント
・コスメティック・コンプラ
イアンスとは何か。

留置針の抜去と止血の手順、
安全管理について整理する。

作成したプリント教
材

第 7回

リスクマネジメントを
実践するにあたり、ど
のように自身が行動す
ればよいのかを整理し
ておく。

診療放射線技師における医療
事故・ヒヤリハットの例を提
示をするとともに対策を考え
理解する①。

ヒヤリハットとはなにか。事
例をもとに対策を考えまとめ
る。

作成したプリント教
材

第 8回

前回の医療事故・ヒヤ
リハットに関する事例
の解決法を整理してお
く。

診療放射線技師における医療
事故・ヒヤリハットの例を提
示をするとともに対策を考え
理解する②。

ヒヤリハットとはなにか。事
例をもとに対策を考えまとめ
る。

作成したプリント教
材

第 9回

リスクマネジメントの
実践、医療事故などさ
まざまな内容を総まと
めした内容を整理して
おく。

病院における安全管理体制及
び放射線部における安全管理
体制の作成を理解する。

安全管理体制の全容を把握で
きるようにまとめる・

作成したプリント教
材

第 10回

安全管理体制の内容を
整理しておく。

インシデント報告システムに
ついて理解する。
・報告書の作成
・アクシデント発生時の対応
・報告書の取りまとめ
・情報の共有化

報告書の作成方法を理解す
る。実際に報告書を自身で作
成できるようにまとめる。

作成したプリント教
材

第 11回

報告書を共有化する利
点について理解してお
く。

診療放射線技師育成教育プロ
グラムについて理解する。

育成プログラムについてどの
ように考え、実践できるかを
述べることができるようにま
とめる。

作成したプリント教
材

第 12回

育成プログラムの効果
を理解しておく。

リスクマネジメントと我が国
の医療について基本概念を理
解する。
・医療事故の定義
・医療事故
・医療過誤
・ヒヤリ・ハット事例

基本概念を理解し、各用語の
内容を説明できるようにまと
める。

作成したプリント教
材

第 13回

リスクマネジメントの
基本概念の概要がどの
ような仕組みになって
いるのかを整理してお
く。

インフォームドコンセントと
コミュニケーションの有用性
について理解する。
診療放射線技師にとって重要
なコミュニケーションをとる
にはどのようなことに注意し
なければならないのか。
患者様だけではなく他職種と
のコミュニケーションによっ
てどのような効果が得られる
のかを理解する。

実際、理解していてもどのよ
うなことが大切なことなのか
を授業を通して学んだことを
まとめる。

作成したプリント教
材
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 14回

インフォームドコンセ
ン ト と コ ミ ュ ニ ケ ー
ションの重要性につい
て整理しておく。

パワーハラスメントとセク
シャルハラスメントに関する
定義とそれによる仕事のリス
ク危険度の関係を理解する

仕事上における自身の立場か
ら起こりえる各ハラスメント
を列挙できるようにまとめ
る。

作成したプリント教
材

第 15回

1 ～ 14 回までの講義内
容を精査し、内容を整
理しておく。

理想とする診療放射線技師と
はどのようなものなのか。こ
れからの診療放射線技師が必
要とすることを総括する。

1 ～ 14 回を通して、自分が目
指す診療放射線技師像をまと
める。

作成したプリント教
材
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 放射線関係法規 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 井澤　一雄 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的
・我が国の医療用放射線の管理、診療放射線技師法、並びに電離放射線障害防止
法及び関連法令について学習し、各法令の放射線利用に関連する部分を理解する。
・法令に対する必要な事項を覚える。
・法令の構成と言い回しに慣れる。

授業内容

医療分野における放射線の利用は、診療の多様化により増加傾向にある。放射線
は私達に多大な利益をもたらしているが、その扱いを誤れば人体に放射線障害を
与えることになる。その為に、放射線管理が必要であり、放射線を利用する形態
により法令も一定ではない。各法令の主旨を理解すると共に、必要な事項につい
て概説する。

到達目標

1. 法体系と法令の構成を知る。
2. 診療放射線技師の法的立場を理解する。
3. 放射線・放射性物質を安全に管理する法律を知る。
4. 医療および放射線防護に関する法令を理解する。
5. 医療を取りまく関係法規を知る。

授業形態 講義形式を基本とするが、配布テキストを用いた演習も併用する。
理解を補足するためにプロジェクターを使用することもある。

教科書、教材、参考書

教科書：『放射線関係法規概説』（川井恵一 , 通商産業研究社）
参考書 ：『アイソトープ法令集Ⅰ』（日本アイソトープ協会 , 日本アイソトープ協会 ,
 　　　　2012）
　　　　『アイソトープ法令集Ⅱ』（日本アイソトープ協会,日本アイソトープ協会, 
　　　　2011）
　　　　『アイソトープ法令集Ⅲ』（日本アイソトープ協会,日本アイソトープ協会, 
　　　　2011）
　　　　配布テキスト、演習プリント

評価方法 定期試験を基本にして、授業態度、出席状況、演習等により総合的に評価する。

評価基準
100 点満点を、試験結果 60%、演習・レポート 20%、出席 20% に配分して
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考 書 等 で 下 調 べ を 行
う。

国の根本法規である憲法の下
に法律が制定されている。法
令の構成と放射線関係法規に
ついて理解する。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。法体系と法令の構成を
確認する。

・教科書
・配付資料

第 2回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考 書 等 で 下 調 べ を 行
う。

放射線障害防止法の目的は、
ICRP 勧告に基づいて構成さ
れている。放射線防護体系を
理解すると共に法律の構成を
知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。ICRP 勧告の原則を確
認する。

・教科書
・配付資料

第 3回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考 書 等 で 下 調 べ を 行
う。

放射線障害防止法の定義並び
に施設基準を理解する。放射
線と放射性同位元素がどの様
に規制されているのかを理解
する。特に管理区域、等価線
量、実効線量について理解す
る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。放射線障害防止法の目
的を確認する。放射性同位元
素の、密封・（被）非密封の
違いを確認する。使用者の区
分を確認する。

・教科書
・参考書
・配付資料
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

放射線障害防止法に示す「取
扱基準」について理解する。
使用許可基準並びに廃棄の許
可基準の詳細を知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。検査の種類、教育訓練、
健康診断等を確認する。

・教科書
・配付資料

第 5回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

放射線障害防止法に示す「使
用者の義務」について理解す
る。使用許可基準並びに廃棄
の許可基準の詳細を知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。検査の種類、教育訓練、
健康診断等を確認する。

・教科書
・配付資料

第 6回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

放射線障害防止法に示す、放
射線取扱主任者、手続きにつ
いて理解する。障害防止法の
まとめを行う。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。放射線取扱主任者の再
確認をする。　

・教科書
・配付資料

第 7回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

診療放射線技師法の目的およ
び構成を理解する。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。他医療職種との相違を
確認する。

・教科書
・配付資料

第 8回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

診療放射線技師法による免許
ならびに業務を理解する。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。　診療放射線技師法の
目的を再確認する。

・教科書
・配付資料

第 9回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考 書 等 で 下 調 べ を 行
う。

医療法は放射線障害防止法に
含まれない医療用の放射線に
関連した装置等を規制するも
のであることを理解する。医
療法の構成および目的を知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。医療法の目的、構成を
確認する。

・教科書
・参考書
・配付資料

第 10回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

医療法の中で、特に医療法施
行規則第 4 章は「診療用放射
線の防護」について定められ
たものである事を理解する。
第 4 章の構成を知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。

・教科書
・配付資料

第 11回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

医療法施行規則第 4 章の届出
事項について 、装置等の種
類と定義について詳細に把握
し、各条文を知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。

・教科書
・配付資料

第 12回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

医療法施行規則第 4 章の「防
護」ならびに「構造設備」に
ついて理解し、具体的な条項
の違いを知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。

・教科書
・配付資料

第 13回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考 書 等 で 下 調 べ を 行
う。

医療法施行規則第 4 章「管理
者の義務」および「限度」に
ついて理解すると共に放射線
診療従事者の被曝を防止する
法律であることを理解する。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。

・教科書
・配付資料

第 14回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

電離放射線障害防止規則は、
「労働基準法」と相まって職
業被曝から労働者を守る法律
であることを理解する。他に

「人事院規則」「船員電離放射
線障害防止規則」が有ること
を知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。

・教科書
・配付資料

第 15回

講義内容の「テーマ」
および「キーワード」
について、教科書、参
考書等で下調べを行う。

「電離則」と「放射線障害防止法」
「医療法」の関係について、相違
する事項を確認する。他の医療
関連法規があることを知る。

講義内容を復習し、ノートの
整理と共に配付資料の整理を
行う。

・教科書
・配付資料



− 224 −

履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 臨床実習Ⅰ
（X線技術）

単 位 数 ３単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 小川　利政・西浦　素子
山田　淳子・武下　正憲

授 業 形 態 実　習 期 別 前　期

授業目的
授業や演習、学内実習で学んだ知識や技術を臨床現場において実践し、実際の対
象とのかかわりを通して、総合的な診療放射線技術を身につけ、実践を通じて診
療放射線技師としての自覚と態度を養うとともに、保健・医療・福祉分野におけ
る診療放射線技師の役割と責任についての理解を深める。

授業内容
臨床実習施設のカリキュラムに沿って、実習指導者の指示・指導の下に他職種と
連携・協働しながら、患者誘導、接遇、撮影・検査技術、画像処理方法、画像評
価法等の実践と知識の習得をおこなう。

到達目標

・保健・医療・福祉分野における診療放射線技師の業務の流れやチーム医療の連
携について臨床現場で確認し習得する。
・学内で学習・実習してきた診療 X 線技術に関する内容について、臨床現場でそ
の知識と技術に関する基礎的な実践能力を習得する。
・医療現場におけるコミュニケーション能力や患者との対人関係能力を習得する。

授業形態
臨床実習施設の臨床現場において、臨床実習指導者の指導の下で、診療 X 線技術
分野における基本的な技術に関する実践能力と対応能力を習得するために、臨床
実習指導者の指示に従って見学・体験・実践等を行い、学習する。

教科書、教材、参考書 教科書：『画像診断機器ガイド』（中澤靖夫編 , メジカルビュー社 , 2009）
　　　　『診療放射線技師の実践ハンドブック』（菊池雄三他編 , 文光堂 , 2005）

履修要件

3 年次進級時（4 月 1 日）において
・専門基礎科目のうち、1 ～ 2 年次生開講の基礎医学系及び臨床医学系の必修科
目及び選択必修科目の単位を全て修得していること：「解剖学Ⅰ」「解剖学Ⅱ」「生
理学・生化学」「形態機能学実習（演習）」「病理学」「放射線医学概論」「一般内科学」

「臨床病態学概論」
・専門科目のうち、1 ～ 2 年次生開講の診療画像技術学の必修科目及び選択必修
科目の単位を全て修得していること：「診療画像技術序論」「診療 X 線機器学Ⅰ（X
線発生装置）」「X 線撮影技術学Ⅰ（基本技術）」「X 線 CT 技術学」「診療画像技
術学実習Ⅰ（基本技術）」「診療 X 線機器学Ⅱ（X 線システム）」「X 線撮影技術学
Ⅱ（応用技術）」

（但し、平成 27 年度実習から適用）

評価方法
実習の出席状況、実習態度、実習成果、実習記録等を臨床実習施設の指導者と協
議し、また、学内での筆記試験、実習報告会でのプレゼン内容を合わせて総合的
に判断する。

評価基準 実習の出席状況、臨床実習施設の実習指導者評価、実習報告会でのプレゼン内容、
学内での筆記試験成績を合わせて評価し、合否を判定する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回
Web のホームページ等
で実習病院の概要を調
べる。

・臨床実習施設の実習指導者
によるオリエンテーション
・院内見学

学習事項・指導事項、見学等
のメモを整理し、記録する。

第 2回

放射線障害予防規程と
患者接遇について調べ
て、予備知識を入れる。

・X 線検査における患者接遇
の基礎技術の習得
・放射線障害予防規程の確認

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。疑問点を調
べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 3回

X 線装置の安全管理と
日常点検について調べ
て、予備知識を入れる。

・X 線撮影装置の安全管理
・日常点検（始業点検、終業
点検）

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。疑問点を調
べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

単純 X 線検査の業務の
流れとチーム医療につ
いて調べて、予備知識
を入れる。

・単純 X 線検査の業務の把握
・X 線検査における他職種と
の連携

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。疑問点を調
べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 5回

授業・実習で学んだ「上
肢・下肢」の撮影法と
その画像評価法、X 線
画像解剖学的名称の知
識を整理する。

・単純 X 線検査法 ― 一般撮
影

「上肢・下肢」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 6回

授業・実習で学んだ「頭
部・顔部・聴器」の撮
影 法 と そ の 画 像 評 価
法、X 線 画 像 解 剖 学
的名称の知識を整理す
る。

・単純 X 線検査法 ― 一般撮
影

「頭部・顔部・聴器」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 7回

授業・実習で学んだ「脊
椎・骨盤・股関節」の
撮影法とその画像評価
法、X 線 画 像 解 剖 学
的名称の知識を整理す
る。

・単純 X 線検査法 ― 一般撮
影

「脊椎・骨盤・股関節」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 8回

授業で学んだ「胸部・
腹部」の撮影法とその
画像評価法、X 線画像
解剖学的名称の知識を
整理する。

・単純 X 線検査法 ― 一般撮
影

「胸部・腹部」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 9回

授業・実習で学んだ「乳
房・骨塩定量・妊婦・
歯科・耳鼻科領域」の
撮影法とその画像評価
法、X 線 画 像 解 剖 学
的名称の知識を整理す
る。

・単純 X 線検査法 ― 特殊撮
影

「乳房・骨塩定量・妊婦・歯科・
耳鼻科領域」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 10回

病室や手術室での撮影
部位・方法と感染者に
対する撮影時の注意事
項、手術室や清潔区域
での撮影に関する注意
事項について調べて予
備知識を入れる。

・単純 X 線検査法 ― 特殊撮
影

「病室撮影・術中撮影」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 11回

「上部消化管造影検査
法」「注腸造影検査法」
における使用薬剤や必
要備品、撮影法とその
画像評価法、X 線画像
解剖学的名称と代表的
な疾患の知識を整理す
る。

・X 線造影検査法 ― 消化管
「上部・下部」
・適切な接遇能力の習得
・撮影技術の習得
・画像評価法の習得・

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回

「 胆 嚢・ 胆 管・ 膵 管 」
の順行性・逆行性造影
法、「排泄性尿路造影・
逆行性尿路造影」「子
宮卵管造影」における
使用薬剤や必要備品、
検査法とその画像評価
法、X 線画像解剖学的
な名称と代表的な疾患
の知識を整理する。

・X 線造影検査法 ― 消化器
系、泌尿器系、生殖器系

「胆嚢・胆管・膵管」「排泄性
尿路造影・逆行性尿路造影」

「子宮卵管造影」等
・適切な接遇能力の習得
・検査・撮影技術の習得
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 13回

「気管支造影」「脊髄腔・
椎間板造影」における
使用薬剤や必要備品、
検査法とその画像評価
法、X 線画像解剖学的
名称と代表的な疾患の
知識を整理する。

・X 線造影検査法 ― 呼吸器
系、骨格系、その他

「気管支造影」「脊髄腔・椎間
板造影」等
・適切な接遇能力の習得
・検査・画像処理技術の習得
・画像評価法の習得・

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 14回

「脳血管造影」「腹部血
管造影」「四肢血管造
影」における使用薬剤
や必要備品、検査法と
その画像評価法、X 線
画像解剖学的な名称と
代表的な疾患の知識を
整理しておく。検査に
携わる医療職種の役割
と連携・働について調
べて、予備知識を入れ
る。

・X 線造影検査法 ― 循環器
系、

「脳血管造影」「腹部血管造影」
「四肢血管造影」
・適切な接遇能力の習得
・検査技術・画像収集条件・
画像処理・画像管理技術の習
得
・薬剤の使用量と注入速度
・画像評価法の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 15回

「脳血管造影」「腹部血
管造影」「四肢血管造
影」における使用薬剤
や必要備品、検査法と
その画像評価法、X 線
画像解剖学的な名称と
代表的な疾患の知識を
整理しておく。検査に
携わる医療職種の役割
と連携・協働について
調べて、予備知識を入
れる。

・X 線造影検査法 ― 循環器
系、

「心・大血管造影」「IVR」
・適切な接遇能力の習得
・検査技術・画像収集条件・
画
像処理・画像管理技術の習得
・薬剤の使用量と注入速度
・画像評価法の習得
・治療法を理解する

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 臨床実習Ⅱ
（画像技術）

単 位 数 4 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 小水　満・山口　功・小縣　裕二
武下　正憲・西浦　素子

授 業 形 態 実　習 期 別 前　期

授業目的
臨床実習は、これまで学んだ知識や技術を臨床現場において実践し、実際の対象
とのかかわりを通して、総合的な診療放射線技術を身に付け、実践を通じて診療
放射線技師としての自覚と態度を養うとともに、保健・医療・福祉分野における
診療放射線技師の役割と責任についての理解を深めることを目的とする。

授業内容
専門分野における診療画像技術学分野で学んだ専門の知識と技術の統合を図り、
医療現場における実践を通して、診療放射線技術に関する種々の画像検査に必要
な知識・技術の修得を行う。

到達目標

「臨床実習Ⅰ（X 線技術）」で修得した基礎的な実践能力を基盤として、
・「診療画像技術学」分野全般及び「医用画像情報学」分野で学習した内容につい
て、実際の臨床の現場においてその知識と技術を統合する。
・CT 検査、MRI 検査、超音波検査、眼底カメラなどの画像検査に必要な診療放
射線技師としての実践能力を身に付ける。
・学内で学んだ診療放射線領野の基本知識について、臨床で確認するとともに、
診療放射線技師の業務の流れやチーム医療の連携などを、臨床でその知識と技術
に関する基礎的な実践能力を体得する。

授業形態 ・臨床実習施設において臨床実習指導者の指導の下で、見学実習を行う。
・学内において講義・実習を行う。

教科書、教材、参考書 教科書：臨床実習手引書
　　　　『診療放射線技術 上巻』（小塚隆弘・稲邑清也監修 , 南江堂 , 2012）

履修要件

4 年次進級時（4 月 1 日）において
・「臨床実習Ⅰ（X 線技術）」の単位を修得していること
・専門基礎科目のうち、3 年次生開講の基礎医学系の選択必修科目の単位を全て
修得していること：「社会医学」
・専門科目のうち、3 年次生開講の診療画像技術学、核医学検査技術学、放射線
治療技術学、医用画像情報学、放射線安全管理学の必修科目及び選択必修科目の
単位を全て修得していること：「診療画像技術学実習Ⅱ（応用技術）」「画像診断
機器学」「画像検査技術学Ⅰ（MR 検査）」「画像解剖学Ⅰ（X 線解剖）」「画像検
査技術学Ⅱ（超音波・眼底）」「核医学診断機器学」「核医学検査技術の基礎」「核
医学検査技術各論」「放射線腫瘍学」「放射線治療機器学」「放射線治療技術の基
礎」「放射線治療技術各論」「医用画像情報学」「医療情報学」「放射線衛生学」「放
射線安全管理学」「放射線関係法規」

（但し、平成 27 年度実習から適用）

評価方法 実習の出席状況、実習態度、実習成果、実習記録などを臨床実習施設の指導者と
協議し、実習報告会でのプレゼンテーション内容を合わせて総合的に判断する。

評価基準 実習の出席状況、臨床実習施設の実習指導者評価、実習報告会でのプレゼンテー
ション内容、学内での筆記試験成績を合わせて評価し、合否を判定する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

臨床実習施設の概要を
調べる。

導入・施設内オリエンテー
ション
・臨床実習施設の実習指導者
によるオリエンテーション
・病院内見学
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習を始めるに当たっ
て、施設内での注意事項をメ
モし、臨床実習日誌にまとめ
る。 

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 2回

当日実習する画像検査
装置、検査内容などの
特徴を調べる。

各種画像検査における基礎技
術の確認
・各種画像検査の注意事項の
確認
・各種画像検査手順の習得
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 3回

当日実習する画像検査
装置、検査内容などの
特徴を調べる。

基礎技術の確認
・各種画像装置の日常点検（始
業点検、就業点検）の習得
・臨床実習手引きを活用する。

指導事項、見学実習体験など
メモを整理し、臨床実習日誌
にまとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 4回

当日実習する画像検査
装置、検査内容などの
特徴を調べる。

基礎技術の確認
・各種画像検査における他職
種とのチーム医療の習得
・臨床実習手引きを活用する。

指導事項、見学実習体験など
メモを整理し、臨床実習日誌
にまとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 5回

当日実習する画像検査
装置、検査内容などの
特徴を調べる。

基礎技術の確認
・各種画像検査の全体の流れ
を確認
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
・1 週間の振り返り
・次週からの行動計画

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 6回

CT 画像について特徴
を調べる。

画像技術各論の展開
・CT 画像検査による CT 画像
解剖について理解する。
・CT 検査に必要な患者対応に
ついて理解する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 7回

CT 検査撮像プロトコ
ルを調べる。

画像技術各論の展開
・CT 検査における、検査部位
ごとの撮像手順を修得する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 8回

CT 検査撮像プロトコ
ルを調べる。
単 純 CT 撮 影 と 造 影
CT 検査について調べ
る。

画像技術各論の展開
・CT 検査における、検査部
位ごとの単純 CT 検査と造影
CT 検査の撮像手順を修得す
る。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 9回

ダイナミック CT 検査
について調べる。

画像技術各論の展開
・ダイナミック CT 検査の意
義と特徴および造影技術につ
いて習得する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

実習指導者から適宜
紹介していただく。

第 10回

CT 画像再構成につい
て調べる。

画像技術各論の展開
・CT 画像検査による各種画
像再構成技術について理解す
る。
・フィルター処理、各種画像
処理効果、（MIP、MPR、3D
などを含む）

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
1 週間のまとめ
・1 週間の振り返り
・次週からの行動計画の確認

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 11回

MRI 画像について特徴
を調べる。

画像技術各論の展開
・MRI 画像検査における各種
撮像シーケンスと MRI 画像解
剖について理解する。
・MRI 検査に必要な患者説明
について理解する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 12回

MRI 検査撮像プロトコ
ルを調べる。

画像技術各論の展開
・MRI 検査における、検査部
位ごとの撮像プロトコルを修
得する。
・検査部位と撮像コイルにつ
いて理解する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 13回

MRI 検査撮像プロトコ
ルを調べる。

画像技術各論の展開
・MRI 検査における、検査部
位ごとの撮像プロトコルを修
得する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 14回

・MRI 検査撮像プロト
コルを予習する。
・単純 MRI 撮影と造影
MRI 検 査 及 び ダ イ ナ
ミック MRI 検査につ
いて調べる。

画像技術各論の展開
・MRI 検査における単純 MRI
検査と造影 MRI 検査の撮像手
順を修得する。
・ダイナミック MRI 検査の意
義と特徴および造影技術につ
いて習得する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
疑問点などについて調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 15回

MRI 画像再構成につい
て調べる。

画像技術各論の展開
・MRI 画像検査による各種画
像再構成技術について理解す
る。 
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。
1 週間のまとめ
・1 週間の振り返り
・次週からの行動計画の確認

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 16回

超音波装置について調
べる。

画像技術各論の展開
超音波検査
・超音波検査上注意事項を確
認する。
・超音波画像の特徴を理解す
る。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 17回

超音波画像について調
べる。

画像技術各論の展開
超音波検査
・超音波検査部位と検査手順
を理解する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 18回

超音波画像について調
べる。

画像技術各論の展開
超音波検査
・超音波検査部位と検査手順
を理解する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 19回

眼底カメラ検査につい
て調べる。

画像技術各論の展開
眼底カメラ検査
・眼底カメラ検査手順および
画像の特徴を理解する。
・臨床実習手引きを活用する。

臨床実習現場の学習事項、指
導事項、見学実習体験などメ
モを整理し、臨床実習日誌に
まとめる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 20回

超音波検査、眼底カメ
ラ検査についてのまと
めを確認する。

画像技術各論の展開
・超音波、眼底カメラ検査に
ついて 1 週間を纏める。
・臨床実習手引きを活用する。

4 週間のまとめ
・課題の整理
・実習成果の確認

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 臨床実習Ⅲ
（核医学・治療技術）

単 位 数 3 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 宇都　文昭・野口　敦司 授 業 形 態 実　習 期 別 前　期

授業目的
授業や演習、学内実習で学んだ知識や技術を臨床現場において実践し、実際の対
象とのかかわりを通して、総合的な診療放射線技術を身につけ、実践を通じて診
療枚射線技師としての自覚と態度を養うとともに、保健・医療・福祉分野におけ
る診療放射線技師の役割と責任についての理解を深める。

授業内容
臨床実習施設のカリキュラムに沿って、実習指導者の指示・指導の下に他職種と
連携・協働しながら、患者誘導、接遇、核医学検査技術、放射線治療技術、放射
線安全管理の実践と知識の習得をおこなう。

到達目標

・核医学検査技術学、放射線治療技術学および放射線安全管理学分野で学んだ専
門の知識と技術の統合を図り、医療現場における実践を通して、放射線技術に関
する種々の核医学検査、放射線治療および放射線安全管理に必要な知識・技術を
習得する。
・学習してきた内容について、臨床現場でその知識と技術に関する基礎的な実践
能力を習得する。
・医療現場におけるコミュニケーション能力や患者対応能力を習得する。

授業形態
臨床実習施設の臨床現場において、実習指導者の指導の下で、核医学検査技術、
放射線治療技術および放射線安全管理学分野における基本的な技術に関する実践
能力と対応能力を習得するために、実習指導者の指示に従って見学・体験・実践
などを行い、学習する。

教科書、教材、参考書
教科書：『診療放射線技術　下巻』（小塚隆弘監修 , 南江堂 , 2012）
参考書：『画像診断機器ガイド』（中澤靖夫編 , メジカルビュー社 , 2009）
　　　　『診療放射線技師の実践ハンドブック』（菊池雄三他編 , 文光堂 ,2 005）

履修要件

4 年次進級時（4 月 1 日）において
・「臨床実習Ⅰ（X 線技術）」の単位を修得していること
・専門基礎科目のうち、3 年次生開講の基礎医学系の選択必修科目の単位を全て
修得していること：「社会医学」
・専門科目のうち、3 年次生開講の診療画像技術学、核医学検査技術学、放射線
治療技術学、医用画像情報学、放射線安全管理学の必修科目及び選択必修科目の
単位を全て修得していること：「診療画像技術学実習Ⅱ（応用技術）」「画像診断
機器学」「画像検査技術学Ⅰ（MR 検査）」「画像解剖学Ⅰ（X 線解剖）」「画像検
査技術学Ⅱ（超音波・眼底）」「核医学診断機器学」「核医学検査技術の基礎」「核
医学検査技術各論」「放射線腫瘍学」「放射線治療機器学」「放射線治療技術の基
礎」「放射線治療技術各論」「医用画像情報学」「医療情報学」「放射線衛生学」「放
射線安全管理学」「放射線関係法規」

（但し、平成 27 年度実習から適用）

評価方法 実習の出席状況、実習態度、実習成果、実習記録等を臨床実習施設の指導者と協
議し、実習報告会でのプレゼン内容を合わせて総合的に判断する。

評価基準 実習の出席状況、臨床実習施設の実習指導者評価、実習報告会でのプレゼン内容、
学内での筆記試験成績を合わせて評価し、合否を判定する。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

放射線障害予防規程と
患者接遇について調べ
て、予備知識を入れる。

・放射線障害予防規程の確認
・管理区域の入退室の手順
・核医学検査における患者接
遇の基礎技術の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。疑問点を調
べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 2回

核医学測定装置の安全
管理と日常点検につい
て調べて、予備知識を
入れる。

・核医学測定装置の安全管理
・日常点検（始業点検、終業
点検）

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。疑問点を調
べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 3回

核医学検査の業務の流
れとチーム医療につい
て調べて、予備知識を
入れる。

・核医学検査の業務の把握
・受付から核医学検査室への
入室～撮像～退室までの患者
接遇
・核医学検査における他職種
との連携得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。疑問点を調
べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 4回

授業・実習で学んだ放
射性医薬品や線量測定
技術の知識を整理して
おく。

・放射性医薬品の正しい取扱
い
・汚染の防止、廃棄物の処理
法
・個人被ばく線量や環境測定
の測定技術の習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 5回

授業・実習で学んだ核
医学検査法とデータ解
析の知識を整理してお
く。

・核医学検査技術の習得
・核医学画像処理やデータ解
析を理解する。

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 6回

授業・実習で学んだ核
医学検査法と核医学検
査画像の評価の知識を
整理しておく。

・核医学の感染症対策を確認
・核医学検査の目的を理解し、
検査予約、放射性医薬品の準
備、撮像を体験する。
・核医学検査画像を評価する
技術を理解する。

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 7回

放射線治療技術の基本
理念の理解と役割につ
いて予め学習し、実習
に備える。

治療施設の概要説明と治療装
置などの取り扱い、患者対応
についての注意事項、その他
のオリエンテーション

学習事項・指導事項、見学な
どのメモを整理し、記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 8回

放 射 線 治 療 患 者 の 接
遇、放射線治療装置の
安全管理と日常点検に
ついて調べて、予備知
識を入れる。

・接遇の実際を習得
・放射線治療装置の安全管理
・日常点検（始業点検、終業
点検）について習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 9回

放射線治療の業務の流
れとチーム医療につい
て調べ、予備知識を入
れる。

・患者入室から固定、セット
アップ、照射、患者退出まで
の流れを習得
・患者の誘導、コミュニケー
ションなど、多職種との連携
を習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 10回

放射線治療計画の流れ
と医師、技師、物理士
の業務分担について調
べる。X 線シミュレー
タ、X 線 CT、 治 療 計
画用コンピュータにつ
い て 予 備 知 識 を 入 れ
る。

・X 線シミュレータ、X 線 CT
による撮影から線量計算まで
の流れを習得
・業務分担の内容を確認
・線量分布、DVH の評価方法
を習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 11回

各種照射法について調
べ、予備知識を入れる。
照射に際して必要な付
属機器の必要性と使用
方法について調べる。

・固定照射、運動照射、定位
治 療、IMRT（IGRT）、 密 封
小線源治療などの実務を習得
・固定具、MLC、楔フィルター、
ポータルイメージング（EPID）
などの使用方法を習得

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 12回

治療装置、治療計画装
置 の QA、QC 及 び 装
置の安全管理について
調べる。

・放射線の出力測定について
測定法の手順、測定機器の取
り扱い、測定データの整理に
ついて学習
・装置の QA、QC 及び安全管
理の重要性について学習

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 13回

核医学検査、放射線治
療に関連する法律を調
べて、許可事項や届出
事項についてあらかじ
め学習する。

関連省庁へ提出している許可
申請書、届出書、放射線障害
予防規定などを閲覧し、放射
線安全管理の重要性を理解す
る。

学習事項・指導事項を整理し、
記録する。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 14回

管理区域、病室、事業
所の境界などの漏えい
線量、排気・排水中の
放射性物質濃度など法
律上の限度値などにつ
いて調べる。

管理区域、病室、事業所の境
界などの漏えい線量測定の実
務を見学。排気、排水設備、
放射線中央監視設備などを見
学し、放射線安全管理の重要
性を理解する。

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの

第 15回

インターロック設備、
自動表示装置などの必
要性と機能について調
べる。
放射線安全管理のため
の標識、注意事項、帳
票 な ど に つ い て 調 べ
る。

インターロック設備、自動表
示装置の動作を確認し、その
機能を理解する。
標識、注意事項の表示位置、
内容について確認、管理のた
めの帳簿を見せていただき管
理業務の実務について取得。

学習事項・指導事項、見学・
体験・実践事項等のメモを整
理し、記録する。授業・実習
との相違点、疑問点を調べる。

臨床実習指導者から
適宜紹介されたもの
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 放射線診断学 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 ３　年

科目担当者 橋本　勉 授 業 形 態 講　義 期 別 後　期

授業目的

画像診断は現在の医療に不可欠のものであり、診療放射線技師に、正確かつ良質
な医療画像を提供できる撮影技術が要求されてきた。チーム医療の推進とともに、
診療放射線技師の業務拡大が計られ、撮影技術に加えて画像解釈、すなわち画像
診断の能力が求められている。

「放射線診断学」では、解剖学、病理学に裏付けされた総合的な画像診断を理論・
体系化し、診断に役立つ医療画像がどのようなものであるかを提示し、多様な診
断モダリティを駆使した総合的な画像診断に対応できる画像評価、画像解釈の能
力を身につけることを目的とする。

授業内容

授業目的を踏まえて、診療画像技術学分野および核医学検査技術学分野で学んだ
撮影技術の知識を基礎に、単純撮影、超音波検査、CT 検査、MR 検査、各種造
影検査、核医学検査などの各モダリティの画像評価および画像解釈について、画
像を提示し解説する。更に、解剖学や病理学に裏付けされた形態診断の方法論を
概説し、総合的な画像診断を学習し、画像読影論、画像解剖学Ⅱ（画像診断）に
繋げていく。

到達目標

・単純撮影、CT 検査、MR 検査、超音波検査、核医学検査等のそれぞれの特徴を
把握し、各モダリティにおける医療画像評価・解釈の知識を習得する。
・各種造影検査の造影理論、CT や MRI による多次元画像再構成法などを理解し、
最適な医療画像を取得するための技術や画像評価の能力を身につける。
・複数のモダリティによる総合的な画像診断に対応する能力を身につける。

授業形態 プロジェクタを使用した講義形式を基本とする。
毎回講義開始時に前回の学習内容の確認（小テスト）を行う。

テキスト、教材、参考書

教科書：『診療放射線技師　画像診断マスター・ノート』 （土屋一洋監修 , メジカ
　　　　ルビュー社 , 2005）
参考書：『診療放射線技師　イエロー・ノート 臨床編 3rd edition』 （福士政広編 ,
　　　　メジカルビュー社 , 2012）
その他、適宜授業時に紹介する。

評価方法 授業参加姿勢、小テスト、レポート、定期試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を、学習姿勢（出席状況、授業態度等、小テストを含む）：30%、
レポート：10%、定期試験：60% に配分して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

シラバスに目を通して
くる骨軟部・関節の解
剖と疾患について、学
んだことを整理・復習
してくる。

この講義の概略を説明する骨
軟部疾患の診断について概説
し、代表的な疾患の画像所見
を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（4 骨軟部）

第 2回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。

骨関節疾患の診断について概
説し、代表的な疾患の画像所
見を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（4 関節）

第 3回

教科書の該当する範囲
を予習してくる。

超音波検査、特に腹部・骨盤
領域について概説し、代表的
な疾患の画像所見を提示す
る。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（3 腹部・骨盤部）

第 4回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。

腹部疾患の診断について概説
し、代表的な疾患の画像所見
を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（3 腹部・骨盤部）
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

教科書の該当する範囲
を予習してくる。

泌尿器・生殖器疾患、婦人科
疾患の診断について概説し、
代表的な疾患の画像所見を提
示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（3 腹部・骨盤部）

第 6回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。

胸部、呼吸器疾患の診断につ
いて概説し、代表的な疾患の
画像所見を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（2 胸部）

第 7回

教科書の該当する範囲
を予習してくる。

心臓・大血管の診断について
概説し、代表的な疾患の画像
所見を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（2 心臓・大血管）

第 8回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。

脳神経疾患の診断について概
説し、代表的な疾患の画像所
見を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（1 頭部）

第 9回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。

脳神経、脊椎・脊髄疾患の診
断について概説し、代表的な
疾患の画像所見を提示する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
（1 頭部、4 脊椎）

第 10回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。

頭頸部疾患の診断について概
説し、代表的な疾患の画像所
見を提示する。

学習内容を整理・復習
（次回、小テストあり）
《次回、レポート提出》

・配布プリント
・教科書
（1 頭頸部）

第 11回
教科書の該当する範囲
を予習してくる。《レ
ポート提出》

予備日とし、上記の日程で学
習することのできなかった範
囲を扱う。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書

第 12回
CT 検査について、こ
れまでに学んだことを
整理・復習してくる。

CT の撮像技術を復習し、CT
検査を中心とした画像診断に
ついて学習する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
・参考書

第 13回

ＭＲ検査について、こ
れまでに学んだことを
整理・復習してくる。

MRI の撮像原理、撮像技術
を復習し、ＭＲ検査を中心と
した画像診断について学習す
る。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
・参考書

第 14回

各種造影検査、核医学
検査（PET を含む）に
ついて、これまでに学
んだことを整理・復習
してくる。

インターベンショナルラジオ
ロジ−（IVR：放射線診断技
術の治療的応用）、各種造影検
査、核医学検査（PET を含む）
などを概説する。

学習内容を整理・復習する。
（次回、小テストあり）

・配布プリント
・教科書
・参考書

第 15回

放射線診断に関連した
事故、副作用、医療被
曝について、これまで
に学んだことを整理・
復習してくる。

画像診断の果たす役割と限界
について概説する。
放射線診断に関連した事故、
副作用、医療被曝などを復習
し、医療安全について学習す
る。

学習内容を整理・復習する。 ・配布プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 画像読影論 単 位 数 2 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 小川　利政 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

診療放射線技術学の発展と普及は、「画像診断における読影の補助や放射線検査
等に関する説明・相談」分野への波及効果がある。適正なる画像診断には、画像
解剖、生理生化学の知識を基礎とした臨床病態学、放射線診断学、各種の画像検
査学の知識が重要となる。画像読影論は、「信頼性の高い診療画像読影」の追求
を目的として、関連するすべての学術分野を論理総括して読影能力を身につける。

授業内容
本学で修学した診療放射線技術学の画像検査分野である単純造影 X 線検査、X 線
CT 検査、MRI 検査、核医学検査、超音波検査などの臨床画像評価の解釈、画像
解剖学、臨床病態学、放射線診断学を根拠とした画像の読影を講義・考察する。

到達目標
単純・造影 X 線検査、X 線 CT 検査、MRI 検査、核医学検査、超音波検査など
各モダリティでの画像読影の特徴を把握し、解釈できる知識を習得する。併せて、
各モダリティでの最適な診療画像を萌出する科学技術（技術論理）に基づいた総
合的な画像読影能力を身に付ける。

授業形態 臨床症例をパワーポイントで供覧、または、プリント配布し、講義および演習形
式で進める。

教科書、教材、参考書

教科書：『診療放射線技師画像診断マスター・ノート』（土屋一洋監修 , メジカル
　　　　ビュー社 , 2005）
参考書：『読影の基礎』（読影の基礎編集委員会編 , 共立出版 , 2011）
　　　　『診療放射線技師読影ノート　腹部編』（中澤靖夫監修 , 医療科学社 , 　
　　　　2012）
　　　　各該当科目の教科書又は参考書

評価方法 画像読影に関する基礎的な知識の習得について、授業参加、事前学習、事後学習、
レポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を授業出席 30%、演習問題課題 20%、期末試験 50% に配分して、
60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

診療放射線技師の読影
について調べる。
読影の補助について調
べる。
腹部単純 X 線画像解剖
について知識を整理す
る。

・読影の必要性
・読影の補助の実践
・読影の基本
・読影のレポート作成法
・X 線画像の成り立ちと読影
・腹部：読影の基礎と読影方
法
・腹部単純撮影と代表的症例

学習事項の復習 ・参考書：
『読影の基礎』
『診療放射線技師読
影ノート』
・プリント

第 2回

教科書を中心に腹部・
骨盤部領域の MRI 画
像解剖について知識を
整理する。

腹部・骨盤：読影の基礎と読
影方法
・MRI 画像代表的症例

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・該当科目の教科書
又は参考書
・プリント

第 3回

教科書を中心に腹部・
骨盤部領域の CT 画像
解剖について知識を整
理する。 

腹部・骨盤：読影の基礎と読
影方法
・CT 画像代表的症例

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 4回

教科書を中心に腹部・
骨盤部領域の血管画像
マップについて知識を
整理する。

腹部・骨盤：読影の基礎と読
影方法
・血管造影画像代表的症例

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・該当科目の教科書
又は参考書
・プリント

第 5回

教科書を中心に上部消
化管の画像解剖と上腹
部超音波画像の知識を
整理する。

腹部：読影の基礎と読影方法
・上部消化管 X 線造影画像の
代表的症例
・上腹部領域の超音波画像代
表的症例

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』

『診療放射線技師読
影ノート』
・『消化管検査マニュ
アル』（日本放射線
技師会・消化管検査
指針委員会 , 医療科
学社 ,
・プリント

第 6回

教科書を中心に頭部領
域の CT、MRI 画像解
剖の知識を整理する。

頭部：読影の基礎と読影方法
・CT・MRI 画像など代表的症
例

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 7回

教科書を中心に頭部領
域の骨解剖の知識を整
理する。

頭部：読影の基礎と読影方法
・骨一般
・典型的症例の読影方法

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 8回
教科書を中心に頭部領
域の血管画像マップを
整理する。

頭部：読影の基礎と読影方法
・血管造影画像代表的症例

学習事項の復習 ・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 9回

教科書を中心に脊椎・
四肢骨の単純 X 線画像
を整理する。

脊椎・四肢骨：読影の基礎と
読影方法典型的症例の読影方
法

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 10回

教科書を中心に胸部循
環器系の画像解剖の知
識を整理する。

胸部：読影の基礎と読影方法
・循環器系
・典型的症例の読影方法

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 11回

教科書を中心に頸部・
心臓の循環器系の超音
波画像を整理する。

頸部・心臓：読影の基礎と読
影方法
・超音波画像代表的症例

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 12回
乳房画像の知識を整理
する。

胸部：読影の基礎と読影方法
・乳房の各種モダリティ画像
・典型的症例の読影方法

学習事項の復習 ・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 13回
核 医 学 画 像 を 整 理 す
る。

核医学画像の読影の基礎と読
影方法
典型的症例の読影方法

学習事項の復習 ・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書

第 14回

教科書を中心に胸部呼
吸器系の画像解剖の知
識を整理する。

胸部：読影の基礎と読影方法
・呼吸器系の各種モダリティ
画像
・典型的症例の読影方法

学習事項の復習 ・参考書：『読影の
基礎』
・プリント
・該当科目の教科書
又は参考書
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 15回

教科書を中心に下部消
化管の画像解剖の知識
を整理する。

下部消化管 X 線造影画像：読
影の基礎と読影方法
・疾患概念と画像診断技術、
画像読影所見
・下部消化管 X 線造影画像の
代表的症例
・下部消化管の超音波画像代
表的症例

学習事項の復習 ・参考書：『診療放
射線技師読影ノー
ト』
・『消化管検査マニュ
アル』（日本放射線
技師会・消化管検査
指針委員会 , 医療科
学社 , 1998）
・プリント
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 障害者・高齢者ケア論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 　 授 業 形 態 講　義 期 別 前　期

授業目的

近年における医療法の改定をはじめとする診療報酬・介護報酬の改定は、地域社
会における障害者や高齢者に対するケアにも多大な変化を生じさせている。「障
害者・高齢者ケア論」の目的は、地域社会を基盤として行われる専門的援助活動
サ−ビスのあり方や、包括的な自立支援サービスの概略を系統的に学習し、生活
機能に視点を置いた総合的リハビリテーションのあり方を探求することである。

授業内容

地域における高齢者および障害者の生活環境について学ぶ。
・障害者や高齢者に多く見られる疾患である脳血管障害・骨折・慢性呼吸不全・
神経変性疾患等について学ぶ。
・地域で総合的リハビリテーションを展開するときに関連する福祉関連法規や制
度について学ぶ。
・市町村における関連機関と社会資源ついて学ぶ。
・地域との連携として、市町村における総合的リハビリテーションの実際ついて
学ぶ。
・地域社会における障害者や高齢者に対するケアとしての訪問リハビリテーショ
ンの実際ついて学ぶ。
・住宅改修での家具のレイアウト，段差解消 , 手すりの設置などの基本的原則と
注意点ついて学ぶ。

到達目標

・障害者や高齢者に多く見られる疾患を理解している
・地域社会における障害者や高齢者に対するケアとしての地域リハビリテーショ
ンの意義と役割を理解している。
・地域リハビリテーションに関連する福祉関連法規や制度を理解している。
・市町村における関連機関と社会資源を理解している。
・住宅改修での家具のレイアウト，段差解消 , 手すりの設置などの基本的原則と
注意点をしている。

授業形態 基本的には講義形式が中心となるが、グループによるワーキングなどを取り入れ
る。

教科書、教材、参考書 自作スライドおよび資料

評価方法 地域社会における障害者や高齢者に対するケアに関する習得について、授業参加、
ワーキングレポート、期末試験により総合的に評価する。

評価基準 100 点満点を、授業参加 30%、ワーキングレポート 30%、期末試験 40% に配分し
て、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

わが国の保健・医療・
福祉に関する諸制度を
整理

オリエンテーション：授業の
概要、位置づけ等の説明をす
る。

「障害者・高齢者ケア論」で
重要なキーワードとなる福祉
関係法規にはどいうったもの
が、あるのか復習

随時紹介する。

第 2回

近年における医療法の
改定をはじめとする診
療報酬・介護報酬の改
定内容のアウトライン
を整理

近年における医療法の改定を
はじめとする診療報酬・介護
報酬の改定内容のアウトライ
ンを理解する。

地域社会における障害者や高
齢者に対するケアにも多大な
変化を生じさせている現状を
復習

随時紹介する。

第 3回

障害者や高齢者におけ
る身体的特徴に関して
整理

①障害者や高齢者に多く見ら
れる疾患である脳血管障害・
骨折について理解する。

疾病に伴う障害と老化に伴う
障害に関して、脳血管障害・
骨折の病態的特徴を踏まえて
しっかり復習

随時紹介する。

第 4回

障害者や高齢者におけ
る身体的特徴に関して
整理

②障害者や高齢者に多く見ら
れる疾患である慢性呼吸不
全・神経変性疾患について理
解する。

疾病に伴う障害と老化に伴う
障害に関して、慢性呼吸不全・
神経変性疾患の病態的特徴を
踏まえてしっかり復習

随時紹介する。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

福祉関連法的諸制度を
整理

①地域で総合的リハビリテー
ションを展開するときに関連
する福祉関連法規や制度につ
いて理解する。

福祉関連法的諸制度それぞれ
の位置付けを復習

随時紹介する。

第 6回

福祉関連法的諸制度を
整理

②地域で総合的リハビリテー
ションを展開するときに関連
する福祉関連法規や制度につ
いて理解する。

福祉関連法的諸制度それぞれ
の位置付けを復習

随時紹介する。

第 7回
福祉関連法的諸制度を
整理

市町村における関連機関と社
会資源ついて理解する。

福祉関連法的諸制度それぞれ
の位置付けと市町村の役割と
機能を復習

随時紹介する。

第 8回
地域リハビリテーショ
ンにおける市町村の役
割と機能を整理

地域との連携として、市町村
における総合的リハビリテー
ションの実際を理解する。

市町村が行う地域リハビリ
テーションの実際を復習

随時紹介する。

第 9回

地域リハビリテーショ
ン の 中 の、 在 宅 ケ ア
サービスを整理

地域社会における障害者や高
齢者に対するケアとしての訪
問リハビリテーションの実際
を理解する。

さまざまな職種の協働によっ
て成り立っている地域リハビ
リテーションの実際を復習

随時紹介する。

第 10回

生活行動と住まいの重
要性を整理

①住宅改修での家具のレイア
ウト，段差解消 , 手すりの設
置などの基本的原則と注意点
ついて理解する。( 一般論編 )

生活行動と「住まい」に関し
て、建築学的に述べた講義内
容をもとに復習

随時紹介する。

第 11回

障害者および高齢者に
おける生活行動の特徴
から、「住まい」とい
うものを考えとく。

②住宅改修での家具のレイア
ウト，段差解消 , 手すりの設
置などの基本的原則と注意点
ついて理解する。( 障害者・高
齢者編 )

障害者および高齢者と「住ま
い」に関して、建築医学的に
述べた講義内容をもとに復習

随時紹介する。

第 12回

今までの講義内容をも
とに、地域社会におけ
る障害者や高齢者に対
するさまざまなケアに
関して、障害者および
高齢者の身体的特徴か
ら整理

地域における高齢者および障
害者の具体的生活環境を事例
に挙げて、生活機能に視点を
置いた総合的リハビリテー
ションのあり方を探求するこ
とを目的にグループによる
ディスカッションを行う。

グループによるディスカッ
ションの内容をとおして、レ
ポートを作成する。

随時紹介する。

第 13回
グループ内における他
者の意見をもとに、レ
ポートを作成

①レポート内容の発表 他者の発表内容を聞いてさら
に内容を深める。

随時紹介する。

第 14回 他者の発表内容をもと
に、レポートを作成

②レポート内容の発表 他者の発表内容を聞いてさら
に内容をまとめる。

随時紹介する。

第 15回

他者の発表内容をもと
に、地域社会における
総 合 的 リ ハ ビ リ テ ー
ションのあり方を再度
整理

地域における高齢者および障
害者の具体的生活環境事例
( 全員のレポート内容 ) をもと
に、地域社会における障害者
や高齢者に対する総合的リハ
ビリテーションのあり方をま
とめる。

今までの講義内容をもとに、
生活機能に視点を置いた総合
的リハビリテーションのあり
方を復習

随時紹介する。
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 がん制御科学特論 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 三羽　信比古 授 業 形 態 演　習 期 別 前　期

授業目的

2 年次前期の授業科目「がん医療科学」では、「癌（がん）発生、増殖・進展、再発・
転移」の機序と特性に基づいて、放射線がん診療を主体とした「がん診断・予防・
治療」の基礎理論と概念を習得した。それに立脚して、本授業では、「正常組織
への副作用を大幅軽減した、がん組織への作用選択性」と「がん殺傷後のがん転
移への阻害」を目指した「最先端のがん予防・治療法」、および、「極早期での鋭
敏ながん診断法」に対する科学的基盤、および、開発途上や近未来予測されてい
るがん医療法に関する基礎理論と概念を習得する。特に、放射線や物療を駆使し
た医療法を含めて広範に習得し、将来のがん医療従事者として、「旧来の標準ス
キルを忠実に駆使する」だけでなく、より能動的役割を果たすべく、「がん医療
法の日進月歩に向けてのアンテナを張り巡らしてフォローアップできる柔軟性あ
る見識力と科学的素地」を養成することを目的とする。

授業内容

がん制御法の概念を理解し、各種がん医療手段の選択と適用の基礎理論について、
生命科学・基礎医学の視点から演習する。医療関係者は多様ながん病態への適切
な医療手段が求められる中で、本演習によって、各種がん制御法に関して未知状
況への弾力的対応ができる実践的適用力を養うための科学的基礎を習得する。本
演習では、がんの性質と仕組みへの理解に立脚して、各種がん治療法の中からど
の方法が選択されるべきか、他の治療法と比較してどんな位置付けとなるか、が
ん診断・予防法も含め，実践的な基礎理論に関して理解と知識を広める。

到達目標

この授業では、「がん臨床科学」の中で「がんを診断・予防・治療する各種臨床手段」
に関して、その基礎理論と実用的応用を習得することを到達目標とする。さらに、
がん医療従事者として近未来に関与する最先端のがん医療手段についても総合的
に理解して把握できる見識力と科学的素地を習得することを目標とする。
同時に、「診療放射線技師 国家試験 出題基準」における「専門基礎分野」の腫瘍；
放射線治療 ; 放射線感受性；温熱療法、および、同「専門分野」の PET; 腫瘍・炎症 ;
癌治療総論 ; 放射線治療機器 ; 放射線治療などに対応する「国家試験科目」を解
答できる充分な学習レベルに到達する実力を養成することも到達目標とする。

授業形態

・対面授業として演習を行ない、学生は、テーマごとに、発表者 1 名、質問者 2
名が指名され、教員が各テーマの知識と理解を深めるべく主導して随時解説する
と共に、演習授業ならではのプレゼンテーション力・質問提起力・回答力・ディベー
ト力・コミュニケーション力を養成する：

（1）毎回、前回までの授業で指名された当番の学生個人 2 ～ 3 名が、あらかじめ
指定された各 1 テーマに関して、学術書・オンライン文献データベース検索・イ
ンターネットで調査し、その内容を要約した A4 サイズ 1 枚の報告書を配布する
と共に、PowerPoint ファイルに纏めて約 10 分間で発表し、プレゼン力を養成する。
この当番は学生全員公平に１回以上ずつ割り当てる。

（2）その発表内容に対して、教員が学術内容の改訂や改善を指摘して、掘り下げ
て解説すると共に、プレゼン手技の向上を図るべく助言する。

（3）他方、各テーマごとに当日に指名された 2 名の学生が、発表内容に関して適
切な質問を提起することが求められ、視聴理解力と質問提起力を養成する。

（4）この質問に対して、発表者は、質問内容の趣旨を理解した上で、論点を外さ
ずに適切かつ簡潔に回答するように求められ、回答力とディベート力も養成する。
・上記のような全員参加型の演習形式を取り入れて、学生の緊張感を保持すると
共に、医療従事者として必要なコミュニケーション力も養成する。
・文言の説明だけでは分かりにくい発表内容は、随時、図表やイラストを作成し、
これを多用して PowerPoint ファイルでの視覚アピール力も養成する。

教科書、教材、参考書

参考書：『細胞死制御工学』（三羽信比古 , シーエムシー出版 , 2009）
　　　　　※ほぼ毎回の授業で使用する。
教材：「診療放射線技師 国家試験出題基準」に関連する項目では，適宜「診療放
　　　射線技師 国家試験の過去問題」とその正解・関連知識・図表などのプリン
　　　トを配布する。

評価方法 授業態度（特に演習発表当番での発表内容、事前事後学習、他の発表者への質疑
応答）で判定する。
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評価基準 調査力・プレゼン力・質問提起力・ディベート力・コミュニケーション力などの
細目を積み上げ評価して、60 点以上を合格とする。

区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 1回

「癌（がん）制御」を
WEB 検索して、また
は、指定された参考書
の「序論」、「がん制御」
の該当頁を読んで、「が
ん制御科学」の概要を
理解すると共に、理解
しにくい箇所がどこか
を各自あらかじめ把握
して、授業での着眼点
とする。
さらに、2 年次前期の
授業科目「がん医療科
学」の要点を理解して
おく。

・序論として、「がん制御科学」
の全体像と「放射線医療」の
役割を把握する。
・本授業の受け方、演習方式、
事前学習・事後学習のあり方、
成績評価法のガイダンスを行
なう。　　　
・総論的観点から、①放射線
がん治療での放射線感受性、
②放射線と抗がん剤併用、③
がん診断でのがん組織集積剤
に関して、知識と理解を深め
る。
・毎回の授業で、下記各テー
マに関して前回授業で指名さ
れた 2 ～ 3 名の学生が、スラ
イド発表する。

「がん制御科学」の全体像、
左記①～③に関して、授業で
の自筆ノートと参考書の中の
授業中での指摘箇所とを照合
して、総合的に復習する。

・参考書
「序論」、「がん制御」、
「がん治療・抗がん
剤の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。　

第 2回

参考書の「がん増殖」、
「がんと正常細胞の違
い」の該当頁を読んで、
概 要 を 理 解 す る と 共
に、授業での着眼点と
して、理解しにくい箇
所がどこかを各自あら
かじめ把握しておく。

放射線がん治療における効果
増強法：正常組織への副作用
を抑制し、最小限の放射線線
量でのがん選択的な殺傷作用
---

（1）放射線増感薬ミソニダ
ゾール投与低濃度化と細胞放
射線感受性支配因子 NPSH

（2）がん増殖シグナルを遮断
する抗がん剤セツキシマブと
EGFR（ヒト上皮成長因子受
容体）。
※以下、毎回同様に標記項目
の知識と考察を深める。

「放射線増感薬」、「がん増殖
シグナルを遮断する抗がん
剤」に関して、授業での自筆
ノートと参考書の中の授業中
に指摘箇所とを照合して、総
合的に復習する。

・参考書
「がん増殖」、「がん
と正常細胞の違い」
の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 3回

参考書の「がん治療増
強効果」の該当頁を読
んで、概要を理解する
と共に、授業での着眼
点として、理解しにく
い箇所がどこかを各自
あらかじめ把握してお
く。

放射線がん治療における効果
増強法 ---                     

（3）体内時計調節ホルモンの
メラトニンとがん抑制遺伝子
p53 の発現促進、

（4）抗がん剤カンプトセシン
とがん増殖に必須の酵素トポ
イソメラーゼⅠへの阻害、放
射線感受性増強作用を調節す
る遺伝子。

「がん治療増強法」に関して、
授業での自筆ノートと参考書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・参考書
「 が ん 治 療 増 強 効
果」、「がん抑制遺伝
子 p53」の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 4回

参考書の「がん転移抑
制」、「がん転移と転写
因子 NF ‐ κ B」の該
当頁を読んで、概要を
理解すると共に、授業
での着眼点として、理
解しにくい箇所がどこ
かを各自あらかじめ把
握しておく。

放射線がん治療におけるがん
転移抑制 : 画像描出不能の微
小がん転移、および、転移防
御できない放射線への弱点補
強 ---

（1）細胞分裂に必須の微小管
への阻害剤ノスカピン --- 転写
因子 NF- κ B の活性阻害、が
ん転移をもたらす血管新生へ
の放射線の阻害。

（2）ヒト臍帯血中の白血球に
由来の「がん細胞内侵入型」
免疫細胞 HOZOT（ホゾティ）。

「放射線とがん転移抑制」に
関して、授業での自筆ノート
と参考書の中の授業中に指摘
箇所とを照合して、総合的に
復習する。

・参考書
「がん転移抑制」、「が
ん転移と転写因子
NF ‐ κ B」の該当
頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

第 5回

参考書の「がんとテロ
メア・テロメラーゼ」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

放射線がん治療におけるがん
転移抑制 ---

（3）がん無限増殖を担う酵素
テロメラーゼに対する阻害剤
テロメスタチンなど、

（4）テロメラーゼ（hTERT）
プロモータを組み込んだ、が
ん殺傷アデノウイルス製剤

「テロメライシン」。 　

「放射線とがん転移抑制」に
関して、授業での自筆ノート
と参考書の中の授業中に指摘
箇所とを照合して、総合的に
復習する。

・参考書
「がんとテロメア・
テロメラーゼ」の該
当頁。　　　　　
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。　

第 6回

参考書の「がん増殖」、
参考書の「がん診断」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

PET（陽電子放出断層撮影）
によるがん診断における post- 
FDG がん集積薬 ---

（1）現在利用されているがん
診断薬 18FDG の長所と欠点、

（2）がん鑑別がより優れたが
ん集積薬 62Cu- ATSM などの
開発。　

「PET がん診断」に関して、
授業での自筆ノートと参考書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・参考書
「がん診断」、「がん
組織の血管」の該当
頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 7回

参考書の「がんと酸化
ストレス抑制」の該当
頁を読んで、概要を理
解すると共に、授業で
の着眼点として、理解
しにくい箇所がどこか
を各自あらかじめ把握
しておく。

放射線がん治療での酸化スト
レス抑制 ---

（1）放射線による正常細胞へ
の酸化ストレス、および、そ
の消去とナノバブル水素、

（2）白金ナノコロイドによる
水素吸蔵、および、がん組織
深部への薬剤浸透力と血液 -
脳関門への通過力。

「放射線がん治療と酸化スト
レス抑制」に関して、授業で
の自筆ノートと参考書の中の
授業中に指摘箇所とを照合し
て、総合的に復習する。

・参考書
「がんと酸化ストレ
ス抑制」、「脳腫瘍治
療と血液 - 脳関門」
の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 8回

参考書の「がん治療と
ビタミン C・ビタミン
E」の該当頁を読んで、
概 要 を 理 解 す る と 共
に、授業での着眼点と
して、理解しにくい箇
所がどこかを各自あら
かじめ把握しておく。

放射線がん治療におけるがん
放射線がん治療での酸化スト
レス抑制 ---

（1）ビタミン A とベータカロ
テン、ビタミン C、ビタミン E、
各種フラボノイドの各併用投
与、

（4）高濃度ビタミン C 点滴と
放射線がん治療効果増強。

「放射線がん治療と酸化スト
レス抑制」に関して、授業で
の自筆ノートと参考書の中の
授業中に指摘箇所とを照合し
て、総合的に復習する。

・参考書
「がん治療とビタミ
ン C・ビタミン E」、

「がんと抗酸化剤」
の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 9回

参考書の「抗がん剤の
適用」の該当頁を読ん
で、概要を理解すると
共に、授業での着眼点
として、理解しにくい
箇所がどこかを各自あ
ら か じ め 把 握 し て お
く。

放射線がん治療における併用
禁忌の抗がん剤とその注意
点、他の抗がん剤への配慮 ---

（1）膵臓がん治療薬ジェム
ザール、 

（2）代謝拮抗性シトシン系抗
がん剤ゲムシタビン。

「放射線がん治療における併
用禁忌の抗がん剤」に関して、
授業での自筆ノートと参考書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・参考書
「抗がん剤の適用」
の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

10回

参考書の「がん温熱療
法」の該当頁を読んで、
概 要 を 理 解 す る と 共
に、授業での着眼点と
して、理解しにくい箇
所がどこかを各自あら
かじめ把握しておく。

放射線がん治療におけるがん
次世代ハイパーサーミア（温
熱作用）によるがん治療 ---

（1）新規のがん温熱装置 CRet 
System と組織深部への温熱
の浸透性

（2） がん増殖・転移の関連因
子 HSP（ヒートショック タン
パク）の温熱誘導への阻害剤：
多発性骨随腫薬 KW-2478、ボ
ルテゾミブとの併用。

「がん温熱療法」に関して、
授業での自筆ノートと参考書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・参考書
「がん温熱療法」の
該当頁。　　　　　
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。　

第 11回

参 考 書 の「 プ ロ ビ タ
ミ ン C と が ん 抑 制 」、

「DNA 修復」の該当頁
を読んで、概要を理解
すると共に、授業での
着眼点として、理解し
にくい箇所がどこかを
各自あらかじめ把握し
ておく。

・次世代ハイパーサーミア（温
熱作用）によるがん治療 ---

（3）温熱効果増強薬各種プロ
ビタミン C。
・放射線がん治療におけるが
ん DNA 修復阻害剤の併用 ---
放射線損傷された DNA 鎖の
保護に働く酵素 PARP とその
阻害剤 BIC など。
　

「がん温熱療法とプロビタミ
ン C」、「放射線がん治療とＤ
ＮＡ修復阻害剤」に関して、
授業での自筆ノートと参考書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習。

・参考書
「プロビタミン C と
が ん 抑 制 」、「DNA
修復」の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 12回

参考書の「がん免疫」
の該当頁を読んで、概
要を理解すると共に、
授 業 で の 着 眼 点 と し
て、理解しにくい箇所
がどこかを各自あらか
じめ把握しておく。

放射線がん治療での免疫力強
化法：放射線で低下しやすい
免疫力への強化策 ---

（1）樹状細胞療法：①摘出し
た自己がん組織でのオーダー
メイド、②自己がん組織に近
似の人工抗原、③がん組織内
への直接投与、

（2）活性化リンパ球療法：患
者血液からの採取リンパ球の
体外活性化と体内戻し。

「放射線がん治療における免
疫力強化」に関して、授業で
の自筆ノートと参考書の中の
授業中に指摘箇所とを照合し
て、総合的に復習する。

・参考書
「がん免疫」の該当
頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 13回

参考書の「がん治療と
ミトコンドリア」の該
当頁を読んで、概要を
理解すると共に、授業
での着眼点として、理
解しにくい箇所がどこ
かを各自あらかじめ把
握しておく。

放射線がん治療での放射線感
受性ミクロ環境の構築：

（1）がん細胞でのワールブル
グ効果（嫌気性解糖の著増）
改変と放射線感受性の促進　

（2）ジクロロ酢酸ナトリウム：
ピルビン酸脱水素酵素キナー
ゼへの阻害、ミトコンドリア
の酸化的リン酸化の促進、活
性酸素によるがん細胞の殺
傷。

「放射線がん治療における放
射線感受性ミクロ環境の構
築」に関して、授業での自筆
ノートと参考書の中の授業中
に指摘箇所とを照合して、総
合的に復習する。

・参考書
「がん治療とミトコ
ンドリア」の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。

第 14回

参考書の「がん組織で
の低酸素」の該当頁を
読んで、概要を理解す
ると共に、授業での着
眼点として、理解しに
くい箇所がどこかを各
自あらかじめ把握して
おく。

放射線がん治療における放射
線感受性ミクロ環境の構築 --- 

（2）α - リポ酸： がん細胞内
部で低下した代謝系（TCA 回
路）の人為的活性化、

（3）アルテスネイト：
がん組織での低酸素による転
写因子 HIF- 1 αの亢進、

（4）鉄の細胞内取込みの促進、
鉄イオン反応で生じたフリー
ラジカルによるがん殺傷。 

「放射線がん治療における放
射線感受性ミクロ環境の構
築」に関して、授業での自筆
ノートと参考書の中の授業中
に指摘箇所とを照合して、総
合的に復習する。

・参考書
「がん組織での低酸
素」、「人体中の鉄イ
オンと酸化ストレ
ス」の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。
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区　分 事前学習 授業内容 事後学習 参考文献

15回

参考書の「抗がん多糖
類フコイダン」の該当
頁を読んで、概要を理
解すると共に、授業で
の着眼点として、理解
しにくい箇所がどこか
を各自あらかじめ把握
しておく。

放射線がん治療における放射
線感受性ミクロ環境の構築 ---

（5）高度硫酸化多糖類フコイ
ダン併用による局所酸性 pH
状態でのがん殺傷効果。   
最終回の総括として、放射線
がん治療・予防と診断、およ
び、がん温熱治療に関する総
論として、知識と考察を深め
る。

「放射線がん治療における放
射線感受性ミクロ環境の構
築」、「放射線がん治療・予防
と診断、および、がん温熱治
療に関する総論」に関して、
授業での自筆ノートと参考書
の中の授業中に指摘箇所とを
照合して、総合的に復習する。

・参考書
「抗がん多糖類フコ
イダン」の該当頁。
・「診療放射線技師 
国家試験出題基準」
の関連項目は、「診
療放射線技師 国家
試験の過去問題」プ
リントを随時配布す
る。
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 総合演習（診療X線技術） 単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 山田　淳子・武下　正義 授 業 形 態 演　習 期 別 通　年

授業目的

専門基礎分野及び専門分野で学んだ事柄のうち、主に基礎医学及び診療 X 線技術
学に関する知識・技術について、他の分野との連携を図りながら、演習を通して
具体的に「機器の技術」、「撮影・撮像の技術」および「画像評価の技術」を統合
させ、様々な X 線検査に迅速に対応できる能力を身につける。また基礎医学及び
診療 X 線技術学関連の国家試験問題への対応をはかるとともに、診療放射線技術
の現状と課題に関する認識を深め、探究する能力を養う。

授業内容

診療放射線技師に求められる専門分野毎の知識・技術を統合的に学習して発展さ
せるために、本学の専門基礎分野及び専門分野に配置されている科目を横断的に
網羅して演習を中心とした集中授業を行う。具体的な授業の内容は次の通り。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は国家試験出題科目の名称

（1）専門基礎分野
　① 基礎医学系（基礎医学大要：解剖学、生理学・生化学、病理学、社会医学）
　② 臨床医学系（基礎医学大要：放射線医学、臨床病態学、他）
　③ 医用理工学系（医用工学）
　④ 放射線科学系（放射線物理学、放射化学、放射線生物学、放射線計測学）

（2）専門分野
　① 診療画像技術学（診療画像機器学、エックス線撮影技術学、診療画像検査学）
　② 核医学検査技術学（核医学検査技術学）
　③ 放射線治療技術学（放射線治療技術学）
　④ 医用画像情報学（医用画像情報学、画像工学）
　⑤ 放射線安全管理学（放射線安全管理学）

到達目標
専門基礎分野 4 領域および専門分野 6 領域（臨床実習含む）で学習した事柄につ
いて知識を総合的に整理することで、診療放射線技師国家試験が要求する専門知
識を確立し、未来の診療放射線技術学に対応できる応用能力を身につける。

授業形態 専門基礎科目及び専門科目を担当する教員が演習を中心に行う。

履修要件 ① 卒業要件科目の単位をすべて修得、または履修登録していること。
② 「発展と統合」分野の総合演習 4 科目をすべて履修登録すること。

教科書、教材、参考書

教科書：これまでの授業で使用した指定教科書
参考書：『2015 年版 診療放射線技師国家試験完全対策問題集』（オーム社編 , オー
　　　　ム社 , 2014）
　　　  『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会 , 共立出版）
教材：授業担当者の配布する教材及び演習プリント

評価方法 12 月に実施する「総合演習」期末試験の成績により決定する。

評価基準 「総合演習」期末試験の結果を 100 点満点換算とし、60 点以上を合格とする。

区　分 授業内容 出題基準

第 1回 基礎医学大要①
（構造と機能　解剖学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、構造と機能

第 2回 基礎医学大要②
（構造と機能　解剖学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、構造と機能

第 3回 基礎医学大要③
（構造と機能　解剖学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、構造と機能

第 4回 基礎医学大要④
（構造と機能　生理学・生化学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、構造と機能

第 5回 基礎医学大要⑤
（臨床医学の基礎　疾病と障害の基礎）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎
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区　分 授業内容 出題基準

第 6回 基礎医学大要⑥
（臨床医学の基礎　疾病と障害の基礎）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎

第 7回 基礎医学大要⑦
（臨床医学の基礎　疾病と障害の基礎）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎

第 8回 基礎医学大要⑧
（臨床医学の基礎　治療）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎

第 9回 基礎医学大要⑨
（社会医学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、社会医学

第 10回 X 線撮影技術学① 診療画像技術学

第 11回 X 線撮影技術学② 診療画像技術学

第 12回 X 線撮影技術学③ 診療画像技術学

第 13回 X 線撮影技術学④ 診療画像技術学

第 14回 放射化学① 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 15回 放射化学② 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 16回
基礎医学大要⑩

（構造と機能　解剖学）
人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、構造と機能

第 17回 基礎医学大要⑪
（構造と機能　生理学・生化学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、構造と機能

第 18回 基礎医学大要⑫
（臨床医学の基礎　疾病と障害の基礎）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎

第 19回 基礎医学大要⑬
（臨床医学の基礎　疾病と障害の基礎）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎

第 20回 基礎医学大要⑭
（臨床医学の基礎　治療）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、臨床医学の基
礎

第 21回 基礎医学大要⑮
（社会医学）

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち、社会医学

第 22回 X 線撮影技術学⑤ 診療画像技術学

第 23回 放射化学③ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 総合演習
（画像検査技術）

単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 金森　勇雄・山口　功・小縣　裕二 授 業 形 態 演　習 期 別 通　年

授業目的

診療画像技術学分野で学んだ事柄のうち、主にデジタル画像装置、X 線 CT、
MRI および超音波検査等で用いられる装置の取扱い、各種の画像検査法と適応疾
病および診断の特殊性について、他の分野との連携を図りながら、演習を通して
理論的に体系づけを行い、様々な画像診断に迅速に対応できる能力を身につける。
また診療画像技術学関連の国家試験問題への対応をはかるとともに、診療放射線
技術の現状と課題に関する認識を深め、探究する能力を養う。

授業内容

診療放射線技師に求められる専門分野毎の知識・技術を統合的に学習して発展さ
せるために、本学の専門基礎分野及び専門分野に配置されている科目を横断的に
網羅して演習を中心とした集中授業を行う。具体的な授業の内容は次の通り。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は国家試験出題科目の名称

（1）専門基礎分野
　① 基礎医学系（基礎医学大要：解剖学、生理学・生化学、病理学、社会医学）
　② 臨床医学系（基礎医学大要：放射線医学、臨床病態学、他）
　③ 医用理工学系（医用工学）
　④ 放射線科学系（放射線物理学、放射化学、放射線生物学、放射線計測学）

（2）専門分野
　① 診療画像技術学（診療画像機器学、エックス線撮影技術学、診療画像検査学）
　② 核医学検査技術学（核医学検査技術学）
　③ 放射線治療技術学（放射線治療技術学）
　④ 医用画像情報学（医用画像情報学、画像工学）
　⑤ 放射線安全管理学（放射線安全管理学）

到達目標
専門基礎分野 4 領域および専門分野 6 領域（臨床実習含む）で学習した事柄につ
いて知識を総合的に整理することで、診療放射線技師国家試験が要求する専門知
識を確立し、未来の診療放射線技術学に対応できる応用能力を身につける。

授業形態 専門基礎科目及び専門科目を担当する教員が演習を中心として前・後期に短期的
に集中授業を行う。

履修要件 ① 卒業要件科目の単位をすべて修得、または履修登録していること。
② 「発展と統合」分野の総合演習 4 科目をすべて履修登録すること。

教科書、教材、参考書

教科書：これまでの授業で使用した指定教科書
参考書：『2015 年版 診療放射線技師国家試験完全対策問題集』（オーム社編 ,
　　　　オーム社 , 2014）
　　　  『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会 , 共立出版）
教材：授業担当者の配布する教材及び演習プリント

評価方法 12 月に実施する「総合演習」期末試験の成績により決定する。

評価基準 「総合演習」期末試験の結果を 100 点満点換算とし、60 点以上を合格とする。

区　分 授業内容 出題基準

第 1回 診療画像検査学①（US/ 眼底） 診療画像技術学

第 2回 診療画像機器学①（CT/MR/US 以外） 診療画像技術学

第 3回 X 線撮影技術学① (CT) 診療画像技術学

第 4回 診療画像検査学① (MR) 診療画像技術学

第 5回 診療画像機器学②（CT/MR/US 以外） 診療画像技術学

第 6回 診療画像検査学② (MR) 診療画像技術学

第 7回 診療画像機器学①（MR/CT） 診療画像技術学
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区　分 授業内容 出題基準

第 8回 診療画像検査学① 診療画像技術学

第 9回 診療画像機器学②（MR/CT） 診療画像技術学

第 10回 診療画像検査学②（US/ 眼底） 診療画像技術学

第 11回 診療画像機器学③（MR/CT） 診療画像技術学

第 12回 診療画像検査学③（US/CT/MRI） 診療画像技術学

第 13回 診療画像機器学①（US/ 眼底） 診療画像技術学

第 14回 診療画像検査学② 診療画像技術学

第 15回 診療画像検査学④（US/CT/MRI） 診療画像技術学

第 16回 診療画像機器学③（CT/MR/US 以外） 診療画像技術学

第 17回 診療画像検査学③ (MR) 診療画像技術学

第 18回 X 線撮影技術学② (CT) 診療画像技術学

第 19回 診療画像機器学②（US/ 眼底） 診療画像技術学

第 20回 診療画像機器学④（CT/MR/US 以外） 診療画像技術学

第 21回 診療画像検査学③ 診療画像技術学

第 22回 診療画像機器学④（MR/CT） 診療画像技術学

第 23回 診療画像検査学⑤（US/CT/MRI） 診療画像技術学
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履 修 区 分 選　択

授 業 科 目 総合演習
（核医学・治療技術）

単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 宇都　文昭・中島　俊文・
野口　敦司

授 業 形 態 演　習 期 別 通　年

授業目的

核医学検査技術学および放射線治療技術学で学んだ事柄について、将来の核医学
専門技師および放射線治療専門技師として核医学検査及び放射線治療技術に携わ
ることも視野に入れつつ、他の分野との連携を図りながら、演習を通して知識・
技術の整理と統合化を図る。また核医学・治療技術関連の国家試験問題への対応
をはかるとともに、診療放射線技術の現状と課題に関する認識を深め、探究する
能力を養う。　

授業内容

診療放射線技師に求められる専門分野毎の知識・技術を統合的に学習して発展さ
せるために、本学の専門基礎分野及び専門分野に配置されている科目を横断的に
網羅して演習を中心とした集中授業を行う。具体的な授業の内容は次の通り。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は国家試験出題科目の名称

（1）専門基礎分野
　① 基礎医学系（基礎医学大要：解剖学、生理学・生化学、病理学、社会医学）
　② 臨床医学系（基礎医学大要：放射線医学、臨床病態学、他）
　③ 医用理工学系（医用工学）
　④ 放射線科学系（放射線物理学、放射化学、放射線生物学、放射線計測学）

（2）専門分野
　① 診療画像技術学（診療画像機器学、エックス線撮影技術学、診療画像検査学）
　② 核医学検査技術学（核医学検査技術学）
　③ 放射線治療技術学（放射線治療技術学）
　④ 医用画像情報学（医用画像情報学、画像工学）
　⑤ 放射線安全管理学（放射線安全管理学）

到達目標
専門基礎分野 4 領域および専門分野 6 領域（臨床実習含む）で学習した事柄につ
いて知識を総合的に整理することで、診療放射線技師国家試験が要求する専門知
識を確立し、未来の診療放射線技術学に対応できる応用能力を身につける。

授業形態 専門基礎科目及び専門科目を担当する教員が演習を中心として前・後期に短期的
に集中授業を行う。

履修要件 ① 卒業要件科目の単位をすべて修得、または履修登録していること。
② 「発展と統合」分野の総合演習 4 科目をすべて履修登録すること。

教科書、教材、参考書

教科書：これまでの授業で使用した指定教科書
参考書：『2015 年版 診療放射線技師国家試験完全対策問題集』（オーム社編 ,
　　　　オーム社 , 2014）
　　　  『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会 , 共立出版）
教材：授業担当者の配布する教材及び演習プリント

評価方法 12 月に実施する「総合演習」期末試験の成績により決定する。

評価基準 「総合演習」期末試験の結果を 100 点満点換算とし、60 点以上を合格とする。

区　分 授業内容 出題基準

第 1回
核医学検査技術学① 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）

第 2回 放射線治療技術学① 放射線治療技術学（がん治療総論（腫瘍学））

第 3回 放射線生物学① 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 4回 放射線安全管理学① 放射線安全管理学、防護の基本概念

第 5回
核医学検査技術学② 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）
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区　分 授業内容 出題基準

第 6回 放射線治療技術学② 放射線治療技術学（がん治療総論（腫瘍学））

第 7回
核医学検査技術学③ 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）

第 8回 放射線治療技術学③ 放射線治療技術学（技師の役割と義務、放射線治療機
器、吸収線量の評価、照射術式、放射線治療）

第 9回 放射線生物学② 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 10回
核医学検査技術学④ 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）

第 11回 放射線治療技術学④ 放射線治療技術学（技師の役割と義務、放射線治療機
器、吸収線量の評価、照射術式、放射線治療）

第 12回 放射線生物学③ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 13回
核医学検査技術学⑤ 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）

第 14回 放射線治療技術学⑤ 放射線治療技術学（粒子線）

第 15回 放射線安全管理学② 放射線安全管理学、法的規制、放射線管理の目的と方
法

第 16回
核医学検査技術学⑥ 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）

第 17回 放射線治療技術学⑥ 放射線治療技術学（がん治療総論（腫瘍学））

第 18回 放射線生物学④ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 19回 放射線安全管理学③ 放射線安全管理学、防護の基本概念

第 20回
核医学検査技術学⑦ 核医学検査技術学（技師の役割と義務、放射性医薬品、

核医学測定装置、核医学検査法の原理、核医学データ
解析、臨床核医学検査）

第 21回 放射線治療技術学⑦ 放射線治療技術学（がん治療総論（腫瘍学））

第 22回 放射線生物学⑤ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 23回 放射線安全管理学④ 放射線安全管理学、防護の基本概念
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 総合演習
（画像情報技術）

単 位 数 1 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者 小水　満・岩元　新一郎 授 業 形 態 演　習 期 別 通　年

授業目的
医用画像情報学で学んだことの集大成として、演習を通して診療放射線技師国家
試験への対応も視野に入れつつ、他の分野との連携を図りながら、知識・技術の
整理と統合化を図るとともに、診療放射線技術の現状と課題に関する認識を深め、
課題を探求する能力を養う。　

授業内容

診療放射線技師に求められる専門分野毎の知識・技術を統合的に学習して発展さ
せるために、本学の専門基礎分野及び専門分野に配置されている科目を横断的に
網羅して演習を中心とした集中授業を行う。具体的な授業の内容は次の通り。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※（　）は国家試験出題科目の名称

（1）専門基礎分野
　① 基礎医学系（基礎医学大要：解剖学、生理学・生化学、病理学、社会医学）
　② 臨床医学系（基礎医学大要：放射線医学、臨床病態学、他）
　③ 医用理工学系（医用工学）
　④ 放射線科学系（放射線物理学、放射化学、放射線生物学、放射線計測学）

（2）専門分野
　① 診療画像技術学（診療画像機器学、エックス線撮影技術学、診療画像検査学）
　② 核医学検査技術学（核医学検査技術学）
　③ 放射線治療技術学（放射線治療技術学）
　④ 医用画像情報学（医用画像情報学、画像工学）
　⑤ 放射線安全管理学（放射線安全管理学）

到達目標
専門基礎分野 4 領域および専門分野 6 領域（臨床実習含む）で学習した事柄につ
いて知識を総合的に整理することで、診療放射線技師国家試験が要求する専門知
識を確立し、未来の診療放射線技術学に対応できる応用能力を身につける。

授業形態 専門基礎科目及び専門科目を担当する教員が演習を中心として前・後期に短期的
に集中授業を行う。

履修要件 ① 卒業要件科目の単位をすべて修得、または履修登録していること。
② 「発展と統合」分野の総合演習 4 科目をすべて履修登録すること。

テキスト、教材、参考書

教科書：これまでの授業で使用した指定教科書
参考書：『2015 年版 診療放射線技師国家試験完全対策問題集』（オーム社編 ,
　　　　オーム社 , 2014）
　　　  『医用放射線辞典』（医用放射線辞典編集委員会 , 共立出版）
教材：授業担当者の配布する教材及び演習プリント

評価方法 12 月に実施する「総合演習」期末試験の成績により決定する。

評価基準 「総合演習」期末試験の結果を 100 点満点換算とし、60 点以上を合格とする。

区　分 授業内容 出題基準

第 1回 医用画像情報学① 医用画像情報学

第 2回 放射線物理学① 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 3回 医用工学① 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 4回 放射線計測学① 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 5回 画像工学① 医用画像情報学

第 6回 放射線物理学② 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術
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区　分 授業内容 出題基準

第 7回 医用画像情報学② 医用画像情報学

第 8回 医用工学② 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 9回 放射線計測学② 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 10回 画像工学② 医用画像情報学

第 11回 医用工学③ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 12回 医用画像情報学③ 医用画像情報学

第 13回 医用工学④ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 14回 放射線物理学③ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 15回 放射線計測学③ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 16回 画像工学③ 医用画像情報学

第 17回 放射線物理学④ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 18回 放射線計測学④ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 19回 医用画像情報学④ 医用画像情報学

第 20回 画像工学④ 医用画像情報学

第 21回 放射線物理学⑤ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 22回 医用工学⑤ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術

第 23回 放射線計測学⑤ 保健医療福祉における理工学的基礎及び放射線の科
学・技術
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履 修 区 分 必　修

授 業 科 目 卒業研究 単 位 数 4 単位 配 当 年 次 4　年

科目担当者

小水　　満・蔭山			勝弘・青笹　正夫
宇都　文昭・三羽信比古・坂本　豪信
小川　利政・橋本		　	勉・中島　俊文
岩元新一郎・山口　　功　　　　　

授 業 形 態 演　習 期 別 通　年

授業目的

大阪物療大学「建学の精神」に基づき、4 年間に学んだ放射線技術学の総括は、
担当教員の指導による将来の予定進路や希望領域を考慮して、学生の興味と関心
に応じて課題を設定し、学内研究発表会や学会・研修会などで研究成果の発表も
視野に入れて、調査・研究を行うことで基礎的な研究能力を養う。併せて、臨床
に携わる診療放射線技師に求められる教養と知識を総合的に学修することを目的
とする。

授業内容

3 年次に決定した所属研究領域において、指導教員と協議して決定した研究課題
について文献調査・実験・計測・学外研修等の調査研究を行い、研究の目的、計画、
遂行、結果、考察をまとめ、発表という研究に関する各段階と一連の流れを体験
的に実践する。また、臨床の診療放射線技師に要求される専門基礎分野、専門分
野の知識を深く理解し探求する。

到達目標

1. 診療放射線技術学における研究課題を明確にする。
2. 各研究領域の視点から研究課題を絞り込み、研究目的を明確にする。
3. 研究目的にそって先行の研究に関する調査研究を行い、研究計画をたてる。
4. 研究計画にそって実験やデータ収集及び分析・評価を行なう。
5. 研究によって得られた新しい知見をまとめ、卒業研究報告書を作成する。
6. 発表方式は、口述またはポスター発表を行なう。
7. 各所属研究領域の卒業研究の過程と討論会を通して、総合学力に対応できる専
門基礎分野及び専門分野の知識を確立する。

授業形態

1．研究計画立案期（2013 年 11 月～ 2014 年 3 月）
学生と教員との共同協議を通して研究課題（テーマ）の決定と研究計画書の作成
を行う。
2．研究活動期（2014 年 4 月～ 8 月）
原則として、学生は指導教員と週 1 回（90 分程度）のゼミ（授業）を通して卒業
研究を進める。適宜に研究領域ごとに中間報告会を 1 回開催し、研究内容につい
てのディスカッションを行う。
3．研究完成期（2014 年 9 月～ 10 月）
研究結果は卒業研究報告書の提出。また、卒業研究発表会に、研究成果を公表する。
・卒業研究報告書の提出（10 月上旬）
・卒業研究発表会抄録の提出及び研究内容の発表（10 月中旬）
・卒業研究発表会（口述、ポスター）（10 月下旬）

履修要件 専門選択科目（発展と統合）での総合演習を 4 科目とも履修登録すること。およ
び卒業研究と密接な教科は同時に履修登録する。

教科書、教材、参考書 学術論文が主となるが、必要に応じてその都度、指定する。

評価方法 研究活動（研究に取り組む意欲や姿勢、研究の進め方、研究成果、および卒業研
究報告書の内容）を各領域指導教員の合議によって総合的に評価する。

評価基準 研究および放射線技術学に求められる学力を総合評価する。
総合評価を 100 点満点換算とし、60 点以上を合格とする。

授業計画

1．研究テーマの文献調査を行う。
2．指導教員のもとに研究を行う。
3．実験の結果をまとめ討論を行う。
4．研究の中間発表を行う。
5．教員の指導のもとに研究を行う。
6．卒業研究をまとめ、卒業研究報告書を作成する。
7．卒業研究発表（口述、ポスター）を行う。
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研究領域 主な研究テーマ

放射線基礎領域

1．がん放射線治療の基礎実験
1）ヒトがん細胞への各線量での放射線照射、および、がん細胞の放射線傷害効果と細胞

傷害形態の画像化
2）がん放射線治療を増強する高酸素化環境の創製、および、増幅された細胞傷害形態の

画像化
2．抗がん剤と放射線の併用によるがん治療基礎実験：放射線の　がん殺傷を増強する白金
　　コロイドの投与、および、その投与量の最適化
3．がん放射線治療の副作用抑制基礎実験

1）正常細胞の放射線傷害、および、ナノバブル水素による傷害防御効果
2）正常細胞の放射線傷害、および、ナノテク素材フラーレン -C60 による傷害防御効果

4．X 線撮影に関する研究
1）腰椎正面撮影における AP 方向と PA 方向の画像の違いと診断能
2）足関節側面撮影における腓骨→脛骨方向と脛骨→腓骨方向の画像の違い

5．消化管造影に関する研究
1）胃前壁病変を接線方向で描出するための体位変換方法と変換速度
2）病変描出におけるバリウム濃度と適性管電圧
3）胃圧迫用ファントムの試作
4）硫酸バリウム製剤とヨード製剤（ガストログラフィン）による病変描出能の差異

放射線応用領域

1．CT 検査での PVE(Partial Volume Effect) の再評価
1）肺紋理の読影に PVE の及ぼす影響の検討
2）腎のう胞性病変の評価に及ぼす PVE の検討
3）頭蓋底骨構造の描出に及ぼす PVE の影響の検討
4）脳梗塞の診断にスライス厚の及ぼす影響の文献的考察
5）びまん性肺疾患における CT 撮影最適化の文献的考察

2. 病理解剖学に基づいた単純 X 線画像解析および撮影法の開発
　1）胸部単純 X 線画像の解析
　2）四肢関節 X 線画像の解析と撮影法の開発
3. X 線 CT，MRI における非侵襲的生体イメージング法および解析法の開発と画像評価
　1）低線量肺がん CT 検診における CT イメージング法
　2）造影剤の循環動態評価および局所薬物動態解析

核医学・治療領域

1．放射線治療の精度管理に関する研究
1）マルチリーフコリメータの品質保証
2）物理ウェッジとダイナミックウェッジの線量分布比較
3）測定法の違いによる線量分布比較
4）IGRT の臨床応用
5）IGRT 利用によるエラーの評価
6）膀胱容積変化による PTV への影響
7）IMRT の分布検証

2．新しい抗がん化合物の開発とハイパーサーミア併用効果
1）各種香料中の抗がん成分のスクリーニング
2）新抗がん性物質の殺がん細胞効果
3）新抗がん性物質のがん細胞抗転移効果
4）新抗がん性物質のハイパーサーミア併用効果　

3．治療計画用コンピュータの計算アルゴリズムの種類による計算精度について
4．最新装置に搭載された機能の FFF（フラットニングフィルター無し）とフラットニング
　　フィルター有りの場合の線質及び線量分布の変化について研究
5．IGRT 装備治療装置間の位置精度の相違に関する研究
6．VMAT の線量検証に関する研究
7．PET/CT を用いた治療計画の基礎的研究。微小腫瘤像（3㎝φ以下）の部分容積効果の
　 補正に関する研究
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研究領域 主な研究テーマ

画像情報領域

1．ディジタル画像評価について
1）CR と FPD の入出力特性の検討
2）CR と FPD の WS のバックグランドノイズの検討

2．ディジタル画像処理効果について
1）2 値化画像処理の問題点について
2）方向性を持たないエッジ協調処理の効果

3．画像支援診断
1）胸部肺がんの形状解析による鑑別診断

4．医用画像の画質特性の評価と解析
1）X 線 CT 画像再構成法の画質評価と雑音特性の解析
2）医用画像システムにおける非線形性の影響の解析

5．医用放射線の線量評価
1）X 線検査の被ばく線量評価と低減技術の基礎研究
2）総合画質評価と被ばく線量との関係の基礎研究

6．医用画像情報の解析
　1）画像認識・診断支援システムの性能評価の基礎研究
7．仮想マシン上での DICOM server
8．放射線技術におけるマイコンボード応用
9．高電界によるパールチェイン形成と医療技術への応用
10．画像診断装置における EL デバイス
11．シミュレータによる回路設計
12．病院ネットワークに関する研究

1）病院ネットワークと粒子線治療システムの連携
13．粒子線治療技術に関する研究

1）モダリティと粒子線治療システムの連携
2）粒子線照射技術の高度化
3）位置決め技術の高度化
4）粒子線治療計画装置の高度化
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